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1沿 革 と 概 要

1.沿 革

我が 国の国際地球観測年(I　 GY)参 加の一環 として,昭 和31年 に予備観測隊(隊 長 は現所長 の永田東大教授)

が南 極に向か って 出発 して以来,南 極地域観測隊は,一 時期 の中断期 間を除いて,毎 年派遣 され,極 地研究は着実

に発 展して きた.そ の結果,南 極地域 観測その他 の極地研究 の中核 となる機関 を設 置す る必要が南極地域観測統合

推進本部,日 本学術会議その他の関係者か ら強 く指 摘 され た.昭 和37年4月 国立科学博物館に極地関係の資料室兼

事務室が設置 されたのを皮 切 りに,順 次 これが極地学 課,極 地部,極 地研究部,極 地研究 センターと発展的に改組

されて きた.し か し,そ の規模の拡大 と責任の増 大に伴い,極 地研究 の中核機関 としては 国立科学博物館の附属機

関 としての立場が必ず しも最適ではな くな った ことや,大 学 との連携 を強化す るこ とが望 ましい こと等の理 由の

ため,昭 和48年9月29日 に国立科学博物館極地研究 センターが発 展的 に改組 され,国 立大学共 同利用機関 としての

国立極地研究所が創設 された.

2.概 要

(1)主 な任務

ア 研究活動

研究所及 び昭和 基地その他において極 地に関す る科学 の総合的研究活動 を行 う.こ れ には,研 究所の専任及び

客員の教官に よるもののほか,所 内及 び所外 の研究者 の共 同研究 として行われ るものがあ る.

イ 極地観測事業

所内及び所 外の研究者が極地において観測,調 査,研 究 に従 事す るこ とを種 々の形 で支援す る.そ の代表的な も

のは,南 極地域観測統合推進本部 の統括下 で,昭 和基地 を中心 とす る南極地域 におい て実施 されてい る南極地域観

測事業であ るが,昭 和基地 とは異なる南 極地域 で実施 され ている国際 共同観測 につい ても同様の 業 務 を 行 ってい

る.

ウ 極地に関する資料の収集,保 管,利 用

南極地域観測隊が持ち帰 った資料,そ の他 様々の方法で収 集 される資料 及びこれ らの資料分析 のための共 同利用

の施設設備を,所 内及び所外 の研究者 の利用 に供す る.

工 大学院教育に対する協力

他の大学の大学院学 生に対す る教育につ いて,協 力 を行 う.
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(2)組

所

一評議員

会議

長

織

一 企画調整官

(次長)

一 管 理 部一

一事 業 部一

一 庶 務 課一1

一会 計 課一

一事 業 課一

一 庶

一 人

一 総

一 経

一 用

一 施

一 企

一 業

運営協
一議員会

議

係

係

係

係

係

係

孫

孫

務

事

務

理

度

設

画

務

一研 究 系 …

一資 料 系

一 特殊職員(観測隊員)

一 設 営 係
一翻 峨 力室一

一 定 常 観 測 係

図 壷 室

一附属観測施設

その 他 の 会 議一

(注)印 は客員部門

一 地球物理学研究部門

_超 高 層 物 理 学研 究 部 門

一 雪 氷学 研 究 部 門

一※極地気象学研究部門

地 学 研 究 部 門

癖 地饗物'籍 茜
一 生理生態学研究部門

_寒 冷 生物 学 第一研 究 部 門

一橋 冷艶 謡講
一※寒地工学 研究 部門

一 生物 系 資料 部 門

一 非生物系資料部門

一 データ解析資料部門

一 低 温 資 料 部 門

一昭 和 基 地
一み ず ほ 基 地

_専 門委員会(宙 空,気 水圏,地学,生物 ・医学
,定 常観測,国 際共同観測,設 営)

南極地名委員会

一 編集委員会

一 極地観測隊員健康判定委員会

一 極地観測記録映画作成委員会

一 共同研究委員会

一 南極海洋生物資源特別委員会
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(3)定 員

区 分 所 長 次 長 教 授,助 教授

昭

和

53

年

度

合 計

所 長

次 長

研 究 系

資 料 系

図 書 室

管 理 部

事 業 部

1 1

1

1

7(4)

6(4)

1

7(4)

6(4)

1

　 　
助手濤務臨 術養騰 貴戸

13

10

3

27

2

18

7

14

2

4

2

6

31

31

101(8)

1

1

24(8)

9

2

20

44

(注)()内 は客 員部門 で外数であ る.
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III　研 究 活 動

1.一 ・ 般 研 究

専 任及び客 員の教官 に よる研究 は,国 家 事業であ る南極 地域観測 と密接 な関係 を保 ちっっ,官 制上 の研究系 ・資

料系 の研究部 門を包含 した5研 究 グループに よって進 め られ ている.す なわ ち,超 高 層物理学 ・気 水圏 ・地学 ・生

物 ・寒地工学 である.以 下に部 門別の研究課題 が示 され ているが,担 当教官 は必ず し もそれ らの部 門に属 してい る

ものではない.各 教官 の官制 上の所属 につ いては巻末 の職 員名簿 を参照 されたい.

研究課題と担当教官

研 究[

部 門1
研 究 課 題

担 当 教 官

氏 名 除 名

南極地域の放射収支に関する研究 1川 ・ 貞 男 助 教 授

南極大気の放射特性に関する研究 1川 ・ 貞 男 助 教 授

昭和基地における地震自動化の研究

南極 プレー トの研究

神 沼 克 伊

渋 谷 和 雄

助 教 授

助 手

長

投

手

教

所

助

助

武

伊

雄

克

和

田

沼

谷

永

神

渋

地

球

物

理

学

氷床表面における熱収支 ・水収支の研究 藤 井 理 行 陣 手

超

高

層

物

理

学

無人観測用磁力計の開発 授

接

手

教助

教

員客

助

助

征

浩

一良

分

西

井

国

福

藤

時系列 スペ ク トル解析法 の開発 とそれを用いた極域短周期

諸変動の研究

授

授

手

手

手

教

教

助

助

助

助

男

浩

雄

子

一

代

威

夏

美

良

沢

西

藤

渕

井

平

福

佐

岩

藤

ロケ ットに よるオ ーロラ中の電磁場の研究 永 田 武 所 長

平 沢 威 男 教 授

福 西 浩 助 教 授

鮎 川 勝 助 手

高緯度自然電磁波動の発生,伝 搬機構の研究 授

投

手

教

教

助

助

男

浩

雄

威

夏

沢

西

藤

平

福

佐

FIELD　 ALIGNED　 CURRENTの 発生機構 の研究 睡 井 良 一 助 手

極域超高層諸現象の共役性の研究 長

接

接教

所

教

助

武

男

浩

威

田

沢

西

永

平

福



雪

氷

学

人工衛星ISIS-1,2に よるVLF　 波動 の発生伝搬 機構 の

研究

夫

浩

雄

赴

夏

野

西

藤

芳

福

佐

南極大気氷床の相互作用の研究(POLEX)

氷床氷の山脈付近での流れの研究

宏

爾

彦

行

誠

之

男

男

晋

文

理

正

義

貞

尾

井

田

中

木

口

楠

前

西

藤

和

田

鈴

川

宏

爾

彦

晋

文尾

楠

前

西

南極雪氷試料の総合解析 宏

爾

彦

行

晋

文

理

尾

井

楠

前

西

藤

手

手

手

助

助

助

勝

雄

一

夏

良

川

藤

井

鮎

佐

藤

授

授

手

財

教

客

助

助

超
高
層
物
理
学

教 授

助 教 授

助 手

助 手

助 手

客員 教授

客員助教授

助 教 授

授

授

手

教

教

助

助

授

授

手

手

教

教

助

助

助

南大洋の海氷に関する研究 南ホ 顧 教 授

氷床の流動と氷床内温度分布に関する研究 前 晋 爾

西 尾 文 彦

助 教 授

助 手

大陸氷床での氷震の研究 西 尾 文 彦 助 手

マイ クロ波 に よる降雪粒 子の観測 に関す る研究
i和 田 誠 助 手

氷床内及び底部の電磁波反射 jI目 晋 爾 助 教 授

氷床雪氷中の固体粒子に関する研究 藤 井 理 行 助 手

山岳永久凍土の分布と存在条件に関する研究 藤 井 理 行 助 手

昭和基地周辺の地形及び後期新生代地質に関する研究

地 南極産隠石の採集並びに岩石学的鉱物学的研究

南極大陸を構成する岩石の古地磁気学的研究

学 南極盾状地の地質と岩石及び地質図の作成

海 氷下 面に生 息す る僥 脚類 ノープ リウス個体群の季節変動

吉 田 栄 夫

森 脇 喜 一

三

行

実

桂

和

内

石

木

矢

白

船

永 田

船 木

武

実

三

行

一

桂

和

喜

内

石

脇

矢

白

森

星 合 孝 男

福 地 光 男

授

手

教

助

授

手

手

教助

助

助

長

手

所

助

授

手

手

教助

助

助

授

手

5
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ii谷 村 矧 助 手

生

理

生

態

学

定着氷縁 における定着氷下の動物 プランク トン群 の研究 星 合 孝 男

福 地 光 男

谷 村 篤

教 授

助 手

助 手

南極海イ ン ド洋区の植物 プランク トン現存量 の研究 星 合 孝 男

福 地 光 男

教 授

助 手

サ ロマ湖の海氷中に生息す る生物群の研究 星 合 孝 男

内 藤 靖 彦

谷 村 篤

教 授

助 教 授

助 手

昭纏 地周辺の自由生醐 噸 の研究1大 山 佳 邦 陣 教 授

ペンギン音声の周噸 解析1大 山 佳 邦!助 教 授

寒

冷

生

物

学

南極海遠洋域の生態学的研究
一大型動物の目視観察一

内 藤 靖 彦

谷 村 篤

助 教 授

助 手

リュツォ ・ホル ム湾内定着氷下の動物 プランク トン季節変

化

星 合 孝 男

内 藤 靖 彦

谷 村 篤

教 授

助 教 授

助 手

南極土壌生態系の研究 松 田 達 郎

大 山 佳 邦

神 田 啓 史

教 授

助 教 授

助 手

南極産蘇類の適応 松 田 達 郎

神 田 啓 史

教 授

助 手

南醒 纈 の分類1神 田 啓 白 助 手

寒

地

工

学

極地用ス ノーモ ビル と軽量権に よる行動形式の研究 村 山 雅 美

寺 井 啓

教 授

助 手

極地装備に関する寒地工学労働生理学的研究 村 山 雅 美

寺 井 啓

教 授

助 手

無人観測点におけ る自然エネルギーの利用 村 山 雅 美

寺 井 啓

教 授

助 手

砕氷船の設計・建造に関する調査[吉 田 宏 一 囎 額 助搬
一

(1)地 球物理学研究部門

(ア)南 極地域の放射収支に関する研究

(担 当教官)助 教 授 川 口 貞男

(研 究要 旨)

南極の地表面の放 射収支 の地域 区分,即 ち放射気候 区分 を試み た.日 射収支に関 しては雲の分布 と共に地表面 ア

ルベ ドが収支 を左右 し,真 夏 で もアルベ ドの変 らない氷床域 と夏の進み と共に雪面の変態に よ りアルベ ドの変化す

る沿 岸雪 氷域,全 く雪 の積 らない露岩域 に分 られ る.一 方長波長放射収支は複雑にな る.内 陸高原では,下 向 きの

6



大気 放射は,夏 冬 とも極 めて小 さ く,冬 の接地逆転 によ り　net　lossは 小 さいが,夏 には以外 に大 きい.斜 面下降

風領域では,地 ふぶ きに より冬のnet　 lossが 小 さ くなるが,夏 には大 きい.沿 岸地 帯では,下 向 き放射 が大 き く

な るので,接 地逆転ので きる地域はnet　 lossが 非常 に小 さくなるが,風 の強 い地帯 ではnet　 ]ossは 大 きい.こ れ

に雲の影響が加わ り,全 放射収支について,内 陸高原,斜 面下降風域,沿 岸雪 氷域(弱 風域,強 風域) ,露 岩地域

に分れ る.

(イ)南 極大気の放射特性に関する研究

(担当教官)助 教授 川 口貞男

(研究要 旨)

長波長放射特性 に関す る研究 を放射 ゾンデの観測結果 と放射計算図を使 って進 めてい る.そ の結:果次の ことが明

らか になった.

1.対 流 圏大気 の放射冷却率 は,中 低緯度 と比較 して小 さ く,特 に冬に:ま小 さい.

2.冷 却率 の高度 分布 は,夏 には下層 と上層で大 きく,冬 には中層で大 きい.

3.対 流圏か ら成 層圏へ放 出され る長波長放射は,晴 天時には,地 表か らの もと大気か らの ものがほぼ半々にな

っているが,曇 天時 には地表か らの ものは15%に 減ず る.一 方成層圏への放射は晴天 と曇天であま り 変 ら な

い.即 ち雲ぱ地表 の放射冷却 を防いでい るが,そ の分だけ大気の放射冷却を増加 させ てい る.

4.大 気 の長波長放射 に対す る雲の影響は,雲 自体 のblacknessだ けで な く,そ の上下の大 気中の放 射場 に依

存す る ところが大 き く,南 極 では非常 に大 きい.

(ウ)昭 和基地における地震 自動化の研究

(担当教官)助 教授 神沼克伊,助 手 渋谷和雄

(研究要 旨)

昭和 基地の地震観測を 自動化す る場 合,自 動化 によ り何 を 目指すかが大 きな問題であ った.地 震 も,地 震観 測点

も少ない南 極の場 合,地 震観測所 の役割は,南 半球で起 るマ グニチ ュー ド5以 上の地震は確実に記録 し,そ のデー

タ(少 な くとも初動 の情報)を 読み とれ るもの とした.

データ処理 システムはマイク ロプ ロセ ッサ ーを使 い,故 障率が少 な く低電力で作動す るシステ ムを検討 した.初

期 テス トは順 調にすす み,昭 和55年 には昭和基地 に設 置す る予定であ る.

(エ)南 極プレー トの研究

(担当教官)所 長 永田 武,助 教授 神沼克伊,助 手 渋谷和雄

(研究要 旨)

南極大陸及びその周辺域 の地下 構造 をプレー トテク トニクス の立場か ら追求 してい る.1979年1月 には昭和基地

付近で,日 本隊 として初めて屈折波の観測 で きる人工地震観測 を実施 した.こ の結果,東 南極 シール ド地域の端に

位置す る昭和基地付近 の地 下構造 を,こ れ までの重 力に加 え,人 工地震の データも含めて研究をすすめてい る.こ

れに,こ れ までに得 られてい る地震活動のデータを加 え,こ の付近 の地下構造 を明らかに しっっあ る.

一方,西 南極では,マ クマー ド基地を中心 に得 られ たデータを中心 に,地 震活動,火 山活動の時間的,空 間的性

質を調べてい る.

この東西両地域の地下構造の概略を得 なが ら,南 極プ レー ト像の解 明をすすめてい る.

(オ)氷 床表面における熱収支 ・水収支の研究

(担当教官)助 手 藤井理行

(研究要 旨)

氷床表面 にお ける熱 と水の交換は,大 気 と氷床の相互作用を明 らかにす る上で基 本的な研究 課題 である.昭 和52

年1月1日 か らの1年 間,み ず ほ基地での観測を もとに解析をすすめてい る.特 に,氷 床表面 での熱 と水の交換 に

重要 な要素 である潜熱輸送の問題を中心に考 えてい る.こ の結 果,次 の ような点が明 らかにされっ っある.
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1.潜 熱輸送に関 しては,4月 ～9月 に凝結が卓越 し,他 の期間には昇華が卓越 す るが,年 間値 はそれ ぞれ0.18

g/cm2,5.00g/cm2と 昇華量 が凝結量 をはるか に上 まわ る.

2.表 面 での昇華 ・凝結 と,　glazed　surface　の クラス ト層の形成 が密 接に関係 している.

3.昇 華量の ピークと日日射量の ピー クは一致 してい る.ま た,サ ッスルギを利用 しての斜面 別昇 華量は,北 斜

面が最 も多 く南 斜面が最 も少ない.

4.放 射収支 は,夏 期で もマイナスとな って いる可能性が ある.こ うした報告 は他 に例が な く,結 果 を検討中 で

あ る。

(2)超 高層物理学研究部門

(ア)無 人観測用磁力計の開発

(担当教官)客 員助 教授 国分 征,助 教授 福西 浩,助 手 藤 井良一

(研究要 旨)

現在南極 の昭和基地,み ず ほ基地では,地 球磁場の長周期変動の観 測を磁 力計を用 いて行 っているが,こ れ らの

基地 はも とよ り,無 人観測点での観測では,精 度の一層の向上 と自然環境 や輸 送面の制約か ら,安 定性が高 く,小

型,軽 量,低 電力消費の磁力計が必要であ る.

この よ うな性能の磁力計を開発す るのが この研究 の 目的 である.

磁力計 としては,フ ラ ックスゲ ー ト型磁力計の うち,磁 束の閉 じこめの効率 が一番良い リングコアー型磁力計を

開発す る.そ の際解 決 しなければな らない問題点 は

①1次 コイル,2次 コイルの巻 き数 と巻 き方

② 励振電流 として ど うい う形の もの(パ ルス,正 弦波等)を 選択す るか

③ ア ンプ系(温 度に よるシフ トの修正他)と して,ど うい うものを用い るか

④ セ ンサー部の組立て(3成 分のセンサーを各々直 交す る よう組立てねば ならない.)を どの よ うに精 度 よく

行 うかであ り,そ れ らを試行錯 誤的 に行 なった後,次 の チ ェックを行わねばな らない.

① 外 部磁 場を しゃへいす るシール ドケースの中で既知 の磁場 を測定 して どの位の周波数 までの変動を どの位 の

精度 で測定 できるか.

② フ ィール ドで実際 の磁場 変動を測定 し,基 準の磁力計 と比較す る.

現 在まで,セ ンサ ー部 の開発組立ては終了 し,ア ンプ部 も完成 し,フ ィール ドの試験的測定 では従来 のフラ ック

スゲー ト磁力計 よ りも小型軽量低消費で十分良い感度が得 られた.

なお,こ の磁力計は本年度マ ラジ ョージナや基地での観測(日 本 ・ソ連共同)で も使用 され従来の磁力計 と比較

され る予定であ る.

(イ)時 系列スペク トル解析法の開発とそれを用いた極域短周期諸変動の研究

(担当教官)教 授 平沢威男,助 教授 福 西 浩,助 手 佐藤夏雄,岩 渕美代子,藤 井良一

(研究要 旨)

計算機を用いた時系列スペ ク トル解 析の手法を開発 し,そ れ を極域で観測 された波動現象 に応用す ることが この

研究の 目的であ る.本 年度は波動現象の偏 波特性 が時間 と共にどの よ うに変化 してい くかを能率 よ く解析す る手法

の開発を行 った.開 発 されたプ ログラムに より波 の扁平度(Ellipticity),　偏波の主軸の方向及び回転方向,2つ の

波の位 相関係等 が時間 の関 数 として連続的 に計算で きる.

この手法 を用 いて,IMS期 間(1976～78年),南 極の昭和基地 とみず ほ 基地及び その地磁気 共役点アイスラン

ドで観測 され た地磁気 の短周期変動(ULF波 動)の 解析を行 った.そ の結 果,地 磁 気時間の12時 を境 に午前 側 と

午後側 で偏波の主軸の 向きが,ア イス ラン ドは,　NWか らNEに,み ずほ基地ではNEか らNWに スイ ッチングす



るこ とが 明らかに なった.更 に共役点での位相関係は,H成 分(南 北成 分)が,同 位 相,D成 分(東 西成分)は,

180°位 相がずれ ているこ とがわか った.こ れ らの事実は,磁 気圏内でのULF波 動発 生機 構解 明の有 力な情報 と

なった.

(ウ)ロ ケットによるオーロラ中の電磁場の研究

(担 当教官)所 長 永 田 武,教 授 平沢威男,助 教授 福 西 浩,助 手 鮎川 勝

(研究要 旨)

昭和基地 にお けるロケ ット実験で得 られた電子密度,温 度,オ ー ロラ粒 子のエネルギースペ ク トル とピ ッチ角分

布,VLF,　 HF帯 自然電磁波動のスペ ク トル,静 電場 とそのゆ らぎな どのデータを もとに,各 種地上観測 データ

との比較検討を行いオ ーロラ中の電磁 場の性 質を明 らか にす るこ とがこの研究 の 目的であ る.

本年度は,昭 和51年,52年 に昭和基地で実施 された13機 の ロケッ ト実験 の中か ら,オ ーロラ中 に発射 されたS-

210-20,21,24,25号 機及 びS-310-2号 機の合計5機 の ロケッ ト実 験のデータを詳 し く解析 した.そ の結果,

オー ロラ中には,20-60mV/mのDC電 場が存在 し,そ の強度が ピー クとなる高度 は,オ ー ロラのタイ プに よ り

異な ることが明 らか とな った.ま た電子密度 の大 きなゆら ぎが観測 され た領域 で,DC電 場 に垂直な方向に偏波 し

たAC電 場が観測 された.こ れ らの結 果は,オ ー ロラ中で起 っているプラズ マ不安定性の性質を調べ る有力な情報

とな った.こ の他オ ーロラ粒 子に よって励起 された と思われ る各種 の波動がVLF帯,HF帯 で観測 された.VL

F帯 では,オ ーロラヒスが ロケッ トと同時に地 上で も観測 され,こ の波動は,ホ イ ッスラーモー ドであ ることが明

らかにな った.

(エ)高 緯度自然電磁波動の発生,伝 搬機構の研究

(担当教官)教 授 平沢威男,助 教授 福 西 浩,助 手 佐藤夏雄

(研究要 旨)

地球磁気圏で起 こっているプ ラズマ波動 の一－Ptであるポーラ ・コーラス(周 波数0・3-3kHz)とULFに 波動

(周波数(0.01～0.1Hz)と 密 接な関係にあ る.そ こで,こ の2つ の波動現象を同時に解析 し,そ の相関関係 か ら

各々の発生,伝 搬 機構を解 明し ようとす るのが研究の 目的であ る.

その結 果,ULF波 動 と同 じ周期 で コーラス放射 の強度が モジュレー シ ョンされ る・ しか も,ULF波 動 のD成

分の方がH成 分 よりもコーラスのモジ ュレーシ ョン と相関が良い ことが明 らかにな った.ま た,コ ーラス放射 の方

がULF波 動 よ り20～30秒 早 く受信 され る.さ らに,こ れ らの特性は共役点で も同 じく観 測 された.し たがって,

磁 気圏の赤道付近 で発生 している コーラス放射が,圧 縮性のULF波 動に よってモジ ュレーシ ョンを受 けている も

の と解釈で きる.

このほかに,コ ーラス放射 のスペ ク トル型に よる分類,到 来方向の変化,空 間的な広 が り,地 上 と衛星 との同時

観測等 に より,　VLF,　 ULF波 動 の発生,伝 搬機構解明のために多 くの物 理諸特性 を知 り得 た.

(オ)　 Field-aligned　 currentの 発生 機 構 の 研究

(担当教官)助 手 藤井良一

(研究要 旨)

地球磁気 圏 と電離圏 との間 には,磁 力線 に沿 った電流(Field-aligned　 current　:　FAC)が 流れ ている・ この電

流 に より両者は結合 してお り,互 いに他を コン トロール しあ ってい る.現 在まで衛星や ロケ ッ トに より,FACの

分布や強度,サ ブス トームとの関係等,さ まざまな研究 がな されて きたが,FACの 生成機構や電離層 と磁気圏を

含 めてどの よ うに電流が閉 じてい るか等,根 本的な問題 については未 だ解決 していない.今 回 の研究ではFACを

考 える上で一つの重要 な問題であ る電離層の電気伝導度の変動がFACを どの ように コン トロールしてい るのかを

知 るために,FACの 季節変化について調べた.使 用 したデータは1973,74,76,77のTRIAD衛 星に より北半球

で観測 された磁場3成 分であ る.

その結果
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(1)昼 間部分のFACの 強度は,大 きな季節変化を行 う.(夏 のFACの 方が冬のFACよ り2～3倍 程度強い)

(2)夜 間部分のFAC強 度については,季 節変化は,ほ とん どみ られない.

(3)電 離層に流れ込む(出 る)FACの 強度の一番強化場所は,磁 気圏が荒れて くるに従 い夜側へ移動す る.

(4)夏 は冬に比べ単層構造の ものが二重構造の もの より,卓 越す る.

(5)夏,冬 とも片半球の高緯度地方に磁気圏か ら電離層に流れ込むFACの 量は,流 れ出るFACの 量 とつ りあ

ってい る.

(6)昼 間部分では,FACの 緯度分布は夏の方が冬 よりも約2° 高い.

とい うことが明 らかにな った.

以上の ことか ら,FACの 強度は,電 離層の電気伝導度に よ り大 きくコン トロール され る こと,FACの 量 は片

半球ずつで閉 じてい ること,FACの 流れ込む(出 る)場 所は季節に よる磁 気圏の歪 みに対応 して移動す る ことが

明 らかにな った.

(カ)極 域超高層諸現象の共役性の研究

(担当教官)所 長 永田 武,教 授 平沢威男,助 教授 福西 浩,助 手 鮎 川 勝,佐 藤 夏雄,藤 井良一

(研究要 旨)

太陽か ら飛来 してオ ーロラを光 らせ る源であ る荷電粒 子群 は,地 球 の磁 力線 に沿 って南北両半球 に降 り込み,オ

ーロラや電磁波動を引 き起 こす.し たが って,南 北両半 球の地上 で同種の観測 を行 い,そ のデータを比較す るこ と

に よ り,超 高層現象の発生,伝 搬特性 が明 らかにな り,磁 気 圏内の状態 を探 る うえで重要 な情報 を得 ることがで き

る.

昭和52年,53年 の2回 にわた り,昭 和 基地の地磁気 共役点 にあたるアイスラン ドのフ ッサ フエ ルにおい て,t－

口ラ,電 磁波動の観測を行 った.そ の結 果,昼 間受信 される コーラス帯 自然電波 の共役性が良 く,西 半球 同時に受

信 され る.そ のため,こ の電波は磁気 圏の赤道面 付近 で発生 しているこ とが実証 された.ま た,夜 間オ ーロラに伴

な って受信 され るオー ロラヒス電 波の共役性 は悪 く,冬 半球 が圧倒的 に強 い.そ のため,こ の電波は冬半球の電離

層上空で局所的に発生 してい るもの と理解 で きる.ま た,周 期10秒 ～45秒 のPc3　 と呼ばれてい るULF波 動の共

役点での位相関係は,H成 分は同位 相であるが,D成 分 は逆位相 であ る,そ のため,こ の波動は磁力線に沿 った定

在波 である と理解 できる.

(キ)人 工衛星ISIS-1,2に よるVLF波 動の発生伝搬機構の研究

(担当教官)客 員教授 芳 野越夫,助 教授 福 西 浩,助 手 佐藤夏雄

(研究要 旨)

ISIS-1,2観 測データのテレメータ受信 は,昭 和51年4月 よ り昭和基地で実施 されてい る.両 衛星 とも軌 道

傾 斜角88° の極軌道衛星であ るが,ISIS-1は 近地点574km,遠 地点3,154kmの 楕 円軌道 であるのに対 し,I

SI　 S-2は 高度,1,400kmの 円軌道であ る.第17次,18次 観測 隊に よって受信 され たISIS-1号111軌 道,I

SI　 S-2号155軌 道のデー タを用 い,極 域 におけるVLFヒ ス,ソ ーサ ーの発生領域を調べた.そ の結 果,50%以

上 の発生頻度 を もつVLFヒ スの発生領域は,昼 間側では10～14MLTの 磁気緯度75° ～85° に位 置 してお り,夜

側では,20～02MLTの 磁気緯度65° ～85° に位置 してい ることが明 らかにな った.一 方VLFリ ーサーの発生頻

度の高い領域 は,ヒ スの領域 より,や や低緯度側ではあ るが,ヒ スの場 合 と同様に昼間側 と夜側の2ヵ 所 に存在す

る ことがわかった.こ の結果 より,昼 間側で観測 された ヒス,ソ ーサ ーが,磁 気圏の カスプ領域 に関係 した沿磁 力

線電 流に よって起 されている可能性 が考えられ る.更 にVLFソ ーサ ーは各期間は地上500～4,000kmの 広 い高度

範 囲で観測 され た ものに対 し,夏 期間は高度3,000km以 上 で しか観測 されなか ったこ とより,電 離層 の電子密度分

布 がソーサ ーの発生 に大 き く寄与 してい ることが明 らかにな った.
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(3)雪 氷学研究部門

(ア)南 極 大 気 氷 床 の 相 互 作 用 の 研 究(POLEX)

(担 当教官)教 授 楠 宏,助 教授 前 晋 爾,助 手 西尾 文彦,藤 井理行,和 田 誠,

客員 教授 田中正之,客 員助教授 鈴木義男,助 教授 川 口貞男

(研究要 旨)

地球大気 ‖1発計画(GARP)の 副計画のひ とっ として極域観測計画(POLEX)が1978年 か ら国際的規模で進 め

られ ている.そ の 目的 は極地方 にお ける熱エネルギ ー収支 と,そ れが全地球的な大 気の循環や気候に及ぼ している

役割 を明 らかにす る ことにある.1979年 か ら3か 年計画で,第20～ 第22次 南極地域観測隊に より昭和基地及びみず

ほ基地において,1)放 射収支,2)大 気一雪氷一海洋 の相互作用,3)極 域大気の大循環の3点 を総合的に観測

す ることとな った.こ のため今年度 は第20次 観測 隊(前 ・和 田の両名が これ に参加 してい る.)に よ り,主 として

みずほ基地において放射収支に関す る観測 を行 うため,測 定法 の検討,測 器 の開発を行い,1979年1月 にはみずほ

基地に30mの 観測塔を建設 し,気 温,風 向,風 速,湿 度,放 射,雪 温等 の観測 を開始 した.ま た,内 陸に無人気象

観測点を設 け,気 温,風 向,風 速,日 射,雪 温の測定 を行 った.な お,こ の研究 には所内の他部門の教官 も参加 し

て強力に進め られてい る.

(イ)氷 床氷の山脈付近での流れの研究

(担当教官)教 授 楠 宏,助 教授 前 晋 爾,助 手 西尾 文彦

(研究要 旨)

や ま と山脈付近 の採 氷域 にお いて,多 量の陽石が発見 されて以来,山 脈付近におけ る氷床 流動 の より詳細 なモデ

ルが必要 とされ ている.

この研究 では,ビ ク トリア ・ラン ドの南極横 断山脈 に東南極氷床がつ き当た る裸水域で,限 石が多量に集中して

発 見 されてい るア ラン ・ヒルズに限石集積機構 の解 明 とともに,氷 床氷の山脈付近での流れを明 らかにす る目的で

流動状態を知 るための三角網の設置,裸 氷帯 の氷床氷の特性を知 るための,氷 試料の採集及び解析を現在 進めてい

るところであ る.

(ウ)南 極 雪 氷 試 料 の 総合 解析

(担当教官)教 授 楠 宏,助 教授 前 晋爾,助 手 西尾文彦,藤 井理行

(研究要 旨)

南極みず ほ基地にお ける150mの 氷の コアをは じめ,積 雪の試料 が南 極観測 隊に よって得 られ た.と くに,コ ァ

の解析は所外の関係機関の研究者が中心 とな って総合的に進め られた(共 同研究 の項 参照)。 楠 はこの共同研究報

告書作成 の編 集に当 り,そ の結果は当研究所英文報告(Memoirs特 別号,No.10)と して出版 された.前 は コァ

の誘電的性質 の解析,西 尾は積雪組織の解析,藤 井は雪氷中の固体粒 子の解 析を行 った.こ れ らの結果 の一部は夫

々の研究 課題 の項 で示 されてい る.ま た,地 球化学 的研究にっいては,外 部 の研究 者 との共同で研究 が続行中であ

る.

(エ)南 大洋の海氷に関する研究

(担当教官)教 授 楠 宏

(研究要 旨)

南大洋の海氷:こ極域の熱エネルギー収支,大 気大循環,気 候 変動,南 極底層水の生成な どに重要な役割を持 って

い る.こ のため,日 本南極観測隊に よる昭和 基地 周辺 の海氷 の船,航 空機,基 地か らの観測,人 工衛星に よる観測

な どの資料の解 析を進めている.担 当者1ま第18次 越冬隊長 として1977年 に昭和基地に滞 在 したので,こ の間の海 氷

11



状況 につい て報告 したが,こ の年は7月 末 まで開水面が存在 した異例 の年 であった.さ らに過去 の海氷状況の例か

ら10年 に1度 程度,海 氷の衰退が現われ ると推定 したが,そ の原因等の詳細は さらに検討 中である.人 工衛星の資

料 か ら南大 洋の海 氷域 の面積 は夏 に約3×106km2,冬 に20×106km2と なる ことが判 明した.と くに,昭 和 基 地

(東経39°)の 沖 合では最盛期(9～11月)に は約1,200kmま で発達す る ことなどが判 明した.気 象要素 との相関

についての研究が さらに続 け られている.

(オ)氷 床 の流 動 と氷 床 内 温 度 分 布 に 関 す る 研究

(担当教官)助 教授 前 晋爾,助 手 西尾文彦

(研究要 旨)

氷の流動は氷温に大 き く依存す ることが実 験的に知 られているので,氷 床 の流動及 び変動 を考 えてい くうえで,

氷床内の温度分布を知 ることは非常に重 要な問題 である.

この研究では,み ずほ高原氷床の雪氷学 的観測 データに もとつ いて,熱 伝導方程式か ら理論的な氷床内の温度分

布を推定 してい る.み ずほ基地において 推 定 され る氷床 の鉛直温度分布 と,温 度分布の実測値(150m深 さ)を 比

較す ると,実 測値の方が非常に大 きな負の温度勾 配を示す ことが 明らか になった.こ れは,氷 床表面での気 候変化

に よる気温の上 昇,又 は,氷 床 の厚 さの減少 を示 してい ることが解明 された.

(力)大 陸 氷床 で の 氷震 の研 究

(担当教官)助 手 西尾文彦

(研究要 旨)

みずほ基地において,三 点観測法 に よって得 られ た氷霧 についての観測デ ータの整理 もほぼ終 り,水 窪の発生機

構,氷 霧の発生 と積雪 の力学 的,熱 的性質 の関係 について現在 まとめてい るところであ る.ま た,さ らに氷震 の発

生機 構を詳 しく究 明してい くために,実 験室 内での実験を計画 してい るところである.

とくに,実 験室 内で人 為的 に熱応 力場 を発生 させ,破 壊の現象論的観察及びその機構を究明す る.

(キ)マ イ ク ロ波 に よ る降 雪 粒 子 の 観 測 に 関 す る研 究

(担当教官)助 手 和 田 誠

(研究要 旨)

降雪粒 子にはいろいろの形,種 類 のものがあ る.そ れ らの粒子は,そ の時の温度や湿度の条件に よって決 まる.

実 際には,一 定 の条件 のも とで成長す るので はな く温度,湿 度な どの条件が変化す る層 を とおして成長 ・消滅 して

いる.そ のため地上 の観測だ けでは上層 の状態を知 るのはむずか しい.そ こでマイク ロ波 の レーダーを使 って,そ

のレーダー ・エ コーの強度の変化,地 上の粒子の観測な どか ら,ア ラレや雪片 な どが どの ような条件で降 るのかを

研究 した.

今後,こ れ らの解析を も とにして南極の雪の特徴な どを,マ イ クロ波 レー ダー ・エ コーの 編 波 や 波長変動 など

と,ま た,室 内実験 と合わせて研究を進 めてい く予定 である.

(ク)氷 床 内 及 び 底 部 の 電 磁 波 反 射

(担当教官)助 教授 前 晋爾

(研究要 旨)

レーダー ・エ コー ・サ ウンダーは,氷 床の基盤地形のみな らず,氷 床 内部 の構造 の研究 に とって も,非 常に有力

な観測手段であ る.

そ こで,現 在 まで得 られてい るレーダー ・エ コーの結 果を再検討 し,基 盤地形並 びに氷床構造についての解 明を

はか った.現 在 まで最長エ コー時間のエ コーが氷床底部 より反射 してきた もの とされていたが,多 重反射エ コーの

再検討 と,エ コー反 射の特 殊性か ら,最 長 エ コー時間 のエ コーはか ならず も氷床底部か ら反射 して きたエ コー とは

か ぎらない ことを明 らかに した.さ らに,み ず ほ高原氷床下 に存在す る といわれていた山脈 も,存 在の可能性は非

常に小 さい こと.海 面下2,000mの 深 い谷の存在 も疑 しい こ とを示 した.ま た,氷 床上流部 と下流部では多重反 射
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の存 在深度 が異なる ことがわか ったがそ の機 構については研究を続行 してい る,

さらに,レ ーダー ・エ コーはエ コー反射の特殊性か ら,一 点での記録ではな く,雪 上車で走行 しながら,氷 床表

面 ・多 重反 射の連続 記録 を得 る必要があ る.そ のため,連 続記録を得 ることので きる レーダー ・エ コー ・サ ウンダ

ーを開発 し,現 在,観 測 を実施 してい るところであ る.

(ケ)氷 床雪氷中の固体粒子に関する研究

(担当教官)助 手 藤井理行

(研究要 旨)

南極 氷床 中に含 まれ る固体粒 子は,か って雪結 晶の核,降 雪 中の捕 捉,　dry　fallout　な どに よ り氷床表面に もた

らされ たもので,過 去の大気状態を復元す る上で重要 な指標 といえ る.さ らには,極 域大気 ・氷床の物質循環,地

球規模の気 候の変化 と大気状 態 との関係な どにつ いても解 明の手がか りを与えて くれ るであろ う.測 定は,CLASS

100(1立 方 フィー ト当 り0.5ミ クロン以上の粒 子数が100以 下)の クリーン ・グローブ ・ボ ックス内で,コ ール タ

ーカウンター　(TAI型)を 用いて行い始めた.こ れ に より,16ch.の 累積及 び粒径別粒子数分布,同 体積%分 布

が測定で きる.物 質同定は,走 査型電 子顕微鏡 とX線 マイクロアナライザ ーを用いて行 ってい る.試 料 は,第13次

隊で掘削 した148mの みずほボー リング ・コァ と,第18次 隊で採取 した表面積雪であ る.こ れ までの ところ,粒 径

0・63ミクロン以上の粒 子は,試 料1グ ラム中に103～105個 含 まれ てい ること,粒 子分布は粒 径が小 さくな るに従 い

指 数函数的に増加す ること,層 境 界(例 えば氷板)へ の集中は顕著ではないな ど基本的な ことが明 らか になってき

た.ま た,30cm長 のみ ずほボー リング ・コアの3cm厚 毎の測定では固体粒子濃度 に同期性 が認められ た.

(コ)山 岳永久凍土の分布と存在条件に関する研究

(担当教官)助 手 藤井理行

(研究要 旨)

1970年 ～1976年 にか けて,富 士山頂部及 びネパ ール ・ヒマ ラヤで永久凍土 の調 査を実 施した.そ の結果,富 士山

頂部 では約3,000m,ネ パ ール ・ヒマ ラヤの クンブ地域,ム ク ト地域 ではそれ ぞれ約5,000mが 分布の下限高度で,

ネ パール ・ヒマラヤでは周氷河地形や植 生,夏 に分布す る湖 ・池 の分布 な どと密接 な関 係があ ることが分 った,ま

た,50cm深 地温は,永 久凍土の存在 と関係が強 く,地 温 の高度減率 は氷久凍土が存在す る所 と存在 しない所 とで大

き く異 な り,そ れぞれ1.0～1.5°C/100m,0.4～0.5°C/100mと なるこ とも明らか となった.さ らに北半球にお

ける山岳永久凍土の存在条件を高緯度永久凍土 の場 合 と比較 してみ る と,気 温の年較差が約30°C以 下,最 暖 月気

温が約11°C以 下が山岳永久凍 土の存在 気温条件であるこ とも明らか となった.特 に年平均気温 との関連では高緯

度永久凍土は 一1～-2°Cが 存在条件であ るが,日 射 の影響 が強 い中低緯度高山地帯に分布 してい る山岳 永久凍

土では,-3～-4°Cが 存在条件 となっている とい う新知見が得 られた.

(4)地 学研究部門

(ア)昭 和基地周辺の地形及び後期新生代地質に関する研究

(担当教官)教 授 吉 田栄夫,助 手 森脇 喜一

(研究要 旨)

前年度 に引 き続 き,第18次 観測隊の資料に基づ き海底地形調査結 果の整理を行い,オ ン グ ル諸島周辺の海域で

は,規 模 の大 きい南北方向の氷食作用 と,よ り規模の小 さい基盤の節理系及 び片理系 に適従 した氷食の存在が確か

め られた.ま た,リ ュツォ ・ホルム湾中央部にぱ非対線 谷壁 を もつ大 きい氷食谷が見 出され規模の大 きい構造線の

存在が示唆 され る.一 方,隆 起汀線の時代については,そ の基礎 の一つ となる放射性炭素年代の補正値について,

生物部門で得 られた試料を もとに,検 討を行 い,現 段階 で妥 当 と思われ る値を得た.

また,地 学調査第1期3カ 年計画の実施に当 り,地 形学的研究及 び関連分野 の成果 と課題について,整 理を行 っ
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た.

(イ)南 極産陽石の採集並びに岩石学的鉱物学的研究

(担当教官)助 教授 矢内桂三,助 手 白石和行,船 木 実

(研究要 旨)

1.南 極産 阻石 の探査

第3回 日米協 同限石探 査に白石,船 木 が,雪 氷部門 の西尾 とともに加わ った.そ の結果311個 の阻石を,ア ラン

ヒルズ,ダ ーウィン氷河付近 で採 集した.こ の成 果は,第4回 南極胆石 シンポジウムで報告 した.

2.南 極塵隠石 カタログの編 さん

これ までつづ けられていた,南 極産限石の分類作業を まとめ,「 南極塵 隠石カタ ログ」 の編 さん が,矢 内によっ

て行われた.こ の カタログには,1969年 や まと阻石か ら,1976年 西南 極限石までがお さめられ てお り,今 後 の阻石

の配分 に役立て られ る.

(ウ)南 極盾状地の地質と岩石及び地質図の作成

(担当教官)助 教授 矢 内桂三,助 手 白石和行,森 脇喜一

(研究要 旨)

1.や ま と山脈の岩 石学 的研究

この研究はや まと山脈の変成史を復元し,他 の東南極大陸各地域 と比較す ることが 目的であ る.や まと山脈での

変成作用は少 くとも3回 あ った ことが認め られているが,そ れ らの各々の変成条件 を明らか にす るために,X線 マ

イ クロアナライザ ーを用いて,造 岩鉱物 の組成 を検 討 している.そ の結 果,チ ャーノ ッカイ ト質 グル ープに属す る

両輝石片麻岩や両輝石閃長岩質片麻岩 などの輝 石類には有意な組成 の差 がある ことがわ かっている.こ の ようなデ

ーターを現在解析中であ る.

また,源 岩 を推定す るため に,全 岩化学組成の分析をすす めてい る.

2.地 質図 の作成

第18次,19次 及 び第13次 南 極観測 で得 られ た資料 を基 にオ メガ岬 とヒュ ッカ ・テ ーレンの地質図及び同説 明書の

作成を行 った.ま た,こ れ らの作成 に関連 した地質学的 ・岩石学的研究は,南 極 地 学総合シ ンポジ ウムで発表 し

た.

(エ)南 極大陸を構成する岩石の古地磁気学的研究

(担当教官)所 長 永田 武,助 手 船木 実

(研究要 旨)

南極大陸 はゴン ドワナ大陸の中心的位置にあ った と考え られてい るに もかかわ らず,そ の古地磁気学的研究は系

統的 に行われて いない.南 極大陸の移動を古地磁気学 的に解 明す るのを 目的 として,1977～78,1978～79年

マ クマー ド・サ ウン ド地域 に分布す る約5億 年前の基盤岩頚,古 ～中生代堆積岩類,比 較的最近流 出した溶岩等,

種 々の年代 の岩石 を定方位で採 集し,測 定 を行いつっあ る.

現 在まで ロス島のマクマー ド基地付近 に分布す る第4紀 の玄武岩 と1億6千 万年前に遊人 した フェラー粗粒 玄武

岩の残留磁 気の測定 を終 えた.そ の結果次 のよ うな成果が得 られた.

1.Pス 島にあ るマ クマー ド基地 周辺 の溶岩 は少 な くとも160万 年前か ら43万 年前 までの間に流出 した.

2.溶 岩の流出順序 は クレーター ヒル ・ケープアー ミテージ,オ ブ ザ ベ ーシ ョンヒル,ハ ー フムーン クレー タ

ー,セ カン ドクレー ター,ブ ラックノブの順 である.

3.こ の間磁極はほ とん ど極域30°以内の90°～270° の経線 に沿 う範 囲で移動 していた.

4.フ ェラー粗粒玄武岩の遊人 した1億6千 万年 前に磁極 は南緯45°,西 経150° 付近 にあ った.

現在測定中の資料は,ド ライバ レー地域に分布す るビー コン累 層群 ・基盤岩や貫入岩頚計400資 料 と,南 極半島

産の10資 料であ る.
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(5)生 理生態学研究部門

(ア)海 氷下面に生息する榛脚類ノープリウス個体群の季節変動

(担当教官)教 授 星合孝男,助 手 福地光男,谷 村 篤

(研究要 旨)

南極大陸 周辺 の海氷下面には,端 脚類 ・僥脚類な どの小 型の動物 が生息 してい ることが知 られ ている.昭 和基地

付近 では,ふ つ う,僥 脚類の ノープ リウス幼生が見出 され る.1970年 の越 冬期 間に採取 し,ホ ルマ リンで固定 した

海氷 の底部 のノープ リウスの季節変動を調査 した.

ノープ リウスの個体数は,一 般に冬季に多 く,7月 には10～20/cmZで あった.海 水中 の藻類 が殆ん ど無 くな り,

海氷中の藻類 も減少す る8月 か ら9月 にかけて個体数は ピー クに達 し35.4/cm2と なった.し か し,藻 類が増加す る

10月 には顕著 な減少を示 し,10月 末にはく1/cm2な った.

ノープ リウスが藻類 を餌 として利用 してい るのか,海 氷底をシ ェルター としているのか は明らかでは ない.引 き

続 き検討す る計画であ る.

(イ)定 着氷縁における定着氷下の動物プランク トン群の研究

(担 当 教 官)教 授 星 合 孝 男,助 手 福 地 光 男,谷 村 篤

(研 究 要 旨)

第18次 観 測 隊 の 夏 期 行 動 中,リ ュ ッ ォ ・ホ ル ム 湾 内定 着 氷上(氷 厚 約1.5m)の3点(68°37.2'S,38°47.5'E,

68°41・1'S,38°35.8'E,68°41.5/S,38°39.0/E)に て,1977年1月11日 ～27日 の 間,合 計16回,水 深50mか ら

表 面 まで の プ ラ ン ク トン垂 直 採 集 を 行 った.プ ラン ク トンネ ッ トは 口径35cmの 円錐 形 二 重 ネ ッ トで あ り,内 側 ネ ッ

トは 目合0・35mm,側 長95cm,外 側 ネ ッ トは 目合0.11mm,側 長135cmで あ る.

出現 動 物 プ ラ ン ク トン群 は,　 Medusae,　 Chaetognatha,　 Polychaeta,　 Copepoda,　 Amphipoda,　 Pteropoda,　 Ap-

pendicularia,　 Fish　 larvaの8群 の み で あ り,オ キ ア ミ類 は全 く見 られ なか った.1曳 網 当 りの 全 出現 動 物 プ ラ ン

ク トン個 体 数 は100個 体 前 後 で あ り,こ の 内　Copepoda　 とApPendiculariaが 量 的 に多 く出現 した.

定 着 氷 北 側 の開 水 面 域 に出 現 す る動 物 プ ラ ン ク トン と比 較す る と,種 組 成 及 び現 存 量 にお い て差 異 が 認 め られ た

が,今 後 さ らに 時 空 間 的 に 調 査 を 拡 大 し,海 氷下 プ ラン ク トン群 集 の生 態 を 明 らか にす る計 画 で あ る.

(ウ)南 極海イン ド洋区の植物プランク トン現存量の研究

(担当教官)教 授 星合孝男,助 手 福地光 男

(研究要 旨)

第7次 観測隊以降,海 洋生物定 常観測項 目として ミふ じミ航 路上 におけ る 表 面 海 水中植物 プランク トン色素量

(クロロフィルa量)の 測定が毎年継続 されてお り,各 年の測定結 果は南 極資料 に公表 されてい る(但 し,第8,

11,13次 は未発表).

南極海全体を見た場合,太 平洋区及び大西洋区では,植 物 プランク トン現存量測定 が数多 く報告 されてい るが,

イ ン ド洋区では比較的少い.ふ じ航路上の観測はほぼイン ド洋 区に集中し て お り,第7次 以降の公表結果を総合

し,イ ン ド洋区におけ る植物 プランク トン現存量 を算定す るこ とは意味深 い もの と考 えられ る.

第7次(1965/66年)～18次(1976/77年)の 間,す でに公表 され た9航 海 で得 られ た南緯35度 以南海域の表面

海水中 クロロフィルa測 定値は合計631点 であった.こ れ らの測定結 果を次 の3海 区にっ いて検討 した.㈹ フ リー

マ ン トルか ら昭和基地へ向 う東部イ ン ド洋区の324点,(B)東 経20度 以東,昭 和基地か らの北上航路 にあた る西部イ

ン ド洋区の143点,(IC)東 経20度 以西,北 上航路 にあた る東部大 西洋 区の164点.同 時 に,各 海区 とも北か ら南へ

(1)亜熱帯水域(2)亜 熱帯収 束線水域(3)亜 南 極水域(4)南 極収束線 水域(5)南 極表層水域(南 緯63度 以北),(6)南

極表層水域(南 緯63度 以南)の6水 域 に分け,そ れぞれ の平均 クロロフ ィルa量 を算出 した.
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㈹海 区の6水 域で の平均 ク ロロフ ィルa量 は0.15～0.57mg/m3の 範囲にあ り,(4)及 び(5)水域 で高い値 が得 られ

た.(B)海 区では0.18～0.58mg/m3の 範囲にあ り,(6)水 域で高い値が見 られた.◎ 海区では0.21～0.41mg/m3で

あ り(4)及び(6)水域 で高 い値 が見 られ た.(A)海 区は12月 中～下旬,(B)及 び(C)sva区は2月 下旬～3月 上旬に観測 され,

両者 間には約2ヵ 月間 の差 がある.

夏季間の植物 プ ランク トン現存量 の ピークは,12月 中～下旬,南 極収束線水域に見 られ,時 期の推移 とともに2

月下旬には南緯63度 以南 水域へ移行す るこ とが示唆 され た.ま た,3海 区 とも南緯63度 以南水城において,特 に観

測 点間の クロロフ ィルaの 濃度 の相異 が著 し く,植 物 プランク トンの不均一分布が よ り顕著であ ると思われた.

今後,植 物 プラン ク トン色素 量 と物理 ・化学 的環境要 因 との関連,ま た,垂 直分布 と水塊構造 との関連について

検 討を試みる.

(エ)サ ロマ湖の海氷中に生息する生物群の研究

(担当教官)教 授 星合孝男,助 教授 内藤 靖彦,助 手 谷村 篤

(研究要 旨)

1・ 海氷中の藻類現存量 を測定 した.

2・ 海氷下面の 日射量を測定す るための測定装 置を作成 し,サ ロマ湖 で測定 を行 った.積 雪5c皿 氷厚40cmの 海氷

の下面か ら20cmの 所にセ ンサーを設置 し測定 した.水 中 日射量 と全天 日射量 との比 は,天 候 によ り異 り,晴 天

日には波長に よ り異 った.す なわち,曇 天 日には波長特性 は少 な く,水 中 日射量 は1.4～1.6%で あ り,晴 天 日

の場合には305nm以 上については1.8%,530nm以 上 では1.6%で あ った.な お,2月25日 の305nm以 上の

全天 日射量の 日積算値は240.6calcm'2で あ り,26日 には292.3calcm-2で あった.

3・ 海氷下の動物 プランク トン捕 集器 を試作 し好結 果を得 た.

(オ)昭 和基地周辺の自由生活性ダニ類の研究

(担当教官)助 教授 大山佳邦

(研究要 旨)

昭和53年2月 か ら54年1月 まで昭和基地での越冬期間中,東 オ ングル島,西 オングル島,オ ングルカルベ ン島 な

どにおいて一定量の砂を採取 し,フ ローテ ィング法に よ り砂 中か らダニ類 を分離,採 集した.ま た,こ れ らの採集

地 点の多 くか らは砂のサ ンプルを冷凍保存 して持 ち帰 った.

採集 した ダニ類の種類組成は まだ詳 し くは観察 されていないが,こ れ まで多数み られたNanorchestes　 antarc・

ticusの 他 にTordeus属 のダニがか な り見 出され るもの と思われ る.松 田に よってオ ングル島か ら　Tydeus属 の ダ

ニが報告 され てい るが,今 後の研究に よ りこれ らの ダニの種 の同定 が期待 され る.ま た,持 ち帰 った砂 は今後処理

され るが,砂 中の微小藻類現存量の推定,水 分含量の測定 な どダニの棲 息環境 の解 明にあてられ る.

(カ)ペ ンギン音声の周波数解析

(担当教官)助 教授 大 山佳邦

(研究要 旨)

ペ ンギ ンの個体間の コ ミュニケーシ ョンに音声が使用 されてい ることは既に知 られている.こ のこ とはペ ンギン

の音声に個体性が存在す ることを暗示 してい るが,こ れを確 かめ るために昭和53年11月 にオングルカルベ ン島 にお

いて営巣中のペ ンギ ンか ら　ecstatic　display　と呼ばれ る行動に伴 って発 せ られ る音声 を採録 してきた.こ の行動 は

営 巣期の初め,　pair　formation　に際 して多 くの場合雄 に よって発 せ られ るとされ てお り,個 体毎 の採録 が容易で

あ るため これに注 目した.今 後当研究所 の機器を用いて周波数及び各部の強度 の分析 を行 い,音 声 のパターンか ら

各個体の特徴を認めえ るか ど うか解 析を試み る.

16



(6)寒 冷生物学研究部門

(ア)南 極海遠洋域の生態学的研究 一大型動物の目視観察一

(担 当教官)助 教授 内藤靖彦,助 手 谷村 篤

(研究要 旨)

南 極海 には現在水産海洋開発セ ンターを中心に毎年何隻かの調査船,操 業船が活動 してい る.こ れ らの船 では海

鳥,ア ザ ラシ,鯨 の大型動物 の 目視観察 を調査項 目に入れてい る.し か し,こ れ らの調査は個別に行われてお り,

標準化 された方法 は採用 され ていない.こ れ らの調査船に よる資料を よ り有効な もの とす るため,現 在当部門を中

心 に関係者 と協 力し,観 察方法 の標準化作業,目 視マ ニュアル作製作業を行いつつあ る.同 時に既に得 られた資料

の整理を行 った.そ の結果の一部は南極資料に投稿中であ る.

(イ)リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 内 定 着 氷 下 の 動 物 プ ラ ン ク トン の 季 節 変 化

(担 当 教官)教 授 星 合 孝 男,助 教 授 内 藤 靖 彦,助 手 谷 村 篤

(研 究 要 旨)

昭 和50年1月 か ら4月 の期 間 昭 和 基 地 付 近 の定 着 氷 下 に て,口 径30cmの ネ ッ ト(目 合0.1mm)に よ って 採 集 さ

れ た試 料 を も とに昭 和 基 地 周 辺 の 夏 か ら秋 に か けて の 動 物 プ ラ ン ク トンの 季 節 変 化 を 調 査 した.

動 物 プ ラ ン ク トン総 個 体 数 は顕 著 な変 動 を 示 し,海 氷 下 の 環 境 条 件(特 に 植 物 プ ラ ン ク トン量)と 対 応 関 係 が あ

る こ とが示 唆 され た.

出 現 した動 物 プ ラ ン ク トン群 は,　 Tintinnida,　 Polychaeta　 larvae,　Ostracoda,　 Copepoda及 びApPendrcuralia

で あ る が,こ れ らの うち平 均63%は ノ ー プ リウ スを 含 む か い あ し類 で あ った.1月 か ら4月 の 期 間 に 出現 した か い

あ し類 は,　Ctenocalanus　 vanus,　 Oithona　 similis,　Oncaea　 curvata,　 Tisbe　 racovitzai,　 Harpacticus　 SP.と 種 組 成

は極 め て単 純 で あ り,そ の個 体数 の大 部 分 はOithonaと 　oncaea　 の2種 で 占め られ て い た.

夏 か ら秋 に か け て,か い あ し類 は,定 着 水下 に お い て,量 的 に重 要 な群 と考 え られ る.今 後,か い あ し類 の 各 種

の 季 節 変 動,分 布,食 物 関係 を とお し て定 着 氷 下 にお け る動 物 プ ラ ン ク トンの 生 態 学 的 役 割 を 明 らか に して い く予

定 で あ る.

(ウ)南 極土壌生態系の研究

(担当教官)教 授 松 田達郎,助 教授 大山佳邦,助 手 神 田啓史

(研究要 旨)

昭和52年12月 ～53年2月 にかけて,昭 和 基地周辺 の竜宮 岬,オ ングル島,ス ヵルブスネス,ス カーレン に お い

て,表 層土壌 を採 集 し,土 壌 の呼吸量 にっ いて測定 した.呼 吸量 は全体的 に温帯 のもの と くらべ ると非常に高い値

が得 られた.こ れは土壌 中に生活す る微生物 は短か い夏期間 中に一気 に生活環 をなしとげよ うとす る現象 と考え ら

れ,南 極地域 の コケ類 な どにも同 じ現 象があ り,極 地 にお ける適応の一種 と考え られ る.

また,土 壌 の含 水量 と全窒素 も同時 に測定 され,呼 吸量 との関係を考察 した.今 後,土 壌中の ダニ類や土壌藻類

の種 組成,個 体数な ども平行 して調査 し,南 極土壌生態系の1端 を明らかに したい.

(エ)南 極産蘇類の適応

(担当教官)教 授 松 田達郎,助 手 神 田啓史

(研 究要 旨)

昭和52年12月 ～53年2月 にかけて,昭 和 基地周辺 に分布す る蘇類群 落の構造 につい て観察 した.一 般に生育地の

地形や気象の特徴は,そ こに生活す る群落の構造 に よく反映す るので,蘇 類群落の厚 さ,仮 根帯の数,胞 子体の発

達な どを調査 し,南 極地域での蘇類の適応 につ いて考察 した.
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2年 前に昭和基地周辺で もナンキ ヨクセ ンボンゴケの胞子体が発見 されたが,こ の ことはたんに分類学 的にのみ

ならず,年 周期,生 活環,胞 子の成熱を知 る上で,生 理 ・生態学的に も重要であ り,さ らに詳 しい観察を行 った.

一方 ,昭 和53年1月 に西南極 のキングジ ョージ島で調査 をす る機会 を得,群 類群落にお ける年周期の特徴 と思わ

れ る形質,つ ま り枝 分され,仮 根 の発達,胞 子の発達過程 に注 目して調査 を行 った.さ らに昭和基地の群落 と比較

し,東 ・西南極 の群類 の適応 にっい て考察 した.

(オ)南 極産蘇類の分類

(一担当教官)助 手 神 田啓 史

(研究要 旨)

昭和52年12月 ～53年2月 にか けて,プ リンスオラフ海岸の竜宮岬において,主 として,群 類の分類 ・生態の調査

を行った.

竜宮岬 の植生 は鮮類 種が優 占し,宗 谷海岸 の植生 とは,種 組成,優 占の度合においてい くらか異 ってい る.

竜 宮岬で発 見 されたグ リミア ・ラゥィァナGrimmia　 lawianaの 群 落は,昭 和基地周辺で は最 も規模の大 きい も

の と考え られ る・また,大 陸 氷に よって運 ばれたモレーンには構造土 が見 られ,そ の構造土の周囲や中心部には群

類 や ランソウ類 が生 育 している.こ の ような,植 物 の生活 の場 としての構造土にっい ても調査 した.

一 方・宗 谷海岸地域 にのみみつかるナンキ ョクセンボンゴ ヶBryum　 antarcticumと エ ゾ ネ ジ レ ゴ ケ属Des.

matodon　 sp・について,亜 南極や 西南極 の標本 と比較検討 し,そ の分類学的位置 について考察 した.

(7)寒 地工学研究部門

(ア)極 地 用 ス ノ ー モ ビル と 軽量 棲 に よ る行 動 形 式 の 研究

(担当教官)教 授 村 山雅 美,助 手 寺井 啓

(研究要 旨)

昨年度 までの実験及び南極現地での試験的実用 に より極地用 スノーモ ビル及 び軽量饒 の運用 において概ね満足 の

ゆ く結 果を得た・今後はス ノーモ ビルを使用 す る南極での野外 活動 の増大 の要求 に対応 し実際 の行動 に即 した試験

走行を冬期積雪地域 において行 った.そ の結 果 よ り合理 的且 つ安全な野外行動 の手法 を見 出す ため,櫨 へ の荷積み

の方法・走行中の防寒,防 風対 策,車 輌間の コミニ ュケーシ ョンの方法 ,移 動観測の方法,権 の牽引方法 と走法,

クレバス帯 な どでの遠 隔操作方 法な どに関す る多 くの知見 を得た.

(イ)極 地 装備 に 関 す る 寒地 工 学 及び 労 働生 理 学 的 研究

(担当教官)教 授 村 山雅 美,助 手 寺井 啓

(研究要 旨)

昨年に続 き,日 本製羽毛服を着用 した被検者に より,衣 服の防寒性能 と低温 が生理機能 に及 ぼす影響 を 一60°C

に60分 暴露 し,種 々の測定 を行い現在解 析中であ る.一 方,昨 年得 られた手 の甲の皮膚温 が低下す る とい う結果 に

基づ き,作 業性能 とも合せて,最 適な手袋の組合せを見つけ るため素手 及び各種手袋 の組合せ にお ける指尖部,手

甲,手 掌部等の温度変化を 一60°C室 において全指皮膚温が+10°C以 下にな るまで測定 した.充 分な実験例が得 ら

れなか ったので,今 後 も継続 して行 う予定 である.

また,ス ノーモ ビル走行 中の運転 者への防風対 策 として,ヘ ルメ ッ ト着用 やハ ン ドル カバ ーの効果及び走行中特

に温度低下 をきたす身体部位 な どに関す る知見 を得 るため,運 転 者の各 部位 の皮膚温 を測 定 したが,外 気温が充分

低 くな く,風 も弱 く顕著 な変化 を記 録できなかった.機 会があれば今後 も続けたい.
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(ウ)無 人 観 測 点 にお け る 自然 エ ネル ギ ーの 利 用

(担当教官)教 授 村山雅 美,助 手 寺井 啓

(研究要 旨)

超高層物理研究 に伴 う無人観測点の設置 に関連 し,同 研究 グル ープに協力 して実施 した一般研究であ る.風 エネ

ルギーの利用 に関 しての予備実験 と第18次 隊 において南極での試験的実用を行 った.風 力発電機に よ り得たエネル

ギ ーは無人観測点の機器保温用 ヒーターに供給 され,観 測 も良好な結 果を得た.

また機器 の収容形式や現地での施設の建設な ど多 くの知見を得た.

今後 は風力発電機の よ り有効 な利用方法 と太陽熱を利用 で きる夏期間には太陽電池の利用 な どを考えてゆ く予定

で ある.

(エ)砕 氷船の設計 ・建造に関する調査

(担当教官)客 員助教授 吉田宏一郎

(研究要 旨)

砕氷船の設計 ・建造に関す る主要な問題 として,船 体について,氷 海域 におけ る砕 氷推進性 能,砕 氷推進 時の船

体 ・プロペ ラ強度,主 機関選択等があ り,礒 装関係 として,荷 役法 と格納スペース,居 住 区仕様等 があ る.こ れ ら

の うち,本 調査では,主 に,砕 氷推進 性能に関連 して,連 続 砕氷抵抗 の算定 式,氷 海水槽 等 よる模 型試験における

相似則,算 定式 と実験結果 との相関等について,ま た,船 体構造 設計に関連 して,氷 塊 との衝突時の外 力の大 き さ

の推定 と船首部構造 にお けるキ ャンテ ィ ドフレーム ・フロアの有効性,氷 圧の大 きさの推定 と船体 中央部構造 の局

部及 び全体圧壊強度算定法等について,既 存の砕氷船に関す るデー タ及び幾つかの研究開発資料 を基 に調 査を行 っ

てい る.

2.共 同 研 究

1.昭 和53年 度共 同研究 一覧 表

研 究 分 野
53年度採択件数

新 規 睡 釧 計

53年 度

終了件数

54年度申請件数

地 球 物 理 学

新 規睡 剛 計

1 1

超 高 層 物 理 学 7 6 13 4 14 9 23

気 象 3 2 5 1 4 4

雪 氷 4 4 4 4

地 学 6 6 12 3 3 9 12

生 理 生 態 学 2 2 3 2 5

寒 冷 生 物 学 2 2

設 営 工 学 2 2 2 1 1

阻 石 2 2 2 2

合 計 20 20 40 10 24 30 54
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2.昭 和53年 度終了分 一覧 表

研 究

分 野

超高層

物理学

気 象

地 学

寒 地

ユニ 学

研 究 課 題
研 究 代 表 者 研究期間

(昭和)氏 名 隊 司 所 属

人工 衛星テ レメ トリに よる極域

超 高層 の研究
松 浦 延 夫 研究室長 郵政省電波研究所

51～53

3年

磁気 圏内電磁 波放射 に対 して変
動場 がお よぼす効 果につ いての
解析 とそのモデル化

林 幹 治 助 手 東京大学理学部
51～53

3年

Aurora領 域及 びCusp領 域 の

電離層の研究

大 家 寛 教 授 東北大学理学部
51～53

3年

VLF放 射スペ ク トル構造の ロ

ケッ ト地上総合観測 と解 析
木 村 盤 根 教 授 京都大学工学部

L

52～53

2年

南極大陸内陸部への水蒸気輸送

と降雪量
樋 口 敬 二 教 授

名古屋大学

水圏科学研究所

52～53

2年

南極氷床 とアイソスタシー 佐 藤 良 輔 助教授 東京大学理学部
51～53

3年

Rd・Sr及 びU・Th・Pb　 同

位体 による南極地域 火山岩類 の
研究

倉 沢 一
主 任

研究官

通産省工業技術院

地質調査所

52～53

2年

氷板 の変形 ・破壊 と氷霧 の観測 浜 口 博 之 助教授 東北大学理学部
51～53

3年

極地建造物の研究 佐 藤 稔 雄 教 授 日本大学理工学部
51～53

3年

防寒衣類の研究 村 山 雅 美 教 授 国立極地研究所
52～53

2年

(1)超 高 層 物 理 学

ア 人 工 衛 星 テ レメ トリに よ る極 域 超 高 層 の研 究

(研究代表者)松 浦延夫(郵 政省電波研究所研究室長)

(所内研究者)平 沢 威男(教 授)

(所外 共同研究 員)

【研究 成果】

1.目 的

IMS期 間に際 して昭和 基地におけ る超 高層 関係 の研究観測 の充実 を図 るため,地 上観測網,ロ ケ ット観測に

加 えて,昭 和51年 度 か ら極地研究所 と電 波研究所 との共同研究 に基づ きISIS(国 際電離層研究衛星)デ ータ

受信に よる研究観 測を開始 し,51,52,53年 度 に亘 って南極域 での上側電離圏及 び電波現象 に関す る貴重 なデー

タが得 られた。
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第1表 昭和基地 におけるISIS観 測 状況

年 度

(観 測 隊)

51

(第17次 隊)

52

(第18次 隊)

53

(第19次 隊)

/

期 間

51.4

52.1

52.2

～

53.1

53.2

54.1

/

衛 星 名
観測予定

パ ス

サ ウンダー

観測 パス

VLF

観測 パス

■
[
時

ダ

同

ス

ン
F
パ

ウ
L
測

サ
V
観

欠測パス

ISIS-1 ・531 411 47} 221 43

ISIS-ll 2731 ・421 9・1 2 39

iSis-il ・861 811 79 一 26

iSis-lll ・431 60 65i ーi 18

ISIS-il ・3・1 551 531 一 22

ISIS-"1 ・241 381 511 一1 35

計 1,009 417 385 24 183

現 在南極大陸におけるISIS受 信局はTerr　 Adelie　(仏)と 昭和基地 の2個 所 にあ り,こ れ ら2個 所に よっ

てISIS観 測域 は南 極域 の大 部分をおお うこ とができる.一 般 に,地 上観測 は特定 の場所 における現象の時間

変化を観測す るのに適 してい るのに対 して,人 工衛星観測は現象の空間分布を観測す るのに適 してお り,両 者 を

総 合する ことに よって極域 超高層研究 の一層 の進展 が期待 され る.

2.研 究経 過

昭和基地におけ るISISテ レメ トリは国際協力(ISISワ ーキ ング ・グループ支援,外 国地球局 に よるコ

マ ン ド支援 等)の 基に順調に進め られ,昭 和51～53年 度において第1表 に示 され るISIS運 用 が行われ た.

取得デ ータは,極 地研を通 して関係研究 者に より,ま た,電 波研の研究 者に より利用 され る とともに,磁 気 テ

ープの コピー及 びイオ ノグ ラム ・コピーをカナダのCRCを は じめWDCに 送付 している.

3.研 究成果

昭和基地で取得 されたデ ータの解析が続け られてい るが,残 されたデータ もあ り今後 も引 き 続 き 解析 を進め

る.

現在 までに得 られた研究成果の概要は次の とお りであ る.

(1)衛 星及 び地上 同時観測

ISISと 地 上での同時電離層観測 を行い,電 離圏全体の構造に関す る情報 を得 てい る.

(2)極 域電離 圏の構造

極域電離圏 の電 子密度 の高度分布 を求め,季 節変化が著 しい ことを見出 した.

(3)極 域 の電波(E　 LF　 ・VLF)放 射

ISISに よ り得 られ るVLF受 信デー タを周波 数解析す るこ とによ り,極 域でのELF放 射特性,極 域 特有

の　saucer　に関す る解 析研究 を行 った.

4.今 後の計画

昭和基地におけ るISISテ レメ トリは,昭 和54年 度 も引き続 き行 うが,ISISプ ロジ ェク トの中心であ る

カナダCRCに おいて,ISIS衛 星の運用を昭和53年 秋を もって終 了す るこ とになって いる.

昭和54年 度においては昭和基地でのISISテ レメ トリを中心 とし,昭 和55,56年 度 におい てはデータ解析を

中心 とした,共 同研究を実施す る計画であ る.

イ 磁気圏内電磁波放射に対 して変動場がおよぼす効果についての解析とそのモデル化

(研究代表者)林 幹治(東 京大学理学部助手)

(所内研究者)平 沢威男(教 授),福 西 浩(助 教授)

(所外 共同研究員)桑 島正幸,外 谷 健(気 象庁地磁気観測所)

21



【研究成果】

1.目 的

現在南極昭和基地 を中心に して行われてい る地磁気多点観測で得 られたデー タを基礎資料 に して,こ れに極光

帯 よ り低緯度側に位置す る観測点の資料を比較 して,極 磁気嵐 時に出現す る各種磁 気流体波動 の出現 及び伝播特

性を 明確に してい くことに よ り,地 球磁 気圏の物理 的諸特 性を探究 しようとす るのが 目的 である.

2.経 過

現在地上で観測 されてい る磁 気流体 波の種類 は20数 種 に及ぶが,我 々が注 目す るのはその中でPi2,Pc1・

Pc3の3つ であ る.以 下それぞれについて述べ る.

(1)Pj2

本研究のほ とん どは この現象を中心 に してな され た.昭 和基地(L=6.3)と みずほ基地(L=7.7)に 加えて

Sanae　(L=4・0)・　Hermanus　 (L=1・8)の ほぼ同 じ地磁気 子午線に沿 って,極 光帯,　Plasmapauseか ら中低緯

度に位 置す る4つ の観測点でみ ると,極 磁 気嵐(サ ブス トーム)の 開始 とほぼ同 じくして,Pi2が 汎世界的に出

現 す るとい うことは・以前に も報告 した・ これ を さらに詳 し く調べ るた めに,ア ナログdataを デ ジタル化 して

スペ ク トル解析 を行 った・方法 は極地研計算機 システムを利用 した.そ の結果,ス ペ ク トルの形は極光帯 と低 緯

度 側で必 ずし も同一 ではないが,そ の中 に汎世界的 に共通す るスペ ク トルの ピークが存在す ることが確かめ られ

る.こ の成 分をPi2　 としてみ てい くと,Pi2の 周期はオ ー一口ラ ・プレイ クア ップの開始す る位置(緯 度)と 関

連 しているこ とがわか る.す なわち,オ ーロラ ・プレイ クア ップが低緯度 側で起 る とPi2　 の周期 は短 くな り,

高緯度側 で起 るとPi2　 の周期が長 くな るとい う関係 がみられ る.こ れは,も しもPi2　 が極光帯 に根 を もつ磁

力線 の　standing　oscillation　に よって起 こされ ると仮定すれぱ定性的には説明で きる.そ こで極光帯 に根 を もつ

磁 力線 のstanding　 oscillationの 周期を,理 論的に地磁圏のモデルを仮定 して計算を してみた.そ の結果,観 測

値 と計算値がか な り良 く対応す ることが証明 された.Pi2は,磁 力線 のoscillationに よる とす るmode1が 有

力 と推定 され る.し か しPj2　 はた とえ2次 的 にではあ るにせ よ,　plasmapauseに おいて も励起 され てい る事実

が報告 されてお り(Fuk皿ishi・1975)・ これ との関連を明 らかに してい くことが今後 の課題 である.具 体的 には

multiple　onset　substormと い う現象 を利用 してこの問題 を扱 ってい きたい と思 う.

(2)Pcl

Pc1　 はdynamicspectralanalyzerの 発 達 に よっ てIGY以 後 多 くの 研 究 者 に よ
って 扱 わ れ て きた が,そ の

中 か らで て きた 大 きな 問題 はPc1の 顔 　(characteristic)　 が 極 光 帯 と中 低 緯 度 で 全 く異 る とい うこ とで あ る.す

なわち,極 光帯ではPc1は 昼 に多 く見 られるが,中 低 緯度 では夜 にしか見 られ ない などであ る.

従 来Pc1の 解 析は個々の例 につ いて重点 的に取 り扱 うとい う方法が とられて きたが,我 々は統計的に両者の

特 性の違 いを明 らかにす る ことを試 みている.使 う資料は1977年2月 ～1978年1月 の1年 間で,極 光帯 の観 測点

として昭和基地 を,ま た,中 低緯度 の観測点 として女満別 を選 び現在1次 的 な解析を進めてい る.そ の結 果,極

光 帯 のPc1　 のactivityはKp指 数 との 関 連 を示 す が,中 低 緯 度 のPc1　 のactivityはDst指 数 との関 連 が

より明らか なこ となど,両 者の特性の違いが 明らかにな りっっあ る.

(3)Pc3

Pc3は1841年 にAngen　 heisterに よって発表 されて以来,長 い歴 史を もつ現象であるがその発生機構 は明ら

か でない ・　Solar　windに 原因があ るのか,磁 気 圏あるいはPlasmapauseに 原 因があるのか ,又 は,中 低緯度

に10ca1で はあ るが原因 とな りうるものがあ るのか とい う
,多 くの問題 が残 され ている.今 我 々が最 も興味 をも

ってい るのは この問題であ り今後継続 して取 り組 んでい きたい.

ウ　 Aurora領 域及びCusp領 域の電離層の研究

(研究代表者)大 家 寛(東 北大学理学部教授)

(所内研究者)平 沢威男(教 授),福 西 浩(助 教授)

(所外共同研究員)高 橋忠利(東 北大学理学部助手)
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【研究 成果】

極域電 離層 の直 接探 査

南極 ロケッ ト観測 を

1)高 周波プラズマ波動(PWH)

及 び　 ll)電 子密度 計測(NE　 I)

の機 器を用いて実施 し,極 域電 離層 の物理的諸過程 を解 明した.

1)電 離層プラズマ中にお ける波動粒子相互作用

S-310-2及 び3号 機,並 びにS-210-20及 び21号 機 に搭載 され たPWHに よる観測結果の詳細にわた る解析

が行 われ た.そ の解析 のプ ロセスで,特 に,バ ックグラン ドノイ ズレベ ルを除去 しつつ ダイ ナ ミックスベ ク トルを

作成す る ことに より,従 来 の解析 よりはるか に高い分解能で現象 をとらえることがで きた.こ の内最 も顕著 な現 象

はプラズマ周波 数か ら高域ハイ ブ リッド周波数に到 る周波数域 で,バ ン ド状にいわゆ るUHR-emissionが 受 信

され ているこ とであ る.こ のemissionはS-210-21号 機で顕著であ るが,他 の ロケッ ト観測 で も同様 に観測 さ

れて いる.こ れ は数100eV～ 数KeVの 降下電子 フラ ックスが励起 した波動に よるもの と考え られ る.ま た,サ イ

クロ トロン周波数以下の周波数領域でWhistlerモ ー ドの 自然波が見出 されてい る.こ れ らの波動 は ロケ ッ ト観測

毎にその 出現の様相が多様に変化 し,同 じFlight中 で もその強度 に大 きな変動が見 られ る.

電離層 プラズ マ中での波動励起機構の解 明のための理論的研究 も行 われ た.ま ず低 エネルギー降下粒子効果或は

プラズマの温度異方位に よる,静 電的サイ クロ トン波の励 起の様相を電離層 プラズマ中に種 々の様相を もって降下

す る粒子 フラ ックスの条件を変えて計算 しUHR周 波数近傍 での ビーム型不安定 に基づ くプラズ マ波動の成長率が

検討 された.な お,　PWHに よる観測は第19次 隊で も,S-310-4及 び6号 機 に よって成功 してお り,こ れ らの

結 果 と合わせた総合的解析 の結 果が期待 され る.

2)電 子密度計測 と極域 電離層 の構造

NEIに よる電子度 計測結 果の解析 は,本 年度,第18次 隊 のS-310-3号 機及 び第19次 隊に よるS--210--30・

31号 機 の3機 について行われた.夫 々の結果を以下 に要約す る.

2.1)S-310-3の 観測結 果

S-310-3号 機は地 磁気 的に非常 に 静か な 時に打 ち上 げられ てお り,地 磁気静穏時の冬期 夕刻におけ る典型的

な極域 電離層の例 を示す ものである,そ の高度 プロフ ァイルは上昇時,下 降時 とも100㎞ 付近に高度 巾20～30㎞ の

比 較的発達 した層 が見 られ る.ピ ーク密度 は夫 々2.6×104,1.04×104/cm3で あ る.こ の場合上 昇時,下 降時の

プ ロファイルは非常 に類似 していて ロケ ット飛翔領域で,ゆ るやかな緯度勾配を示す.こ れは静穏 時の極域電離層

の一 側面 を示す ものである.

2.2)S-210-30及 び31に よる観測結果

S-210-30及 び31の 結 果は夏期 ほぼ真夜 中のもの であ る.両 者 とも110㎞ 付近に ピークを もっ層を示 している.

さらにS-210シ リーズでは200kHzで のシース容量値 の連続観測 も行 ってい るが この試みに より,1～100Hzの

電 子密度 のゆ らぎに関す る情報 も得 られて いる.こ の点についての解析は今後の課題 として残 されている.

NEIに よる観測 は第19次 隊のS-310シ リーズで もな されてお り,4・5・6号 機でデー タが取得 され ている

ので,さ らに総合的研究の成果が期待 され る状況にあ る.

エ　 VLFス ペク トル構造のロケット地上総合観測と解析

(研究代表者)木 村磐根(京 都大学工 学部教授)

(所内研究者)平 沢威男(教 授),福 西 浩(助 教授)

(所外共 同研究員)鶴 田浩一郎(東 京大学 宇宙 航空 研究所 助手)

橋本弘蔵(京 都大学工学 部助手)

【研究成果】

本年度は南極 ロケ ットS--210-20及 び21号 機に よって 観 測 されたVLF放 射,特 にオー ロラ ヒスの世界及 び磁

界強度の解析を行いその伝搬モー ドを確 認 し,ま た,地 上観 測 との比較を行 って,下 部電離層 内の減衰特性 などを
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調 べた.更 に同時搭載 の粒 子測定 データと波動 の関連について も調べた.以 下それ らの成 果の概略 を述べ る.

(1)S-210-20,21に よ り観測 された ヒスの電磁界強度比

この ロケッ トは全長28mダ イ ポール アンテ ナと8,000回 巻 フェライ トコアループ(1cmφ ×15cm)が 用 いられ,

そのスペ ク トルが広帯域 テレメータで,時 分割 で伝送 された.従 って全 く同時刻のEとHの 比 は求 められ ないが,

サ ンプル された高 さでのE,　 Hの 周波数 スペ ク トルのセ クシ ョンを ソナグラフで求め,例 えば周波数を6～8kHz

と限定 してE,　 Hの 夫 々のスペ ク トルの 平均的強度 を読み とることに よ りE/Hの 高 さの変化を求 めた.こ の波動

がホイスラーモー ドであれ ば,E/H比 は屈折率をnと すれぽ377/nと な る筈であ る.観 測 され た電 子密度か ら

nを 計算 し,上 記 の関係 を調 べる と,高 さが変ってもほぼ上記の関係が満足 され ることがわか った.こ のチ ェック

には厳 密には伝搬 スペ ク トル方 向の情報 が必要 であ るが,粗 い近似 として も十分信頼で きる結 果である.

(2)S-210-20,21に より観測 され たヒスの電 力密度 と地上観測 との比較

上記の よ うにホイス ラーモー ドの ヒスが ロケッ トで受信 されたが,そ の ポイ ンティ ング電力を計算す ると6～8

kHz.ミ ン ドで両 ロケ ッ ト共釣6×10-14W/㎡Hzと な った.一 方地上観測の8kHzヒ ス強度は20号 機 の飛翔 時

1.5×10-15,21号 機の飛翔時には2～3×10-15W/㎡Hzと な り,下 部電離層通過の際 うけ る減衰が,前 者 で16

dB,後 者 で14dBと い う値に なることがわか った.

(3)電 離層内減衰のfull　wave計 算

上記 ヒス電波の電離層下部通過時の減衰 を計算す るため,金 沢大学工学部長野勇講師の助けを借 り,S-210-

20発 射時得 られた電子密度分布を用 いて,地 上110～70㎞ の間 の衝突 による減衰 と分反射に よる減衰量 をfullwave

法で求めた.こ の結果,電 離層の上側でのwave　 norma1の 入射角 及び地球磁 力線 とのなす角 に依存す るが,ト ラ

ンス ミッシ ョン角内では,最 低減衰量 は14dB,最 大24dBと な った.こ の値 は前項 の ロケッ ト,地 上観測結果 とよ

く一致 してい る.

(4)上 記 のロ ケッ トでは,同 時 に40KeV以 上 の電 子の フラ ックスの測定がESH(理 研 グル ープ)に よ り行わ

れ たが,こ の測定器で得 られた フラ ックスの時間変化 と,VLF広 帯域 ノイズの包絡 レベルの時間変動 を対比 させ

る と,20号 機 ではその相関は大変良いが21号 機では悪い.オ ー ロラヒスの原因は広範 囲のエ ネル ギーの電子のチェ

レン コフ放射 が源 と考 えられ てお り,ま た,そ の発生場所 も電離層内部 と考えた方が よい ような地上観測 データも

あるので,上 記の2つ のロケ ットの結果は この点に関す る検 討資料 として重要 な観測例 となる.

(2)気 象

ア 南極大陸内陸部への水蒸気輸送と降雪量

(代表 研究者)樋 口敬二(名 古屋大学水圏科学研究所教授)

(所内研究者)川 口貞男(助 教授),前 晋爾(助 教授)

(所外 共同研究 員)武 田喬 男(名 古屋大学水圏科学研究所教授)

井上 治郎(京 都大学 防災研究所助手)

【研究成果】

昭和52年 度 の共同研究 としては,南 極大陸 内陸部へ の水蒸気輸送過程を 明らかにす るために,第15次 南極地域観

測隊がみずほ高原においてお こなった トラバ ース旅行の際 に採取 した雪の結晶の レプ リカの観察 と,同 時に採取 し

た雪 試料 の酸 素同位体組成 の分析結果 との比較 を行 った.

その研究の継続 として,本 年度 は,南 極氷床 内陸へ の水蒸気輸送過程を理解す るために,同 じ大陸氷床 であ るグ

リー ンラン ド内陸において植 村直 己氏 が作成 した雪 の結 晶の レプ リカの観察を行 った.

植村氏は,53年6月 ～8月,グ リーンラン ド縦 断旅行 を行 った際に,第1図 に示す よ うな地点において,総 計66

枚の雪の結 晶の レプ リカを作成 してお り,そ の記録状態はおおむね良好であ る.

た とえば,6年13日04:30,北 緯79°40',西 経38°OO',標 高2,300mに おいて採取 された雪の結 晶の レプリカ

No.6を み ると,結 晶の形は,角 板 と角柱 であるが,角 柱 の両端 に角板が成長 して,つ づみ型にな ってい ることは,

雲の最下層が角板の成 長条件であったこ とを示 している.
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つ ぎに6月20日14:00,北 緯77°11',西 経38°14',標 高2,300mの 地点 におい て採取 された雪の結晶の レプ リカ

No.11を み ると,結 晶形は,板 状結 晶の正規六花であ り,普 通樹枝 とい う形 であ るが,枝 の先端が角ば ってい るの

は,雲 の中層は樹枝状結晶の成長に充分な過 飽和度の高い条件にあったが,最 下層では角板の成長条件であ った こ

とを示 してい る.

第1図 をみ る とわか るよ うに,レ プ リカM11が 作成 された地点は,グ リーンラン ド氷床の 内陸部であ るが,そ こ

で樹枝状結 晶の ように過飽和度の高い条件下で成長す る結 晶が観 察 されたのは,大 陸 氷床 内部へ の水蒸気輸送過程

を理解す る上で興味あ る結果であ る.

なお,レ プ リカ作成 と平行 して,雪 氷の試料 も採取 されてい るので,そ の酸素 同位体組成 の測定が進めば,結 晶

形,δ180値 とを総合 して,南 極氷床 の場合 との比較を行 う予定であ る.

(3)地 学

ア 南極氷床とアイソスタシー

(研究代表者)佐 藤 良輔(東 京大学理学部助 教授)

(所内研究者)神 沼克伊(助 教授)

(所外共同研究員)鈴 木 保典,松 浦充宏(東 京大学理学部助手)

【研究成果】

一昨年度及 び昨年度においては,南 極大陸周縁 部の隆起現 象を,氷 床 の後 退に伴 う地殻 ・マ ン トルの弾性変形に
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依 って説 明す る事 を試み た.本 年度は,マ ン トル物質の粘弾性を考慮に入れ,氷 床 の厚 さが時間的 に変化す る場合

の準静的地表変位について考察 した.

粘弾性媒質 の挙動 は,封 圧 に対 して は弾性的であ り,偏 差応力に対 してのみMaxwell的 であ ると仮定 した.氷

床 の厚 さの時間変化 は,H(t)氷Heavisideの 階段関数 として,

D(・)一 芸 急(一 ・)・(・-kdT)H(・-kdT)・(・)

と設定 した.即 ち,氷 床の厚 さは,時 刻t=0か らas時 間線形に増加 し,次 のas時 間は一定値Doに 保たれて

い るが,そ の後減少 し始め,時 刻t=　3dTで 元 の状態 に戻 る.ま た,氷 床が地表に及ぼす垂直応力の空間分布関数

としては,前 報のCase　 llに相 当す るもの,即 ち,

S(r)一{7V剛1::≦a(2)

を例 に とった.但 し,ρ は氷の密度を,9は 重力加速度を,ま たrは 氷床 の中心 か らの距離 を表 わす.
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(1)半 無限媒質モデル

半無限粘弾性媒質の表面に時間的に変化す る荷重,R(r,t)=S(r)D(t),が 働 く時の準静的な垂直 変位v(r、

t)は,氷 床 の厚 さがDoで あ る時の半無限弾性体に対す る解u(r)にLEE(1955)の 「対 応原理」 を適用す る

ことに よ り,

v(r,t)=F(t)u(r),(3)

と表わせ る.こ こで,F(t)は 変位の時間依存性を表わ してお り,具 体的 には,

F(・)一士 妻
。(一 ・)・〔{・+(γ 一1)芸 α一1)}(・-kAT)+言(・-kAT)2

(γ一1)(α 一1)

γ2

・{・一・一÷(t-kAT)}〕H(・-kAT)・ (4)

・一(λ十μ)/(λ+2μ)・ γ一(λ+÷ μ)/(λ+2μ)・ ・/・ 一/・t/・・(5)

で与 え られ る.上 式で,λ,μ 及 び レ は,そ れぞれLame'の 弾性定数及び粘 性率を表 わす.第(4)式 は,Ft)が 荷

重の分布 に も座標 に も依存 しない事 を示 してい る.第1図 では,　ATニ105年 とした時のF(t)の 様子を,粘 性 率が

違 う幾つかの場 合について比較 した.計 算 に用いた速度構造は,表1-1に 示 され る.

(2)二 重構造モデル

或 る厚 さの完全弾性体 の層 が半無 限粘弾性領域の表面 を覆 ってい る場合について も,そ の準静的変位v*(r,t)

は,下 層 も完全弾性 体であ るとした時の解u*(r)に 対応 原理 を適用 して求 められ る.こ の場合の変位を形式的

に,

ム
v*(r,t)=F*(t;r)u*(r),(6)

と書 くと,そ の 時 間 依 存 性 を 表 わ す 部 分F*は,も は や荷 重 分布 や 座 標 に対 して 独 立 で は ない.第2図 に は,F

(t)と の 比 較 の 為,変 位 をム
v*(r,t)=F(t;r)u(r),(7)

ム
と書 き表わ した時のF様 子を,r/a=0,1,2に 対 して示 した.但 し,a及 びvの 値 としては,そ れぞれ1,700㎞

及 び　1024poise　を採用 した,計 算 に用いた速度構造を,表1-2に 示す.

氷床 が覆 ってい る領域 の半径 をa=1,700㎞,そ の中心で厚 さをDo=4㎞ とした時,周 縁 部(r=a)で の弾性変

形 に依 る沈降量 は,半 無 限媒質 の場合で,約270mと なる(第3図).例 えば,媒 質 の粘性率 を　1024poise　と仮定

す る と,南 極大陸の氷床周縁部で観測 されてい る約30mの 隆起を半無限弾性 モデルで説 明す る為 には,厚 さ4㎞ の

氷床 が今か ら約7万 年前 に減少 し始め,現 在では中心部で1.2k皿 の厚 さの氷床 になってしまった と考 えれ ば良 い

(第1図).し か し,こ の値 は,い ささか小 さ過 ぎるよ うに思われ る.他 方,二 層モデルの場 合には,氷 床 の厚 さ

の減少 が,約5万 年前 に始 ま り,現 在 の氷床の厚 さは,中 心部で2㎞ 程度であ ると推定 され る(第2図)・

媒 質の粘 弾性 を考慮 しなけれ ばならない問題 におい ては,そ の現象を決定 す る上で重要 な役割 を果す量,例 えば

表1-1速 度構造(半 無 限モ デル)

層 厚 さ(㎞) P－ 波速度(㎞/s) S－ 波速度(kn/・)降 度(・ ・/・m・)

1 oo 8.08 4.52 3.41

表1-2速 度構造(二 層 モデル)

層1厚 さ(㎞)IP－ 波鍍(㎞/・)IS－ 波速度(㎞/・) 密 度(gr/cm3)

ーム

9自

80.O

　oo

8.08

9.30

4.52

5.12

3.41

3.76
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粘 性 率 とか 荷 重 の 履 歴 等,が 不 確 か な の で,こ こ で は南 極 大 陸 の 氷 床 周 縁 部 で の 隆 起 現 象 を 説 明 出 来 る一 つ の モ デ

ル を 提 出 す るに 留 め る.

〔参 考 文 献 〕LEE,E.H.,Quart.AppLMath.,13,183-1gO,1955.

イ　 Rb・Sr及 びU・Th・Pb同 位体による南極地域火山岩頚の研究

(研 究 代 表 者)倉 沢 一(工 業技 術院 地 質 調査 所 主 任 研 究 官)

(所 内 研 究 者)吉 田栄 夫(教 授)

【研 究 成 果 】

西 南 極 ビク ト リア ラ ン ドの ドライ バ レ ー地 域 の 新 生代 火 山岩 類,基 盤 岩 の 花 圃 岩 片 麻 岩 類 を 貫 く岩 脈 ・群 及 び そ

れ らを 水 平 に切 って 遊 人 して い るFerrar　 ドレ ラ イ ト岩 床 の 主 化 学 組 成,微 量 元 素 並 び にSr同 位 体 比 の測 定 を行

った.ま た,岩 石学 的 な 検 討 も並 行 させ た.

新 生 代 火 山岩 類 は マ クマ ー ド火山 区(McMurdo　 volcanic　 province)に 属 し,ド ラ イ バ レ ーのTaylor谷 に広

く露 出 し,大 部 分 はか ん らん 石 粗 面 玄 武 岩 ～ 石 英 含 有 か ん らん 石 チ タン輝 石粗 面 玄 武 岩 で あ っ て,K-h「 年 代 は,

2・5m.y.で あ る.こ れ らの 岩 石 は 海 洋 地 域 の ア ル カ リ岩 系 と同様 に,シ リカ に不 飽 和 なマ グマ で特 徴 づ け られ

る.一 方,ロ ス島 のHut　 Point半 島で は,1m.y.か ら さ らに 若 い もの が分 布 して い る.

この 火 山 区 の活 火山 のErebus火 山 を 構 成 す る　phonolite　 は,現 在 も火 山 の 山頂 火 口 内 に溶 岩 池 と して 存 在 し

てお り,そ の 鉱 物 組 成 は山 体 の　phonolite　 そ の もの と大 き な差 は な い.し か も石 基 中 には 微 小 な　pyrrhotite　 が 露

出 して い る.

基 盤 岩 の花 圃片 麻 岩 類 を貫 く岩 脈 群 は,　Wright　 谷 に 多 数露 出 し て い る.お もに安 山岩 質 な黒 雲 母 含 有 角 閃 石 ス

ペ サ ル タ イ トや角 閃 石 輝 安 山 岩 が 多 く,そ の ほか 花 圃 斑 岩 額 も貫 入 して い る.こ れ らは,次 に 述 べ るFerrar　 ドレ

ラ イ ト岩 床 に よ っ て切 られ て い る.そ の ドレ ライ トの年 令 は160my.で あ る.

Ferrar　 ドレ ラ イ ト岩 床(si11)の 露 頭 試料 及 びDVDP　 13　(Don　 Juan　 Pond)　 で え られ た コ ア試 料 の 主 化 学 組

成,微 量 元 素 及 び87Sr/86Sr比 測 定 の 結 果 は 次 の とお りで あ る.　 SiO2は51.50～55.70%で あ り,低 いTiO・,

P205,Na20及 びK20の ソ レァ イ ト質 岩 石 で あ る.と くに,　DVDP　 13の 厚 さ約50mの 岩 床 か ら え られ た 試 料 で

は,そ の上 下 端 の接 触 部 と中 心 部 とで,い くらか 分 化 して い る.し か し,87Sr/86Sr比 は0.71182±0.00010で,

ほ とん ど　isotopic　 fractionation　 を示 し て い な い.ま た,そ の 岩床 で のSiO2,K20,Na20+K2あ るい はFeO

MgO比 が上 部 か ら下 部 に増 加 して い る.し か し,岩 床 の 最 下端 の 約2mほ どの 間 は 変動 が大 き い.

前 述 の 岩 脈 群 の87Sr/86Sr比 は0.7040～0.7047で あ っ て,新 生 代 のMcMurdo火 山 区 の海 洋 島 の特 性 を もつ

ア リカ リ岩 系岩 石 の0.7031～0.7038とFerrar　 ドレ ライ トの0.71182と の 中 間 的 な 値 で あ る.　DVDPで え られ

たFerrar　 ドレ ラ イ ト試 料 は,　Ferrar　 ドレ ライ ト岩床 の下 部 の メン ・ミー と推 定 され る.

従 来 の この 岩床 に つ い て の研 究 結 果 で は,そ れ ら が ソ レ ア イ トマ グマ の 分 化 物 と され,し か も87Sr/86Sr比 が

0.710前 後 の 高 い 値 を もっ て,オ ー ス トラ リアの タス マ ニ アな どに 対 比 され て い る.し か し,　DVDP　 13の ドレ ラ

イ トは,そ の 化学 的性 質 な どか ら,カ ル ク ・ア ル カ リ岩 系,っ ま り高 い 酸 素 分圧 に よる もの か,あ る い は地 殻 物 質

と混 成 作 用 に よ る生 成 物 の 可能 性 もあ る岩 石学 的 性 質 が 明 らか に な った.つ ま り,玄 武 岩 質 マ グマ と して は,87Sr

/86Sr比 が 異 常 に 高 い(0.710)こ とを,上 部 マ ン トル の異 常 性 とし て説 明 され て きて い るが,再 検 討す る必 要 が

あ ろ う.

な お,ド ライ バ レ ーで の 古 い岩 脈 群 及 び 新生 代 玄 武 岩 頚 の岩 脈 の 方 向 性 が,ド ライ バ レー の ロス海 に面 し た海 岸

線 と平 行 して い る よ うに み られ る.い ずれ に し て も,岩 脈 群 の 詳 しい 研 究 を 推 進 させ る こ とが望 ま しい.ま た,南

極 横 断 山 脈 に 広 が る　Ferrar　 ドレ ラ イ ト岩 床 と,　Pensacola山 脈 のDufek　 貫 入 岩 体 との 関 係 も興 味 あ る 問題 で あ

る.

ウ 氷板の変形 ・砕壊と水窪の観測

(研究代表者)浜 口博 之(東 北大学理学部助 教授)

(所内研究者)神 沼克伊(助 教授)
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(所外 共同研究員)鈴 木 次郎(東 北大学理学部教授)

【研究成果】

野外にお ける大規模な破壊実験 として,長 野県の諏訪湖に発生す る,い わ ゆる 「御神渡 り」 とそれ に関連 した現

象に注 目し,氷 板中に発 生す る氷霧 と氷板の変形,破 壊過程 との関係 を調べ るこ とを 目的 として51年 度か らス ター

トした この共同研究は今年度で終了であ る.そ こです でに発表 された もの,一 応 の成 果のま とめ に近い項 目につい

て総括す る.

観測は予備調査の後,主 に昭和51年 と52年 に,固 有周期4Hz及 び10Hz上 下動地震計 を用いた氷震の観測,気

温 ・氷温 ・水温の連続観測,「 御 神渡 り」をは さむ2枚 の氷板の くいちがい量の連続観測,　Transitに よる氷板の

変形量の観測等を諏訪市上川河 口で行 った.

(1)氷 霧活動

氷霧活動は1日 に2回,午 前中 と夕方か ら夜にかけて活発 になる.特 に,午 前 中の気温 の 昇温 時 に お ける活動

は,観 測 したすべての期 間において顕著 である.南 極 における氷霧活動 は主 に降温時 に見 られ るが,こ の差異は氷

板の境界条件の違 いに よるもの と考えられ る.

図は異な る3つ の期間におけ る午前7時 か ら午後3時 までの氷震発生頻度 を示 した ものであ る.Dは 氷板の厚 さ

を示 してい る.1976年2月1日(A)に は,2枚 の氷板は,「 御 神渡 り」 に沿 って くいちがいがか な り自由に進行 して

お り,一 方1977年2月7日 ◎ には,「 御神渡 り」 で氷板 はほぼ完全 に固定 されていた.ま た,1977年1月14(B旧 の

氷板は上記の2つ の期 間の中間の状況 であった.氷 霧発生の　on　set　は,図 よ り明らか なよ うにA,　 B,　 Cの 順で

だんだん遅 くなっている.ま た活動 の　duration　も　A,　 B,　 C　の順 に長 くなってい る.こ れ らは氷板の厚 さと関

係 してお り,氷 板 が厚 い程,気 温上昇 の影響 が氷板中 に伝わ るのに長 い時間を要す る為 と思われ る.ま た,頻 度の

凸凹の具合いがA,　 B,　 Cの 順 でなめらかになっている.こ れは氷板 の境界条件,す なわ ち,「 御神渡 り」に沿 っ

て氷板が固定 され ているか否 に よってい る.Aの 状況では,氷 板中に応力が蓄積 され ると氷霧発生は さかんにな る

が,氷 床 が 「御神渡 り」 です べる と氷板 中の応 力は解放 され,氷 震発生 は急激 に減少す るもの と考え られ る.
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(2)温 度分布 と氷霧

氷霧の活動は氷板中の温度分布,特 に,厚 さ方向の温度分布の時間変化 と良い対応関係 にあるこ とが 明らか とな

った.(1)の 結果を考慮に入れ ると,こ の ことは氷震活動が氷板中の熱応力(Thermal　 Stress)　に依存 してい るこ

とを意味 してい る.推 定 された氷板中の熱応力分布は氷霧活動 と良い対応 を示 し,ま た,熱 応 力値 は氷 の破壊実験

の結果 とも調和的であ る.

(3)m値

地震の場合 にしば しば用い られ る規模別頻度を表わす石本,飯 田式の係数mを 氷霧の場合 につ いて求 めた ・その

結果,m値 は2枚 の相対的変形速度 と関係づけ られ ることが見出 された.こ の観点か ら自然地震 のデータを見直す

と松代群発地震 につ いて も同様の関係の成立す ることが明 らかにな った.ま た,氷 震 の場 合,m値 は時間 の経過 と

ともに変化す るこ とも見 い出され,こ れ らの ことはm値 の物理的解釈をす る上で重要な意味 を もつ こ とである・

現在,こ れ らの結果 を地球に応用 し,特 に,　 1ithosphere　内の熱応力に よる稽 深発地震 の発 生を説 明す るこ とを

試み てい る.

(4)寒 地 工 学

ア 極地構造物の研究

(研究代表者)佐 藤稔雄(日 本大学理工学 部教授)

(所内研究者)村 山雅美(教 授),寺 井 啓(助 手)

(所外 共同研究 員)平 山善吉(日 本大学短期大学部助教授)

半貫敏夫(同 理工学部助教授)

【研究成果】

1南 極基 地におけ る構造材料 としての石膏 について

第8次 以来昭和基地建物の設計にたつ さわってきたが,種 々の制約か らその必要条件であ る不燃化はい まだにそ

の 目的を達す るに至 っていない.そ こで この問題 を解 決す るために,低 温 に対す る性能 と比強度の大 きい石膏に注

目して,こ れを新 しい構造材料 として昭和基地 の建設 に使用すべ くそ の適性 を検討 してきた.そ して補強石膏が鉄

筋 コンク リー ト(以 下RC)部 材 とほぼ同等の性 能を有 す る こ とを明らか にし,充 分使用 に耐 えるこ とを確認 し

た.

研究経過 と成果初年度は石膏の構造材料 としての低温特性 を検 討 し,ミ ニモデル及 び実大梁の 曲げ強度試験を行

った.昭 和52年 度は 曲げ と軸力を受け る柱の耐力及び力学 的挙動 を検 討 した.本 年度 は石膏 と補強鉄筋 との間の付

着力を変化 させた梁の試験 と石膏を用いた試作住宅の構造ユ ニッ トの破壊 試験を行 い,一 連 の実験の しめ くくりと

した.ま た,比 較のためにそれぞれ同形のRC造 試験体を作成 し,そ の性能 を比較検討 した.

a石 膏の基礎的性能

3種 の養生条件 に対す る温度特性をそれぞれII型 無水石膏 単味,同 改 良品,α 型3種 の石膏 に つ い て調べ,圧

縮,引 張,勇 断,付 着強度及 び静弾性係数にっいて検討 した.こ の うちfi型 無水石膏 改良品は混線打設時温度 が23

℃以上 になる と強度が著 し く低下 し,ま た材令4週 の静弾性係数E吉 は コンクリー トの2.1×105㎏/c皿2前 後 に対

し,1.2×105㎏/c皿2前 後 と半分程度の値 を示すが,構 造材料 としての性能は施工性 も含めて低温環 境において優

れ てい ることがわか った.

bミ ニモデル及 び実大梁の曲げ試験

aの データに基づい て梁の 曲げ強度,変 形及 び破壊性状にっいて検 討 した.試 験体 は石膏 に軽 量骨材(メ サ ライ

ト)を 用い て製作 した,実 験の結果石膏梁が力学的に大 きな欠陥 もな くRC造 梁 とほぼ同等の性能を もち,特 に比

強度(表1)の 大 きい ことがわか った.
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区 分1比 重(・)1Pm・x(・)iPm・x/・

軽量石膏ばり

RC　 ば り

1,523

2,220

(44.8)
39.5

40.8

(29.4)
25.9

18.4

注:()内 は8週 強度 の場合。

c付 着 力を変化 させた梁の実験

補強筋 の表面 に布 を巻いて石膏 との付着力 を変 えた鉄筋補強石膏梁 とRC梁 の曲げ試験 を行い,そ の変形及 び破

壊性状 を実験 と解析 によって検討 した.本 実験では石膏梁 とRC梁 の変形及 び破壊性状はほぼ 同 じで あ った.ま

た,付 着力 を零 とした場合の変形量は付着を効かせた場合の約2倍 となるが耐力 に差は なか った.

d柱 の実験

繰 り返 し水平力 を受 ける石膏柱の強度,変 形及 び破壊性状を検討す る目的で,軸 力の影響を主要因 として実験 し

た.結 果は梁の場合 と同様に石膏柱はRC柱 と似た性質を示 し,特 に,降 伏後の剛性,塑 性率にっいては石膏柱が

大 き く,変 形性能に優れてい ると考え られ る.

e耐 久性に関す る実験(試 作住宅の強度試験)

本実験はM社 が建設省の補助を受けて昭和50年5月 ～11月 にかけて試作 した補強石膏造建物 を昭和52年12月 に解

体 したが,こ の10個 のシ リンダーユ ニッ トの うち2個 を対象 として,ラ ーメン曲げ試験,壁 の曲げ勇断試験,コ ア

ボー リングに よるテス トピースの材料 試験,中 性 化試験,補 強筋の錆発生状況の調査等を行 った,表2に 材令に よ

る材料特性の変化を示す.圧 縮強度,引 張強 度及びヤ ング係数共,材 令 とともに増 加 してい る.中 性 化試 験では仕

上材付壁面で表面 よ り0.6cm,仕 上な しの壁面で1.3c皿 の深 さまで中性化が進んでい るが,錆 の発生はほ とん ど見

られなか った.

表2材 令による材料特性の変化

材 令1 圧 縮 強 度1 引 張 強 度 iヤ ガ 係数E吾

・年9か 月1 408.3kg/cm2 1 26.3kg/cm2
1・ ・9… ぴ㎏価

・年9か 月/4剛 1.63 1 1.35
1・ ・5・

また,ラ ー メン曲げ試験は正対称2点 載荷で1方 向繰返 し加力 とした.実 験結 果及 び亀 裂発生 に よる剛性低下率

を考慮 して,マ トリックス法 で解析 した結果 を図1に 示す.こ れ らの結 果 より耐 力及 び変形能 力 も充分 であるこ と

が わかった,

以上,こ れ までの実験及 び解析 を通 して,石 膏 を用 いた構造体 は特 に,低 温 時の施工 に優れ てお り,RC造 に比

べ て比強度 が高 く耐 力,変 形能力及 び耐久性 はほぼ同等 であ り,付 着 力に対す る考慮 が適切であれば充分使用 に耐

えるこ とを確認 した.

ll　南極昭和基地建物周辺の スノウ ドリフ トについ て

ス ノウ ドリフ ト形態の予測 につい ては,南 極資料第62号 にひ とっ の仮説 と風洞実験 の結果を まとめた.即 ち雪嵐

の状態 の建物周辺で,あ る特定風速 を超 える速度場 の雪粒 子は風 と共 に流れ,そ れ以下の速度場 に含 まれ る雪粒子

が地上に堆積す る確率が高い と考え,建 物周辺の速度場 を特定の等速度面で 区分す ることに よ り,雪 の吹 き溜 り形

態を推定 しよ うとす るものであ る.

また,極 地建物の耐風設計上の動的効果を略算す る手法のひ とっ として,ガ ス ト応答計算法(構 造物の風 に よる

最 大応答の期待値を,平 均 応答の係数倍で評価 しよ うとす る考え方)を 検討 し,そ の1部 を構造物の耐風 性シ ンポ

ジ ウム1978で 発 表 した.こ の中で,応 答の上限 と下 限を,風 速変動の 空 間 相 関が完全相関(上 限)か 無 相関(下
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限)か で推定で きることを示 した.

本年度は,耐 風設計にお ける動的効果の見積 りの うち,側 壁面変動風圧 の性状 と,主 風向 と直角 方向の建物振動

の性状 にっいて風洞実験に よ り検討 した。主な結 果を まとめ ると次の とお りである。

1.剛 体模型の側壁面変動風圧 係数は気 流の乱れの増加 とともに大 きな値 を示 し,剥 離点 より風下側 にゆ くにつ

れてやや増加す る.ま た,建 物の平面見付幅/奥 行寸法(以 下 アスペス ク比 と呼ぶ)が 大 き くなる と変動風圧係数

は小 さくな る.

2.剛 体模型の側壁面変動風圧 のスペ ク トルでは,そ の卓越 周波数はアスペ クテ比 の増勉 とともに大 き くな り,

気 流の乱れが大 きい と低周波帯域 のスペ ク トルの値 が高 くなる傾 向を示す.

3.1自 由度振動模型の側壁面 変動風圧係 数は,模 型 の固有周期 が長 くなる程小 さな値 を示す傾 向にあ る.

4.変 動風圧 の空 間相関で,流 れ方 向の ピークに時間 のずれ のあるこ とか ら,構 造物 にね じれ をお こす 力が存在

す る.

5.以 上の結 果 より,昭 和 基地建物 の ように流れ方 向にアスペ ク ト比 の小 さな平面 を配置す る場合には,そ の設

計 において風 上側の剥離直後 か ら流れ が再付着す る領域で外力の変動分を例 えば平均量に対す る割増係数の形で考

慮す る必 要があろ う.

イ 防寒衣類の研究

(研究代表者)村 山雅美(教 授)

(所内研究者)寺 井 啓(助 手)

(所外共 同研究者)渡 部和彦(東 邦大学医学部講師)

【研究成果】

この研究は過去の南極観測におけ る経 験に基いて開発 ・改 良 されて きた現用装備 について実 験的な資料 を収 集,

解析 し,得 られた実験的結果に経験的知識を加 えて極地に最適な装備を追求 しよ うとす るもので,2か 年計画の2

年次であ る.初 年度にはすでに報告 した ように,現 在南極観測で使 用 してい る防寒衣(羽 毛服 ・D型 雪靴)と グ リ

ーンラン ドエスキモ ーが常用す る毛皮服 との比較を行い,-20℃ までは羽毛服が優位であ り,-40℃ 以下では毛皮

服が優位 とな ること,手 の甲部温度が極度に低下す ること,汗 がチエ リーガ ラー ドの言 う ミ極地での行動 における

最 も面倒な もの.で あ ることな どが分 った.こ れ らを考慮 して,2年 次では ミ低温 条件 が感 覚機能 に お よ ぼす影

響ミ と=南 極観測隊現用手袋の保温 効果ミに関す る実験 を行 った.

実験経過

a低 温条件が感覚 機能 にお よぼす影響

防寒衣を装着 した被 験者 を低温条件下(-50℃,無 風)に 椅座位姿勢 ・安 静状態 で60分 間暴露 し,そ の前後の感

覚 機能 にっ いて調べた.測 定 した項 目は次 の とお り.な お,暴 露前後 の安定期を各30分 間 とった.

測定項 目

視覚:視 力,視 野,大 脳 活動 計

聴覚:オ ーデ ィオメータ

触覚:二 点識 別法

形態:身 長,体 重,皮 下脂肪(贋,側 腹,上 腕背部,肩 甲骨下)

その他:手 反応 時間,尿 検査,ハ ー トレイ ト,皮 膚温(直 腸,衣 服内温等12点),血 圧

実験 は成 人男子4名 につ いて行 い,低 温暴露 中 もハ ー トレイ トは連続測定,皮 膚温は デジタル体温計2分 毎の読

み取 りに よりモニターした.被 験者 に対す る問診は トランシーバ ーに よ り監視老を通 じて行 った.

b南 極観測隊用手袋の保温効果

現用手袋 とそ の主 な組み合せ,素 手,木 綿薄手5本 指手袋,パ イル軍手,作 業用黒皮5本 指手袋 とパイル軍手,

オー一一く一 ミ トン とパ イル軍手の5種 につい て右手全指 ・掌 ・甲,右 足第1指 ・甲,手 袋の内外側(素 手の場合は左

手 第1指 ・掌),直 腸 の12点 の温度変化 を測定 した.実 験は成人男子2名 にっいて行い,+20℃ 室内にてサ ー ミス

タを装着,検 温後,-50℃,無 風 の実験室 内に椅座位 ・安 静状態でお き,全 指皮膚温が+10℃ 以下にな った時点を
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終了 時 とし,そ の後+20℃ 室 内で検温回復過程を10分 間 とした.

所見

この研究 での生理学的 な解析結果 は,渡 部が53年 秋 よ り1年 間渡米のため後 日報告す る.

エスキモー毛皮服 との比較実験か ら,最 近の昭和基地を拠点 とした行動が主 として 一20～-30℃ の温度環境であ

り,-40℃ 以下 での行動 は ごく短期間 に限られ てお り大型雪上車 による野外行動様式を も考慮すれば現用羽毛服で

防寒 衣 としては充分 である とい う結果 を得た.付 言すれば,1977年 フランス極地研究所に よるフランス隊,カ ナダ

空軍 及び 日本 隊の防寒衣 の比較実験 の結果,断 熱性,発 汗 に対す る通気性及 び気心地 におい て 日本隊の防寒衣が最

も秀 れている と報告 され ている.し か し,今 後 内陸基地 を拠点 とした行動様式を とる場合は,毛 皮服の優位個所を

参 考 とした極寒用(-40℃ 以下)の 防寒衣 の開発 も必要であ る.

また,手 甲部 の急 激な温度低 下か ら現用手袋 の保温効果を検討 した.一 例 を図 に示すが,オ ーバ ー ミトンを装着

しない場 合は急 激に温度 が低下 し,数 分～十 数分間 で指尖 の感覚が マヒし始 め,手 指の作業を不可能に してい る.

一 方指尖 温度が10℃ 以下 になるのに要 した時間が,短 い場 合は回復 も短 時間 であ った こ とか ら,あ る手袋での適当

な作業時間のイ ンターバルを決め ることが可能 と考え られる.例 えば皮手袋+軍 手で は20分 作業10分 休憩 とすれ

ば,凍 傷 を防止 す ると共に作業能率 もあげる ことが可能 である.図 中の ミ トン着用 と皮手袋+軍 手着用 との中間に

当 る5本 指手袋の開発 も考え られ る.し か し,ま だ実験例 が充分 でないため,今 後 も実験 を継続 してゆ く予定であ

る.

手袋の種類と第1指 の温度変化

4°「

F,。
　

α

20

E

Φ

ト

一10

35



手袋の種類と第5指 の温度変化

3.昭 和53年 度継続分一覧表

研 究

分 野
研 究 課 題

研 究 代 表 者 研究期間

(昭和)氏 名 隠 名1所 属

超高層

物理学

極域電離層の電離過程とプラズ

マ擾乱
小 川 忠 彦

主 任

研究官
郵政省電波研究所

52～54

3年

極光の総合解析 福 島 直 教 授 東京大学理学部
52～54

3年

発 光 雲 を使 っ たfield　 line　trac-

ingの 基 礎 的 研 究
小 口 高 教 授 東京大学理学部

53～55

3年

極域電流 ・電場の総合研究 上 出 洋 介 助教授 京都産業大学理学部
53～55

3年

EXOS-A衛 星 に よる極域超

高層 プラズ マ中 の波動粒子相互
作用の観測研究

柴 田 喬 助 手 電気通信大学
53～55

3年

大規模磁気嵐の発達過程と極域

擾乱の形態変化の研究
丸 橋 克 英

主 任

研究官
郵政省電波研究所

53～55

3年

極光帯ULF及 びオ ーロラの相
関解析に基づ く　 Substorm発
達機 構の研究

桜 井 亨 助 手
東北大学理学部

女川地磁気観測所

53～54

2年

昭和 基地 と九 州地方におけ るU

LFの 比 較
北 村 泰 一 助教授 九州大学理学部

53～54

2年

移動観測用小型 フラ ックスゲー

ト磁 力計 システムの開発研究
青 山 巌 教 授 東海大学工学部

53～55

3年
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気 象

自然及び人工要因による極域大

気の変成に関する研究

日射紫外領域の精密分光測定

雪 氷

対流面エ ーロゾルの地球的規模

での挙動 に関す る研究

南極氷床上の接地気層の構造に

関する研究

積雪層位の形成と酸素同位体分

布

堆雪機構の解明と観測方法の開

発

氷床の ダイナ ミックス

ー 観測方法 も含めて一

氷床掘削技術の再検討と掘削機

の設計開発

リュツォ ・ホルム湾周辺の海 底

地 形及び地質並びに海 成堆積 物
の研究

昭和基地周辺の地質学的研究

地 震波及び リモー トセンシング

の画像解 析方式の開発研究

微小地震活動及び地殻構造に関

する研究

地 学

航空機の測位及び航空重力,地

磁気測定法の基礎的研究

昭和基地 付近 のグラニ ュライ ト

相変成岩 の岩 石化学的研究

東南極盾状地の地質構造研究

南極大陸における化学物質の収

支に関する地球化学的研究

ドライバ レー地域 を中心 とした

塩 湖の地 球化学的研究

小 川 利 紘

村 井 潔 三

小 野 晃

川 口 貞 男

渡 辺 興 亜

若 浜 五 郎

東 晃

鈴 木 義 男

吉 田 栄 夫

松 本 径 夫

溝 上 恵

青 木 治 三

瀬 川 爾 朗

蟹 沢 聴 史

木 崎 甲子郎

綿 稼 邦 彦

鳥 居 鉄 也

助教授

研究室長

教 授

助教授

助教授

教 授

教 授

助教授

教 授

教 授

助教授

教 授

助教授

助教授

教 授

助教授

教 授

東京大学理学部

気象庁気象研究所

名古屋大学

水圏科学研究所

国立極地研究所

名古屋大学

水圏科学研究所

北海道大学

低温科学研究所

北海道大学工学部

北海道大学

低温科研究所

国立極地研究所

長崎大学教養部

東京大学

地震研究所

名古屋大学理学部

東京大学

海洋研究所

東北大学教養部

琉球大学理学部

東京大学教養学部

千葉工業大学

52～54

3年

53～55

3年

53～54

2年

53～54

2年

53～55

3年

53～55

3年

53～55

3年

53～55

3年

52～54

3年

52～54

3年

53～55

3年

53～54

2年

53～55

3年

53～55

3年

53～55

3年

53～55

3年

53～55

3年
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南極海の底棲動物の分類 ・生態 東京大学堀 越 増 興 教 授

生 理 学的研究 海洋研究所

52～54

3年

生態学 南極大陸沿炭及びふじ往復航路
における動植物プランクトンの 箕 田
分類 ・生態学的研究

嵩 教 授 北海道大学水産学部
52～54

3年

やまと阻石及び他の南極産阻石 52～54

永 田 武 所 長 国立極地研究所
の物性的研究 3年

隅 石
や まと限石の鉱物学 的 ・地球化 52～54

永 田 武 所 長 国立極地研究所
学的研究 3年

(1)超 高層物理学

ア 極域電離層の電離過程とプラズマ擾乱

(研究代表者)小 川忠彦(郵 政省電波研究所主任研究官)

(所内研究者)平 沢威 男(教 授),福 西 浩(助 教授),岩 淵美代子(助 手)

(所外共 同研究 員)森 弘隆(郵 政省電波研究所第一衛星研究室主任研究官)

宮崎 茂(同 第二衛星計測研究室長)

【研究成 果】

1.目 的

極域 においては電離層生成 の電離源 として,太 陽遠紫外線 の他 に磁気圏か らの高エネルギ ー荷電粒子降下が重要

であ る.静 穏 時にお いて も,荷 電粒 子降下 に よる影響が存在 し,特 に,E領 域及 びD領 域 に著 しい効果を及ぼす.

これは中低緯度 の電 離層 と比較 して,大 きな違 いで ある.従 って極域電離層 の 日変化特性,季 節変化特性は複雑で

あ り,多 くの問題点 が点在 している.そ れ故種 々の度合 の擾乱 時において ロケ ッ トに よる電離層電子密度 プロファ

イルの直 接観測 に よる結 果 と地上観測 とを合せ て,電 離層の擾乱 時の特性及 び 日変化特性を解 明す ることが 目的で

あ る.

また,サ ブス トーム時には高 エネルギー粒 子の役割が重要 にな り,オ ーロラを励起す る と共 に下部電離層の電子

密 度 ・温度 を上 昇せ しめ る.さ らに電離層 に強 い電場が惹起 される結果,E領 域 の電子密度は時間的空間的 に変動

し微細構造 が生 ずる.こ れ ら因果関係 にか かわ る現 象を ロケ ットを用い て直接測定 を行 い,極 域電離層の電離機構

とプ ラズマ擾乱の微細構造を調 べ ることに よってオー ロラフレア現象 の解 明に資す るこ とが本研究の 目的であ る.

2.電 子密度 高度 分布 の測定

第18次 隊に よってS-210-29号 機 は52年7月12日19時15分45°EMTに 完射 され,最 高高度118㎞ に達 した.

ロケッ ト飛翔 時においては,イ オ ノグ ラムではEsが 出た り消えた りの状 態,30MHzの リオ メータの吸収の変化

値 はodB,　 地磁気aHの 変化はOγ,弱 いVLFエ ミッシ ョンが存在 した状況で,総 体的には静穏 であ る・

電 子密度 の観測 はnケ ッ ト尖端近 くのフ ァラデーカ ップの グ リッドに流れ る電子電流か ら求めた.高 度65～120

㎞ の間 のプPフ ァイルが得 られ た.85～115㎞ の間 にお いて3～4×104cm-3の 密度のEs層 が測定 され,こ れは過

去10数 機 の ロケッ ト観測 に比較 してか な り低い値であ る.

昭和基地 のボ トムサ イ ドの電離層観測 に よる と,こ の時期は午前側でEs層 の密度が高 く,午 後側特に夕刻はか

な り低 くなっている.ロ ケッ トデータは従来 の地上観測 とよ く合 ってい る.こ の時刻の観測は今回が最初であ り,

夕刻 のEs層 の特徴が 明らかにな った.

3.電 子密度 ゆらぎの観測

極域 において高度100㎞ 付近 はオ ーロラの出現が頻発 し,強 いジ ェット電流,強 い電場,電 子密度の大 きなゆ ら
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ぎが存在す る.密 度ゆ らぎに関 して,外 国ではKelly　 and　Mozerの ロケッ ト観 測,　Balsley等 のオー ロラ レーダ

に よる観測があ り,我 が国で もS-210-6号 機で初めて96～115㎞ の範囲に電子密度の微小 ゆ らぎを観測 した.さ

らにS-210-8,9,10,16,17,18号 機の ラング ミュア ・ブロープの電子電流に顕 著なゆら ぎを観測 した.こ

れ らのゆ らぎすなわち静電 ノイズの観測 としては従来0～160Hz,レ ンジに よる測定で あった.S-210-25号 機

で は0～1kHzま で観測範囲をのば した.今 回S-210-29号 機で初め て0～10kHzま での測定 を試 みた.

観測結果 による と,静 電 ノイズのスペ ク トルは高度に対 して著 しい変化を示 している.上 昇時高度95～106㎞,

下 降時104～112㎞ においてゆ らぎの振巾が大 き くな り,1～2kHzに ピー クを もち,ス ペ ク トルは高周波側 にの び

てい るのが観測 された.

プラズ マ不安定現象 の数値的解析 によれ ば,今 回の観測結果 にお いて1～2kHzに ピークが存在す る ところか ら

判 断 して,高 度 の高 い所 では二流体不安定 による密度ゆ らぎが存在す ると推定 され,高 度 の低い所 では,低 周波領

域のスペ ク トルか らクロス フィール ド型の不 安定性 が存 在す る と推定 され る.

4.今 後の計画

オーロラ粒子降下に 伴 うAC/DC電 場発生に関連す る密度ゆ らぎの さらに詳細解 明のために第19次 隊 に よるS

-310-7号 機(53年3月27日22時15分LT)の デ ータ解 析を行 う.

イ 極嵐の総合解析

(研究代表者)福 島 直(東 京大学 理学 部教授)

(所内研究者)永 田 武(所 長),平 沢威男(教 授),福 西 浩(助 教授)

(所外 共同研究 員)玉 尾 孜(東 京大学理学部教授),国 分 征(同 助教授)

佐藤哲也(同 助教授),飯 島 健(同 助手)

【研究成果】

地球周辺空間 の極地域で観測 され る種 々の電磁気的擾乱現象 を,デ ータ解析,計 算機 シュ ミュレーシ ョン,理 論

的 考察 を通 じて,総 合的 に研究 してきた.そ の成果の大要を次に示す.

1.極 磁気擾乱 の年間変化

地上 で観測 され た磁場 データを解析 した結果,極 地域には地磁気活動度 と関連 した独特の年間変化が見 られ るこ

とが判 った.H成 分の年間 変化振 巾は惑星空間磁場が南 向きの時の方が北 向きの時 よ り大 き く,惑 星間空間の磁 場

と密 接な関係 を もつ双渦電 流の発達 を現わ しているもの と思われ る.一 方,Z成 分の年間変化は双渦電流が季節に

より位置 を変える効果 として説 明され る.

2.電 離層上部領域 にお ける沿磁力線電流の特性

TRIAD衛 星で計測 された磁 場データを解 析 した結 果,南 北両半球 の電離層上部 には ほぼ常時大規模沿磁 力線

電 流が存在 し,そ れは三つの重要 な部 分か らできている ことが判 った.一 つ は惑星間空間磁場 と密接な 関 係 を 示

し,昼 間部の磁気 圏境 界域 に発生 源を持つ と考 えられ るヵスプ領域電流で ある.他 は太陽風動圧 と関連 して比較的

安定 した変化を示 し,磁 気圏プ ラズマの大 規模対流 に原因を持つ と考 えられ る(領 域1)電 流であ り,更 に も う一

つは極光帯 ジ ェッ ト電 流 と関連 して激 しい変化を示 し,磁 気 圏尾部 か ら輸 送 され る高温 プラズ マ流 に原因を もっ と

思われ る(領 域2)電 流である.

3.極 域 におけ るVLF波 動 とULF波 動 の相互 作用

南極の昭和,み ずほ基地で得 られたVLF,　 ULF波 動の観測 データを解析 した結果,準 周期性 をもつQP型V

LFコ ーラス電波 と地磁気脈動(周 期～30秒)と は密接な関連がある ことがわか り,磁 気圏 内での短周期磁場変動

と自然電波の相互作用,そ れ らが電離層を通 じて地上で観測 され る機構を解明す る重 要 な 手掛 りが得 られた.特

に,コ ーラスの変動が地磁気脈動 よ り約20秒 進んで生 じてい ることはVLF,　 ULFの 相互作用 が,主 として地磁

気赤道付近で起 ってい ることを示唆 してい る.さ らに,コ ー ラス と地磁気 脈動 の対応性 は脈動 のD成 分 にお いて著

し く良い ことは,磁 気圏にお ける圧縮性ULFが 相互作用に関 して重要な役割 を示す もの と考 え られ る.

4,オ ーロラアークの形成理論

電離層一磁気圏結合系で成立す る磁力線沿いのアル ヴェー ン波動,沿 磁力線電流を形成す る降下電 子 電離層 内
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の局所的異常 電離領域 内で発生す る静電場 の間の関係 を記 述す る閉 じた方程式 を導 き,こ の方程式系を支配す る振

動 系は,結 合系 として正帰還 の条件が満 たされ る と急速 な時間的発展 を とげ,オ ーロラアークを形成す ることが理

論的並びに計算機 シ ミュレーシ ョンを用 いて明 らかにされ た.こ のモデルか ら得 られたオ ーロラの 巾,沿 磁力線電

流 このモデルか ら得 られたオー ロラの巾,沿 磁 力線電流 の強度及 び電流 とアーク との位置関係 などは ロケッ トに よ

る観測結 果を良 く説 明しているこ とが判 った.

5.磁 気圏内のULF波 動 とそれに関連 した粒 子輸 送の理論的研究

ULF波 動の特性は,電 磁 流体 振動 の二 つの基本 モー ド(局 所的 モー ドと伝播的 モー ド)で 表現 され,地 磁気脈

動 の周期,振 巾の空間依存性 は この二つ モー ドの結合 の結果 として説 明され ることが判 った.さ らに,こ れ ら二 つ

の基本的電磁 流体 振動 の電磁場擾乱 に伴 って発生す る と考 えられ る磁力線沿いの粒子の統計的加速や,磁 力線を横

切 る粒 子の拡散輸 送の問題 が定量的 に調べ られた.こ の結果,ULF波 動に伴 って,磁 気圏内で観測 され る高エネ

ルギーの陽子,電 子フラ ックスの変動現象 を説 明す る機構を知 る糸 口が得 られた.

学会(誌)名 著 者 題 目 巻,号,頁

日本地球電磁気学会 長井嗣信,福 島 直 地球磁場の 第63回1978年5月
annual　 variat三 〇n

〃 佐藤夏雄,国 分 征 地磁 気脈動 とELF放 射(W) 〃

〃 国分 征 静止衛星高度に対する 第64回1978年10月
Substorm　 signature　 (11)

〃 飯 島 健,藤 井 良一・ FAC　 in　 the　 nightside 〃

auroral　 zone

〃 玉尾 孜,藤 田 茂 磁気 圏プ ラズマシー ト内の 〃

電場発生と電子の沿磁力線
加速

〃 三浦 彰,佐 藤哲也 Quiet　 Aurora　 Arc生 成 〃

〃 長井嗣信,福 島 直 極域に於ける夏冬の電流系 〃

〃 佐藤 夏雄,国 分 征 地磁気脈動 とELF放 射(珊) 〃

J.　Ge・phys.　 Res. 飯島 健,藤 井良一 FAC　 in　 the　 South　 Polar Vol.83.1978

Cusp　 and　 Their P.5595

Relationship　 to　 IMF

南 極 資 料 藤井良一,飯 島 健 ポーラカスプのFACと N仇63.1979

IMFと の関係 P.232

〃 長井嗣信,福 島 直 極地域に於ける地球磁場季節 〃P.298

変化

IMS　 sympo. 飯 島 健,藤 井 良 一・ Birkeland　 current 1979年3月P.41

〃 佐藤哲也,三 浦 彰 Global　 formation　 of 〃P.76

auroral　 arCS

〃 佐藤夏雄,国 分 征 InteraCtiOn　 betWeen 〃P.116

ELE-VLF　 emissions

and　 magnetic　 pulsations

〃 福島 直,長 井嗣 信 Seas・nal　 dependence 〃

of　 geomagnetic　 variations

ln　the　 p・1ar　 regi・n
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ウ 発 光 雲 を 使 った　field　line　tracingの 基 礎 的 研 究

(研究代 表者)小 口 高(東 京大学理学部 教授)

(所内研究者)福 西 浩(助 教授)

(所外 共同研究 員)中 村純二(東 京大学 教養学部 教授)

【研 究成 果】

neumann　 効果に よって金属jetを 作る実験 を超高層 で行 うこ とを提案 したの は1969年 英国のHunter　 であ る

が,1971年 以来後 米のWescott,　 Davis等 は実際　shaped　charg　に よるBa　 ll発光雲 を超高層 に作 るこ とに成功

し,磁 気 共役点 間におけ る磁 界や電 界の相関,オ ーロラ帯 にお ける電 界の模様 や　electrojet　の強 さ,あ るいはそ

の時間的変化 を求 めている.我 が国で も内之浦 や昭和基地 で,こ のよ うなBa　 ll発光雲 ロケ ット実験 を行 うこ とを

想定 し,次 の基礎 的開発 を行 った.

1.金 属 バ リウムライナーの開発

金属 バ リウムの素材 は直径22mmの 円筒 でこれ を7個 の 金型で順次圧搾成型 して,最 終的に外径60mm,全 頂角

90℃ の図1の ようなBaラ イナーを作 るのであるが,図2a)の よ うに先ず プレスで直径60mmの 円板に した後

絞 り合成型 を行 った ところ,中 心部の加工度 が大 きいため割れ が生 じ欠落 した.b)で は最初直径35mmの 円錐状

にした後,絞 り成型 を行 ったが,逆 に周縁部 に割れ を生 じた.c)で は径45mmの 円板か ら出発 してみたが,小 さ

い なが らや は り割れが生 じた.d)で は アル ゴンガス封入炉で融点710℃ まで加熱 し,熔 融後Na7金 型に流 し込ん

だ が,得 られた ライナーは極めて もろ く,成 型は失敗であ った.結 局,図2(e)の ように圧搾回数を減 らし,加 工硬

化 に よる割れを少 くす る 目的で,金 型のM4とNor7だ けを用い,500ト ンプレスで短時間(数 秒)の 間に40ト ン加

えて成型 し,ほ ぼ所望 の形の ものが得 られ るに至 った.

バ リウムライナーの 防蝕処理 として カネバ ックを用いたのでは2週 間で腐蝕がは じまることが 明らか とな り,結

局,次 の方式で ほぼ満足 な結果が得 られた.先 ず炭化バ リウムの被膜をか けて ライ ナー表面 にBaC2被 膜を作 り,

更 に機械的強度 をもたせ るためパ ラフィンワ ックスをか ける.更 にその上に クラ ック防止のため,シ ール ピール コ

ーテ ィングを行 って再 びパ ラフィンワ ックスをかけ る.す なわ ち,ラ イ ナーの上にBaC2被 膜パ ラフィンワックス

シール ビールパ ラフィン ワックスの四重 コーティングを行 うこ とによってバ リウムの腐蝕に対 して全 く安全であ る

こ とが 明らか ととった.

しか し実験の結果,さ らに ライ ナーを,増 量すべ き必要のあ ることも判 った.

2.イ メージングの基礎研究

Ba発 光雲のイ メージ ングのためには,観 測時間を延 ばす ために も イ メー ジングの 限界 まで感度を上げ る必 要が

あ り,SITで は必ず しも充分 と云 えない ことが明 らか とな った.ISITを 用 いて1/60secで 光子ゆ らぎの限

界 に近づ け,更 に場合 によっては時間積分を行 う必要があ る.

Ba　 Liner　 (689)
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正 極域電流 ・電場の総合研究

(研究代表者)上 出洋介(京 都産業大学理学部助教授)

(所内研究者)福 西 浩(助 教授),藤 井良一(助 手)

(所外共 同研究員)井 上雄二(京 都産業大学教授),前 田 担(京 都大学 理学 部教授)

荒木 徹(同 助教授)

【研究成果】

1.研 究の概要及 び方法

地上及 び地球周辺で観測 され る磁場変化は,電 離層か ら磁気圏にわた っての空間を流れ る各種 電流要素の積 分効

果で表わ され,今 までの研究 において,そ れぞれの電流要素の効果を定 量的に分離す ることが重要 な課題 として残

され ていた.本 研究では,極 域の磁 場,オ ーロラ資料 と最近の人工 衛星,レ ーダーに よる電場等 のデータを総合

的 に解析 し,各 電流 の特性 とそれ らがいかに結合 してい るかを明 らかにす ることを 目的 とす る.併 行 して,電 離層

電流,電 場,電 気伝導度 と磁力線に沿 う電流が カップル されたモデル計算を行い,デ ー タ 解釈 の妥 当性 を検討す

る.
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2.研 究経過及 び結果

(1)ISIS-2極 軌道衛星(高 度約1,400km)か ら観測 した北半球オ一一ロラ写 真(波 長:5577及 び3914A)内

にTRIAD衛 星(高 度約800㎞)の 軌道が入 る場合を両衛星データセ ッ トか ら6例 選 び出 し,オ ーロラの特性 と

field-一－aligned電 流の関係 を調べ,次 のことが 明らかにな った.(a)一 般 的に大 規模 なオー ロラの緯度方 向の境界

は　field-aligned電 流の境 界 と非常に よい一致を示 し,オ ー ロラをお こす 降下電 子 と鉛直電流 に密接 な関係があ

ることがわか る.(b)夕 方 側にお いては,上 向き と下向 き電流の境界は,ち ょうどオー ロラの明るさが緯度的 に最

小 にな ってい るところに位置 し,そ の高緯度側 には 明るい,構 造のあ るオー ロラが存 在 している.

(2)オ ー ロラジ ェッ ト電 流が降下電 子分布 とどの よ うな関係にあ るのかを くわ しく調べ るため,カ ナダの子午線

に沿 う7つ の地上観測 チ ェーンで得 られた3成 分磁気記録 と同時にその上空 を飛行 したISIS-2衛 星 の低 エネ

ルギ ー(<10KeV)粒 子 フラ ックスの相対的位置関係を検討 した.今 まで,オ ー ロラ降下粒 子の特性 は2つ のタ

イプ　(discrete　な もの とdiffuseな もの)に 分 けられ るとされて きたが,こ の分類は真夜中以前の地 方時にのみ適

用 され,朝 方ではその特性 がさらに複雑 になってい ることがわか った.た とえば,朝 方の極側の極光帯 では非常 に

discrteな 電子の降下が極磁 気嵐 の最中に見られ るが,こ の緯度帯には電離層電気伝 導度 を上 げるには十 分なフラ

ックスはな く,し たがってオーロラジ ェッ ト電流の極側の半分では,夕 方側 と異な り,降 下電 子のフラ ックスは弱

い.赤 道側半分では,比 較的一様 だが強い フラ ックスがあ り,ジ ェッ ト電流の伝導度 を保 っている ようで ある.

(3)以 上の観 測結 果 とここ数年 明らか にな りつつあ るオ ーロラ,　field-aligned　 電 流分布をインプ ットし,電 離

層 内の電場 を求め る数値計算を実行 した.こ の計算 による電場分布は,少 な くとも極冠域 及び極光帯 では最近の人

工 衛星,レ ーダー,バ ルーン実験結 果 とよい一致を示す ことがわか った.と くに,極 光帯 における地方時 に よる電

場 の方向,大 きさの変化が計算 に より見事 に再現 され,計 算に用いた仮定の正 しさが実証 され た.ま た,従 来地上

の磁場 変動 分布 から等価電 流系 を求 め,そ のパ ターンを電場 ポテ ンシャル分布 と近似 的に見なす傾 向があったが,

この手 法にはかな りの問題 があるこ とも指摘 され る.即 ち,と くに極光帯での電気伝導度の空 間非一様性 が電場 分

布 には ミねかえる.重 要 さを再確認 した.

(4)高 緯度 に源を もつ電場 が どの ような減衰 で低緯度 に伝播す るか とい う問題を,電 離層E層 と地 表の間 の空間

を導波管 と仮定 してモデル計算 を実行 した.た とえば,磁 気圏尾部の大規模な電場の変化が,高 緯度電離 層を経 由

して同時に赤道地 方にまで伝わ る可能性のあ ることがわか った.

3.今 後 の方 針

AE-C衛 星で得 られた高緯度電場 を とくに季節 変化 に注 目して調べ,電 気伝導度の電場への影響を明 らかにす

る.ま た,(4)の 電 場の伝播 問題を,よ り現実的 なモデル計算を行 う.t

オ　 EXOS-A衛 星による極域超高層プラズマ中の波動粒子相互作用の観測研究

(研究代表者)柴 田 喬(電 気通 信大学助手)

(所内研究者)芳 野越夫(客 員教授)

(所外共同研究員)奥 沢隆志(電 気通 信大学助 教授)

富 沢一 郎(同 助手)

【研究成果】

EXOS-A衛 星に よるPlasma　 wave観 測ぱ,400Hz～30kHzのVLF帯 と,　45kHz～3MHzのLF・MF帯

で行われ てい る.　 telemeterdataは,鹿 児島県内之浦のKSC局 と南極昭和基地のASB局 で取得 されてい るが・

ASB局 の ものは,昭 和54年4月 に砕氷艦 ミふ じ.の 帰 日まで待たなければな らず,今 年度の解 析 ・研究 は,　KSC

局で得 たdataに つ いて行 った.

以下に各波動観測項 目にわ けて,解 析 ・研究の成果 と現状を報告す る.

1.　 VLF帯 波動にっいて

KSC局 で得 られ るVLF帯dataは,北 半球Plasmasphere及 びPlasmapause近 傍 で観測 された ものであ る.

解析 には,極 地研究所の波動解析装置を利用 し,主 に柴 田が担当 した.

　1-1　 Whistler
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Plasmasphereで 得 られ た 波 動 の 中 の代 表 的 現 象 で,受 信 頻 度 も非 常 に 高 い.　 duct伝 搬 を して い る と思 われ る

Whistler群 に つ い て は,そ の 分 散 値 の 衛 星 の 移 動 に 対 す る変 化 の 様 子 か ら実 効 的 なduct幅 を算 定 した.そ の 結

果,約3,000㎞ の衛 星 高 度 で,幅 約50～200㎞ とい う値 を 得 て い る.こ れ らの値 は,理 論的 に 予測 され る もの(数

10㎞),地 上 観 測 の 結 果,　ISIS衛 星 観 測 が報 告 す る200㎞ 前後 とい う値 等 を 共 に 包 含す る もの に相 当 し てお り,今

後,よ り　data数 を増 し て検 討 す る必 要 が あ る.

　 1-2　 LHR　 (Lower　 Hybrid　 Resonance)　 Noise

Whistlerに 付 随 して 放 射 され るLHR　 noiseか ら は,そ の 周 波 数 の 高 度 変 化 を も とに,　 Plasmasphere内 電 子

密 度 の 高 度 分 布 を 検 討 した.そ の 結 果,中 緯 度Plasmasphere内 電 子 密 度 の 高 度2,500～3,800㎞ 領 域 で の 高 度 分

布 は,イ オ ン温 度 約2000°Kの 等 温 状 態 を 仮 定 した 拡 散 平 衡mode1で 充 分 説 明 で き る こ とが 判 った.

　 1-3　 LHR　 Whistler

非 常 に め ず ら しい 現 象 とし てLHR　 whistlerを 観 測 した.こ の現 象 の解 釈 ・伝 搬 機 構 は い ま まで 確 立 され て い

な か った が,我 々は,そ のspectrum及 び 共鳴 周波 数の 対 値 変化 の様 子 か ら,一 つ のmodelを 提 出 した.す な わ

ち,　LHR　 whistlerは,磁 力線 に ほ ぼ垂 直 な方 向 に電 子密 度 勾 配 が あ る よ うな構 造 のplasma媒 質 内を,波 が 大 き

なwave　 normal　 angleでnonduct伝 搬 す る結 果 で あ る と思 わ れ る.こ のmode1は,定 性 的 に で は あ るが,　LHR

whistlerのspectrumや 共 鳴 周波 数及 び そ の 変化 を よ く説 明 し て い る .こ のmode1に 基 づ けば,　 Plasmasphere

内FAI　 (Field　 Aligned　 Irregularity)の 構 造 を,　 LHR　 whistlerの 特 性 か ら診 断 す る こ とが 可 能 にな る と思 わ れ

る.

1-4そ の他 の波 動

plasmapause近 傍 や そ の外 側 の領 域 で は,　chorusや 他 のemissionを よ く受 信 して い る.し か し事 例 は まだ 少

く,今 後,　dataを 蓄 積 し,　ASB局 で のdataの 解 析 結 果 も合 せ て,衛 星 塔 載 のenergy電 子 のflux計 測結 果 と

の 相関 等 を調 べ る必 要 が あ る。

2.　 LF・MF帯 波 動 につ い て

LF・MF帯 波 動dataは,衛 星 か らPCM伝 送 され,東 京大 学 宇 宙航 空 研 究 所 大 型 計算 機 シ ス テ ム 内 のdata・

baseで 管 理 され てい る.柴 田 ・富 沢 が 主 に そ の 解 析 に あ た った.

現 在,得 ら れ た波 動 のmode決 定 の 作 業 を進 め て い るが,極 域(北 極 域 … 高 度 約2,500～3,900am,南 極 域 …

高 度 約650～1,000km)でenergy,　 電 子(数KeV)の 降下flexの 増 加 に 伴 って,強 い 広 帯 域(45kHz～1MHz)

なnoiseが 　dipole　 antenna　 に 入 感 して お り,さ らに そ の位 置 がauroral　 ovalと よ く一 致 して い る点 が特 徴 的 で

あ る.

3.　 FaradayCupで 捕 集 したDC　 Currentに つ い て

南 極 域day　 sideで は,　 farady　 cup　 で 捕 棄 したDC電 流 値 の変 動 と,　 Invariant　 latitude　 との相 関 がみ られ

る.　Invariant　 latitude　が 約75° ～80° の 領 域 でDC電 流 値 に強 い 変 動 が あ らわ れ て い る.こ れ は,　 day　 side　 cup

領 域 下 の　top　side　ionosphere　 で 電 子密 度 の不 均 一 が存 在 して い る こ とを示 す もの と思 わ れ る.

力 大規模磁気嵐の発達過程と極域擾乱の形態変化の研究

(研究代表者)丸 橋克英(郵 政省電波研究所 主任研究官)

(所内研究者)福 西 浩(助 教授),平 沢威男(教 授)

(所外共同研究員)野 崎憲 朗,菊 地 崇(郵 政 省電波研究所研究官)

【研究成果】

この研究の 目的は,大 規模な磁気嵐 の発生 及び発達過 程を,太 陽風 の擾乱 とい う外的要因 とサ ブス トーム(極 磁

気嵐)に 伴 う磁 気圏の内部状 態の変化 とい う内的要 因の両面 から探 るこ とである.本 年度は1977年1月 以降に起 き

た磁気嵐 について太陽 フレア及び コロナホール との対応関係 を調べ,磁 気圏の発生を外的に決定づけてい る太陽風

擾乱の起源を明 らかに した.ま た,磁 気圏内部の物理的状態を探 る上 で有効な地磁気脈動の うち,Pc-1の 解析を

行い,そ の高緯度地域 におけるい くつか の特性 を求 めた.以 下 に研究成果の概略を述べ る.

1.磁 気嵐 と太陽面現象
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1977年1月 か ら1978年6月 までの1年 半に起 こった磁 気嵐 の原 因を,太 陽 フレア とそれに伴 う電波放射,コ ロナ

ホ ールの太陽中央子午線通過,太 陽風速度,太 陽風磁場 の極性 を考慮 して推定 し,次 の結果を得た.

(1)こ の期間にDstが －SOrを 超 える磁気 あらしが44例 あ り,こ の うち40例 について原因 と考え られ る太陽 フ

レア または コロナホールに対応 づけ られ た.約90%と い う高率 の原因 同定は,こ れ まで 同種の試みに よる50%程 度

の率 と比較 して,非 常 に高い ものである.

(2)上 記の期間は太陽黒点数の上 昇期 であ り,地 磁気擾乱 の27日 回帰性が全般的に低下す る時期にあた ると考え

られてい るが,そ の中に も非常 に明瞭な回帰性磁気嵐の系列 の存在が認め られ,寿 命の長い コロナホ ール と対応 し

ている.

(3)上 記の回帰性磁 気嵐 のほかに,寿 命 の短 い コロナホールに対応す る磁気嵐が多数存在 し,こ れ と太陽 フレア

に よって起 こされる磁気嵐 が全体的 な27回 帰性 を低下 させてい る.

(4)コ ロナホールの太陽中央子午線通過 とほぼ同 じ時期に太陽 フ レアが起 こ り,磁 気 嵐 が 観測 される場 合があ

る.こ の ような例 ではフレアが コロナホールよ り西側 にあ る場合には地球には フレアの影響が強 く見 られ,フ レア

の位 置が コロナホールの東 側にある場合 には,コ ロナホールの影響が強 くな る傾向が認め られた・

(5)コ ロナホールの消長 とその近辺 のフレア活動 との間に密接 な関連性があ ることを示す観測例がい くっか 見出

され た.特 に,大 型 のフレアが起 こった後に コロナホールが形成 され る場合 もあ る.

2.Pc-1脈 動の解 析

第17次 南 極観測隊 が昭和基地及 びみず ほ基地 で同時観測を行 った地磁気脈動のアナ ログテープ記録を ソナグラム

解析 し,こ れ を もとに,両 鶴測点 にお けるスペ ク トルの特徴,発 生頻度,地 磁気擾 乱 との関係につ いて調 べた.解

析 したデータは1976年1月 か ら1年 間の ものであ る.こ の解析に よって次の結 果を得 た.

(1)比 較的大 きなPc-1脈 動 は,昭 和,み ずほ両基地 で同時に観測 され,両 者 の特性 は,ダ イナ ミックスベ ク

トルの微細構造 まで一致 してい る.

(2)小 さなPc-1で は,現 象の同時発生があ ま り見 られず,昭 和,み ずほのいずれか一方 でのみ観測 され る現

象 も多 数ある.こ のこ とは,高 緯度 のPc-1は 緯度 方向にあま り伝搬 しないこ とを示 唆している.

(3)Pc-1の 発生頻度 としては,昭 和,み ずほ両基地 とも,ほ とん ど毎 日Pc-1脈 動の発 生が認められ,発 生

頻度 は午後の時間帯に最大値を もつ.

(4)昭 和基地 の地磁気脈動Pc-1の 発生頻度 と地磁気活動 との間 には,明 確 な関 係が認められ なか った.こ れ

は低緯度 で観測 され るPc-1と 高緯度で観測 され るPc-1の はっき りした違 いの一 つである.

キ 極光帯ULF及 びオーロラの相関解析に基づ く　Substorm発 達機構の研究

(研究代表者)桜 井 亨(東 北大 学理学 部助 手)

(所 内研究者)福 西 浩(助 教授),岩 淵美代子(助 手)

(所外共 同研究員)斉 藤尚生(東 北大学 理学 部助教授)

【研究成果】

極域 にお けるオ ーロラサ ブス トームの開始時刻が,低 緯度サ ブス トーム及 びPi2型 磁気脈動 の開始時刻 と極め

て良い1対1の 対応関係にあ ることを先ず確かめ,次 にPi2を 用いてサブス トームの発生機構 を探 ろ うとした.

Pi2の 種々の波動特性 が調べ られ,特 に,太 陽風磁場の垂直成分(Bz)が 北(南)を 向いて磁気 圏尾部 に蓄積 され

たエネ ルギ ーが小 さい(大 きい)場 合には,オ ーロラ嵐 は高緯度(低 緯度)で 発生 してマグニチ ュー ドの 小 さ い

(大 きい)サ ブス トームを 伴い,か つ周期の長い(短 い)Pi2が 現われ るとい う関係 が求め られた.特 に,低 緯度

におい て湾型変化が ほ とん ど認め られず長 周期減衰型磁場 振動のみが観測 され る場 合を ミニサ ブス トーム と名付 け

て,サ ブス トーム及びPi2の 物理 的原型 を与 えるもの として重視 され た.そ れ らの関 係は次の よ うに説 明された.

即 ち,　 Bzが 正(負)の 場 合に太陽風磁場 と磁気圏磁場の間にN(S)型 再結 合が起 って磁気 圏内にN(S)型 対

流を惹起 し,そ の間にdBz/dt<　 0に なる と,何 れ の場合 に も磁気 圏尾部 エネルギーを一時的 に増加 させ て磁気圏

尾部 にX型 中性線を生ぜせ しめ る.そ の際に発生 した各種 のHM波 の中でAlfv6n波 はテイル型磁力線 に沿 って地

球に 向って集中的に伝搬 し,オ ーロラ粒子の降 り込み と同時にオ ーロラオパ ールに達 し,オ ー ロラ嵐 とPi2の 同
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時発生 として地上 で観測 され る.

Alfv6n波 は極域電離層で反射 されて磁 力線に沿 って磁 気共役点に向かい,減 衰型 振動 を起 してPi2と して観測

され る.と ころで,こ の時には既にプラズマシー トの内向き運動 に伴 って磁力線はテ イル型か らダイポ ール型に変

型 してい るので,ダ イポ ール磁場をやや変形 させ ただけのモデルを使 って定常 振動 周期即 ち,Pi2周 期の計算がで

きる.N(S)型 再結 合の場 合にはオー ロラオパールは縮小(拡 大)し ているので オー ロラジ ェット電流は弱(強

く)く,か つ関与す る磁 力線 の長 さが長(短)い 為にマグニチ ュー ドの小 さい(大 きい)サ ブス トーム に 伴 う長

(短)周 期のPi2が 期待で き,計 算 と観測 と極めて良 く一致す るとい う結果が得 られた(第1図).

次に,オ ーPラ 嵐 と極めて関係の深いPc5型 磁気脈動に関 して,昭 和基地のデ ータを用いて周期の非季節的型

年変化の研究 が始め られた.磁 気テープを編集 ・縮小 して東北大学 におけるP-hissaで 波動スペ ク トルを求めた

ところ,Pc5周 期の綺麗なU型 日変化が求め られた.次 に6月 と12月 の周期を比較 した ところ,6月 に比 して12

月の方が周期 が長い とい う結 果が得 られた(第2図).膨 大 な資料 に対 して編 集に多 くの月 日を要す るので今回は

1973年 のみに留め ざるを得 なか ったが,1974年 ～1977年 にわたる　correlation　chart　の 目視解析の結果において も

この よ うな6月 と12月 の周期の差 異が認め られた.Pc5に 著 しい共役性があ るところか ら,こ の原因は磁気圏内

プラズマ密度 の非季節 型年変化 とい う難 しい問題 に結 びつ くと考 えられ る.

第1図

」UN.

FC5

1973　 (sYouA　 sTAT・oN'　 ANTARcT・(副

第2図
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ク 昭和基地と九州地方におけるULFの 比較

(研究代 表者)北 村泰一(九 州大学理学部助教授)

(所内研究者)福 西 浩(助 教授)

(所外 共同研究 員)坂 翁 介(九 州大学理学部助手)

【研究成 果】

九州大学 ではSQUID磁 力計を用 いて阿蘇 にてULFの 観測 を行 ってい る.こ れは将来昭和基地での.地 磁気

変動 の高感度測定 に備 える とい う意味を もつ.

ところで,阿 蘇 における観測 では,し ばしば午前(a.m5時 ～12時)に おいて振巾0.1～0.5γ の,微 小振 巾では

あるがpulslveな 変動を観測す るが,こ れは昭和 基地 のデータ と対比 した結果昭和基地 にお けるPi2活 動 と一致

す るこ とがわか った(第1図).し か し詳細 にみ ると,両 者は波形 その他の細部にかな り差がみ られ,伝 播 におけ

る諸種 の問題 を含ん でいるよ うに考 えられ る.

そ こで,九 州地方 にお けるULFと 昭和基地のそれ とを比較 し,そ の伝播機構を研究す るのが共同研究 の課題 で

あるが,そ の内容 は次 のよ うな小項 目か ら成立 ってい る.

〔1〕低緯度地磁気脈動

ω 電離層効果

従来余 り着 目され ていなか った,電 離層 の存在 が低周波脈 動(Pc3～4)に お よぼす 効果について

(ロ)Pi2の 観測時間の非対象性

Pj2の 生起はサブス トーム発生 と密 接な関係 にあ るが,そ の観測 頻度は,　OhLTに っ いて必 らず しも対象的 に分

布 してい ない ように思 える.こ れは一見奇妙な ことであ るので この点 を追求す る.

〔ll〕高緯度脈動

α)電 離層効果

低緯度 にお ける電離層効果 との比較において,高 緯度におけ る同様の効果の有無を調 べる.

(ロ)九 州一昭和基地の対応の不完全 さ

阿蘇 にお ける　Pi2の 観測 と,昭 和基地にお ける　Pi2の 発生 とは,必 ずし も100%の 対応 がつ くものでは ない・

これ は測定器の感度の問題では なさそ うであ り,対 応 しないのはそれな りの理 由がある ように思 える.

これ らの諸問題の うち,現 在は 〔1〕 のイに手をっけた ところであ る.以 下にその概要 を述べ る.

Pi2やPc3～Pc4程 度 の地磁気脈動は,そ の波長 が長 いために,従 来は電離層の存在 を無視 して よい とされて

きた.し か し,Dungey(1963)が,若 し地磁気脈動が磁気圏 におい て,あ るいは地上において,無 限に拡が って

いるのでは な くあ る領域 に局所化 されてい るな ら,問 題 はそ う簡単 な もの とぱならず,波 長 よりず っ とうすい電離

層の存在が波動 に大 きな影響を及ぼす可能性があ るとい うことを指 摘 して以来,電 離層 の存在が クローズ ア ップさ

れ,主 として理論的にその存在の影響が論ぜ られ て きた.

ここで は,観 測時 に電離層が如何 にPc3～4レ ンジの波動 に影響 をお よぼすか を調べ る.

問題点 を明確 にす るため ここでは冬 と夏の例についてみてみ る.

第2図 一(a)は冬期 の例(1977年12月2日)で,阿 蘇 において0130JST頃Pi2が 明瞭に観測 されて いる.こ の

変化 はH成 分のみ に顕著で,D成 分には殆ん ど変化がな く,従 って変化の主軸は南北 に沿 っている.朝 方5時 ～8

時 にか けて数個 のPi2が 観測 されてい るが,そ れ らもまた変化 はH成 分のみ に集中 し,D成 分には殆ん ど変化が

ない.な お,こ の5時 ～8時 の間 にPi2は 昭和 基地の　Pi2活 動に関連 している と考えられ る.図 中,一 番上 の ト

レースは 日本 にお けるf。F2:F。Eを プロッ トした もので,こ の場 合は冬期 であるのでE層 の電子密度は7時 過 ぎ

にや っ と増加 しは じめているが,こ の例の場合のPi2活 動はいずれ もE層 の出現以前 に終 ってい る.

第3図 一(a)は夏期 の例 である.こ の場 合,　foEは0530JST頃 に出現 しは じめている.こ の時2時 ～3時 前後 に

か けての小 さいPi2活 動 にはD成 分を 伴っていないが0530以 後のPi2活 動 には明らか にD成 分の変化 を伴 ってい

る.こ の こ とは 変化の主軸が,E層 の電子密度の 日の出に よって増 加す る以前は南 北に,以 後 は東 西に傾 くこ とを

意味 してい る.
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これ らを もう少 し定 量的にみるために,第2図 一(b)に主軸方 向　(Orientation),　 パ ワー,F。Eの 諸 量の変化 を地

方時に対 してプ ロッ トした ものが示 してある.こ こでパ ワーに着 目す ると,黒 丸はH成 分の,白 丸 はD成 分のそれ

に対応す るが,こ の場合はいずれ もH成 分のパ ワーがD成 分のそれ より非常 に大 きいこ とがわか る.一 方,第3図

一(a)に対応す るこれ らの図は第3図 一(b)に示 してあ るが,図 中か ら明 らか な ように,D成 分 のパ ワーはE層 の出現

す る5時 を境 としてH成 分のパ ワーと同程度に増加 している.

この ようにE層 の出現 とP≡2(Pc3～4)のD成 分 の増加 とは密接 な関係 にあ るが,こ のこ とは他 の数例 につ
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第1図 昭 和 基 地(上3つ)と 阿 蘇(下2つ)の 同 時 観 測 の 例(SQUIDに よ る)

－
D　ASO

O♂　 oF　 O2r'
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oず ◎4H 05H ◎6H 07H 081

第2図 一(a)冬 の例(1977年12月2日).阿 蘇における成 分の変化(Pi2レ ンジ)は 太い

が,D成 分の変化は小 さい。 この場 合は冬期 の例 であるので,い ずれの　event

もE層 の電子密度 が増 大す る前 の時間帯 に観測 された もので ある。

48



lS・I　 PHASE《 ・-H㌧
一・

.O

十

t80

9(",

さ

十十 十 十+

4

:垂P°WER　°

゜;
.・ ・O

。__。oO
o

■ ●
..

oO.●
　　　OoO　 O

●:H　 comp.

o:D　 comp.

(b)(a)図 をパ ワー等の諸量 につ いて定 量的にしらべた もの。

パ ワーはH成 分がD成 分 より数十 倍大 きい。

S

－+榊 ←一 → 槻榊

沸や 一 一繍 一 剛 梱

11G蝋

画 榊 麟 一 融 ・－

Oド02'o♂
JUL.;3.tg77.JS了

第3図 一(a)

.◎4H 05H 耐 or 081

夏 の例(1977年7月13日)

E層 の出現 以前 にはD成 分が小 さいが,出 現後はD成 分が大 きくな ってい る。
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(b)E層 出 現 後 明 らか にD成 分 の パ ワー はH成 分 の パ ワー と

同 じ程 度 に増 大 して い る。

いて も確かめ られてい る.残 念なが らSQUIDに よる観測が連続 的に行 われ ていないため,デ ー一一'タその ものが少

ないが,今 後デ ータの集積を まって これ らの点 を確 認す る予定であ る.

以上が本年度得 られた結果であ るが,こ の報告 書の頭初で述べた問題点 につ いては今年度に結着をつけ る予定で

あ る。

ケ 移 動 観 測 用 小 型 フ ラ ック ス ゲ ー ト磁 力計 シ ス テ ム の 開発 研 究

(研究代表者)青 山 巌(東 海大学工学 部教授)

(所内研究者)福 西 浩(助 教授)

(所外共同研究員)遠 山文雄(東 海大学 工学 部講師)

【研究成果】

1.研 究の 目的

小型軽量で移動(無 人)観 測に便利な フラックスゲー ト型磁 力計の開発研究 を行 うもので,特 に,リ ングコア方

式 につい て初年度はその特性について検討 し,最 適 と考え られ るセンサの基礎 開発 を行 うこ とを 目的 としている.

2.成 果の概要

まず,こ の研究のためにすでに手に入れてあ るセ ラ ミックボ ビンに よる リング コアを利用 し,巻 線の方法,励 振

の周波数や電力等について基礎的な検討を加え設計に必要な最 適パラメータを取得す るこ とが 第一 であった.次 に

一部回路を試作 し実際に磁力計 としての特性を確かめ る実験を行 った.

特 に,励 振周波数 としては2～10kHz程 度が良 く,小 型化に関 しては矩 形波が,高 感度 を 目的 とす る場合には

正弦波励振が有力 となることがわか った.い ずれの場合 も励 接は飽和点 の約2倍 が最適 である.一 方,コ ァの形状

については直径2～3cmの ボビンにパ ーマ ロイ(6-81M。-R-一 マ ロイ)の テープを9～12回 程度巻 きつ けた も
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のが実用的 であ る.一 次巻線は トロイ ダル状に一層(約200T)で,二 次巻線は通常1000T程 度 を ソレノイ ド状 に

巻 く方式 を採用 した.い ずれの場合 も高い周波数では微妙な共振を とる必 要があ った.

エ レク トロニクス部について も基本的な部分について試作を行い,励 振用発 振器 にはC-MOSに よるアステー

ブルマル チによ り1/2と1/4に 分周 して励振 と位 相検波 に使用 した.

高性能化 を 目的 とした ものは12MHzの 水晶に よ り1/4096と1/2048,す なわち2.93kHzと5.86kHzを

励振 と位相検波に使用 して見た.こ の場合にはS/N良 く磁 力計出力 としては入力換算 で0,05γ 程度は充分あ る

と考 えられ る.回 路は50×80の プ リン ト基板2枚 程度にお さま り,非 常 に小型軽量 となるこ とがわか った.い ずれ

に して も将来大 きな容量 と重量を しめた トランス類 はほ とん どな く,デ ィスク リー ト素 子のみで構成で きることは

信頼性の上で も有効である.

これ らの検討の結 果か ら,更 に将来 より安定 な ものにす るため,現 在使用のセ ラ ミックコァボビンをステ ンレス
ノ

系の ものに変更す る必 要がある.特 に,　 Inconel　750X等 が推奨 され る.我 が国では この種の ものが手に入 り難

く,ま た,工 作 も困難であ る.今 回はこの材料 に比較的近いInconel　 738を 使用す ることがで きる見通 しを得たの

で年 度末になってこのボ ビンを使用 した コァを10個 程度試作 した.こ の ボビン径は20φ,テ ープはM。 パーマ ロイ

(6-81)を12回 巻 いた ものである.直 流的 な磁気特性は熱処理後の もので もセ ラ ミックタイ プの もの とほ とん ど

変 りないが安定性や強度 の面 では有望 であ ろ うと考 えられ る.こ の試料に よる実験は現在準備中である.

一方 ,実 用化す る上 には・ミイ ァス電流の安定化をはか ることが第一で,こ の方面 の研究 もあわせ て行 い,一 つ の

標準 品 としてADKIN-MODEL　 FOM-　 1を 手 に入れて今後比較検討す る機種 とす る方針であ る.

(2)気 象

ア 自然及び人工要因による極域大気の変成に関する研究

(研究代表者)小 川利紘(東 京大学理学部助手)

(所内研究者)福 西 浩(助 教授),川 口貞男(助 教授)

(所外共同研究 員)鈴 木勝久(東 京大学理学部助手)

渡 辺 隆(筑 波大学物理学系助手)

近藤 豊(名 古屋大学空電研究所助手)

【研究成 果】

第18次 隊に参加 した岩上直幹隊員 は,ロ ケ ッ ト及 び大気球観測に よって上層大気のオ ゾン及び一 酸化窒 素を測定

し,ま た,地 上観測 に よって励起窒素原子 の測定を行 った.こ れ らの測定デ ータの分析が今年度行 われたが,中 で

も特筆 され るのはS-210-27号 機 の成果 であ る.こ の ロケ ットは飛翔姿勢が安定であ ったので,良 質の一酸化窒

素及 びオ ゾンの データが得 られた.

一酸化窒素 につい ては,極 域超高層大気におけ る高度分布の様相を世界に先がけて正確 に とらえるこ とに成功 し

た.高 度70kmか ら120k皿 にか けての一酸化窒素密度は1×108cm'3前 後 であ り,わ れ われ が中低緯度で測定 した値

に比べ て約10倍 も大 きい ことが判明 した.極 域においては,オ ・一ロラ粒 子の作用 で一酸化窒素 が増加す るこ とは,

我 々も理論的に予測 していた し,ま た,先 のS-210-22号 機の観測結 果か らも示唆 され ていたこ とであ った.

今回の観測は降下粒子の存在 しない条件下で行われた.一 酸化窒素 の化学的寿命 は,こ の高度域では少 くとも数

日間であ ることが理論的に示 され る.し たがって,観 測 時に粒 子降下 はな くて も,数 日前か らの降下粒子の影響の

履歴効果 として,一 酸化窒素密度 の増加 を理解す る ことができる.高 度90～70㎞ にか けても増加が見 られ ること

は,典 型的なオー ロラ粒 子の入射に加 えて高エネルギー粒 子の入射 もあ った ことを示唆 してい る.同 時に測 定 した

電子密度が高密度を示 している ことも興 味ある.今 後,電 離層 との関連 も含めて,一 酸化窒素の拡散過程を考慮 に

入れた理 論的な検 討を行 いたい.

オ ゾン測定 では,高 度50～70㎞ にお ける密度が得 られたが,そ の値はわれわれが中緯度 で測定 した値 の1/2～

1/3で ある.極 域 中間圏のオゾン密度の観測例は,北 半球では,2,3あ るが南半球では皆無であ る.極 域 におい

51



て オゾンが低密度であ る原因の一つ として,高 エネルギー粒 子の入射 があげられ るが,今 回の観測時 にその よ うな

粒 子入射 が有効 に働 いたか ど うか については疑問があ る.日 射条件,力 学輸 送な どの緯度的差異 を考慮 して理論的

に検討す るこ とが必要であ る.

地上観測 では,励 起窒素 原子の発す る5200A輝 線を測定 した.こ の輝線 は電離層 イオンの反応で励起 され るの

で,中 低緯度 では夜間大気光 として存在す るが,極 域ではオ ーロラ粒 子に よる励起を受けるので増強 が見られ る.

今回の地 上観測 では,5200A輝 線強度は>1-'-Pラ 活動度 と並行 して変化す ることが確かめ られた・典型的 なオー

ロラ放 射であ る窒素 分子イオンの発揮帯 の輝度 との相関は一般的に良好 で あ る が,オ ー ロラ活動度 が高 くなる と

S200A強 度 は飽和 して くる傾 向が見出され た.こ れは,オ ーロラ粒子入射に よって起 る熱圏大気素過 程が予想 以上

に複雑であ ることを示す ものであ り,今 後 引き続 き研究す ることが望 まれ る.

また,夜 の前半では窒素 分子イオンの発揮帯輝度 の増強がな くて も,5200A強 度は中緯度の大気光強度 レベル よ

り格段に強 い.こ の現 象は夕方側 の陽子入射 と関連があ るもの と思われ る.

観測データの分析 と並行 して,大 気組成 の分光観測装 置の開発 も行 った.可 視 ・近赤外域におけ る太陽光 吸光を

利用 した,二 酸化窒素 及びエー ロゾルの測定法 が開発 された.実 際 に大気球観測を行い,こ の方式が成層圏大 気測

定 に有効であ ることを確 認した.ま た,二 酸化窒素 にっい ては,大 気中全量を地上か ら観測す る 方 式 も確 立でき

た.こ れ らの観測 装置は,将 来 の基地観測 に使用 され るべ く改良が行われ る予定であ る.

イ 日射紫外領の精密分光測定

(研究代表者)村 井潔 三(気 象庁気 象研究所研究室長)

(所内研究者)川 口貞男(助 教授),藤 井理行(助 手)

(所外共 同研究員)後 藤 良三(気 象庁気 象研究所研究官)

【研究成果】

この測定の 目的は,大 気中のエー ロゾルに よる日射の吸収量 を求 め,日 射収支 に対す るエ ーロゾルの効果を評価

す ることであ るが,と くに紫外域の 日射吸収 量を重 要視 して測定 を行 う.ま た,紫 外不視域 について高分解の分光

測定を行い,こ の領域に強い吸収を示す気 体(03,NO2)の 濃度を求め,そ れ ぞれ の変動の相互の関係を調べ る・

波長分解が約30Aの 複式分光光度計を主体 とす る装 置に よって直達 日射,全 天 日射及 び天空散乱 日射の強度を波

長別 に測定す る.測 定波長範囲は,地 上に到達 し得 る限界の短 波長域 か ら可視域 である.直 達 日射 の測定か ら大気

の消散係数を求め,大 気混濁の状態の変動を知 る.こ れに近赤外域 の測定 を加 え,消 散係数 の広 い波長範囲の波長

分布か ら粒子 の粒径分布等の推定を行 う.直 達 日射の測定か ら得 られ る消散係 数 と粒 子の特性 を用 いて散乱 日射量

の計算に よる評価が可能にな る.全 天 日射及び天空 散乱 日射の分光測定 の結 果 と計算値 を比較す るこ とによ り,測

定値 を再現 し得 るよ うなエ ーロゾル大気のモデルを決め ることがで きる.こ の ような方法で,種 々のエー ロゾル大

気 につい て 日射収支 の諸成分を求め,収 支のバ ランスに対す るエー ロゾルの効 果を明確 にす る.

これ まで行 った測定か ら求めた 日射の収支量を見 ると,紫 外域におけ る吸収 量の 変 動 が 著 しいこ とが認 められ

る.吸 収量 として大気の上端にお ける入射 日射量の20～50%の 変動を示 してい る.こ れに対 し,可 視域 の吸収 は15

～20%で 変動 の巾は小 さい.こ の よ うな変動の著 しい紫外域の詳細を知 る目的で測定 波長域 を地上 に到達す る限界

波長 まで拡大 し,こ の領域 に重点を置いた測定を行 う.東 京において1978年 秋行 った測定 について現在資料 の解析

を行 っている.

紫 外域 におけ る日射測定 の もう一つ の 目的 は,こ の領域 に強い吸収を有す る気体(03,NO2)の 濃度 の測定で あ

るが,こ の 目的のためには波長 の分解 として5A以 下の分光測定が必要であ る.し たが って,各 波長における光量

は著 しく小 さい もの とな り,通 常 の検 出法で は測定不可能で ある.こ の測定では写真測光の方法を採 り,露 光 時間

を長 くす ることに よ り測定 を可能 ならしめた.ま た,こ の測定では航空機に よる測定 も重要であ るが,そ の場 合,

写真測光 の装 置は小 型軽量化 が容易 である.

1979年1月,関 東 地方南部 の上空 で3回 の航空機観測 を行い,1,000,2,000,3,000及 び4,000mの 各高度 で上 向

き及び下向 き日射フ ラックスの測定 を行 った.現 在資料 の解析 を実施中であ るが波長0.3μm付 近の測定 が可能 で

あ ることが認められ た.
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ウ 対流圏エーロゾルの地球的規模での挙動に関する研究

(研究代表者)小 野 晃(名 古屋大学 水圏科学研究所 教授)

(所内研究者)川 口貞男(助 教授),藤 井理行(助 手)

(所外共同研究員)岩 井邦中(信 州大学 教育学 部助手)

石坂 隆(名 古屋大学 水圏科学研究所助手)

【研究成果】

1.諸 言:近 年人間活動の拡大 に伴 って,大 気中のエ ーロゾルが増 加 し,こ れ らエー ロゾルが雲 ・降水形成過程

や大気放射過程 を変化 させ,地 球的規模での気 象気 候に重大な影響を与 える可能性 がある と懸念 され てい る.こ れ

までの研究 によれぽ人間活動起源のエ ーロゾルの90タ5は,化 石燃料 の消費 に併 って大気中 に放 出されたSO2な

ど,気 体が大気中で光化学反応な どに よ りエ ーロゾル化 した2次 粒 子である.こ れ ら2次 粒子 は一般 に水蒸気 との

相互作用が強 く,雲 ・降水形式過程に重要な役割 を果すcloud　 activeな 性 質を持 っているので大気中での滞在時間

は比較的短い ことが予想 され,影 響す る範囲は地球的 規模 とい うよりも,地域的局地的であ る可能性があ る.従 って

人間活動に起源す るエー ロゾル量の変動が気象気 候に与 え る影 響の規模 を評価す るため には,こ れ ら　cloud　active

なエ ーロゾルの地球的規模の広域におけ る挙動に関す る知見を深 めるこ とが重要 である.今 回は人間活動の影響を

受 けやすい と考 えられ,ま た,雲 ・降水形成過程で雲核 として重要 な働 きをす るSul士ate(SO42-)粒 子に着 目し,

その広域での挙動を調べた結 果についてのべる.

2.観 測方法:1977年11月 か ら1978年1月 までの期 間,東 京一昭和基地間 の南北両半球の海洋上で,観 測船ふ じ

を利用 して,静 電式サ ンプラーを用い,大 気中のエー ロゾルの採 集を行 った.採 集したエ ーロゾル粒子について,

電子顕微鏡下でエ ーーロゾルの種類 の形態 分析 を行い,更 に塩化バ リウム薄膜法を用いてSulfate粒 子 と同定 とその

数濃度,重 量濃度の緯度分布を求めた.

図1　 EnderbyLand沖 の エ ー ロ ゾル 粒 子 の電 顕 写 真(ス ケー ル1μm).

写 真 上 は 炭 素 膜 上 の エ ー ロ ゾル.

写 真 下 はBaC12膜 上 で の反 応 で,エ ーPゾ ル粒 子 はSO42一 粒 子 で あ る こ とが わ か る.
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図2SO4-2粒 子 の 数濃 度(c皿 一3)・重 量 濃 度(μ9・m-3)の 緯 度 分 布.

実 線 ・点 線 はMeszaros　 (1978)の 大 西 洋 で の 観 測 結 果 を 示 す.

3.観 測結果:主 な観測結果 を図1と 図2に 示す.図1はEnderby　 Land沖 の海 洋上 で採 集したエーロゾル粒

子の電子顕微鏡写真であ る.写 真(上)は 炭素膜上に採 集したエー ロゾル,写 真(下)は 同 じエ ーロゾル粒子 の塩

化バ リウム薄膜上での反応を透過電子顕微鏡で観た ものであ る.塩 化 バ リウム薄膜上 の反応 は,採 集したエ ーロゾ

ル に塩化バ リウムの薄膜を真空蒸着 しオ クタノール蒸気処理 を行 って得 られ たもので,SO42一 を含むエ ー一口ゾル粒

子が薄膜状の塩化バ リウムと反応 して粒 子を中心に硫 酸バ リウムが析 出 した ものである.こ の こ とか らエ ーロゾル

粒子はSO42一 を含ん だSulfate粒 子である ことが たしか められた.

海洋上で観測 されたエ ーロゾルの種類 としては塩 化バ リウム薄膜法 で同定 され たSulfate粒 子の他に,海 水起源

の海塩粒子が見つか ってい る.　Sulfate粒 子は全粒子の90%程 度で,そ の粒径 はr〈0.1μmの ものが圧倒的に多

い.一 方海塩 粒子は10%程 度で粒径はr>0.1μmの ものが多 い.

図1に 示 した よ うに南極大陸周辺海域 を含めて海 洋上 のエ一-Pゾ ルは,海 塩粒 子に由来 しない硫酸 アンモニウム

を主成分 とす るSulfate粒 子が主要なエ ーロゾルで,SO2な ど硫黄 を含む気体か ら大気中でいろいろな化学反 応

を経てエ ーロゾル化 した2次 粒子であ ることがわか った.こ れは今回 の観測で世 界に先が けて 明らかに された新 し

い成 果であ る.

塩 化バ リウム薄膜 上(膜 厚17A)で の反応の数 とその大 きさか ら,Ayer(1977)の 結果を用 いて,　Sulfate粒 子

の数濃度及び粒径 と重量 を求め ることがで きる.図2は この ようにして求 めたSulfate粒 子の数濃度 と重量濃度の

緯度 分布 を表 わす.参 考のためMeszaros　 (1978)が ま とめた大 西洋上で のSO2,SO42一 重量濃 度を書 き加 えてあ

る.図 中Sulfate粒 子の数濃度は過飽和 度0.5%で 活性化す る雲粒 の数濃度 に相当す る.図2で,　 Meszaros(1978)

がま とめたSO2濃 度 には人為源 の影響 が重 なって著 しい緯度依存性があ るが,SO42一 粒 子の数濃度 ・重量濃度 は

40°S～50°Sを 除いて西半球 でほぼ一様 に分布 してい るこ とがわか る.従 って地球的規模でみ ると,大 気中のSO42一

粒 子には人為源か ら よりも自然源か らの寄与が大 きい と考 えられ る.
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工 南極氷床上の接地気層の構造に関する研究

(研究代表者)川 口貞男(国 立極地研究所助 教授)

(所内研究者)西 尾文 彦(助 手)

(所外共同研究員)小 林俊一,石 川信敬(北 海 道大学 低温科学研究所助手)

【研究成果】

南極氷床上の接地気層の構造を調べ る上で,南 極大 気の放射冷却 の強 さの評価が,大 気循環 の機 構を解 明す る上

で も,大 気 と氷床の間のエネルギー交換 の 微細課程の研究 に とって も不 可欠な ものである.そ こで川 口(1978,

1979)は 昭和基地で得 られた放射収支のデー タや ラジオ ゾンでのデータを使 って南 極大気 の放射冷却 の強 さの評価

を行 った.そ の際,接 地逆 転の発 達す る場所や地ふ ぶ きが 卓 越 す る場所 では下 向きの大気放射 と地上気温 の関係

(Bruntの 式)は バ ラツキが大 きい ことがわか った.こ の様 に南極大気 の放射冷却 の強 さを正 し く評価す るために

は,特 に低層 ゾンデに よる接地逆転層の構造 と　Katabatic風 によって 発 生す る地ふぶ きの観測等が必要であ る.

この ことに関す る2～3の 研究は小林(1978)に よって研究 された.更 にPolexの 期間には,通 年観測を行 うの

でその成 果が期待 で きる.

また,　Katabatic風 とその上の 自由大気の接す る界面に発生す る内部重力波の挙動は ほとん ど研究 されていない.

これは上下の物質 ・エネルギー混合に関 して重要 な関与 を及 ぼす もの と考 えられ る.み ず ほ基地での超音波風速計

による乱流観測か ら,風 のパ ワースペ ク トルを計算 してみ ると,低 周波領域(0.02Hz～0.05Hz)に 卓越 した ピー

クがみ られた.こ の ピークは,内 部助 演のi・d・xと して飾 れ るB・un・-V・ ・i・al・周漱N-(÷ 一野

付近にあ る.こ こで ・ ・動 加醜 θ・平均の絶対砒 一豊 温位勾配 である・内部動 波の挙動を可視化す

る方法には音波 レー ダがあ り,　JARE　 21次 でみずほ基地 で音波 レーダによる観測が計画 されてい る.

また,　Katabatic風 の特長 としてhydraulic　 jump現 象がある.こ の観測 の適当 な場所はや まと裸氷原であ る.

や まと裸氷原上で超音波風 速計に よる乱流観測 を行 った結 果,水 平 スケールが50㎞ 以上 に及ぶ大 きな渦が時 々発生

してい ることがわか った.

以上の如 くみずほ高原上に広域 にわた って接地気層の観測 を地形的 な要 因 とも関連 しなが ら調査す る必要があろ

う.22次 では広域の微細気象観 測が予定 され,無 人観 測点 の設置 と相補 して南極氷床の気候が解 明されてゆ くだろ

う.終 りに地域的な差を示す もの として,み ずほ基 地雪 原 とや ま と裸氷原上 の熱収支の概算図を掲 げた.や まと裸

氷原上の冬のデー タは皆無である.
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(3)雪 氷

ア 積雪層位の形成と酸素同位体分布

(研究 代表者)渡 辺興亜(名 古屋大学 水圏学科学研究所助教授)

(所内研究者)楠 宏(教 授),前 晋爾(助 教授),西 尾文彦,藤 井理行(助 手)

(所外共 同研究 員)加 藤 喜久雄(名 古屋大学 水圏科学研究所助手)

佐藤和秀(長 岡工業高等専門学校講師)

【研究成 果】

1.研 究 の 目的

南 極氷床 の積雪 の物理 的,地 球化学的性質 が氷床表面の季節的,経 年的環境の変動を示す ことは,こ れ までに得

られた内外 の研究成 果 より疑いのない ところである.し か し,積 雪 の堆積状況の解析,す なわち積雪層位解 析には

方法論上,多 くの不 明な点 が残 され ている.そ の なかで も,最 も基本的な課題の一つは層位 とは何か とい うことで

あ る.こ れは,言 い換える と,積 雪層位 が積雪層形成 の どの ような現象 を反映 してい るのか,あ るいはその過程で

の どの ような時間的,空 間的 規模 の現象 と対応す るのか とい う問題であ る.こ の基本課題は氷床表 面における積雪

の堆積機 構,堆 積過 程の解 明 といっても よく,ま た,積 雪層形成後の積雪変態過程 とも密接に関連 してい る.

一 方
,積 雪 の酸素 同位体組成(6180)が,積 雪層形成時 の気象状況を知 る上での良 き指 標であ ることは,グ リ

ー ンラン ド,ア ラスカ及 び南極大陸 などでの研究 に よって よ く知 られてい る.し か し,堆 積初期の組成が積雪 層の

条件に よっては積雪層形成後 の変態過程 に よって変動す るこ とが,南 極氷床みずほ高原におけ る観測及び国内での

室 内実験 に よって明 らかに され,積 雪層 の6i80値 分布の解析 にも6180値 とそれに対応す る層位 との関係 を明確

にす るこ とが不可欠 となって きてい る.

この共同研究 の 目的は,主 として酸素 同位体分布の解析手法の確立 とい う観点か ら,積 雪層位 の形成 過程 と層位

構造 の基本的関係 を明らか にしてい くことにあ る.

2.研 究 の概要

南極氷床 の内陸部 では,積 雪層の形成過程で長期に亘 る堆積の中断(Hiatus)が 普遍的に生 じ,ま た,そ の よう

な現 象が生 じる とそれ までの積雪層中で積雪 の変態過程が活発に生 じ,初 涼的な積雪層位構造の破 壊が進行 す るこ

とがわか っている.そ のよ うな地域での積雪層位解析は極めて困難であ る.そ れで,本 研究では,ま ず沿岸 地域 の

比較的降雪量 の多い地域 の積雪層試料を用いて,表 記の課題の研究 を進 めて きた.こ の ような地域 の積雪 は1年 間

に形成 され た積雪量(年 層)中 に数多 くの層位単元(Unitlayer－ 単層又は単位層 とよぶ)を もち
,一 旦形成 さ

れた単位層が長期 に亘 って雪面に とどま り大気に直接露 らされ ることもないので,変 態過程の進 行の度 合は内陸部

の ものに比べて穏かであ る.

昭和53年 度の研究では,H128地 点.(69°24/S,41°35/E,1,380m)及 びW46地 点,(69°33'S,49°56'E,

1,958m)の10m積 雪 コアーを試料 として用い,そ の詳細な層位解 析及び酸素同位体組成 の分析(200試 料)を 行
っ

た.

解析項 目は次の とお りであ る.

1.積 雪組織及 び構造に よって識別 し得 る層位単元(単 位層)の 物理 的性 質(密 度 ・粒度 分布 と基準levelを 用

いての変態過程の相対評価)の 測定

2.識 別 された個 々の単位層 内の酸 素同位体組成 の分布

3.単 位 層の大 きさ(平 均 層厚)と 酸素同位 体組成 の関係

4.1～3で 得 られた結 果について,こ れまでにす でに解析 したY200
,Z30,1355及 びみず ほ150mコ アーな

ど比 較的内陸部 より得 られ た積雪層位結果 との比較

これ らの結 果を用 いて,次 の ような課題 につ いて検討 した.

1・ 積雪層 の性質及 び層位構造が示す堆積環境 としての地域特性
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2.積 雪 の変態過程 に よる積雪層中の酸素同位体組成分布の変動の機構

以上 の研究 に よって得 られた結果の一部は地学並 びに気水圏シ ンポジ ウム及び 日本雪 氷学 会にて発表 した.

イ 堆雪機構の解明と観測方法の開発

(研究代表者)若 浜五郎(北 海道大学低温科学研究所教授)

(所内研究者)楠 宏(教 授),前 晋爾(助 教授),西 尾文彦,藤 井理行(助 手)

(所外 共同研究 員)小 林大二(北 海道大学低温科学研究所助教授),山 田知充,油 川英明,

秋 田谷英 次(同 助手)

【研究成果】

南極大陸氷床表面 に涌養 され る降雪 はそのまま氷床上 に積 るわけではな く,氷 床表面の斜面を定 常的に吹 くカタ

バ風や,低 気圧 が大 陸内部に侵 入して降 る雪 も,擾 乱風 に よって吹 き とば され氷床表面の堆雪過程は複雑であ る.

したが って,堆 雪量は場所 に よって非常 に異な り,正 確 な堆雪量 を測定す ることは困難であ る.従 来の手法では,

沿岸部は内陸部に比較 して低気圧の影響を受け る頻度 が高 く,堆 雪量 は多い こ となどの概略的な傾向を知 ることは

可能であ る.し か し,正 確な堆雪量の把握 や堆雪過 程を知 るこ とは氷床表層 の形成や氷床の質量収支を考 える うえ

で,ま た,氷 床内温度分布ひいては氷床の ダイナ ミックスや 氷床 の変動 を考える うえで非常 に 大 切 な物理量であ

る.そ こで,こ の共同研究においては降雪 や飛雪 が雪面 に付着 し,積 雪 となって残 る過程 と機構 を現在 までの観測

結果 を整理 し,必 要な基礎実験を実施 しつつ解 明 してゆ くことを 目的 としている.さ らに従来の主た る手法であ っ

た雪尺法 の検討及 び新た な手法 として グラス ファイバー積雪 計,光 学 式積雪 計,超 音波積雪深計や宇宙線雪量計な

どを応用 し比較検討す る.ま た,堆 雪機構を 明らかにす るたあの連続的,画 的に正確 な堆雪量 を測定す る観測方法

につ いて研究 開発す ることにあ る.

初年度 は冬期 の積雪期 に,北 海道大学低温科学研究所の実験場において グラスフ ァイバー積雪 計,超 音波積雪深

計及び宇宙線雪量 計の比較測定 を実施 してい る.現 在 までに判明 し,南 極氷床上での堆雪量測定 に困難を生 じるこ

とに地ふぶきの影響が ある.特 に,超 音波積雪深計においては数cmの 相違がでて くることがわか った.第2年 次 に

は,こ れ らの基礎実験 をさらに続 けて,問 題点 を解決す ると共に積雪の映像化及び画的な堆雪量測定 法の開発 に取

り組 む計画である.

ウ 氷床のダイナ ミックス

(研究代表者)東

(所内研究者)楠

(所外共同研究員)

観測方法も含めて

晃(北 海道大学工学部 教授)

宏(教 授),前 晋爾(助 教授),西 尾文彦,和 田 誠(助 手)

福 田明治(北 海 道大学工学部助教授)

成瀬 廉二(同 低温科学研究所助手)

本堂武夫(同 工学部助手)

【研究成果】

本研究の 目的は,我 が国の南極地域観測 の雪氷 分野の重要 な課題で あった 「みず ほ高原氷床の研究」(エ ンダー

ビーラン ド計画)の 成果を踏 まえて,広 く東南極氷床 の運動 につ いてダイナ ミヵル な全体像を把握す るための研究

方法を開発す る ことにあ る.「 氷床の ダイナ ミックス」は,1978年8月 にカナダの オ タ ワ でSymPosiun　 on

Dynamics　 of　Large　Ice　Massesが 開催 された ことか らもわか るよ うに,氷 河研究者 の間で最大の関心事であ る

ばか りでな く,地 球全体の気象,地 球候変動の問題ヘイ ンパ ク トを与 える とい う意味 で も広範 な地球物理 の課題で

あ る.

1957年 以IGY来,南 極観測の国際的協力,或 いは グリー ンラン ド氷床 を始め とす る北半球 の多 くの氷床 の継続

的観測 に より,多 くのデータが蓄積 され るに及んで,従 来 「氷河の質量収 支 ・熱収支 」 とい う名で呼ばれ てい た分

野の研究 に著 しい変貌が現われた.そ れは氷体の運動力学の進歩,広 大な氷床域 の地形 ・氷厚 のデータ収 集方法の

発達 な どに よっているが,要 す るに氷床の流動の時間ス ケールがわか って きた ことに よ り,ダ イナ ミカルな考察や

可能 にな った とい うこ とで ある.そ して,氷 床 が地球上の水圏に占め る大 きさと,時 間ス ケールの長 さか ら気 象や
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気 候変動への影響あ るいは相互作用 が問題 となるのである.

1969年 か ら75年 にかけて行われた 「みずほ高原氷床の研究」 で は,昭 和基地の後 背地をなす エーダー ビーラン

ド,そ れ も白旗氷河の流域 を中心 として,氷 床 の形 を きめる こと,質 量収支 を測 るこ と,堆 雪過程 の観察,流 動測

定 ネ ッ トの観測等が行われた.そ して,こ の期間 中にダイナ ミックな考察への視点の転換 も行われ,み ずほ基地の

強 化,越 冬,そ こでの深層 ボー リングの開始 とい った ことも始め られ た.流 動測定ネ ットに よる等高線2,500m

線上 の流動速度,歪 速度分布 が得 られ たこ とは,氷 床 の運動 に対 して ダイ ナ ミックな考察を行 う重要な素材を提 供

した ことになる.ま た,同 じ頃や ま と山脈付近で多数発見 された陽石の集積機構に関連 して,氷 床氷の山脈付近の

流動 につ いて,よ り詳細 なモデルが求め られ るよ うになった.一 方,南 極氷床全体についてみ ると,英 国を中心 と

す る電波氷厚計 による広範 囲かつ詳細 な氷厚分布,地 盤地形分布の測定が行われ,ま た,　Byrd基 地や棚氷 では米

国が中心 となって,氷 床 ・棚氷の深層 ボー リングが行われ,オ ース トラリア,ソ 連 もこれ に追随 している.ま た,

地域的 にみ る と,み ず ほ高原氷床の東隣 りでは米 ・英 ・ソ ・仏 ・オース トラ リア5か 国に よる国際南 極氷河学 計画

(IAGP)が,約10年 にわた る共 同研究 を行 ってお り,最 近その成果が明 らかに されつつあ る.ま た,オ ース トラ リ

アのLambert氷 河流域の標高2,000m線 での流動観測を西へのば して,み ずほ高原での研究 と結 びつける希望 を

持 ってい るよ うであ る・ この ような内外 の情 勢か ら見て,み ずほ高原 を中心 とす る東南極 の氷床 ダイ ナ ミックスの

研究を推進す ることは 日本の南極観測に とって必然的な使命であ る.そ こ で,こ の共同研究 の第1年 次 にお いて

は,氷 床 ダイ ナ ミックスの研究方法を開発 しようとす る目的に向って,共 同研究者 の各 々が夫 々の研究 を進め る と

共に,ダ イナ ミヵルな考察を進 め るための共通の知識を整理 し,次 の段階へ進む ために必要 な問題点 を洗い 出すた

めに,研 究 チーム以外 の研究者 や将来 の研究 を担 う人 々を交 えて研究 会を開催 した.

〈 氷床 のダイナ ミックス研究 会>

9月18日(月)

みず ほ高原氷床 の表面地形 と基盤形態

みず ほ高原氷床 の流動特性

みず ほ高原氷床の変動

氷床変動 と温度分布

Symposium　 on　Dynamics　 of　Large　Ice　Masses出 席報 告

9月19日(火)

南極氷床深部氷の力学的性質 とその氷床 流動への応用

水結晶粒界の移動 とすべ り

氷床内部の応力分布 とIce　Fabric

Symposlum　 on　Glacier　Beds　 出席報告

SCAR雪 氷作業部 会出席報告

氷床 ダイナ ミックスに関す る将来計画(観 測法 と地域)

総 合討 論 司 会 東 晃

横山宏太郎(京 大 ・防災研)

成瀬廉二(北 大 ・低温研)

前 晋爾(極 地研)

西尾文彦(極 地研)

成瀬廉二(北 大 ・低温研)

庄 子 仁(北 大 ・工)

本堂武夫(北 大 ・工)

松田益義(自 然環境研)

庄 子 仁(北 大 ・工)

以上 の研究 会の報告 は 「共 同研究報告 書」の別冊 として 出版す る予定であ る.

工 氷床掘削技術の再検討と掘削機の設計開発

(研究代表者)鈴 木義男(北 海道大学低温科学 研究所助 教授)

(所内研究者)楠 宏(教 授),前 晋爾(助 教授),西 尾文彦,藤 井理行(助 手)

(所外共同研究員)成 田英 器,滝 沢隆俊(北 海道大学 低温科学 研究所助手)

【研究成果】

1.目 的

1971年 か ら1976年 までの間,み ずほ基 地において,主 にサ ーモ ドリルを用 い71m,148m,146m深 までの掘削が

行われ氷試料を採集 した.本 研究 課題 では,こ の時の掘 削技術上 の問題点 を再検討す る とともに,作 業性が よ く掘

削速度 の大 きな掘 削機 を開発す るこ とを 目的 としてい る.

58



氷床掘削機には,電 力 ケーブルで コァ ドリルを吊 り下 げ ウインチで上下 させ る方式 が適 してい る.ド リル として

は電気 ヒーターで氷 を融か して氷中に進入す るサ ーモ ドリル と,内 蔵のモーターで切削具を回転 させ氷 を削 るエ レ

ク トロ ドリルとがあ るが,前 者は構造が簡単であ るが掘 削速度 が遅 く,後 者 は掘 削速度 は速 いが 削 り屑 の処理 が難

しい とい う一長一短があ る.浅 層掘削では,試 料 と り出 しのために ドリルを上 下す る時間に比べ時間が長 くなるの

で,掘 削速度の速い ことが要求 され る.

本研究の第1年 度 として,吊 り下げ式法層エ レク トロ ドリルの開発を行 ったが,特 に,次 の2点 の技 術的解 決を

目的 とした.そ の第1は,吊 り下 げ式 ドリルの最大の問題点であ る氷の切削 トル クに対抗 して,ド リル本体 の回転

を防 ぐ方法で,そ の第2は,削 り屑の処理方法であ る.

2.浅 層エ レク トロ ドリルの開発 と作製

第20次 観測隊の人工地震計画用 に浅 層エ レク トロ ドリルを開発 した.主 な仕様は表1に 示す とお りであ るが,特

に,ド リル本体の回転防止に新たな装置を考察 した.

これ は ドリル上部 に副切削具 をつ け掘削孔 に切 り込みを入れ,さ らにその上部の フィンで回転を防止す るとい う

ものである.回 転軸 が主軸 に平行 な副切削具をサイ ドドリル(第1図A),垂 直なのをサイ ドカッター(第1図B)

とよぶ.図 は,カ ッターの刃 とサ イ ドドリル を取 り外せ るよ うに設計 したテス ト用 ドリルの副 切削具の配置 と駆動

機構 を模 式的 に示 した もので,使 用時はいずれかを用い る.

表1ボ ー リング装置の概要(JARE20　 人工地震計画用)

1)ド リ ル

掘 削 孔 径

コ ア ー 径

コ ア ー 長

掘 削 深 度

回 転 数

反 力 機 構

140φ

107φ

800mm

100m

130～100r.p.m

傷 鵠 鷲 式(正漣)}

モ ー タ

外 径

最 大 幅

全

重

長

量

コァ 切 断 方 式

200V,450W,単 相

137φ

166mm

3,126mm

約60kg

逆 回 転 カ ッタ ー

2)ウ イ ン チ

巻 取 容 量

巻 上 荷 重

巻 上 速 度

モ ー タ ー

重 量

ケ ー ブ ル

12φ ×200m

150㎏(手 廻巻上 力2t)

0～20m/min

100V,1.4KW

180㎏(ケ ー ブ ル を含 む)

180m,抗 張 力3t

副切削具は,主 切削 スラス トに影響を与え る.サ イ ドドリルでは計算切削速度(回 転数 ×刃数 ×き りこみ)が 主

な ドリルのそれ よ り遅い と,主 切削ス ラス トは減 る.サ イ ドカ ッターでは,回 転方向に より,図 の場合は主切削 ス

ラス トは増大,逆 転すれば(左45° 歯車を45° に変えれば よい)減 少す る.今 回は,カ ッター軸 回転方向を変えら

れ る装置 とした.

3.低 温室での実験 と南極での試用の結 果

1978年10月 ～11月 に,極 地研究所の低温実験室 と ミサ ワホ ーム㈱環境実 験室において,開 発 した ドリルの掘 削試

験 を実施 し,前 述 した削 り屑の処理 と,ド リル回転防止の2つ の課題 については次の点が明 らか とな った.
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1)削 り屑はバ レル外管の切 り込み部分で詰 ま り,掘 進 しな くなる.

2)ド リル本体 のアンチ トルク装置 としては,図Bの 回転方向のサイ ドカッターが よい.

1)の 問題点は外管形状 を変 え実験を繰 りか えしたが,最 良の形状 は分 らぬ まま第20次 隊に託す こととなった.し

か し,外 管を と りはず した場合には分速50cmと い う期待 された掘削速度 が得 られた.

南極では,地 学部門(夏 隊)の 原 田隊員が掘削を担当 し,1979年1月 中旬S48地 点にて62.8mの 掘 削を した.こ

こでの問題点 は,削 り屑 の上 り上良,コ ア切断不良,溝 の崩れに よる ドリル引 きあげの困難な どであった.

1979年3月,北 大 ・低温科学研究所の低温室において,切 り込みな しの外管をつけた試作 ドリルの掘 削テス トを

実施 した.そ の結果削 り屑のつ ま りはな く,不 均 質な氷なが ら分速28cmの 掘削速度が得 られた.今 後,室 内実験 に

加 え,大 雪山(4月 予定),剣 岳周辺(9月 予定)で の テス トを第2年 度に実施 し,浅 層エ レク トロドリルの開発

を完了す る.

X

x

塾

謝

1

選
Y

第1図 回 り止め装置 と駆動機構の模式図

A:サ イ ドドリル

B:サ イ ドカ ッター

(4)地 学

ア リュツォ・ホルム湾周辺の海底地形及び地質並びに海底堆積物の研究

(研究代表者)吉 田栄夫(教 授)

(所内研究者)森 脇喜一(助 手)

(所外共 同研究員)多 井義郎(広 島大学総合科学 部教授)加 藤 道雄(同 助手)

藤原健蔵(同 文学 部教授)

【研究成果】

(1)海 低地形

第18次 隊で実施 された海底地形調査の結 査を,吉 田(1964),藤 原(1971),森 脇(1975),小 元(1976)等 の報

告及 び林(未 公表,16次 隊)の 資料に加えて リュツォ ・ホルム湾 東半蔀 と東西オングル島周辺 の精密 な海底地形図

の コンパイルを行 った.

リュツォ ・ホルム湾の沿岸付近では,い くつかの狭 長な沈 氷食谷の存在 が知 られ ているが,ラ ングホブデ以西 の

それ らは 白瀬氷河 に連続す るとみ られ る深 く巾広い海底谷に合流 している ことが判 った.白 旗氷河 に連続す る と考

えられ る大 きな海底谷は氷食谷であ るらしい こと,地 質の構造 線 と関連す る ものであるらしいこ とが予想 され る.

オ ングル諸島周辺では,陸 上の地質構造の方向 ときわめて よく対応 した沈 水氷食地形 の存在 が更 に明らか とな っ

た.
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(2)有 孔虫分析

第15次 隊 によ り,リ ュツォ ・ホルム湾東部で採集 された15地 点の海底表層堆積物(15試 料)及 び4地 点 の柱状堆

積物(18試 料)に 含 まれ る有孔虫遺骸群集を調査 した.柱 状試料の うち.オ ングル海峡 の1点 及び ラングホブデ小

湊 の ものは,層 位間隔10cmご とに1cmの 厚 さに切 った ものを試料 とした.他 の2点,お ん ど り高商及びホ ノール氷

河沖 のもの,表 層及 び最下位層の2層 率 よ り厚 さ1㎝ の堆積物を切 り取 り,試 料 とした.

各試料 は,乾 燥重量59(ひ よこ島北東の1点 のみ2.59)を 秤量 し,ナ フサ法に よって処理 を行 った.250メ

ッシ ュの飾 で水洗後すべての有孔虫殻を拾い出 した.

この結果,表 層堆積物の12試 料及 び柱状堆積物の17試 料 よ り有孔遺骸を見出 し,不 決定種 も含めそれぞれ30属51

種,22属33種 を同定 した.こ の群 集は,生 殻 ・死殻の 区別が なされていない混合遺骸群集であ り,さ らに水深以外

の生態学的 データが記録 され ていないため,こ の群 集についての重要な生態学的論議はで きない.生 殺 ・死殻の区

別がで きる採 集技 術は簡単 で 日本 で も通常化 してい るので,今 後の試料採集には この技術の採択が望 まれ る.

南極海の有孔 虫群集に関す る過去の報告 を参照す る と,本 研究で検 出された種 と共通す るい くつかの種が見出 さ

れ た.そ の若干を述べ る と次の とお りであ る.

1.内 尾(1960)が 報告 した リュツ ォ ・ホルム湾の11点 の有孔虫 の うち,　 Haplophragmoides　 bradyi,　Eg9・

erella　bradyi,　Quinqueloculina　 semlnulum,　 Epistominella　 exigua,　Ehrenbergina　 cf・　pacificaな ど16種 が本地域

で も産 出 した.

2.　 Bandy　 and　Echols　(1964)　↓よ南極海 の有孔虫 を調査 し,19の 特徴 的な種 に より生息深度 区分を行 った.彼

らが水深200m±150m以 浅の特徴種 とした7種 の うちHaplophragmoides　 bradyi,　 Eggerella　 bradyi,　Episto・

minella　exiguaの3種 が本地域で も比較的多数産 出す ることがわか った.

3.Kennett(1968)は ロス海 の有孔虫群 集の生態,分 布 につい て報告 してい る.こ の うち,　 Trochammina

conica,　Eggerella　cf.　bradyi,　Epistominella　 exiguaな ど10種 が本地域 にも共通 して産 出した.

また,以 下 に述べ るように有孔虫群の分布やその層位 的変化 に特徴 ある事実 がい くつか認あ られた.

1.表 層堆積物中の群集は,い ずれ も砂質殻有孔 虫の優 秀な群集で もって特徴づ けられ,極 数は少 ないが総個体

数の70%以 上を占め る.

2.オ ングル島付近の表層堆積物中の群集には,2つ の 特徴あ る群集が認め られ る.一 つは,　 Trochammina

conicaが 優勢 な勢 集であ り,西 オ ングル島北岸の湾奥に のみ認め られ る.他 の群集は,　T・　conica,　T・pacifica,

Textularia　cf.　torquata,　Rosalina　sp.の4種 が優勢 な群集で,ネ スオイや島 とおん どり高間 の南北 に延 びる海底

谷 に沿 って分布す る.

3.柱 状堆積物中 の群 集は,表 層は砂質殻有孔虫が最 も優勢であ るが,下 位 に向 う程減 少し,代 って石灰質殻有

孔虫 が増加す る.こ の傾 向は,柱 状堆積物のいずれの場合で も認められ る.

4.オ ングル海峡 とホノール氷河沖の2柱 状試料の群集の層位的変化を比較す ると,共 に前述3で 述 べた特徴 を

示 しているが,オ ングル海峡 の表層部の場合だけは,砂 質殻有孔虫の含有率が他に比べて少な く,ホ ノール氷河沖

の柱状 試料 の下位 へ20cmの ところの層準 での含有率 とほぼ同 じ結果が出てい る.こ の事実 は,次 の ようなこ とを暗

示 させ る.つ ま り,砂 質殻有孔虫 の含有率 の層位的変化 が,ほ ぼ時代的に平行 してい ると仮定 すれば,オ ングル海

峡の底質資料 は,現 在堆積 しつつ あるもので はな く,何 らかの理 由で表層部が削剥 され,そ のため露 出した下位層

準のやや古い堆積物 の一 部ではないか と推定 され るものであ る.そ の ことは,現 在のオ ングル海峡の海 底では,無

堆積ない しは何 らかの削剥 作用が 働いているのでは ないか と考え られ る.

イ 昭和基地周辺の地質学的研究

(研究 代表者)松 本征夫(長 崎大学 教養部教授)

(所内研究者)吉 田栄夫(教 授),矢 内桂三(助 教授),白 石和行,森 脇喜一(助 手)

(所外共同研究員)諏 訪兼位(名 古屋大学理学部助 教授),吉 倉紳一(高 知大学理学部助手)

加納 隆(山 口大学 理学 部講師),鈴 木盛 久(広 島大学理学部助手)

倉沢 一(工 業技術院地質調査所主任研究官)
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【研究成果】

25,000分 の1「 オ メガ岬」 と 「ヒュ ッカ ・テ ーレン」の両図幅を作製 した.

1.オ メガ岬

オ メガ岬には各種変成花嵐岩が分布 し,変 成岩類 はbasic,　pelitic,　psammitic,及 びcalcareousな 源岩か ら由来

した ものであ る.ま た,い わゆ る塩基性変成岩 も普遍的に出現す る.花 嵩岩頚は片麻 状花圃岩,ピ ン ク花圃岩,ペ

グムタイ トの3種 に大別 され る.

本地域は,E-W方 向の軸を もつ摺出構造に よ り特 徴づけ られる.

変成岩頚の鉱物組合わせか ら考えて,本 地域の一般 的変成 度はamphibolite相 であ ると考え られ る.と ころが,

garnet　-　 biotite　pairを 使 って地質温度 計に より変成温度を見積 る と上記amphibolite条 件に対応 す る場 合 と,

一方では例 えば2Kb-819°Cと い うよ うに
,明 らかにgranulite相 条件 を示唆す る場 合 とがあ る.後 者 の場合

garnet粒 は明瞭 な外形 を示 さず,　"relict"　的である,

またamphibolite相 岩石中にlens又 はpool状 に包有 されたmetabasiteの 一部には,　scapolite--plagioclase

の組合わせを もつ ものがあ り,そ れ らpairの 平衡関係を検討す ると,明 らかにgranulite相 条件を反 映 した もの

であ る.

この よ うに本地域の変成岩頚か ら推定 され る変成度 は,普 遍的 にみ られ るamphibolite相 の外に,散 点的的　or
"relict"　ではあ るが　granulite　相 も識 別 され る

.

上記両者の変成条件の時空的関係については"polymetamorphism"の モデルで解 釈 され る.

2.ヒ ュ ッカ ・テー レン

テ ーレンを構成す る主要な基盤型類には次の よ うな ものがあ り,そ れ らの分布を地 質図に示 した.

A)ザ クロ石黒雲母片麻岩,B)優 黒質黒雲母角閃石片麻 岩,C)含 ザ クロ石優 白質片麻岩 ,D)単 斜輝石片麻

岩・E)チ ャル ノク岩質片麻 岩,F)含 ザ クロ石石英 質片麻 岩,G)珪 石(コ ーツアイ ト),H)黒 雲 母角閃岩.

地質図に示 したが,本 地域は多種類の岩石か ら構成 されるが,大 半 を占め るのはザ クロ石黒雲 母片麻岩 で,そ の

他の諸岩石はその間に挟 まれて産 出す る.

本地域は西部か ら東部に向 って見かけ上上位の岩層が分布す る.下 位 の片麻岩類 には泥質岩 源のものが多 く,中

位 には チャル ノク岩質片麻岩が挟 まれ る.上 位には砂質岩 源の片麻岩 が優 勢で,珪 岩 の薄層 が挟 まれ てい る.最 上

部は単斜輝石片麻岩,黒 雲母角閃岩な どの塩 基性岩に富む.優 黒 質黒雲 母角閃 石片麻岩 中 の 黒 雲 母に富む薄層 に

は,ザ クロ石巨晶(最 大直径20cm)が 含まれる ことがある.

地質構造は南北走向 ・東傾斜の単斜構造を示す.航 空写 真では,地 形 との関係 で,一 見東 西方 向東落 しの大規模

な摺曲構造が存在す るよ うに見えるが,実 際には西部地 区中部 の単斜輝石片麻岩 に微落 曲が見 られ る以外 に,顕 著

な摺曲構造は認め られない.

ウ 地震波及びリモー トセンシングの画像解析方式の開発研究

(研究代表 者)溝 上 恵(東 京大学地震研究所助教授)

(所内研究者)神 沼克伊(助 教授)

米国NASAのLANDSATの データは写真,フ ィル ム,磁 気テー プな どがある.こ の うち,画 像にな ってい

るデー タは,極 地研究所 の画像解析装置 に入 力可能 であった.初 年度では磁気テ ープに記録 されてい る画像デ ータ

を読み と り,画 像 としてラインプ リンター及 びグラフィ ックディスプレイへの出力を可能に した.

第2年 度は,入 力 したデータか ら,真 の情報 を抽 出し,目 的 に応 じた解析がで きるよ うに す ることを試みた.

LANDSATや 空 中写真な どの画像 データか ら,目 的 とす る情報を抽 出す る場合の最大の障害は,雲 であ る.雲 に

覆われた下の地域 の情報 を抽 出す る ことは,一 枚の画像 データだけでは本質的 に不可能であ る.ま た,南 極地域の

場合,氷 雪 原 と雲 の区別 も困難 な場合 が多 い.こ のため,雲 を除 くには少な くとも同一地域で2枚 以上の画像デー

タ(写 真)が 必要 となる.異 る2枚 の画像 データの時間間隔が大 きい と,地 形解析の よ うな変動の少ない現象には

影 響ないが,積 雪 分布 の ように変化の大 きな現象の解析 には注意が必要であ る.

雲 の影響 の除去は次の よ うに行 った.

62



1.画 像 データの全域について,濃 度分布を求 める.(こ れ に より明らか に雲 の地域の濃度スペ ク トルが分 る)

2.2枚 の画像を重ね合せ ることに より,そ の地域 の濃度 の基本分布が得 られ る.

3.2枚 の図で異 る濃度分布の地域 は,ど ちらか の図が雲 に覆われてい る.

1～3の 操作 を くり返す ことに よ り,あ る地域 の画像データの基本 パターンが得 られ る.こ の基本パ ターンを基

に,目 的に応 じた解 析を行 える.

今後の課題は,南 極大陸内陸部の ように,露 岩 も少 な く,海 岸線 もない地形の場合,画 像の重ね合せを どの よう

に行 うかである.

また,地 上の典型的な地形(氷 河,採 氷,断 層,段 丘,山,火 山地域 など)に つい て,基 本パ ターンの標準を調

べ る必要がある.

工 微小地震活動及び地殻構造に関する研究

(研究 代表者)青 木治三(名 古屋大学理学部教授)

(所内研究者)神 沼 克伊(助 教授)

(所外 共同研究 員)伊 神 輝(名 古屋大学理学部助手)

伊藤 潔(京 都大学理学部助手)

【研究成果】

昭和53年 度 は地震 計測 のための計器開発及 び地下構造解析について地震動振巾を利用す るためのプ ログラム開発

を実施 した.

1)極 地 にお ける地震観測用測定器の改良

従来 の計測 システム,特 に,記 録 器は0℃ 以上において使用す るように設計 されているため極地 にお いて正常 に

は動 作 しがたい.そ のため,水 晶時計,増 巾器,記 録器を簡易型の保温容器に入れ,少 な くとも0℃ 以上の温度 を

保つ ように工夫 をこらした.中 に入 る水 晶時計に とって外気温の変動は精 度に直接 影響を与 える.ま た,増 巾器,

記録器 とも電 力を消費す るため発熱があ り,外 気 との熱の交換を考え ると,慎 重な予備 実験 が必要 である.こ のた

め計器 を保温容器 にセ ッ トし,低 温室にて極地 と同 じ条件で動 作 させ,内 部温度 の変化 を測定 して,保 温容器の性

能 を調査 し,逐 次改良 を加 えた.同 時に,野 外測定に伴 う衝撃に も耐え る装置に改 良 した.そ の結果,昭 和54年 の

南極 にお ける爆破地震動観測 においては,極 めて良好な状態 で記録 を とるこ とができた.

2)記 録方式の改良

地下か らの反射 を観測す るこ とによ り地下構造 を知 るため には測定器のS/N比 及 びdynamic　 rangeを 格段

にあげなければ ならない.野 外に大型の解析装置を設置す るのは困難であ り,ま して極地では不可能であ る.野 外

観測 では先ず精度の高い記録を とるのが先決問題 であるため,従 来 の直接録音方式あ るいはFM方 式をやめ,　dig-

ita1方 式を導 入 した.改 良の 目的は低消費電力,軽 量化記録の高密度 化である.低 消費電力,軽 量化のため市販の

オーディオカセ ットレコーダを利用 し,地 震計か らの出力を,A/D変 換 器を通 して,シ リアルデ ィジタル信号に

す る.こ の信号 をカセ ッ トテープに録音で きるよ うにDelayed　 Modulation　 Markと いわれ るPCMを 利用す る.

この ままでは記録密度は十分ではない.デ ー タの区切を知 らせ るFrame　 Markに 特別の工夫を した.か くして,

カセ ットテ ープの1ト ラ ックに,刻 時をふ くめ3成 分の地 震動 を1/100秒 毎 のサ ンプ リングで高精度 で 記録で き

るよ うに なった.こ の場合,特 殊のFrame　 Markを 使用 しているため,再 生回路は新 しい原理で設計 してい る.

なお,低 消費電力化のため,使 用 した素子は,A/D変 換器 を除き全てCMOSで ある.こ の記録器及び再生装置

は国内の人工地震の観測に使用 され,そ の優秀 な性能が確認て きた.

3)合 成地震波動の地下 構造解析へ の応用

ほぼ水平な地殻構造について合成地震波動 を計算 し,逆 に地殻構造を推定 しよ うとす る方法は西 ドイ ツ,ソ 連で

はほぼ実用の段階に到 ってい るが,地 殻構造 の複雑 な 日本 ではテス トされ ることす ら稀れであ る.大 型の地殻構造

の調査にはいずれ使用 しなけれ ばならない ので この方式の実用化を 目指 した.

中部地方においては,北 陸の採 石発破 を利用 して測点間隔の小 さい測線が とられ,何 回かの発破の記録が行 われ

た.こ れ らの地震記録を並 べる と,西 欧 の爆破実験の データ と比較 し得 る密度でデ ータが得 られ る.こ の実験 は53
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年 夏に終了 したため,走 時から得 られ た地下構造か ら合成記録 を計算 し,実 測のデ ータ比較の研究に移行 した.ま

ず,名 大大 型計算機及び極地研 の計算機 を使用 できる形 にプ ログラムを書 き換 え,簡 単なモデルについて,地 下構

造 と地震波形の対応をつかみ,最 後 に,中 部地 方が地下 構造 の改良を計 った.走 時 曲線のみか ら求めた地殻構造で

は波形を説明で きない.簡 単なモデルに よ り得 られ た知 見をた よりに,走 時 を乱 さない よ うに各層に垂直方向の速

度勾配を導入す ることに よ り,地 震波形をあ る程度説 明できる ようになったが,未 だ十分 とは云 えない.今 後 もこ

の方法を活用 し,よ り正 しい地下構造 の解析 を進 める予定 であ る.

オ 航空機の測位及び航空重力 ・地磁気測定法の基礎的研究

(研究代表者)瀬 川爾朗(東 京大 学海洋研究所助 教授)

(所内研究者)神 沼克伊(助 教授),平 沢威男(教 授)

(所外共同研究員)友 田好文(東 京大学海 洋研究所 教授)

【研究成果】

本研究は,昭 和50年 ～52年 の3か 年継続 した共同研究 「南極におけ る航空機 に よる地球物理学的測定 の基礎研究

(代表者友 田好文)」 の研究内容を継続発展 させ ることを 目的 とす る研究 であ る.前 年度 につづ き,本 年 も7月 に

セス ナJA-3681を 使用 して,約4時 間にわた り航空機 の動特性の測定 を行 った.

また,一 方で,他 機種 との比較が必要であ るので,同 じ加速度計を海 上保 安庁のYS-11機 に搭 載 し,加 速度 デ

ータを えた.

図1に 本測定 に使用 された 日本航空電 子製JA-4型 加速度 計の模 式図を示す.こ の加速度計はForce　 Balance

型 で,外 部加速度 が加 わる と,そ れ と向きが逆 で大 きさの同 じ電磁 力が働 き,　Proof　Massの 動 きをお さえ るよう

な構造 になってお り,機 械的 なゼ ロ法 に よる測定 がなされ る.こ の方法の利点は機械的な非線型性がのがれ られる

こ とである.外 部加速度 の値 は電磁 力を発 生 させ る　Forcer　Coi1の 電流か ら求め られ る.こ の電流の安定 性が加

速度 計の性能 をきめる.JA-4は,フ ルスケール ±2Gの 加速度計 であ り,温 度特性は50mga1/℃,直 線性 は

1.5%で ある.図2に 加速度 計増 巾器 の周波 数特性 を示す.機 体 内では航空機のエ ンジンとプロペ ラに よる短 周期
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加速 度が最 も大 きく,航 空機 の運動 に よる加速度 をマスクしてしま う.し たが って,こ こで使 用 し た 加速度計で

は,周 期1秒 の加速度 変化 に対 して 一3dbお ちる ようなLow　 Pass　Filterを 使用 し,機 体の長周期運動がはか

れ る ようにした.

セスナ機 の離陸 時 と安定航行時 にお ける擾乱加速度 の記録 は,52年 度の報告において紹介 したが,今 回はセスナ

とYS--11ecの 加速度 データがあるの で,こ の両者の安定航行時におけ る擾乱加速度のスペ ク トルを調べた.機 体

運動 が不安定 な ときの加速度 はきわめて大 き く,そ の状態で重力測定等を行 うとい うことは考え られないので,ペ

ス トの状態 のみを考 えるこ とに した.図3と4は,そ れぞれ,セ スナJA-3681と,YS-11の 機内での擾 乱加速

度 のスペ ク トルである.Xは 機首,Yは 翼,Zは 鉛直方向を示す.セ ス ナ,YS機 ともに,擾 乱加速度の鉛直成 分

が最 も大 きいが,特 にセスナ機は周期10秒 以上の長周期擾乱が大 き く,重 力測定に とっては きわめて不 利な状況 に

ある.一 方,YS機 は,X,Y,Z成 分 ともにセ スナ機の場合の1/3以 下であ るとともに,鉛 直擾 乱加速度 が周期

30秒 以上 の ところで著 し く減少 してい る.こ の よ うな特 性は,比 較的長周期 の変化 をみ ようとす る重 力測定 に とっ

ては都合が よい.
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力 昭和基地付近のグラニュライ ト相変成岩の岩石化学的研究

(研究代表者)蟹 沢聡 史(東 北大学教養部助教授)

(所内研究者)矢 内桂三(助 教授)

【研究成果】

は じめに

本地域 の全岩化学組成 の分析 は53個 をす でに行 ったので,今 年度 は含 水鉱物及 び全型中の フ ッ素 の挙動を中心に

研究 をすす めた.そ の詳細 は,昭 和53年 度南極地学総 合シンポジウムで,ま た,デ ータの一部 は 日本岩鉱学会で発

表 した.さ らにMemoirs　 of　National　Institute　of　Polar　Researchの 　Special　Issue　に投稿の予定で ある.

研究成果 の内容

角閃岩 相か らグラニ ュライ ト相 への累進 変成作用 の際 に,含 水鉱物の脱 水分解反応がお こるが,こ の とき,Fと

OHの 動 きに差 があ ると考 えられ,昭 和基地及 び 日の出岬 の変成岩のFの 挙動 に注 目して分析 を行 って きた.昭 和

基地付近 の岩 石の黒雲 母及 び角閃石 のFは,他 地域 の角閃石 グラニ ュライ ト相 のそれ に相当す る含有量 を示すが,

(付表1.参 照).イ ン ド〃　Madras　 〃　Kondapalliな どの,よ り高 変成度岩石 中のものに比べ る とやや少 ない.黒

雲 母中のFとMg/Mg+Fe　 (付図2参 照)か ら.　Munoz　 &　Ludington　 (1974,　1975)に よる黒雲 母のF⇔O

H置 換 に関す る実 験結 果の式にあてはめて,　 log(fH20/fHF)の 値を算 出す ると,塩 基性変成岩 中では,ほ ぼ

4.3,チ ャルノ ク岩 ざ くろ石黒雲 母片麻岩中 では,ほ ぼ3.8と なる.同 一地域にお けるこの よ うなfH20/fHFの 差

は,多 分,原 岩の差に よるFとH20の 含有量の差 によるものであ ろ う.こ の結果は,他 地域の変成岩頚中のF

含 量 と比較す ることに よって,累 進 変成 作用 の過程 で,Fが 選 択的 にOHよ りも含 水鉱物 中に残 りやす い とい う仮

定 と調和的 である.

なお,原 岩 中のF含 有量 につ いては,各 種 の岩石 につ いて,計28個 の分析 を行 ったが,塩 基性変成岩 中において

最 も含有量 が高 く,3830-608ppmに 達 し,チ ャルノ ク岩中 では,633-474ppm,角 閃 石片麻岩 では1690-203

PPm,　 黒雲母片麻岩 及び ざくろ石黒雲 母片麻岩 では670--50ppm以 下 となってお り,　SiO2と の相関 が明瞭であ

Table　 1. Comparison　 of　 F　 content　 in　 hornblende　 and　 blotite　 in　amphibolite-　 and　 granuljte

facies　 metamorphic　 rocks　 and　 related　 rocks　 from　 various　 districts.

Metamorphic　 terrain hornblende biotite Re士erences

Granitic　 rocks,

NW　 Adirondacks

Least　 altered　 amphibolite,

Colton　 area,　 NW　 Adirondacks

Retrograde　 amphibolltes,

Colton　 area,　 NW　 Adirondacks

Charnockitic　 rocks,　 Madras

Charnockites,　 Kondapalli,

India

Metabasic　 rocks,　 Willyama

Complex,　 Broken　 Hill

High　 grade　 metamorphic

rocks,　 Sweden

Metamorphic　 rocks　 around

Showa　 Station,　 Antarctica

Metamorphic　 rocks,

Central　 Abukuma

6100-15000(7)

1500-2200(7)

1700-3100(3)

4000-15000(5)

6500-15000(9)

0-10000(12)

1000-15700(49)

1010-3840(8)

419-884(8)

12200-39900(10)

2000-49000(50)

3160-12700(8)

951-3500(9)
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Howie(1955)

Leelanandam
(1969a,b)

Binns(1965)

　　　　 Ft

Ekstrom　 (1972)

Kanisawa　 &　 Yanai

(present　 study)

Kanisawa(unpub・ 　data)

Fluorlne　 content　 is　expressed　 in　 ppm.　 Numbers　 in　 parenthesis　 represent　 those　 of　 samples

analysed.
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Table　 2. Fluorine　 content　 and　 other　 chemical　 data　 of　 blotites　 and　 hornblendes　 from　 the

metamorphic　 rocks　 around　 Lutzow　 Holmbukta,　 Antarctica.

　　 　　　 　　 Biotite

r(wt%)鵠)器+　 mg

68021509

68091201-1

68040105

68091201-2

68013113

68032310

68032402

68022607

68090706

68051908

0.8462.350.1460.74

0.7112.570.1160.72

0.7324.250.0760.75

0.3163.090.0460.77

0.6623.290.0870.50

0.7172.370.1250.55

0.4392.950.0660.55

1.2702.300.2080.57

　　 　 　　 Hornblende

F(wt%)識
)盟+m・

Rock　 name

0.1011.660.028

0.2622.270.052

0.3561.810.085

0.2911.900.068

0.1931.690.051

0.3371.440.100

0.158n.d.

0.3842.280.074

0.　56　 Ho.　 eclogite

。.641Bi。.-h。.ecl。gi、e

1
0.　64　 Gar.-bio.　 amphibolite

O.　65　 Bio.　 -opx.　 -ho.　 -pl.　 rock

O.　69　 0px.　 amphibolite

lO
.　49　 0px.　 -bio.　 -ho.　 gneiss

i　
-　 Gar .-bio.-opx.　 -ho.　 gneiss

O.　50　 Bio.　 -gar.　 gneiss

-|Bi。..9。r.9。,iss

　 -　 Gar.　 -bio.　 gneiss

る.注 目す べ きは,塩 基性 変成岩中 のF含 有量 で,こ れ らは,大 陸 の玄武岩 によって求 められたK20-F図(石

川 ら,投 稿 中)に おいて,す べて,よ りFに 濃 棄す る側にはずれてプ ロッ トされ,海 洋底玄武岩 あるいは,海 洋島

のアルカ リ玄武岩 の範 囲におちるが,変 成過程 にお けるK20の 移動 の問題 を含 めて今後の検討課題であ る.今 後

は,日 の出岬 の角 閃岩相中の含水鉱物 につ いて検討 をすす め,昭 和基地 の もの と比較 してゆ きたい と考 えてい る.

キ 東南極盾状地の地質構造研究

(研究代 表者)木 崎甲子郎(琉 球大学 教養部 教授)

(所内研究 者)矢 内桂 三(助 教授),白 石和行(助 手)

(所外共同研究 員)吉 田 勝(大 阪市立大学理学部助手)

仲井 豊(愛 知教育大学 教育学部 教授)

【研究成果】

リュッォ ・ホルム湾沿岸及びや まと山脈地域の地質調査及びその室 内研究 は現在 も実 施中である.し か し,こ れ

までの資料や構造解析及 び岩石学的研究の結 果及び本研究 グループの研究成 果に よる と,リ ュッ ォ ・ホルム湾周辺

域 では,5回 の変成作用 と6回 の変形作用が認め られ る.そ の最後 の変成 作用 が角 閃岩 相の ミグマイ トを伴 う変成

作用で,こ れを ミクィーンモー ドランド変動ミ と呼ぶ.

その後,東 南極が プラ ットフォーム と化 し安定塊 とな ったが,新 生代にな って断裂作用 に よりブ ロック運動 が生

じ,や まと山脈やセ ロンダンな どの山系を形成 した と思われ る.こ の運動は南極横断山脈の形成 と共通す るテク ト

ニ ックスであろ う.

この よ うな ブロ ック運動の原因は地殻内部の花嵩岩型体が地球重力場 におけ る浮上 に由来す る ものであろ う,と

い う予測の もとに数値実験を実施 した.し か しなが ら,結 果は予測に反 して,ブ ロックを取 り囲む断層 ないしは破

砕帯(弱 帯)に 沿 うずれ がほとん ど認め られなか った.つ ま り,ブ ロック運 動を この ようなモデルで説 明す るこ と

は難か しい と思われ る.

とはい え,こ の数値 計算は地殻 内部 に存在す る粘性率の きわめて低い弱帯 が,時 間 とともに如何に変形す るか を

示す もの として有効であ る.

モデルA:弱 帯 の存在 しない花 圃岩体.こ の岩体 は密度差 に より上昇 して200万 年後にはいわゆ るダイア ピル形

態 をしめす.こ の形態は 現在 まで多 くの研究者に よって実験的に も数値的に も確認 されている.
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モデルA・B:弱 帯の存在す るもの.こ の幾何学 的形状 や花圃岩体 の大 きさはモデルAと 同 じであるが,粘 性率

が花嵐岩体 とは105～1010ポ アズ程低 い弱帯が設定 され ている.

これ らモデルの計算結果はモデルAの それ とほ とん ど同 じであるが,つ ぎの ような興味 あるこ とがわか った.

1)こ の弱帯 自体が水平方向にきわ めて大 き く移動す る.200万 年間 に3㎞ の移動量 をしめした.2)弱 帯は垂直

方向に圧縮 され,水 平方向にその巾を拡大 した.そ の短縮 率は62.5%に 達 した.3)花 圃岩体中 の弱帯 は地殻上方

に膨張 し,粘 性 率の低いマグマのしぼ り出しを近似す るもの と思われ る.

エンダー ビーラン ドとリュッ ォ ・ホルム湾沿岸地域 とや ま と山脈地域の岩質(変 成作用)や 構造 のちがいは,新

生代 におけ る100㎞ オー ダーのブ ロック運 動に よるもの と思わ れるので,今 後,境 界条件や モデルを新 らし く設定

して この研究 を進 めてい く予定であ る.

ク 南極大陸における化学物質の収支に関する地球化学的研究

(研究代表者)綿 祓邦彦(東 京大学教養学部助教授)

(所内研究者)吉 田栄夫(教 授)

(所外共 同研究 員)中 井信之(名 古屋大学理学部教授)

村 山治太(横 浜 国立大学教育学部助手)

【研究成果】

〔1〕　 Evaporiteの 同位体組成に よる古環境 の推定

ドライバ レー　(Wright　 Valley,　Taylor　Va1!ey)　 の地表に分布す る　evaporite　であ る,　 calcite,　thenardite,

gypsum　 と,ロ ス海沿岸に産 出す る層状硫酸塩 鉱物 であ るmirabilite,　gypsumに ついて,6i3C,634S,6180の 測

定 を行 った結果次 のよ うなことが明 らか とな った.

(A)　calciteの6i3C,6i80,の 値はそれぞれ,-14.4～+17.6%・,-0.4～25.3%。 と広い巾の値を与 えたが,

evaporite　の値は現在の海成のcalciteの 値 と613C=16%,6i80=0%を 結 ぶ線上 に分布 し,海 洋産 のcalciteが

生成 しての ち,再 結 晶を くりか えし,環 境が淡水化す るにつれて6180の 値は小 さ く,6i3Cの 値は大 きくな る.

このこ とは,　Dry　Valley　 の環境が淡水化す る傾向を ます過 程のあ ることを示 してい る.

⑧ ロス海沿岸 の層状硫酸塩の634Sの 値は+19・1～+21・5%で,こ の硫酸塩の硫酸イオ ンは海水起源であ り,

これ らの硫酸塩が現在 の標高60～145mの 間にい くつか見出 されてい るので,過 去において,少 くとも現 在の145

mの 所 に海水準があ り,何 回かに及 び低下のあ った ことが明 らか とな った.

〔2〕 湖沼水 の6D,　 6iso測 定 による水 の収支 に関す る知見

パ ンダ湖,ポ ニー湖 の水 の6i80,6Dの 値 は 一24.7～-38・O%・,-239～-305%・ の値 を示す .し か し下層 ほ

ど地球上 にお けるmeteoric　 waterに み られ る6i80,6Dと の関係 か らずれを生 じ,こ の ことは,氷 が生成 し,

この氷が蒸発す ると考 えることに よって説明す ることがで きる.従 って,こ れ らの湖沼水の水は海 水の存在 と氷河

融水の供給 と共に湖表面か らの氷を通 しての蒸発 を考え る必 要がある.

〔3〕 昭和基地付近 の氷河堆積物 の分類

昭和基地及び リュツォ ・ホルム湾東 岸 の 露 岩地帯 で得 た95種 の堆積物の粉末X線 回折 によ り検討 した.そ の結

果,風 成堆積物はほ とん ど石英 と長 石から成 り,氷 河粘土 では採取場所 によ り種 々の割合で造岩鉱物が混合 してお

り,氷 河粘土を含 まない堆積物 は基 盤岩 石 と同様 の鉱物組成 を示 した.

〔4〕 鉱物 の微量成 分に よる物 質収支 の検 討

ドライバ レー地域で採 取 されたcalcite,　gypsumに っ いてその微量成分か らそ の生成環境 を推定 した.

(A)　gypsumの 結 晶水の 同位体組成はその地域の降雪の同位体 組成 と平衡 関係 にあ り,ま た,方 解石 もほぼ平衡

で生 成 した とす ると,こ れ ら鉱物 中に含 まれ てい るSrとCaの 比及 び,結 晶中の分配係数か ら,こ れ らの鉱物

を生成 した溶液を推定す ることがで きる.そ の結 果は地殻の平均 組成 のSr,　Ca比 か ら生成 した とす る方が よ く,

この地域 の岩 石の風化 の寄与の大 きいこ とが示 された.

⑧ 南 極石 のSr含 有量か らドン ファン池 の もの と湖沼の水の量 を計算 した ところ1.22～1.45×107m8と な り,

鳥居 らが ドンフ ァン地域 の旧湖岸線か ら求 めた 旧 ドンファン湖の水の量であ る1.2×107m8に よ く一致 した.
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ケ ドライバレー地域を中心とした塩湖の地球化学的研究

(研 究 代 表 者)鳥 居 鉄 也(千 葉工 業 大学 教授)

(所 内 研 究 者)神 沼 克 伊(助 教 授)

(所 外 共 同 研 究 員)村 田 貞 雄(千 葉 工 業 大学 講 師),中 谷 周(弘 前 大 学 理学 部助 教授)

【研 究 成 果 】

DVDPセ ミナ ー東 京 開 催 に と もな い,別 添 報 告 の10編 の 研 究 成 果 が 発 表 され た.そ の ほ か2編 が 日本 地球 化 学

会 年 会 で 発 表 され た.

1.　 DVDPセ ミナ ー 発 表 要 旨

DVDP13,14コ ァ と　Vest士01d　 Hills　の4塩 湖 堆 積 物 につ い て,溶 出成 分 に つ い て のRa量 及 び23種 の 微量 元 素

を放 射 能 化 分析 に よ り定 量 した(リ ス ト1),ド ン フ ァ ン池 水 の 化 学 成 分,酸 素 同 位 体 比 を 測定 し,そ の結 果 か ら

池 水 の供 給 源 及 び生 成 過 程 を考 察 した(2).DVDP1,2,4,5,11,13コ ァ 及 び ドライ バ レー 地域 のsoil,　 clay等

のHg含 量 を 測定 し,同 地 域 のgeothermal　 activityに つ い て 考 察 した(3).都 市 域 と ドライ ・ミレ ー湖 沼 等 の 堆積

物 中 の炭 化 水素 脂 肪酸,フ ェノ ー ル カ ル ボ ン酸 等 を 分 析 し,南 極 地 域 に お け る環 境 汚 染 問 題 を 考 察 した(4,11).

DVDP　 14コ ア の粒 度 分売,溶 出成 分 の分 析 結 果 か ら,堆 積 物 の 堆 積 過 程 を 考 察 し,ま た,地 史 の 変 遷 を 検 討 した

(5,6).塩 湖 の生 成 過 程 を,起 源 水 と岩 石,堆 積 物 との イ オ ン交 換 反 応 で 説 明 す る こ とを 試 み た(7,12).

DVDPコ ァ,ド ライ バ レー の 水 系 等 の 化学 的特 徴 か ら,塩 起 因 に新 しい考 察 を行 っ た　(8).　 evaporites,　 secon-

dary　 mineralsのX線 回 折:こ よる 湖 水 の起 因 を 考察 し た(9).高 塩 水 の分 析 法 を ま とめ 提 案 した(10)・

2.現 地 調 査

鳥居 らは,1978年12、 月28日 か ら79年1月20日 ま で,主 とし て ラ イ ト谷 を 中心 とし て,上 記 の結 果 を再 考 察 す るに

必 等 な 試料 採 集 を 行 った 、 と くに,ラ ビ リン ス地 区 で1つ の塩 湖,3つ の淡 水湖 を調 査 し,同 地 域 の 塩 湖 の 塩 起 因

に つ い て,風 送塩 が大 き な因 子 で あ る こ とを検 討 し て い る.

また,ラ ビ リ ンス,ド ンフ ァン 池,　 NorthForkでdry　 drillingに よ る浅 層堆 積 試 料 を 採 集 して,X線 回 折 法

に よ る鉱物 の 同定,水 及 び過 塩 素 抽 出 試料 の化 学 分析 を行 っ て い る.こ れ は,DVDP試 料 が 循 環 水 を 使 用 した た

め,水 溶 成 分 の 分 布 に っ 、・て 検 討 が 困 難 で あ った の で,塩 起 因 の 考察 を さ ら に進 め る本 研 究 の た め実 施 した.試 料

に つ い て は 目下 分 析 中 で あ る.

そ の 他,昭 和 基 地 周 辺 で行 った 淡 水 湖 の 調 査結 果 を 再 検 討 し,風 選塩 機 構 を解 明す る と とも に,昭 和 基 地 の生 活

か ら くる環 境 変 化 を 求 め てい る.
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備 考1～10.DVDPセ ミ ナ ー に お い て 講 演 発 表

(5)生 理 生 態

ア 南極海の底棲動物の分類 ・生態学的研究

(研 究 代 表 者)堀 越 増 興(東 京 大 学 海 洋 研 究 所 教 授)

(所 内研 究 者)星 合 孝 男(教 授)

【研 究 成 果 】

1)ナ ン キ ョクバ イ とそ の 同 定 に っ い て

従 来 昭 和 基 地 海 域 で ㍉まい篭 ミ に よ り多 く採 集 され て 来 た 淡 色 中 型 の エ ゾバ イ 科(Buccinidae)の 巻 貝 は(別 添

pl.1,f.1～5),和 名 は ナ ンキ ョクバ イ と して 知 られ(星 合,1968),学 名 に はChlanidota　 denseculpta　 (Martens,

1885)が 当 て られ て 来 た が(星 野,1976;渡 辺,1977),最 近 星 合(1978)はNeobuccinum　 eatoniを 当 て た(星

合,1978).現 在 この よ うに2様 の 同 定 が な され て い るの で,こ れ を 明 らか に す る為 に,昭 和 基地 で採 集 され た ナ

ンキ ョクバ イ の 標 本,及 びSouth　 Georgia　 島で 採 集 され た　Ch　 densesculpta　 と思 わ れ る標 本 に っ い て研 究 し

た.

殻 の 外 形 は,Smith(1879)に 見 られ る螺 塔 の 高 い もの(pl.2,f.1)よ りも,Powell(1951)が 示 したSouth

Georgia島 産 のCh.　 densesculptaの 写 真(pl.2,f.4)に 似 て い る よ うに思 わ れ よ うが,後 者 に 同定 し得 る と思

わ れ る同 鳥 屋 の標 本 に つ い て み る と(Pl.1,f.6),は るか に小 型 で,毛 状 の殻 皮 を具 え,縫 帯 部 は 軸 唇 に 蔽 わ れ て

膀 孔 を 欠 く.一 方,　N.　eatoniと 異 名 同物 とされ る(Powell,1951参 照)　Strebel　 がGraham　 Landか ら得 たN.

Plaeclarum　 (pl.2,　 f.2)はSmithの 図 の もの よ りも外 形 が ナ ン キ ョクバ イの 細 めの 標 本 に良 く合 い,縫 帯 と軸 唇

滑 層 との 間 に狭 い膀 孔 が 明 瞭 に み られ る.　 Strebe1は 貝の 殼 口外 唇 が 反 転 して い ない の で,未 成 殻 と認 め られ,成

長 後 は体 層 が さ ら に膨 らむ 筈 であ る.昭 和 基 地 海 域 で 得 られ た 標 本 中 に 膨 み の 弱 い もの(Pl1,t.1,2)と,強 い

も の(f.3-5)の2型 が み られ るが,軟 体 部 よ り前 者 が 雄,後 者 が雌 で あ る こ とが 明 らか とな った.こ の よ うな雄

雌2型 は本 科 の種 類 には よ く知 られ て お り(千 葉,1941),Powellの い う　Ch.　 densesculpta　 の ミ大 きな 変 異性 ミ

は,多 分 この 雌 雄2型 に よ る もの で,彼 のfig.31,32は 雌fig.33は 雄 型(pl.2,f.4参 照)と 思 わ れ る.上 記 の

Strebe1の 貝 も雄 型 で あ ろ う.

昭 和 基 地 標 本 の 歯 舌 は(pl.3,f.1),従 来Thiele(1903)やEales(1923)が 報 告 し たN.eatoniの もの(Pl.

3,f・2,3)と 基 本 的 に 異 らな い もの で,こ れ をChlanidota　 属 各 種 の もの(Pl.3,f.4)と 比 較す る と,歯 尖 は 同

様 に3歯 尖 で あ るが,基 部 が 直 線 的 で,後 者 の 如 く轡 出 して い な い.ま た 側 歯外 側 の歯 尖 が幅 広 く,後 者 で はや や

細 長 い 傾 向 が み られ る.

ま た,蓋 の大 き さが,　Chlanidota　 の4種 で は 殻 口の 大 き さに比 して極 め て小 さ く,長 さ で24.6～34.%で あ るが

(別 添 表1),ナ ン キ ョ クバ イ で は54.3～75.O%(平 均 値66.0%,中 央 値68.8%)と な っ ては るか に大 きい.

以上 の よ うな理 由 か ら,昭 和 基 地 海 域 に多 産 す る ナ ン キ ョクパ イ は　Chlanidota属 の 種 で は な くて,　 Neobuc－
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c三num　 属 に 属 す る もの と考 え られ る.　N.　eatoniの 模 式 産 地 はKerguelen島 で,南 極 海域 に広 く分布 す る といわ

れ る が(Powell,1951),Smith(1879)の 図 で 見 る 限 りで は ナ ン キ ョクバ イ とはや や 異 な る感 が あ り,模 式標 本 を

検 討 す る必 要 が あ ろ う.　 N・　eatoniの 異 名 同 物 と さ れ る　N.　plaeclarum　 は昭 和 基地 の 貝 に近 く,模 式 産 地 は

Graham　 Landで あ る.一 般 に この 科 の 巻 貝 は 親 が 他 物 に 産 み つ け た 卵 嚢 か ら幼 貝 が 這 い 出 し,浮 遊 幼 生 を 欠 くの

で,散 布 能 力 が 著 し く低 く,地 方的 な種 の分 化 が 起 り易 い もの で あ るに も拘 わ ず,　N.　eatoni　 を 全 て 同一 とす る こ

とに は 疑 問 が あ る.し か し地 方 的 な 個体 群 で 区別 し得 る もの が あ るか 否 か は,現 在 の と ころ 資料 が 全 く欠 け て お り

不 明 で あ るか ら,こ こで は ナ ンキ ョクバ イ は 一 応N.　 eatoniに 同定 して 置 き,模 式 標 本 や 各 地 の標 本 を 将来 み た

上 で 決定 的 な結 論 を得 た い.

(2)南 極 海域 貝類 の 各種 別 の カ ー ド作 製

南 極 産 具類 の 同定 を容 易 にす る た め に,従 来 の 全 文 献 につ い て 種 毎 に 引 照,記 載,比 較,図 な どを1文 献1種 毎

に カー ドを 作製 す る こ とを企 て,現 在Smith(1902),Hedley(1916),Soot-Ryen(1951),Powell(1951)の

4文 献 に つ き,カ ー ド総 計405枚 を 作製 した.今 後 も 同様 の 方 法 で 継 続 し,完 成 後 は 貝 類 以 外 の ベ ン トス の他 の 分

類 群 に もお よぼす つ も りで あ り。
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Abb. 3422

 Ci) Buceinopsis 
       eatoni Smith, 1875 

 (=Neobuccinum  eatoni) 
    (After Weng, 1962,  p.  120                 fi

g.  3422) 
   Kerguelen
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   Neobuccinum plaeclarum Strebel, 

 ("=N. eatoni (Smith)") 

     (Strebel, 1908, PL. 3, fig. 38) 
            Graham Land
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      ..-..

 1-3) Cominella  densisculpta Martens, 1885 

 [Chlanidota densisculita (Martens)) 

      (Martens and Pleffer, 1886,  PL.  1,  fig.  3)
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 Chlanidota 

 densesculpta (Martens) 

  (Powell, 1951, PL. 8,               fi
g. 31-33) 
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①Neobuccinum　 "eatoni　 (Smith)"

歯 舌 昭 和 基 地 標 本

② 　 N.　 eafoni　 (Smith)　 歯 舌

(Eales,1923:P.29,fig.27)

鞍 篇翌 心窩 暢偽
い 為紗 惨瞬くv

④ 　 　 Chlanidola　 elongata　 (Lamy)　 Ch.　 signeyana　 Powe11
Ch.　 paucispiralis

　 　 　 　 　 　 Powell

v'

Ch.　 dencsculpta　 Ch.　kilosa　Powe11

　 　 　 　(Martens)(P
owell,1951,Fig.L.73～77)

③ 　 N.　 eatoni　 (Smith)　 歯 舌(Thi
ele,1903,P.19,fig.57)

⑤　 Ch.　signeya　 Powell.殻
口 の大 き さ と蓋 の

大 き さ の関 係

(殻 口 は直 交す る直 線 で 示 す)

(Powe11,1951,Fig.N.12)

⑥ 　 Neobuccinum　 　　
``ealoni　(Smith)"

殻 口 の大 き さ と蓋 の

大 き さ の関 係

(殻 口 は直 交 す る直 線 で 示 す)

昭 和 基 地 標 本
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表1.　 Neobuccinum属 及 び　Chlanidota　 属 に お け る蓋 の 大 き さの 殻 口の 大

き さに 対す る 長 さの比 率

Neobuccjnum Chlanidota

eatony vestita densesculpta Slgneya paucispirata

実 U浪 Powell,　 1951 実 測 Powell,　 1951 Powell,　 1951

54.3%,65.6タ6

68.8%,69.4タ5

75.096

30.3% 34.6%o 26.9% 27.8%

イ 南極大陸沿岸及びふじ往復航路における動植物プランク トンの分類 ・生態学的研究

(研究代表者)箕 田 嵩(北 海道大学 水産学 部教授)

(所内研究者)星 合孝男(教 授),福 地光 男(助 手)

(所外共同研究員)河 村章人(北 海道大学 水産学部 教授)

【研究成果】

毎年 「ふ じ」が実施す る南極大陸往復航路におけ る定常 海洋観測 は,南 極海 における生物過程 の諸現象を経年的

に追跡 し,そ の アノマ リーを知 る上で貴重な資料 と知見を提供す る.ま た,密 群氷,定 着氷海域 にお ける生物分布

の動態を把握す るためには 「ふ じ」の航海を除いて外 に研究手 段はない.特 に南極大陸沿岸～沖合の氷海域やその

縁辺部海域は,発 生 ・成長を しつつ深部 よ り上 昇移動 したナ ンキ ョクオキア ミ　 (Euphausia　 superba)　 のcalyp・

topis期 幼生が始 めて出現す る海域 であ り,そ の食環境 として同氷海域の植物 プ ラン ク トン相 は重要 なかかお りを

もってい る.バ イオ マス計画の実施 も近い現在,特 に機械的には測定 困難な生物的環境 の把握 とそ の長期変動 をモ

ニター とす る基礎的知見の蓄積は重要な課題のひ とつであ り,そ の一 環 として氷海域 における珪藻類の分布特性に

ついて模式化を試みた.

第17次 南極地域観測 に際 し,「 ふ じ」の往復航路において,南 極海域に含 まれ る計20点 か ら採取 され た海表面水

につ いて珪藻類 とそ の細胞分布密度を観察 した.珪 藻 プランク トンを含む試水の採取位 置は,浮 氷域 と そ の 周 辺

(67°39.OL68°14.1/S,34°41L39°00'E)並 びに沖合 水域(57°-68°S,33°-38°30'E)で あ る.本 研究 の対

象 水域 における水温,塩 分量等の水理条件は略 々-0.4° ～3.0℃,33.75～34.00%で あ り,4.0℃ を夏季南極収束

線 の指標 とすれ ば,全 調査地点がいおゆ る偏東風流の流域に含まれていた ことになる.

出現 した珪藻類 は中心 目9科12属31種,羽 状 目5科16属19種 の計50種 であ った.こ の海域 における1955年 来4度

のオ ビ号調 査では珪藻類92種 が見 出され,中88種 が浮游性の種 として報告 されている.注1),両 研究 にお ける出

現極 数の相違 は,用 いた材料の数量 と採水法 に対す る浮游懸濁物 とい った質的な違 いにその一 因がある.

観 察 され た珪藻類 プランク トン相 の特性は,細 胞数でみ ると中心 目に対す る羽状 目珪 藻類の相対 的分布量 が一部

海域 を除いて比較的沖合外洋性環境 において顕著であ ること,ま た浮 氷が卓越す る高緯度 氷海域 では特 にNavicula

属 が頻出す る羽 目状 の出現極数 の増加をみた こ とであ る.こ れに対 して,調 査地点中,最 も北方に位置す る3地 点

(56°～59°S)で は中心 目珪藻類 の極 数が多 く,こ うした海域が偏東風流域 とい うよ りもむ しろ次第に沖合外 洋性

水塊 としての ウェッデル海流 の反転南下流域 にあ るこ とを示唆 してい る.こ れ らの諸 関係を模式的に示す と図1の

如 くとな り,西 部イン ド洋セクターの氷海域 にお ける植物 プランク トン分布の特性 と考え られ る.以 上 はまた,南

極大 陸に近 接 した氷海域 とその周辺 にまたが る海域 では羽状 目に対す る中心 目珪藻類の出現種数の変動 が特定 の水

理 環境 を示す良好な指標 となる可能性 を示 してい る.

珪 藻類の種組成を出現 した細胞数(cells/L)か らみ ると,常 に1-2種 の優占種 が存在 してお り,　Fragilariosis

antarctica,　Corethron　 criophilum,　Chaetoceros　 concavicornis,　Dactyliosolen　antarcticus,　Nitjschia　spp.　Aster.
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図1イ ン ド洋 セクター(33°-35°E)の 南極海氷海域並 び

にその周辺海域 における珪藻類 の表層分布 と環境の シ

エマ(JARE,17次,1976.2)
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01ampra　 marylandica,　 Navicula　 spP.等 が 珪 藻 類 群 集 を代 表 す る もの で あ った.特 に　F.　antarctica,　 Cor.　criop--

hilum及 び　Ch.　 concavicornis　 の3種 は 氷 海 域 に お け る珪 藻 類 の 群 集 の 主 体 とな る もの で,中 心 目類 の後 二 者 は

群 氷 縁 辺 部 か ら外 洋 開水 面 なが ら も海 況 に よ って は 直 接 浮 氷 の 影 響 も考 え られ る海 域 に 集 中 して い た.こ の海 域 で

は表 層 水 の発 散 に とも な う南 極 中 深 層 水 の混 入 も考 え られ,さ ら に検 討 の 余 地 を残 す もの　Ch・　concavicornis　 -

Cor.　 criophilum　 2種 が 特定 水 塊 や 海 氷 の動 向 と密 な 関係 に あ る こ とは 明 らか で あ る.特 に,　 Cor.　 criophilumが

前 者 に比 べ て よ り高 緯 度 域 に 出現 す る傾 向は 太 平 洋 セ ク タ ーに お い て も認 め られ て お り,2注)こ れ ら2種 が 示 す

南 極 高 緯 度 海 域 にお け る水 塊 指 標 性 の 検 討 は 今後 の 研 究 課題 で あ る.

羽 状 目珪 藻 の一 種F・ 　antarcticaはE・ 　superba　 の代 表 的飼 料 で あ る.羽 状 目珪 藻 の分 布 特 性 は 高 緯 度 群 氷 域 で

Fragilaria　 -　 Navicula　 -　 Nitzshiaで 考 え られ る群 集 で あ る の に対 し,北 方 偏 りの 外 洋 開 水 面 で はFragilaria　 -

Nitzshia群 集 とな って い て,前 者 が 多 くのNavicula属 を含 む 群 集 構 造 の 多 様 性 を 示 す こ とか ら こ うした 群 集 組

成 が南 北 両 極 海 域 に共 通 し たice　 community注3-4),と して の性 格 が 顕 著 で あ る こ とが わ か った.

中 心 目珪 藻 の 諸 種 に 比 べ る と羽 状 目の 種 は 細 胞 体 積 で は 通常1/10～1/100に す ぎ な いか ら 注5),氷 海 域 に お

け る低 次 生 産 生 態 を 定 量 化 す る上 で は 細 胞 数 の 算 定 と同 時 に 出現 種 毎 の計 測 研 究 も併 せ す す め る必 要 が あ る.

注1)　 Kozlova,　 0.G.　 (1966)　 :　Diatoms　 of　the　lndian　 and　 Pacific　 secttors　 ot　the　Antarctic・ 　Acad・ 　Sci.

　 　 　 　 USSR,　 Inst.　OceanoL,　 Moscow,　 1964.　IPST,　 Jelusalem,　 1966,　 191P.

注2)　 Hasle,　 G.R.　 (1969)　 :　An　 analysis　 of　the　phytoPlankton　 of　the　Pacific　 Southern　 Ocean・ 　Hvalra-

detsSkr.,No.52,1-168.

注3)松 田 達 郎,星 合孝 男(1973):極 地 の 生 態,共 立 出版,東 京,109P.

注4)　 Kawamura,　 A.　(1967)　 :　Observatlons　 of　phytoplankton　 in　the　Arctic　 Ocean　 in　1964.　 lnf.　Bu11.

　 　 　 　 Planktol.　 Japan,　 Commem.　 No.　 Dr.　Y.　Matsue,　 71-89.

注5)注2)に 同 じ.
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(6)限 石

ア やまと阻石及び他の南極産限石の物性的研究

(研究代表者)永 田 武(所 長)

(所 内研究者)吉 田栄夫(教 授),矢 内桂 三(助 教授),船 木 実(助 手)

(所外共 同研究員)百 瀬寛一(信 州大学理学部助 教授)

河野 長(東 京大学 理学部助教授)

【研究成果】

順石 の磁気 的性 質を明らか にす る 目的で この研究は進め られてお り,本 年度は特にエイ コン ドライ トに主 目的 を

おいた.研 究 対象の限石はYamato-74136,-74097,-75032,-74450で あ る・

エイ コンドライ トは資料 数が少 な く,一 般 に残留磁気や飽和磁気は弱 く今 までほ とん ど研究 されていない.し か

し阻石母天体 の地 殻に相当す る部 分 と考 えられ てい る上か らも,そ の磁気的性質を 明らかにす ることは意義深い.

今年度 は主に熱磁 化曲線 と履歴 曲線か ら,磁 気粒子の種類 と性質,そ れに熱史を研究 した.ま た 自然残留磁気 の大

きさと安定性 を調 べる実験 も行 った.

使 用 した主な機器 は振動型岩 石磁 力計 と超 伝導岩石磁力計,そ れ に交流消磁器であ る.

Yamato_74136と 一74097は 　diogenite　と呼ばれ る阻石 で,こ れ らの阻石 と非常 に化学成 分の よく似 たdioge-

niteが 他 に10個 以上 同 じ地域か らみつか ってい る.解 析結果,こ れ らの阻石の磁性粒子は,ニ ッケル含有量の少

ないKamacite　 (α鉄)と,鉄 の酸化物 より成 るKamaciteの 量は0.05wt%以 下 と非常に少な く,ま た酸化鉄は

10-4Torrの 真空中で熱に対 し不安定であ る.こ れ らの熱磁化曲線は,す でに研究 された同種の阻石(74136,一

交流消磁 に対す るエイ コン ドライ トの残留磁気 の安定性
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6902,NAGATA1975)と はIst　run加 熱で 同 じ形 の熱磁化 曲線を示すが,冷 却す るとまった く異なった熱磁 化曲

線 を示す.こ の ことか ら,こ れ らの一連の阻石は複数の阻石シ ャワーに よって もた らされたか,同 一陽石シ ャワー

内で鉄 の酸化の度合が異 なっていた ことが推定 され る.

Yamato-75032は 上記 の もの とは違 う　diogen三te　で,磁 性粒 子はほ とん ど入っていない.こ の阻石の持つ 自然

残留磁気 の大 きさは,4.2×10-6emu/gmと 非常 に弱 いが,交 流消磁に対 して きわめて安定であ る.

Yamato　 -74450　 (eucrite)の 熱磁化 曲線は0.　06wt%～ 　Kamacite　 と少量 の鉄の酸化物 が含 まれ ている ことを

示 してい る.こ の阻石の持つ 自然残留磁気の大 きさは1.1×106emu/gmと 小 さいが,方 向強 さともきわ めて安

定であ る.

以上解析 した とお り,エ イ コン ドライ トは一般に弱いが安定な 自然残留磁気 を持ち,そ れは,　Kamaciteと 鉄 の

酸化物に由来す ることが判 明した.そ れゆえ,限 石形成時の太陽系の磁場強度 を推定す るには,エ イ コン ドライ ト

が良い実験材料 とな る.

図はYamato　 75032と74450の 自然残留磁気 の交流消磁 に対す る安定性 の様 子を示 した もので,-75032は74450

よ りもさらに安定な ことが判 る.

イ やまと阻石の鉱物学的 ・地球化学的研究

(研究 代表者)永 田 武(所 長)

(所内研究者)吉 田栄夫(教 授),矢 内桂 三(助 教授),船 木 実(助 手)

(所外 共同研究 員)八 木健三(北 星学 園大学文学部 教授),大 沼晃助(北 海道大学理学部講師)

大場与志 男(山 形大学理学部助 教授),島 誠,岡 田昭彦,矢 吹英雄(理 化学研究

所 研究 員)武 田 弘(東 京大学理学部助教授),小 沼直樹(筑 波大学化学系助教授)

【研究成果】

や ま と阻石 の詳細 な研究 を進 めるに当っては,ま ずその分類 にも とつ くカタログの作製が肝要であ る.こ の見地

か ら,我 々はい くつか の未分類 のや まとコン ドライ ト阻石 の分類を行い,ま た,矢 内 ら(1978)に よ りすでに分類

され ている数個 の限石につ いて も,分 類上 の検討 を行 った.ま た,こ れ らの試料 について,コ ン ドライ トの熱変成

作用及 び衝撃 変成作用 に関す る岩石学的記載 を行 った.

(1)分 類

矢 内ら(1978)や 松本 ら(1978)は コン ドライ ト阻石中の カンラン石,輝 石の組成の分布か ら,岩 石学的 タイプ

を決定 してい る.こ の方法は迅速であ り,ま た試料が少量で済む点で簡便であ るが,薄 片観察に より得 られ るタイ

プ とは必ず しも一致 しない.そ れ故や まと損石の岩石学的 タイ プを正確に決定す るためには,　 Van　 Schmus　 and

Wood(1967)の 基 準に より薄片観 察を行 うこ とが望 ましい .

したが って我 々は マ トリヅクスの再結 晶度,コ ン ドリュールの輪郭,輝 石の種類,斜 長石又はガ ラスの存 在等 の

特徴 に着 目して鏡下観察を行い,岩 石学的 タイ プを決定 した.化 学的 グル ープ は カンラン石の組成 をX線 的,光

学的に推定 し,　Van　Schmus　 (1969)の 図に基 いて決定 した.

この方法に よ り新たに決定 された コン ドライ ト阻石はつ ぎの如 くである.

H5:74609,6906(f)6908(h)

L6:74650,74663,6909(i)

この うち3個 のや まと69阻 石は吉田 ら(1971)に よ り採 集 されて以来,ま だ分類 が行 われ ていなか った もので あ

る.

また,つ ぎの試料 は配分量 が少な く,薄 片製 作が不 可能 であったため,カ ンラン石 の組成か ら化学的 グル ープの

みを決定 した.

H:74384,74389,74392,74409,74613,74620,74624,74633

L:75045,75051

さらに矢 内ら(1978)が すで に上述 の簡便法 で分類 した数個の阻石 につい て,薄 片 観 察を行 って検討 した とこ

ろ,
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本報告 矢内 ら

74001H5H4-5

74082H5H4

74445L6L6-5

74492H6H3-4

とな り,矢 内 らの タイ プの方がやや低 くな る傾向があ り,と くに74492で はタイプの差 がやや著 しいが,そ の原因

はい まの ところ不 明であ る.タ イ プ3の コン ドライ トは岩 石学 的,地 球化学 的研究 で最 も重要 であるので,矢 内ら

の方法で タイプ3と 決定 された阻石については,薄 片に よ り詳細な記載岩 石学 的検 討 と分類 を 行 う こ とが望 まし

い.

(2)熱 変成作用

や まとコン ドライ ト阻石の熱変成作用の程度を示す岩石学 的特 徴については,す でに我 々が報告 しているが,今

度 はつ ぎの2つ の知見にっいて報告 したい.

1はCaに 富む輝石の形態が熱変成作用の昇進 とともに変化す ることで,こ れ らの輝石 は コン ドリュ・・一ル中の ガ

ラスが結 晶化す るために生成 した ものであ る.2は コン ドリュールのタイプの相対的存在度で,こ れ も熱変成作用

の昇進 につれて変化 し,タ イ プ3で 最 も多い斑状 の コンドリュールが,タ イプ6で は稀になる.こ れ はガラスの結

晶化に基因す る.

(3)衝 撃変成作用

今回の試料では74445,6908に の著 しい衝撃変成 のあ とが見 られる.す なわ ち,黒 色 ガラス と溶融 した球頼状あ

るいは細脈状の トロイ ライ トよ りな る細脈が隅石を貫 くこ とが観察 され る.

この他に波動消光は多 くの鉱物 に認め られ る.

共 同研究者の小沼直樹 らは,「 コン ドル ール とマ トリックスの化学組成」を研究 し,次 の よ うな成果を得た.

(1)岩 石学的 タイ プ3の 普通 コン ドライ ト明石のNa/N比 は コン ドルール,マ トリックス 共 に 大 き く変わ

る.

(2)岩 石学的 タイ プ4～5の 普通 コン ドライ ト阻石のNa/N比 は,コ ン ドルール,マ トリックス共 に幅狭い

値を とる.

(3)こ の新 しい知見は,コ ン ドルールの起 源 と進化 を次 の ように示 唆す る.(a)熱 い ガスが急冷す るときの分別

濃縮に よる液滴 の形成,(b)液 滴 内部 における結 晶分化,(c)形 成 された コン ドルールの集積,(d)集 積 した

微惑星内部における熱 変成

(4)普 通 コン ドライ ト阻石のNa/Al比 は,地 球 と月のNa/N比 と大 き く異な り,こ の順石が地球の原料物

質でない ことを示唆す る.
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4.昭 和54年 度新規分 一覧表

究

野

研

分

超

高

層

物

理

学

気 象

地 学

82

研 究 課 題
研 究 代 表 者

氏 名 除 名1所 属

研究期間

(昭和)

人工衛 星テ レメ トリに よる極域

超 高層 の研究

衛星デー
松 浦 延 夫 タ解析

研究室長

郵政省

電波研究所

54～56

3年

南 極 ロケ ッ ト観測結 果に基ず く

極域電 離層F領 域 の研究
大 家 寛 教 授 東北大学理学部

54～56

3年

南極中層大気圏微量組成のライ

ダー観測に関する基礎研究
広 野 求 和 教 授 九州大学理学部

54～56

3年

南 極(昭 和基地)で のVLFア
クテ ィブ実験 の可能性について 鶴 田 浩一郎
の研究

東京大学
助 手 宇

宙航空研究所

54～56

3年

地磁 気AE　 index　の評価 と算

前 田
出

担 教 授 京都大学理学部
54～55

2年

ロケッ トに よるオ ーロラ粒子観

測及び粒子流入機構の研究
松 本 治 弥 教 授 神戸大学工学部

54～56

3年

低 ・高緯度におけ るPCタ イ プ
桑 島 正 幸

パル七 一シ ョンの比較研究

気象庁地磁気観測所
研究官

女満別出張所

54～56

3年

オ ーロラ粒子の加速 に伴 う自然

電波発生の メカニズムについ て 巻 田 和 男 講 師
の研究

オー ロラ帯 の電場 小 川 敏 雄 助教授 京都大学理学部
54～56

3年

極域 にお けるVLF波 動 にお よ

ぼすC層 の影響
長 野 勇 講 師 金沢大学工学部

54～56

3年

南極周極流の累年変化
HAROLD

　 SOLOMON

東海大学

海洋研究所

54～55

2年

南極地域火成活動の地球化学的
倉 沢

研究

主 任 通産省工業技術院

研究官 地質調査所

54～56

3年



研 究

分 野
研 究 課 題

研 究 代 表 者 研究期間

(昭和)氏 名 除 名 」 所 属

地 学
リモー トセ ンシ ングに よる氷床

及 びその周辺 の地 形解析
戸 谷 洋 教 授 東京都立大学理学部

54～56

3年

生 理

生 態

海氷中に生息する藻類をとりま

く環境条件の測定
青 田 昌 秋 助教授

北海道大学

低温科学研究所

54～55

2年

南極における土壌藻類の生態 秋 山 優 教 授 島根大学教育学部
54～56

3年

南極オングル島周辺露岩地域生

物相の生産力の比較研究
大 島 康 行 教 授 早稲田大学教育学部

54～56

3年

寒 冷

生 物

南極産アザラシ類の年令査定に

関する研究
粕 谷 俊 雄 助 手

東京大学

海洋研究所

54～56

3年

低温下の体力と運動能力 星 合 孝 男 教 授 国立極地研究所
54～56

3年

寒 地

工 学

極地建物のス ノウ ドリフ トと氷

床 上基地の恒久化に関す る研究
佐 藤 稔 雄 教 授 日本大学理工学部

54～56

3年

地 球

物 理

水温・氷温及び地中温度の定常

測定系の開発(改 良)
神 沼 克 伊 助教授 国立極地研究所

54～56

3年

3.科 学研 究費補 助金に よる研究

研 究i

種 別

研 究 課 題

(研究分担課題)

研 究 代 表 者 所内研究分担者 交付額
(分担
額)

課 題

番 号氏 名 隔1所 属 氏 名 臨
1

総合㈹ 南極産明石の地球科 永田 武

学的研究

特定(1)

特定(1)

一般⑲

南極産阻石の分類及 永田 武

び地球科学的研究

海氷を生活の場とす 星合 孝男

る生物群の生物生産

に関する研究

房総半島深海天然礁 内藤 靖彦
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研 究

種 目

研 究 課 題

(研究分担課題)氏

研 究 代 表 者 所内研究分担者

釧 網 所 属 氏 名隊
題

号

課

番

額
担
　

付
分
額

交
く

鵬(蟻辮 乗富 一雄 教授 秋田大学 永 田 武 所 長400,000302007

試 験 アザ ラシ類の歯に

よる年齢 と成長に
つ いての研究

水江 一 弘 教授 東京大学
海洋研究所

内藤 靖彦 助教授 600,000 386013

-

(1-1)陽 石

1.研 究種 目 ・課題番号

総合研究(A)・339024

2.研 究題 目

南極塵隠石の地球科学 的研究

3.研 究代 表者

国立極地研究 所長

4.研 究分 担者

東京大学(理)助 教授

神戸大学(理)助 手

秋田大学(鉱)教 授

北星学園大学(文)教 授

茨城大学(理)助 教授

長崎大学(教 養)教 授

東京大学(物 性研)教 授

同(理)教 授

大阪大学(教 養)教 授

同(理)講 師

筑波大学(化 学)助 教授

神戸大学(理)教 授

国立極地研究所教授

同 助教授

同 助手

同 助手

同 助手

研究経費

昭和52年度4,700千 円

研究成果

永 田

正

武

弘

道

博

三

雄

夫

健

稔

純

雄

樹

正

宏

三
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実
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木
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本

田

島

野

岡

沼

円

柱

喜
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内

脇

木

石

武

宮

加

八

池

松

本

小

岡

高

小

増

補

矢

森

鉛

白

5.

昭和53年 度5,000千 円(継 続)

6.

研究はすべて昨年度 よ り引 き継がれ,1)阻 石 カタログ作成のための岩石学的,化 学的手法 に よ る 分類学的研

究。2)電 磁気的性質の研究.3)宇 宙化学的,地 球化学的研究.4)岩 石学的,鉱 物 学的研究.5)雪 氷学的研

究が行われた.以 下それぞれの分野におけ る成果を略述す る.

① 限石 ヵタPグ 作成は,限 石落料資料を作成 し,主 に顕微鏡 によ り種類を決定 した.そ の結果,Eコ ン ドライ
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ト1個,Hコ ン ドライ ト45個,Lコ ン ドライ ト41個,LLコ ン ドライ ト3個,炭 素質領石4個,エ イ コン ドライ ト

42個,石 鉄損石1個 の精密な分類が行われた.ま た,肉 眼鑑定 に よる約300個 の簡易分類 も行われた.

②(1)エ イ コン ドライ トの磁気的性質を明 らかに した.そ の結 果弱いが安定な 自然残留磁気を持つ ことが判 り,

阻石形成時の太陽系磁場強度の検討を行 った.(2)明 石の溶融穀の もつ磁気の特微を明 らかに し,溶 融穀の薄い理 由

を説明 した.

③(1)陽 石の形成 年代 と地 球に落下 した年代 を推定 した.(2)希 ガスの同位体組成 や26Al,53Mgの 値を測定 した

結 果,宇 宙 線の二段階照射の例 がい くつかみつか った.

①(1)コ ン ドルール とマ トリックスの化学 組成 を調べ,月 と地 球は コン ドライ トの母天体 と異 な るこ とを明らか

に した.(2)コ ン ドライ ト中の金属鉄の化学組成 を調べ,順 石の冷却速度の推定 と,　 Ni含 有量 の変化す る理 由を説

明 した.(3)コ ンドライ トを融解実験 をや り,玄 武岩質 エイ コン ドライ トが,コ ン ドライ トの部分融解 に よって生 じ

た可能性 を示 した.(4)限 石の熱拡散率 と比熱の物理量を求めた.

⑤ アーラン限石氷原の限石 集積機構 を知 るため,阻 石氷厚の測量 を行 った.

7.研 究発表

1.第4回 南極阻石 シンポジウム(昭 和54年2月22日)

　 2.　 Memoirs　 of　National　Institute　of　Polar　Research

(1=2)陽 石

1.研 究種 目 ・課題番 号

特定 研究(1)・312129

2.研 究題 目

南 極産陽石の分類及び地球 科学的 研究

3.研 究代 表者

国立極地研究 所長 永 田

4.研 究分担者

東京大学(理)助 教授

神戸大学(理)助 手

茨城大学(理)助 教授

秋 田大学(鉱)教 授

同 助手

筑波大学(化 学)助 教授

長崎大学(教 養)教 授

国立極地研究所助教授

5.研 究経費

昭和53年 度30,000千 円

研究成果

武

弘

道

雄

博

治

樹

夫

正

幸

大

直

径

桂

田

本

田

納

枝

沼

本

内

武

宮

池

加

松

小

松

矢

6.

この研究 目的は,(1)極 地研究所に保管 されてい る1,300f固 余の南極産陽石を研究者に配分す るために各阻石の鉱

物 化学的デー タを求め,そ れに よって限石の分類作業をすすめ ること,(2)そ の成果を 「南極産限石 カタ ログ」 とし

て出版 し,本 研究分担老を含む全世界の研究 者が阻石の岩 石学,鉱 物学,宇 宙化学,物 性学,年 代学 な ど広範 な地

球科学研究の基礎 となす ことにあ る.

分類作業で もっとも基本 とな る化学組成 の定 量のため,X線 マイ クロアナライザー(JXA733型)を 導 入した.

本機 は微少部分分析の専用機で,分 析精 度が高いのみな らず照射電流の安定性がす ぐれてお り,ま た,反 射電 子像

に よ り,高 分解 能で試料 の組成 の不均 質性 を検 出で きる.従 って,阻 石中のオ リビンやパイ ロキシンの徴小 包有物

を避 けて分析す ることがで き,分 類精度を向上 させ るのに役立 ってい る.し か しながら,本 機のみでは,人 手 に頼

る作 業が多 く莫 大な人力 と時間を要 してお り,今 後 の研究能 率の向上のためには,コ ン ピューターに よる制御装置
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の 設 置 が望 まれ てい る.

研 究 分担 者 は,や ま と一74,一 一・75Pfi石の うち,と くに コン ドラ イ トの 分析 を行 い,更 に これ ま で に分 類 ず み とさ

れ て い た 阻 石 につ い て も再 検 討 し た.そ の結 果,少 量 の 試料 で 分類 され て い た角 レ キ岩 質 の 限石 につ い て は,片 寄

っ た結 論 が 出 され る可 能性 が 高 く,配 分 方 法 に つ い て重 要 な 問題 点 を提 起 し た.ま た,研 究 代 表 者 は,石 質 限石 の

磁 気 的 分類 を 行 い,C－ コ ン ドライ トを2つ の 群 に 分 け た.エ コ ン ドライ トにつ い て は,亜 群 に 分類 す る こ とは 困

難 で あ った が,ユ ー クラ イ トや ハ ワル ダ イ トは常 に一 定 の ム値 と ム(α)/ム 比 を示 す こ とが わか っ た ・

7.研 究 発 表

1.第4回 南極 順 石 シ ン ポ ジ ウム(昭 和54年2月22日)

　 　2.　 Memoirs　 of　National　 Institute　of　Polar　 Research　 Special　 Issue

(2=1)生 物

1.研 究種 目 ・課題番号

特定研究(1)・312128

2.研 究題 目

海氷 を生活の場 とす る生物群の生物生産に関す る研究

3.研 究代表者

国立極地研究所教授 星 合 孝 男

4.研 究分担者

東京大学(海 洋研)教 授

同 助教授

東京水産大学助教授

北海道大学(水)教 授

同 助教授

神戸大学(理)助 手

国立極地研究所助教授

同 助手

5.研 究経費

昭和53年度9,000千 円

研究成果

久

昭

嵩

人

治

彦

篤

章

永

靖

隆

敬

正

茂

本

野

田

村

橋

藤

村

丸

根

村

箕

河

高

内

谷

6.

本研究は,極 海に分布す る海氷を生活の場 とす る生物群の研究手段を開発す ることを 目的 とした ものであ る.海

氷の生物群集の基礎 とな る微小藻類群落は,極 海だけでな く,北海道のオホー ツク海沿岸に も見出す ことがで きる・

昭和54年2・3月 の結氷期 にサ ロマ湖において以下の実験を行 った.

藻類群落 の形成に必須で ある日射量の測定は,従 来殆ん ど行われていない.本 研究では,低 温 ・低照度下での長

時間 にわた る 日射量測定の システ ムを開発 した.防 水型波長別 日射計を,氷 厚45㎝ の海氷上 と海氷下に設置 し,2

月23～27日 の間,連 続測定 を行 い,概 ね 良 好 な結果 を得た.海 氷表面 の日射量の1.5%強 が海氷下に到達 してい

た.

海氷下 の動物 プランク トンの研究 は,適 当な採 集方法 がないままに放置 されてい る.筒 の前端 に電動 プロペ ラを

そして後端 にネ ッ トを取 りつ けた捕 集機 を作成 しテス トした.濾 水量 の定量 は今後の問題であ るが,少 くとも,定

性研究 には極 めて有効で ある.

同時に実 施 した流 向 ・流速 の測定 は,電 池の能 力が一1・5°Cの海 水中 でも発揮 され るか否かが問題であ った・現

在,記 録を処理 中であるがテープの巻 き取 りの状態か ら,良 好 な結果が予想 され る.

また,テ レメ トリーに よる大 型動物 の行動観 察のため,送 ・受信機 のテス トを行 った.即 ち,2・8Vリ チウム単

fi電池装着 パルス変調 送信機(出 力数mmW)及 び,2素 子指 向性 アンテナの性能 は次 のとお りであった.高 度

500m:8km,300m:5km,海 氷上:0.9kmア ンテ ナ方位誤差+15° ～30°.
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以上の実験 と平行 し,海 氷中の微 細藻類 の採 集,動 物 プラ ンク トンの,採 水器,ネ ッ トに よる採 集を行 った.サ

ンプルは追 って精査す る予定であ る.

(2・2)生 物

1.研 究種 目 ・課題番号

一般研究([))・366100

2.研 究題 目

房総半 島深海 天然 礁におけるキンメダイの生産機構 の研究

3.研 究代表者

国立極地研究所助教授 内 藤 靖 彦

4.研 究経費

450千 円

5.研 究成果

房総半島周辺の各漁港では,近 年のスル メイ カ漁業の不振か ら,キ ンメダイ漁業への依存 を 強 め ている.し か

し,キ ンメダイ漁場は勝浦沖天然礁のみで,漁 獲のイ ンパ ンク トが強 く資源にかか りつ つある.こ のためキンメダ

イの資源調査が早期 に実施 され る必要があ った.こ の研究では前述の観点か ら,① 各漁場におけ る水揚 資料 からの

CPUFの 年 ・季節 変動及 びその変動係数の把握 とそれに よる資源状況把握,② 漁獲物調査 と標識放流調査か らの

分布 ・移動の把握,③ 胃内容物調査か ら天然礁の生産機構の解 明を行 う.こ れ らの ことを 目的 として調査を行い次

の結果 を得た.

1.昭 和45年 か らの統計調査の結果例年3・5・12月 に漁獲の 山が 出現す るが,52年 以降3月 の ピークがみ られ

な くなった.こ れ は資源 の減少傾 向の兆 し とみ られ る.ま た,CPUEは51年 まで増大傾向にあ ったが・それ以後

減少傾 向にあるし,CPUEの 変動係数 も大 きい傾 向があ り,資 源の減少傾 向が見 られた.し か し,こ れ らは海況

に よる影 響 も大 き く,さ らに調査が必要であ る.

2.漁 獲 魚の体長組成 をみ る と,各 船毎 に偏 りがあ り,魚 は各体長組成群(年 級群)毎 に分散 してい る傾向があ

った.し か し,全 体的に小型 魚が多 く,体 長組成 モー ドは漁期 とともに大 き くな った.こ の ことか ら,今 まで言わ

れてい る南下成長 の移動 パターンが認 められ た.こ の点 にっ いては標識魚の再捕報告が期待 され る.

3.胃 内容物 は多 くの個体が ヒオ ドンエ ビ,チ ヒ ロエ ビ,ハ ダカイワシ類,エ ソ類 を捕食 してお り,こ れ らの餌

生物 の豊 富 さが漁場 形成 に大 きな意味を持つ こ とが判 明した.

4.研 究成果 の発表

(1)専 任及び客員教官の発表

ア 学会誌等による発表

部 門i題 目 陪 者(所 属 舗 降 名・巻 号・頁

地
球物

理
学

The　 Advancement　 of　 Scientific　 Re.

search　 as　 the　 Basis　 ot　 Antarctic

Development.

T.　 Nagata 53. EI　 desarrollo　 de　 la

Antarctica,　 70-131.

一

南 極 ・エ レバ ス 火山 の 活 動
一1976年11～12月 一

神沼 克伊 53.5 火 山,ii,23,139-140
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地

球

物

理

学

起

居

物

理

学

南極みずほ観測拠点での長周期地震計に 神沼 克伊
よる観測 西尾 文彦

53.5地 震,ii,31,229-230

Attenuation　 of　 selsmic　 waves　 in　 the

attershock　 region-A　 case　 of　 the　 Off

-lzu　 Peninsula　 Earthquake　 of　 1974 .

Kazuo　 Shibuya　 (Ge.

ophys.　 Inst.,　 the　 Univ.

of　 Tokyo,　 now　 at　 the

Natl,　 Inst,　 Polar　 Pes.)

53.7 J.　Phys.　 Easth　 127,　 in

press,1979.

南極 にお けるオゾン量 の変動 川 口 貞男 53.11電 離 圏研 究 会

(53年 度)72-76

関東地方 の深 さ150kmま でのP波 速度構 堀江
造 一 インヴ ァース法 による速度構造,渋 谷

電源要素,観 測点補正の 同時決定一

晶 子(東 大 ・理)54.1Zisin,Ser,2

和 雄32,11-23,1979

南極昭和基地で観測された氷霧 神沼 克伊54.3

羽 田敏夫(東 大 ・震研)
南 極 資 料65,135-148

Seismological　 Bulletin　 of　 Syowa　 Sta.

tion,　 Antarctica,　 1977.

K.　 Kaminuma 〃 JARE　 Data　 Repert

49.

Field-aligned　 currents　 in　 the　 South

polar　 cap　 and　 their　 relationship　 to

the　 interplanetary　 magnetic　 field

飯 島 健(東 大 ・理)53.

藤 井 良 －P
otemra　 Saflekos

(Johns　 Hopkins　 Univ.)

J.　Geophys.　 Res.　 83,

5595-5603

グ ラフィックデ ィスプ レイを用 いた会話

型スペ ク トル解析 システム
岩渕美代子 藤 井 良一53.12

内海 達郎
(フ ァコムハイ タック株)

南極資料62,29

昭和基地 におけるEXOS-A　 (極光)の 福西 浩 岩渕 美代 子
受信 芳 野 越夫(電 通大)

〃 〃 71

保
藤
　
分

久
伊
研
国 征(東 大 ・理)

ポーラカス プの沿磁力線電流 と惑星間空 藤井 良一
間磁場の関係(英 文)飯 島 健(東 大 ・理)

〃 〃 232

南 極 ロ ケ ッ トS-210-24,25号 機 に よ る

電 離 層 電 場 の 観 測

小川 俊夫,森 田 護

(京大 ・理)福
西 浩

松尾 敏郎(京 大 ・工)

芳野 越夫(電 通大)

〃 〃 252

南極気球に よる電場 とオー ロラX線 の観
測

小川 俊夫(京 大 ・理)
小玉 正弘(理 化研)
福西 浩
松尾 敏 郎(京 大 ・工)

芳野 越 夫(電 通大)

〃 〃 276

極光帯一 プラズ マポーズ領域 のULF波
動 の特性

254高

郎
一

㎡

㎡

告

゜

鍋
罵

,

,
　

く

,

u

治
躍

離
剥

大

地
油

露
髄
翻

〃64,127
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学

R.　 E.　 Horita　 (Dept.　 of

Physics.　 Univ.　 of　 Vlct・

oria)

ELF波 動のみず ほ一昭和基地 同時観測 佐藤 夏雄,福 西 浩

巻 田 和 男(東 大 ・理)

54.2南 極 資 料64,134

昭和基地一 アイスラン ド地磁気共役点観
測

佐藤 夏雄,勝 田 豊
鮎川 勝,福 西 浩
平沢 威 男

〃 〃 146

ISIS-1,2で 観 測 され たVLFソ
ーサ ー の特 性

尾崎 孝之,岩 瀬 政之
芳 野 赴夫(電 通大)
松尾 敏郎(京 大 ・工)
福 西 浩

〃 〃 167

EXOS-A搭 載プラズマ波観測 器 柴 田 喬(電 通大)
中村 良治

(東大 ・宇宙研)
芳 野 越夫(電 通大)
伊藤 冨造

(東大 ・宇宙研)

〃 〃 18

昭和基地 にお けるVLFエ ミッシ ョンの

地上 ・人工衛星 同時観測
一 ヒス とオー ロラ との関連(英 文)一

巻田 和男(東 大理)
福西 浩芳野 越夫(電 通大)

〃 〃 57

SSCに 伴 うVLFエ ミ ッシ ョン の特 性'林 幹 治,鶴 田浩 一 郎
一1977年9月21日 のSSCに 関 連 し

て一

国 分 征,小 口 高

(東 大 ・理)

渡 辺 富 也(Dept.　 o士

Geophysics,　 Un三v.　 of

British　 Columbia)

R.　 E.　 Horita　 (Dept.　 of

Physics,　 Univ.　 of　 Vic-

toria)

〃 〃 72

磁気 圏内のULF波 動 国分 征(東 大 ・理) 〃 〃 83

会話 型スペ ク トル解析 システム(CSA
P)に よる解 析一 みずほ昭和基地 での地

磁 気脈動 同時観測一(英 文)

岩渕美代子
佐藤 夏雄
福西 浩

〃 〃 111

ULF　 waves　 observed　 at

land　 conjugate　 pair

Syowa　 Ice－ 福 西 浩 54.3 IMS

　 proceedings.

Interaction　 between　 ELF-VLF　 emis－ 佐 藤 夏 雄

sions　 and　 magnetic　 pulsations.　 　 　 　 　 国 分 征(東 大 ・理)

〃 〃

共役点観測の将来計画 佐藤 夏雄 〃 南極資料64,92

南極衛星計画 福西 浩 〃 〃 102

Birkeland　 current 飯 島 健(東 大 ・理)

藤 井 良 －
Potemra　 (Johns.　 Hop-

kins　Univ.)

〃 IMS

　 proceedings・

Austral　 substorms　 during　 the　 IMS　 永 田 武

period　 observed　 by　 sounding　 rockets.

〃 〃

Distribution　 of　 alpine　 permafrost　 in

the　 northern　 hemisphere　 and　 its　rela.

tlon　 to　 alr　temperature・

Y.　 Fujii

K.　 Higuchi

(名 大 ・水 圏 研)

53.6　 Proceedings　 of　 Third　　　　　　
International　 Confer.

　 　 　 　 ence　 on　 Permafrost.

366-371

Possible　 causes　 of　 ice　 sheet　 thinning

ln　 the　 Mizuho　 Plateau.

S.　 Mae

Renj三Naruse

(北 大 ・低 温 研)

53.gNatme,273,No.5660,
291-92
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雪
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学

Meteorological　 Data　 at　 Mizuho　 Sta.

tion,　 Antarctica　 in　 1977-1978.

Y.　 Fujii

S.　 Kawaguchi

53.11 JARE　 Data　 Rep.,　 47,

(Meteorology),　 1-107.

Ice-coring　 Project　 at　Mizuho　 Station,

East　 Antarctica,　 1970-1975.

K.　 Kusunoki.

Y.　 Suzuki

(北 大 ・低 温 研)

53.12 Mem,　 Special　 Issue,　 10

Glaciological　 Studies　 at　 the　 Allan　 of

Hills　 during　 1978-79.

Tohn　 O.　 Annexstad

F.　 Nishio

54.3 Lunar　 Sience　 Confer.

ence,　 Proceeding.

Glaciological　 Research　 at　Mizuho　 Sta.

tion,　 Antarctica　 ln　 1977.

Y.　 Fujii 〃 JARE　 Data　 Rep.,　 48,

(Glaciology),　 1-196.

The　 vecent　 variation　 of　 ice　 sheet　 in

Mizuho　 Plateau.

S.　 Mae 〃 Mem,　 Spec.　 Issue,　 14.

Temperature　 profile　 in　 the　 bare　 ice

area　 near　 the　 Yamato　 Mountains

F.　 Nishio

S.　 Mae

〃 〃12,25-37.

南極明石集積機構の謎 西尾 文彦 〃 地 球259-265

氷床変動と温度分布 西尾 文彦 〃 53年 度 極地研

共同研究報告 書 「氷床 の
ダイナ ミックス」

月岩石及び阻石中の金属 永 田 武 日本 金属 学 会 会報

17-1,14-20

Apossible　 mechanism　 of　concentration　 永 田

of　 meteorites　 within　 the　 metor三te　 ice

field　 in　 Antarctica.

武 53.2 Mem.　 Spec.　 Issue　 8,

70-92.

Subblementary　 notes　 on　 the　 magnetic　 永 田

classification　 of　 stony　 meteorites.

武 〃 〃 233-239.

Magnetic　 properties　 of　 an　 iron　 mete－ 永 田

orite　 (Yamato-75032)　 and　 A　 pallasite

(Yamato-74044).

武 〃 〃 240-247.

Metallographic　 properties　 of　 Yamato

iron　 meteorite,　 Yamato-75032,　 and

stony_iron　 meteorlte,　 Yamato-74044.

R.　 M.　 Fisher,　 C.　 E.

Spangler,　 Jr.

T.　 Nagata

〃 〃 248-259.

A　 note　 on　 new　 Antarctic

or三tes

iron　 mete.　 R.　 M.　 Fisher,　 J.　1.

　　 　　 　　 　 Goldstein

　 　 　 　 　 　 　 T.　 Nagata

〃 〃 260-263.

南極の氷河とその消長 吉田 栄夫 〃 地 理23,74-83

The　 paleomagnetlc　 investigation　 of

Antarctica　 Paleomagnetism　 of　 Hut.

point　 Peninsula　 Valcanic　 sequence.

M.　 Funaki 53. Proceeding　 of　 the　 Flrse

Symposium　 of

　　 　　 　　 Geoscience

広島県三次市街地 における水害
一47 .7豪 雨災害調査報告2一

藤田 隆
(福岡大 ・人文)
本
脇
村
庭
竹
満

府
森
中
大
大
天
堤
(広島大 ・総

礼司(沖 縄 県庁)
喜一
誠 司(名 護市役所)
穣 治(藤 枝 東'高)
義 則(佐 世保工専)
富雄(国 泰 寺高)
正信

合)

53.12 水 利 科 学124,106-129

Antarctie　 geological　 map　 series,　 sheet

8,　Kjuka　 and　 Telen.　 Explanatory　 Text.

Y.　Nakai　 (愛 知 教 育 大)54.3

T.　Kapo　 (山 口大 ・理)

S.　Yoshikura

(高 知 大 ・理)

Antarctic　 geological

Map　 Series
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学
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学

寒
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生

物

学

寒

地

工

学

Antarctic　 geological　 map　 series,　 sheet

21,　 Cape　 Omega.　 Explanatory　 Text・

Magnetic　 Classification　 ot　 Antarctic

Stony　 Meteorites(皿1).

Natural　 Remanent　 Magnetization　 of

Antarctic　 Meteorites.

Magnetic　 properties　 of　 Yamato-7301

(j),-7305(k)and-7304(m)Chondrites

in　Comparison　 with　 Their　 Mineralo.

gical　 and　 Chemical　 Compositions.

Metal|ographic　 and　 Magnetic　 Proper.

ties　 of　 Allan　 Hills　 762　 1ron　 lCeteorite.

トラップ採集に よる昭和 基地の底生生物

Notes　 on　 the　 free-living　 mites　 in　 the

ice-free　 areas　 around　 Syowa　 Station

Adelie　 penguin　 rookeries　 ln　 the

Lutzow-Holm　 Bay　 area　 and　 relation

of　 rookery　 to　 algal　 biomass　 in　soil.

魚 と環境(東 京大学 公開講座一 魚一)

ゴマ フアザ ラシ類 を中心 とした海 獣類 の

近縁種の研究の諸 問題

Humpfack　 whales　 observed　 in　 the

continental　 shelf　 waters　 of　 Alaska

沿岸湧昇 とプランク トン

アザ ラシ類の水生適応 と繁殖適応

T.　Ishikawa　 (三 井 金属)

K.　Yanai

M.　 Suzuki

(広 島大 ・理)K
.　Moriwaki

T.　 Nagata

T.　 Nagata

T.　 Nagata

瓦
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研
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星合 孝男

Y.　Ohyama

T.　 Hoshiai

T.　 Matsuda

根 本 敬久(東大 ・海 洋研)

内藤 靖彦

T.　Nemoto

(東 大 ・海 洋 研)

根本 敬久
(東大 ・海 洋研)

瞬 靖彦
竜宮岬野外調査概要1978-1979

三次元浮遊骨組構造の周期応答

有限要素法による水中線状構造の応答解
析

緊 張 繋 留 プ ラ ッ トフ ォー ムの ス ナ ッ プ荷

重

T型 パイプ継手の歪詳細解析と疲労亀裂
発生寿命予測

神沼 克伊
仲井 豊(愛 知教大)

加納 隆
(山 口大 ・理)

吉倉 紳一
(高知大 ・理)

国見 利夫
(国土地理院)

吉田宏一郎
石川 邦照(東 大 ・工)

吉田宏一郎
米家 卓也
飯 田 国広(東 大 ・工)

吉田宏一郎
米家 卓也
岡 徳昭(東 大 ・工)

吉田宏一郎

乾 泰司,高 沢 誠

54.3

〃

〃

〃

〃

Antarctic　 geological

Map　 Series

Mem.　 Spec.　 Issue　 12,

223-237.

〃 238-249.

〃 250-269.

〃 270-282.

53・41ベ ン トス 研 艦 ・5/16

54.2

〃

Mem.　 Spec.

Issue,11,127-129.

〃140-152.

52・51鯨 大学出版会 ・65-2・6

52.10

52.10

53.2

53.3

53.9

53.6

53.12

〃

〃

哺 乳 類 科 学36,59-66

Sci.　 Rept.　 whalis　 Res,

Inst,30,245-247

沿 岸 海 洋 研 究 ノ ー ト
15(2),109-115

1海 洋 と生 物2・ ・-7

南 極 資 料62,99-120

日本 造 船 学 会 論 文 集

143,280-300

〃 194-204

〃 205-213

〃 362-370
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飯 田 国広(東 大 ・工)

イ プレプリン トによる発表

部 門

超
高
層
物
理
学

生
理
生
態
学

寒
地
工
学

題 目

Interaction　 between　 ELF-VLF　 Emissions　 and

Magnetic　 Pulsations;　 1.　Quasi-periodic　 ELF-VLF

Emissions　 and　 Pc　 3-4　 Mangnetic　 Pulsations　 and

their　 Geomagnetic　 Conjugacy.

Interactionbetween　 ELF-VLF　 Emissions　 and

Magnetic　 Pulsations;　 II.　 Regular　 Period　 ELF-

VLF　 Pulsations　 and　 thelr　 Geomagnetic　 Conjugacy.

Inteaction　 between　 ELF-VLF　 Emissions　 and

Magnetic　 Pulsations;　 III.　 Classification　 of　Quasi・

periodic　 ELF-VLF　 Emissions　 based　 on　 Frequency
-tlme　 Spectra .

Feeding　 behaviour　 of　 juvenile　 Notothenia　 ros-

sii　marmorata　 Fischer　 at　 South　 Georgia　 Sta.

tion.

Feeding　 behaviour　 related　 to　 tidal　 rhythm　 in

the　 young　 Trematomus　 borchgrevinki　 Boule.

nge「 ・

Japanese　 activities　 in　 the　 biology　 of　 Antarctic

fish

Fatigue　 Li±e　of　 Tubular　 Connections　 in　Offshore

Structures,　 Preprints(E)　 of　 the　 5th　 Internationl

Ocean　 Development　 Conference,　 1978,　 D2-67～

D2-76.

著 者(所 属)

N.　 Sato

S.　 Kokubun

N.　 Sato

S.　 Kokubun

N.　 Sato

H.　 Fukunishi

T.　 Hoshjai

T.　 Hoshia三

T.　 Hoshiai

K.　 Iida

K.　 Yoshida

発 表
年 月

54.5

〃

〃

53.9

54.1

〃

53.9

ウ 口頭による発表

部 門 題 目 発表者(所 属) 発表した学会等の
名称とその主催者

発 表
年 月

The　 upper　 crustal　 structure　 under

McMurdo　 Station,　 Antarctica,　 deduced

from　 blasts　 during　 nucleur　 power

Plant　 removal.

K.　KaminuMa 第3回DVDP53.6
セ ミナ ー

南極大陸の地球物理像 神沼 克伊 地学総合シ ンポジ ウム
153・9

地
南極大陸の隆起 藤

沼
木
浦

佐
神
鈴
松

良輔(東 大 ・理)
克伊

保典充宏(東 大
・理)

〃 〃

球

物

海底地震計による宮城県沖地震の余震観
測(1)

山田
松浦
谷本
浅田
村上

敏 彦,稲 谷 栄 己 地震学会

充宏,渋 谷 和雄

俊郎,平 田 直

敏(東 大 ・理)

栄 寿,.高 木 章雄

(東北大 ・理)

〃
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地
球
物
理
学

超

高

層

物

理

学

海底地震 計による宮域県沖地震の余震観
測(ll)一 青葉 山観測網で決め られた震源
位 置 との比較一

松浦 充宏,山 田 敏彦
渋 谷 和雄,稲 谷 栄 己
谷本 俊郎,平 田 値
伊藤 純一(東 大 ・理)

地震学会 53.10

南極大気の放射冷却 1川・ 朗 1気象学会
〃

南極 にお けるオ ゾン量の変動 1川・ 貞男 電醐 研究会(輸 研)IS3…

南半球の気温変動 川 口 貞男 気水圏 シンポジウム 53.12

Thermal　 History　 of　 Some　 Lunar

Materials　 and　 Chondritic　 Meteorltes　 -

Magnetic　 Metallography　 for　 Lunar

Materials　 and　 Meteorites.

Auroral　 hiss　 emlsslons　 の 総 合 観 測 結

果(1)

マ ニ トバ ライ ンに於 ける地磁気脈動の特

性I
PC-1脈 動の伝播 特性について

SSC(1977.Sept.21,21:45)
EFFECTS

T.　 Nagata

巻 田 和 男(東 大 ・理)
福西 浩
芳野 赴夫(電 通大)

林 幹 治,小 口 高

国 分 征,鶴 田 浩 一 郎

(東 大 ・理)

渡 辺 富 也(ブ リテ ィ ッ
シ ュ コ ロ ン ビ ア大)

R.　E.　Horita

(ヴ ィ ク ト リア 大)

'林 幹 治
,小 口 高

国 分 征,鶴 田 浩 一 郎

(東 大 ・理)渡 辺 富 也

(ブ リテ ィシ
ュ コ ロ ン ビ ア大)

R.　E.　Horita

(ヴ ィ ク ト リア 大)

第9同 月惑星会議
(NASA)

第63回日本地球電気磁気
学会

〃

〃

53.3

53.5

〃

〃

南極エ コン ドライ トの古磁気学 1畑 武
〃 〃

南極マ クマー ド基 地周辺 の古地磁気,そ
の1.

やま と74662炭 素質 明石 のNRM

「きょっ こう」 に よるプ ラズマ波 の観測
(速報)

静止 衛 星高 度 にお け る　 Substorm　 Sig-
nature

み ずほ一昭和 同時観測 に よるPc1脈 動
の緯度特性

第18次南極観測速報

高 緯度地方 にお けるVLFヒ ス,ソ ーサ
ー及びホイ ッスラーの発生領域

Cusp　 field-aligned　 current　 と　 IMF

と の 相 関

永田 武

永田 武
船木 実

柴 田 喬,芳 野 赴夫
(電通大)

中村 良治,伊 藤 冨造(東大
・宇 宙研)

国分 征(東 大 ・理)

野崎 憲朗(電 波研)
岩渕美代子,福 西 浩

川
上
谷

鮎
岩
外

勝
直幹(東 大 ・理)

健
(地磁気観測所)

尾崎 孝之,岩 瀬 政之
芳野 赴夫(電 通大)
福西 浩

藤 井 良一

飯 島 健(東 大 ・理)

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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超

高

層

物

理

学

S-3102号 機 によるオ ーロラ電子の観

測H

久保 治也(東 大 ・理)
伊藤 冨造

(東大 ・宇宙研)村
田 節夫

(三井1青報開発)
国分 征(東 大 ・理)

第63回日本地球電気磁気
学会

「

53.5

南極気球 に よる電場 とX線 の観測 小川 忠彦,小 玉 正弘
(理化研)

福 西 浩
松尾 敏 郎(京 大 ・工)

芳 野 赴夫(電 通大)

〃 〃

計算機 に よるULF波 動 のダイナ ミック
スベ ク トル解析 システム

岩渕美代子
佐藤夏雄,福 西 浩

〃 〃

地磁気脈動 とELF放 射(VD
－ 強度スペ ク トル,相 関係 数,位 相差

の時間変化一

佐藤 夏雄
国分 征(東 大 ・理)

〃 〃

昭和基地一 アイス ラン ド共役点観測(皿) 佐藤 夏雄,勝 田 豊
鮎川 勝,福 西 浩
平沢 威男

〃 〃

VLFヒ ース及 びコーラスの到来方向の

周波数依存性

鶴 田浩 一 郎

(東 大 ・宇 宙 研)

小 口 高,国 分 征

林 幹 治(東 大 ・理)

渡 辺 富 也(ブ リテ ッシ

ユコ ロ ン ビ ア大)
R.E.　 Horita　 (ヴ ィ ク ト

リア大)

IMSシ ンポジ ウム

(東大 ・宇宙研)

53.7

極光帯一 プラズマ ポーズ領域のULF波
動

林 幹 治,国 分 征

小 口 高(東 大 ・理)

鶴 田浩 一 郎

(東 大 ・宇 宙 研)渡 辺 富 也(
ブ リテ ィシ

ュ コ ロ ン ビ ア大)
R.　E.　Horita

(ヴ ィ ク ト リア大)

〃 〃

昭和基地一 アイスラン ド共役点観測 佐藤 夏雄,岩 渕美代子
福西 浩

〃 〃

第・8次隊による南極でのIMS観 測1魚 占川 勝1〃1〃

IMS資 料解析,現 状 と計画

東大 ステーシ ョン

国分 征(東 大 ・理) 〃 〃

データ蜥 の現状と計画1岩 渕美代子1〃1〃

粒 子観測か らみ た磁気圏 と電離層の カ ッ
プ リング

福西 浩 惑星プラズマ圏及び磁気
圏研究会

〃

木 星デカナー トル波Lバ ース トの起源 と
放 射機 構 との関連

今井 一雅,富 沢 一郎

馬 取 直哉,芳 野 赴夫
(電通大)

〃 〃

サブス トームの縫 過程 につい て1国 分 征(東 大 ・理)1〃 レ

南 極におけるオー ロラ とISIS観 測 デ
ータ との相 関

芳野 越夫(電 通大)福
西 浩

〃 〃

磁場計画1国 分 征(東 大 ・理)1〃{〃

Thermal　 history　 of　 lunar　 surface

materials　 and　 chondrltic　 meteorites.

永田 武 月 ・惑星シ ンポジ ウム
(東大 ・宇宙研)

〃
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Meteorite　 Magnetism　 (revlew),

石質明石熔融殻の自然残留磁気

南 極産Achondriteの 磁 気 的 性 質(1)

高 緯 度 地 方 にお け るVLFヒ ス,ソ ーサ
ー及 び ホ イ ッス ラ ーの 発 生 領 域(ll)

静止 衛 星 高 度 にお け る　 Substorm　 Sig-
nature-　 ll

Field-aligned　 currents　 in　the　 nightside

auroralzone　 :　The　 N-S　 Component　 of

transverse　 mognetic　 perturbation.

南極及 びアイス ラン ドにおけ るIMS観
測

ロ ー カ ル な オ ー ロ ラ　Expansion　 と

Pi-2

昭和一 アイスラ ンド同時観測 に よる高緯
度地磁気脈動 の共役性(1)

地磁気脈動 とELF放 射(W)

相関解析 とそ の共役性

極光帯及 び中低緯度 にお けるPc型 脈動
の特性の対比(1)

南極における中層大気の総合観測

高緯度地方にお けるVLFヒ スソーサ ー
及 びホイ ッス ラーの発生領域

Interaction　 between　 ELF-VLF　 Emis.

sions　 and　 Magnetic　 Pulsations;　 Corre-

1ation　 between　 Quasi-periodld　 ELF-V

LF　 Emiss三 〇ns　 and　 associated　 with　 Pc

3-4　 Magnetic　 pulsations.

VLF波 動に伴う粒子降下による地磁気
脈動の可能性

Field-aligned　 current　 の 季 節 変 化

EXOS-A衛 星 で 観測 され たVLFエ ミ ッ

シ ョン

南極圏における超高層人工衛星観測

|細 武

永田 武

永田 武
船木 実

岩瀬 政之,尾 崎 孝之
芳 野 越夫(電 通大)
佐藤 夏雄,福 西 浩

国分 征(東 大 ・理)

飯 島 健(東 大 ・理)

藤 井 良 －P
otemra　 (Johns　 Hop・

1(ins　Univ/APL)

藤井 良一

小 口 高,林 幹 治

国 分 征(東 大 ・理)

鶴 田浩 一 郎

(東 大 ・宇 宙 研)渡
辺 富 也(ブ リテ イ シ

ユ コ ロ ン ビア 大)
RE.　 Horita

(ヴ ィ ク トリア大)

岩渕美代子,佐 藤 夏雄
福西 浩

佐藤 夏雄
国分 征(東 大 ・理)

外谷 健,桑 島
河村 譜
(地磁気観測所)

福 西 浩,鮎 川

正幸

勝

福西 浩

芳野 越夫,尾 崎 孝之
岩瀬 政之(電 通大)
佐藤 夏雄,福 西 浩

佐藤 夏雄

国分 征(東 大 ・理)
佐藤 夏雄

藤井 良一飯島 健
(東大 ・理)

柴田 喬,芳 野 赴 夫
(電通大)中 村 良治

伊藤 冨造
(東大 ・宇 宙研)

芳野 越夫(電 通大)福
西 浩,佐 藤 夏雄

尾崎 孝之,岩 瀬 政之

月 ・惑 星 シンポ ジウム
(東 大 ・宇宙研)

第64回日本地球電気磁気
学会

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

電離圏研究会

磁気 圏プラズマ波動 に関

す るシ ンポジウム

〃

〃

極域におけ る電離圏磁気
圏総合観測シ ンポジウム

〃

〃

ls3・ ・

53.10

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

53.11

53.12

〃

〃

54.2

〃

〃
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(電通大)

ELF-VLF放 射の共役性 佐藤 夏雄,鮎 川 勝 極域における電離圏磁気 54.2

福西 浩 圏総合観測 シンポジウム

昭和基地一 アイス ラン ドでの地磁気脈動 福西 浩,岩 渕美代子 〃 〃

の共役性 佐藤 夏雄

南極における中層大気の観測計画 福西 浩 〃 〃

北極圏 にお ける 日 ・ス国際協 同バル ーン 鎌 田 哲夫,石 川 晴治 〃 〃

・ロ ケ ッ ト観 測 計 画 (名大 ・空電研)
小玉 正弘(理 化研)
伊藤 冨造
(東大 ・宇宙研)

福西 浩

昭和基地設置電算機 によるデータ処理 シ 藤 井 良一 〃 〃

ス テ ム

衛 星を利用 した極域 でのデータ収録 芳野 越夫(電 通大) 〃 〃

Brikeland　 current. 飯 島 健(東 大 ・理) MAGNETOS-PHERIC 54.3

藤井 良一 STUDY　 (lnternationa1

Potemra　 (Johns　 HoP一 Workshop)
kins　 Univ.)

Austral　 substorm　 during　 the　 IMS 永田 武 〃 〃

period　 observed　 by　 sounding　 rockets.

ULF　 waves　 observed　 at　 Syowa-Ice. 福西 浩 〃 〃

1and　 conjugate　 Pai「'

Interaction　 between　 ELF-VLF　 emis. 佐藤 夏雄 〃 〃

sions　 and　 magnetic　 pulsations. 国分 征(東 大 ・理)

Magnetic　 Properties　 and　 Paleointen. T.　 Nagats the　 Tenth　 Lunar　 and 54.3

sity　 of　 Achondrites　 in　 Comparison Planetary　 Science　 Conf.

wlth　 Those　 of　 Lunar　 Surface　 Rocks. (NASA)

Distribution　 of　 Alpine　 Permafrost　 il1 Y.　 Fujii Third　 Internationa1 53.7

the　 Northern　 Hemisphere　 and　 its　Re. K.　 Higuchi conference　 on　 Perma.

lation　 to　 Air　 Temperature. (名大 ・水圏研) frost.　 (Edmonton,

CANADA)

The　 basal　 sliding　 of　 a　 thinning　 ice　 S.　 Mae

sheet,　 Mizuho　 Plateau.

Dynamics　 on　 harge　 lce　 53.8

Masses.　 (lnternational

Glaciological　 Society)

1977年 の昭和基地周辺の海氷状況 楠 宏 1躰 雪氷学会 lS・ …

雪
ネパ ール ・ヒマラヤの山岳永久凍土域に 藤井 理行
お ける地湿特性

〃 〃

みずほ基地における氷床表面の昇華 ・凝 藤井 理行
結

〃 〃

みずほ基地における氷床表面の昇華・凝 藤井 理行
結

南極気水圏シ ンポジ ウム53.12
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西ネパールの地質構造 白石 和 行
在 田 一則(北 大 ・理)

林 大五郎(琉 球大 ・理)

日本地質学会 53.4

南極の地学研究の現状と課題 巨 田 栄夫1地 学協会融i5a5

Some　 characteristics　 of　 antarctic

coastal　 features

Y.　 Yoshida

K.　 Moriwaki

DVDPセ ミナ ー 皿 53.6

南極 の地形学的課題 と リュツォ ・オル ム
湾周辺の調査

吉田 栄夫 南極地学総 合シンポジウ
ム

53.9

歯髄 阻石1矢 内 桂三1〃 レ

やまと山脈北部の地質と岩石 睡 和行1〃1〃

昭和基地周辺の変成岩の岩石化学的研究 蟹沢 聡 史(東北大 ・理)
矢内 桂三

〃 〃

リ・ツ ・ ・ホル ム湾螂 の海底地形1森 脇 喜一1〃 レ

南極 の古地磁気
一その1一

船木 実
永田 武

〃 〃

繭 極の雪氷学的纈1前 論1〃1〃

1978-79年 度 阻石探査報告
一氷河調査にっいて一

西尾 文彦 第4回 南極 限石 シンポジ
ンム

54.2

石 質 限石 のFusion　 Crust残 留磁 気 永田 武 〃 〃

碩 阻石磁 気的頒(の}永 田 武1〃1〃

除石囎 磁気と原始太縣 磁場}細 武1〃1〃

1978-79年 度西南極限石探査報告
一 その1一

白石 和行
西尾 文彦
船木 実

〃 〃

Metallographic　 properties　 of　 Antarctic

Iron　 Meteorites.

R.　 M.　 Fisher,

(USス チ ー ル 研)T
.　Nagata

〃 〃

南 極 産Achondriteの 磁 気 的 性 質(2) 船木 実
永田 武

〃 〃

南極浮氷域縁におけ る植物 プ ランク トン 福地 光男
の分布 益塚 芳雄(北 大・水産)

星合 孝男

日本海洋学会昭和53年 度53.4

春季大会

南 極エン ダー ビーラン ド沖合 の動物 プラ 福地 光 男
ンク トン群の垂直 分布(予 報)

〃 〃

ふ じ船 上におけ る定常観測 に よる生物研 福地 光男

究
海洋生物 シンポジウム 53.9

基地観測による沿岸海域の研究 星合 孝男 〃 〃

南 極 リュッオ ・ホルム湾 内定着 氷下 の動
物 プ ラン ク トン群

サ ロマ湖海氷中の微小藻類 群集

海氷と生物群

福地 光男
星合 孝男

星合 孝男
福地 光男

星合 孝男

日本海洋学会昭和53年度
秋季大会

〃

シ ンポジウム ・沿 岸海洋

北海道の沿岸諸問題

〃

〃

53.10

97



寒

冷

生

物

学

南 極 リュ ツ ォ ・ホ ル ム湾 内 アデ リーペ ン

ギ ンの ル ッカ リー分 布 と植 生

現今の南極海洋生物研究の動向

南極昭和基地の植物

オホーツ ク海流氷域 におけるゴマフアザ
ラシ及 び クラカケアザ ラシの分布構造

ベー リング海及 び付近海域 に分布す るマ

イク ロネ ク トンの食性

松田 達郎
星合 孝男

松田 達郎

神田 啓史

内藤 靖彦

根 本 敬 久
(東大 ・海 洋研)

日本生態学会大会

海 洋生物 シンポジ ウム

日本植物学会第43回大会

哺乳類科学(動 物学関係
シ ンポジ ウム)

日本海洋学会秋期大会

53,4

53,9

〃

53.10

〃

(2)所 外の極地観測隊員等の学会誌等の発表

分 野

地

球

物

理

学

超

高

層

物

理

学

題 目 著 者
発 表
年 月 誌 名 ・巻 号 ・頁

Snow　 transport　 by　 katabat三cwlnds　 in

Mizuho　 Camp　 area,　 East　 Antarctica

Kobayashi,　 S.

(北 大 ・低 温 研)

53.4 J.　Meteoro1.　 Soc.　 Japan,

56(2),130-140

Some　 features　 o士the　 turbulent　 trans.

fer　 on　 the　 bare　 ice士ield　 near　 the　 Ya.

mato　 Mountains,　 East　 Antarctica

Kobayashi,　 S.

(北 大 ・低 温 研)

54.3 Mem.　 Spec.　 Issue,　 12,

9-18

第16次南極地域観測隊気象部門報告 酒井 重典,沖 政 進一・

召 田 成美,阪 本 孝広
(気象庁)

〃 南 極資 料,65,149-186

ISレ ーダーの原理 と極域電離圏の観測
について

深尾 昌一郎,加 藤 進
(京大 ・工)

〃 〃52-64

SSCに 伴 うVLFエ ミ ッシ ョンの 特 性
一1977年9月21日 のSSCに 関 連 して 一

林 幹 治,鶴 田浩 一 郎

(東 大 ・宇 宙 研)

国分 征,小 口 高

(東 大 ・理)

渡 辺 富 也(ブ リテ ィシ
ュ ・コ ロン ビア大)

R.　E.　Horita　 (ビ ク トリ

ア大)

54.2 〃64,72-82

極光帯一 プラズ マポーズ領域のULF波

動 の特性
林 幹 治,小 口 高
国 分 征(東 大 ・理)

鶴 田浩 一 郎

(東 大 ・宇 宙 研)渡

辺 富 也(ブ リテ ィシ
ュ ・コ ロン ビア大)
R.　E.　Horita　 (ビ ク トリ

ア大)

〃 〃127-133

Recent　 progress　 in　 observational　 stu-

dies　 of　 electric　 fields　 and　 currents　 in

the　 polar　 ionosphere:　 A　 review

Kamide,　 Y.

(京 都産 業 大 ・理)

54.1 〃63,61-231

MAPに っいて 加藤 進(京 大 ・工) 54.3 〃65,45-51

高 エ ネ ル ギ ー電 子 ビー ム放 出 に よる オ 一
口 ラシ ュ ミュレ ー シ ョン実 験

河島 信樹,佐 々木 進
金子 修

(東大 ・宇 宙研)

54.1 〃63,42-52

Antarctic　 rocket　 experlments　 on　 wave

particle　 interacti・n

Kimura,　 1.

(京 大 ・工)

54.3 Proc.　 Int.　 WorkshoP

Selected　 Topics　 Mag.

11etos.　 Physics,　 Tokyo,

262

南極・ケ・噸 測緬 木村 盤根(献 ・エ)1〃1鞭 資料鏑8・-86
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Characterist三cs　 of　 a　dipole　 and　 a　loop

antenna　 for　 plasma　 waves　 observed

by　 the　 S-310JA-1　 rocket

Kimura,　 1.,　Matsuo,　 T.

Doi,　 T・　(京 大 ・工)

オー ロラに伴 う電離圏波動の研究 北 村 泰一(九 大 ・理)

(計画)小 川 徹(京 大 ・工)

バ ルーンの将来計画

54.2

54.3

μ・玉 正弘(理 化研一 〃

磁気圏内のULF波 動
国 分 征(東 大 ・理)1故 ・2

S-310JA-2号 機 に よ る降 下 電 子 の 観 測 保
藤

分

久
伊

国

治 也,村 田 節夫
富造
(東大 ・宇宙研)
征(東 大 ・理)

Wave　 characterlstics　 of　 magnetic　 Pi　2

pulsatjons三n　 the　 auroral　 region-Spect
-ral　 and　 polarization　 studies

Kuwashima,　 M.

(地 磁 気 観)

54.1

53.11

A　 model　 of　 magnetic　 Pi　 2　 pulsations

based　 on　 a　 ULF　 observation　 from

high　 to　 middle　 latltudes

Kuwashima,　 M.

(地 磁 気 観)

54.3

極光帯におけ るPi脈 動 と関連現象 鴎 正幸(繊 気働 〃
VLF-LF　 hiss　 emissions

with　 aurora

associated　 Makita,K・(東 大 ・理)53.11

Auroral　 hiss　 observations　 both　 on　 the

ground　 and　 the　 satellite-estimatlons　 of

the　 generation　 region　 and　 the　 propa.

gation　 path

Makita,　 K.　 (東 大 ・理)54.3

S-310-2で 観 測 され たVLFヒ ス の 特性 松尾 敏郎,木 村 磐根54.2
(京大 ・工)・ 鎌田啓夫
(名大 ・空電研)

極域 電離層の構造(Review) 隊商延夫(電 波研)

南 極 資 料,64,42-49

〃65,75-80

〃 113-118

〃64,83-79

〃63,17-28

Mem.　 Natl　 Inst.　 Polar

Res.,Ser.A,15,79.

Proc・ 　 Int.　 Workshop

Selected　 Topics

Magnetos.　 Physlcs,

Tokyo,　 99

南 極資 料,64,100-110

Ph.　 D.　 Thesis,　 Univ.

Tokyo

Proc・ 　 Int.　 Workshop

Selected　 Topics

Magnetos.　 Physlcs

Tokyo,　 227

南 極資 料,64,50-56

陣 ・31

ロケッ トに よる極域電離層 プラズマの じ 森 弘隆,小 川 忠彦

よう乱 の観 測 宮崎 茂(電 波研)

〃

Annual　 var三ation　 of　 the　 geomagnetic

field　 in　 polar　 regions

Nagai,　 T.

(地 磁気 観)F
ukushima,　 N.

(東 大 ・理)

54.1

メ ソゾンデの将来計画 中村純 二(東 大 ・教養)
前田 担(京 大 ・理)

54.3

S-500型 ロ ケ ッ ト計 画 野村 民 也,松 尾 弘毅

雛 田 元紀
(東大 ・宇 宙研)

〃

Electron　 density　 andtemperature　 pro.

files　 in　 the　 Antarctic　 auroral　 iono.

sphere　 observed　 by　 sounding　 rockets

且.鞠10N
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電
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く

53.3

ロケッ ト観測 で得 られた極域電離層 の電 小川 忠 彦,森 弘隆54.3

子密度 ・温度 プ ロフ ァイル 宮崎 茂(電 波研)

Observations　 of　 rapid　 auroral　 fluctua-

tions

Oguti,　 T.　 (東 大 ・理) 53.12

電離 圏 ・磁気 圏にお る波動粒子相互作用 大家 寛(東 北大 ・理)54.2

〃65,1-14

〃 36-44

〃63,298-310

〃65,65-74

〃 87-91

J.　Radio　 Res.　 Lab.,　 25

(116),73-94

南 極 資 料,65,15-27

J.　Geomagn.　 Geoelectr.,

30(4),229-314

南 極 資 料,64,1-17
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南極 ロケ ットS-310-1,2号 機に よる高
周波帯電波放射の観測－PWHの 観測結

果

大家 寛,宮 岡 宏
(東北大 ・理)

宮武 貞夫(電 通大)

54.2 南 極 資料,64,30-41

南極 ロケ ットに よるオー ロラ帯降下電子
の観測

谷
内
井

奥
竹
今

晶子,和 田 雅美54.1
- ,小 玉 正弘喬

(理化学研)

〃63,29-41

超

Riometer　 records　 of　 30　 MHz　 cosmic

noise　 at　 Syowa　 Station,　 Antarctica　 in

1977

馬脚
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蜥
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53.11　 JAREDataRep.,46,

82

東京 一昭和基地回線 にお けるJJY
10　MHz波 の伝搬特性

354郎

旦
一
紀

崎
宮

山
小

敏
功
　

英

研波

内

電

杉
城
く

〃65,119-134

物

寺沢 敏 夫
(東大 ・宇 宙研)

理

ロケ ットに よる磁場 観測 巌山背

　

,

工

雄

一
・

文

誠
大海

山
松
東

遠
小
く

〃 〃 291-297

学
オ ーロラ電子観測資料処理 田

井
玉

和
今
小

雅美,奥 谷 晶子54.1
喬,竹 内 一

正弘(理 化研)

南 極 資 料,63,53-60

昭 和 基 地 で 受 信 したISIS衛 星 に よ る
VLFソ ーサ ーのAttenuation　 Bandと

電 場

渡辺 成昭,恩 藤
中村 義勝,村 上
(電波研)

忠 典54.2

利 光

〃64,159-176

南極観測の20年 芳野 越夫(電 通大) 53.10電 子通 信 学 会 誌,61(10),
1054-1063

連続加圧内一軸試験機による南極氷床深 東 晃,庄 子 仁 54.1 応 用 物 理,48(1),41-47

部氷の静水圧下における力学試験 (北大 ・工)

雪
Extinction　 coefficient　 of　 light　 of　 cores

drilled　 at　 Mizuho　 Station,　 East　 Ant.

Kamioka,　 S.

Kuroiwa,　 D.

53.12 Mem.　 Spec.　 Issue,　 10,

124-130

arctica (北大 ・低温研)

Factors　 controlling　 oxgen　 isotopic Kato,　 K. 53.3 Nature,272 ,46-48
composition　 of　 fallen　 snow　 ln　Antarc. (名大 ・水圏研)
tica

氷
The　 electrical　 behaviors　 of　 Antarctic Maeno,　 N. 53.12 Mem.　 Spec.　 Issue,　 10,

ice　 drllled　 at　 Mizuho　 Station,　 East (北大 ・低温研) 77-94

Antarctica

Measurements　 o士air　 permeability　 and Maeno,　 N,　 Narjta,　 H. 〃 〃62-76

elastic　 modulus　 ot　 snow　 and　 firn　 dril1. Araoka,　 K.

学 ed　 at　 Mizuho　 Station,　 East　 Antarctica (北大 ・低温研)

南 極の氷を焼 き物 とみ る 前野 紀一 53.8 セ ラ ミ ッ ク ス,13(8),

(北大 ・低温研) 663-669
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雪

氷

学

地

学

氷の焼 き物 一南極の氷 前野 紀一,成 田 英器

(北大 ・低温研)

53.12 自然,33(12),86-96

Internal　 friction　 of　 Antarctic　 Mizuho

iCe　 COreS　 at　 lOW　 freqUenCy

Nakamura,　 T.

Abe,0.(国 立 防 災 科 学

技 術 セ ン タ ー)

〃 Mem.　 Spec.　 Issue,　 10,

102-113

Structural　 characteristics　 of　 firn　 and

ice　 cores　 drilled　 at　 Mizuho　 Station,

East　 Antarctica

Narita,　 H.,　 Maeno,　 N.

Nakawo,　 M.

(北 大 ・低 温 研)

〃 〃48-61

Studies　 on　 the　 ice　 sheet　 flow　 and

local　 mass　 budget　 in　 Mizuho　 Plateau,

Antarctica

Naruse,　 R.

(北 大 ・低 温 研)

54.3 Contrjb.　 Inst.　 Low

Temp.　 Sci.,　 Hokkaido

Univ.,Ser.A,28,1-54

Dynamical　 features　 of　 the　 Meteorite

Field,　 Antarctica

Naruse,　 R.

(北 大 ・低 温 研)

〃 Mem.　 Spec.　 Issue,　 12,

19-24

Stress-strain　 test　 of　 ice　 core　 drilled

at　 Mizuho　 Stat三 〇n,　East　 Antarctica

Shoji,　H.(北 大 ・工) 53.12 Mem.　 Spec.　 Issue,　 10,

95-101

X-ray　 diffraction　 topographic　 studies

of　 Antarctic　 deep　 core　 ice

Shoji,　 H.

Higashl,　 A.

(北 大 ・工)

〃 Jap.　 J.　Appl.

Phys.,17(6),

993-1001

Outline　 of　 drilling　 operatlon　 at　 Mi.

zuho　 Station

Suzuki,　 Y.

Takizawa,　 T.

(北 大 ・低 温 研)

〃 Mem.　 Spec.　 Issue,　 10,

1-24

昭和基地周辺 の海氷 について1 差土 正暁

(北大 ・低温研)

53.3 低 温 科学 物 理 篇,35,
281-286

Stratigraphic　 analyses　 of　 f三rn　 and　 ice

at　 Mizuho　 Station

Watanabe,　 0.,　Kato,　 K.

(名 大 水 圏研)S
atow,　 K.　(長 岡工 専)

Okuhira,　 F.

(岐 阜 県 公害 研)

53.12 Mem.　 Spec.　 Issue,　 10,

25-47

Anisotropy　 of　 ultrasonic　 wavevelocit.

ies　 in　 Mizuho　 cores

Yamada,　 T.

(北 大 ・低 温 研)

〃 〃114-123

南極磁気図の作成 春山 仁(国 土地理院) 53.5 地 学 雑 誌,87(5),
260-270

Petro|ogy　 of　 the　 Yamato-74191　 chond・

rite

Ikeda,Y.(茨 城大 ・理)

Takeda,　 H.

(東 大 ・理)

54.3 Mem.　 Spec.　 Issue,　 12,

38-58

K-Ar　 ages　 ot　 Yamato-74　 meteorites Kamaguchi,　 A.

Okano,　 J.　(阪 大 ・理)

〃 〃178-185

40Ar-3gAr　 age .studies　 of　 four　 Ya-
mato-74　 meteorltes

Kaneoka,　 1.,　Ozima,　 M.

Yanagisawa,　 M.

(東 大 ・理)

〃 〃186-206

Petrological　 studies　 on　 chondrules　 in

Yamato-74　 meteo「ites

Kimura,　 M.,　 Yagi,　 K.

Onuma,　 K.

(北 大 ・理)

〃 〃114-133

Antarctic　 saline　 lakes-Stable　 isotopic

ratios,　 chemical　 compositions　 and

evolution

Nlatsubaya,　 0.,　 Sakai,

H.(岡 山 大 ・温 泉 研)

Torii,　 T.　 (千 葉 工 大)

Buston,　 H.

Kerny,　 K.

53.12 Geochim.　 Cosmochim.

Acta,43,7-25
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地

学

生

理

生

態

学

A　 classiflcation　 of　 the　 Yamato-75 Matsumoto,　 Y. 54.3 Mem.　 Spec.　 Issue,　 12,

chondr三tes　 based　 on　 chem≡cal　 compo・

sition　 of　 olivines　 and　 pyroxenes
(山 口大 ・理)H
ayashi,　 M.　 (九 大 ・理)

72-81

Mlyamoto,　 M.

(神戸大 ・理)
Takeda,　 H.　(東 大 ・理)

Yanai,　 K.

Mineralogical　 examination　 of　 the

Allan　 Hills　 No.5　 meteorite

Miyamoto,　 M.

(神 戸 大 ・理)T

akeda,　 H,　 (東 大 ・理)

Yanai,　 K.

Haramura,　 H.

(東 大 ・理)

〃 〃 59-71

Rare　 gas　 studies　 of　 Antarctic

orites

mete-　 Nagao,K.(岡 山 理 科 大)

　　　　 Takaoka,　 N.

(山 形 大 ・理)

〃 〃 207-222

Yamato-694　 meteorite:　 Chemical　 com.

position　 of　 silicate　 minerals　 and　 pe・

trographic　 nature

Okada,　 A.

Shima,　 M.(理 化 研)

〃 〃 109-113

Mineralogical　 examination　 of　 the　 Ya.

mato-75　 achondr三tes　 and　 their　 layered

crust　 mode1

　理　

　

大

理
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〃 〃 82-108

Tectonics　 and　 petrology　 of　 charnock.

ites　 around　 LUtzow-Holmbukta,　 East

Antarctica

Yoshida,　 M.　 (阪 大 ・理)53.3 J.　Geosci.,　 Osaka　 Univ.,

21(6),65-152

Notes　 on　 some　 fishes　 associated　 with

the　 Antarctic　 kri1L　 I.　 Ne()pagetoψsis

ionah　 Nybelin

Abe,　 T.

(東 大 総 合研 究 資 料 館)S
uzuki,　 M.

(東 海 区 水産 研)

53.9 南 極 資 料,62,23-28

Some　 ecological　 and　 taxonomic　 obser.

vations　 on　 the　 colored　 snow　 algae　 foun

in　 Rumpa　 and　 Skarvsnes,　 Antarctica

Akiyama,　 M.

(島 根 大 ・教)

54.2 Mem.　 Spec.　 Issue,　 M,

27-34

Ecology　 of　terrestrial　 plants　 in　 the

Antarctic　 with　 particular　 reference　 to

bryophytes

Ando,　 H.　(広 大 ・理) 〃 〃 81-103

Annual　 change　 of　 individual　 numbers

and　 nest　 sites　 of　 the　 marked　 Ad61ie

penguins　 in　 the　 Ongulkalven　 rookery

Aoyanagi,　 M.

(筑 波 大 附 属 盲 学 校)

〃 〃 130-139
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Freshwater　 algae　 from　 Yukidori　 Zawa,　 Hirano,　 M.

near　 Syowa　 Station,　 Antarctica　 (梅 花 短 期 大)
54.2　 Mem.　 Spec.　 Issue,　 11,

1-26

生

理

生

態

学

Additional　 notes　 on　 lichens　 of　 the

Prince　 Olav　 Coast,　 Antarctica

Kashiwadani,　 H.

(国 科 博)

〃 〃42-46

On　 the　 variation　 of　 leaf　 characters　 o士

an　 Antarctic　 moss,　 Bぴ μηz纐co刀 η改z〃 π

Nakanishi,　 S.

(神 戸 大 ・教)

〃 〃45-57

Ataxonomic　 review　 of　 the　 genus

Bτyμ 〃z,　Musc三in　 Antarctica
Ochi,　 H.　(鳥 取 大 ・教) 〃 〃70-80

On　 the　 microfauna　 of　 the　 Antarctic

region.　 III.　 ]Mlcrobiota　 of　 the　 terres.

trial　 interStiCeS

Sudzuki,　 M.　 (日 大) 〃 〃104-126

Photosynthetic　 nature　 and　 prlmary

productivity　 ot　 Antarctic　 freshwater

phyt・plankton

Tominaga,　 H.

(名 大 ・水 圏 研)

52.10 Jap.　 J.　Limno.,　 38,

122-130

Isolation　 and　 culture　 of　Antarctic　 dia.

tomsfrom　 the　 saline　 lakes　 in　 the

S6ya　 Coast,　 East　 Antarctica

Watanuki,　 T.

(神 奈 川 県 衛 生 研)

54.2 Mem.　 Spec.　 Issue,　 11,

35-41

昭和基地周辺のアザラシ とペ ンギ ンの生
体 内重 金属 とPCB(分 析)

戸 山 辰朗(広 大 ・医) 〃 広 島医 学,32(1),50-53

寒

地

工

学

シ ャボ ン玉 に よる流 れの可視化 と昭和基
地 周辺の雪 の吹 きだま り

佐藤 稔 雄 ・半貫 敏夫
(日大 ・理工)

53.9 南 極資 料,62,1-22

砕 氷艦 「ふ じ」の氷海航行 と軸系耐 水強
度について

佐 々木 寛(日 本鋼管)
矢吹 捷一(三 井造船)
佐藤 守(日 本鋼管)

〃 日本 船 用 機 関 学 会 誌,

13(9),108-117

砕氷艦 「ふじ」の氷海域行動調査 植田 靖夫 ・竹沢 節雄
(船舶技研)

52.5 船 舶 技 研報 告,14(3),
157-197

一
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5.研 究 談 話 会

昭和53年 度

開 催 期 日1講 縫(所 属)1演 題

昭和53年
4月4日 船木 実 1977-78マ クマ ー ド隊 の報 告

5月2日 楠 宏 第18次南極越冬隊の活動

5月31日 内藤 靖彦 北大平洋アザラン類の繁殖と系統進化

6月14日 森脇 喜一 第18次 越冬隊地理部 門報告

1)オ メガ岬 の調査

2)リ ュツ ォ ・ホルム湾の海底地形調査

6月28日 芳野 越夫(電 通大) 1980年 代 の衛 星観測

7月12日 神沼 克伊 1)竜 宮岬調査 と重力測定

2)宮 城沖地震の被害 につい て

7月26日 神田 啓史 東南極の蘇類 一分類的展望一

9月13日 村山 雅美 北極 さまざま

10月11日 谷村 篤

楠 宏

南 大 洋 動 物 プ ラ ン ク トンの 紹 介

映 画"Antarctic　 Sea　 Ice　Growth　 and　 Decay　 1973-74"　 の

紹 介

10月25日 R・ederer　 (ア ラス カ大) Research　 at　 the　 geophysical　 Institute.

11月8日 福地 光男 海洋生物定常観測に よる植物 プランク トン現存量

11月29日 渋谷 和雄 1974年 伊豆半島沖地震の余震域について

12月13日 永田 武 The　 Primodial　 Magnetic　 Field　 of　 the　 early　 Solar　 System

viewed　 from　 Meteorite　 Magnetism.

12月19日
M.　 D.　 Fuller

(カ ル フ ォ ル ニ ア 大)
(古地磁気,磁 場逆 転の話)

12月20日 田中 正之(東 北大) 大気中における二酸化炭素の変動と循環

昭和54年
2月7日 兼平慶一郎(千 葉大) 鉱物資源の将来と南極の鉱物資源
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開 催 期 日

2月28日

講演者(所 属)

E.　Ungstrup

(デ ンマ ー ク宇 宙 研)

演 題

Heating　 of　 Ion　 in　the　 Magnetosphere　 by　 Electrostatic　 Ion.

cyclotron　 Waves.

(注)所 属 のない者 は,当 研究所の教官であ る。

6.研 究 所主 催 の シ ン ポ ジ ウ ム

名 称 第3回 ドライバ レー掘削計画セミナー

開 催 日 昭和53年6月5日(月)～10日(土)

場 所 東条会館

概 要

1972～73年 夏期か ら,1975～76年 夏期にわた り実施 された南極マ クー ド地域 での,ド ライバ レー掘削計画にっい

ての第3回 セ ミナーが,日 本学術 振興 会 日米科学協 力セ ミナー として行われ た.こ れ は1974年5月 シア トル,1976

年1月 ウエ リン トンにつ ぐもので,最 終セ ミナー として実 施 され,直 接参加老 アメ リカ20名,ニ ュージーラン ド5

名,オ ース トラ リア2名,日 本20名 か らな る国際セ ミナーである.

セ ミナーは まず,ド ライバ レー掘削計画立案の経緯 と実 施上 の問題点か ら始ま り,マ クマー ド地域の地殻構造や

地殻熱流量,湖 沼の水温成層な どの地球物理学的問題,湖 沼水の化学成 分やその変遷,堆 積物 の諸性質,マ クマー

ド地域 火山活動 に関す る地質学的問題,掘 削に よって得 られた コアか らみ た第三紀一第四紀の地史に関す る研究な

どが発表 された.総 合討論では,と くに コアの時代的区分 と対 比が焦点 とな った.ド ライバレー掘 削計画後の観測

計画 につい て も検討が行われ,ニ ュージーラン ドを中心にマ クマー ド入江 地域 での掘 削 とそれ に関連す る研究の提

案が行われた.

セ ミナー終了後1日,富 士 ・箱根地方地質野外巡検があ り,多 くの参加 者を得 た.

R.　 B.　 Thomson

L.　 D.　 McGinnis　 &

J.　S.　 Stuckless

T.　 Torii,　 N.　 Yamagata,

J.　Ossaka　 &　 S.　 Murata

M.　 Stuiver,　 J.　Buckheim　 &

G.　 Derlton

GENERAI.　 TOPICS

　 DVDP-Prolect　 organization　 and　 accomplishments.

Significance　 of　 Gamma-rey,　 salinity　 and　 electrical　 logs

　 in　 DVDP　 boreholes.

　 A　 view　 of　 the　 formation　 of　 saline　 waters　 ln　 the　 Dry

　 Valleys.

Glacial　 history　 of　 the　 McMurdo　 Sound　 region,

　 Antarctica.
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　GEOPHYSICS

Magnetic　 study　 of　 Ross　 Island　 and　 Taylor　 Glacier

quadrangles,　 Antarctica.

The　 upper　 crustal　 structure　 under　 McMurdo　 Station,

Antarctica　 obtained　 by　 blasts.
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G.

E.

Y.

S. 

M. 

K. 

N. 

H. 

H.

D.

H. 

S. 

K. 

K. 

K. 

H. 

N. 

R.

M. 

C. 

G. 

T. 

J.

K.

T.

S.

S.

J. Bucher & E. R. Decker

R. Decker

Yusa

Nakaya, Y. Motoori & 

Nishimura 

Kato, T.  Torii & 

Nakai 

Harris & K. Cartwright 

K. Wong

A.  Christoffel

Murayama, S. Nakaya, 

Murata, T.  Torii & K. Watanuki

Nakao, T.  Torii & 

Tanizawa 

Cartwright & 

J. H. Harris 

Nakai, Y. Kiyosu, H. Wada, 

Nagae & T. Nishiyama

Stuiver, I. C. Yang & 

H. Hendy 

Matsumoto, T.  Torii & 

Hanya 

H. Wrenn & S. W. Beckmen

Watanuki & T.  Torii

Nishiyama

B.  Treves

B. Treves

Geothermal studies in the Ross Island-Dry Valley 

region.

Geothermal models of the Ross Island-Dry valley

region.

Analysis of thermosolutal 

McMurdo saline lakes.
phenomena observed in

LIMNOLOGY I 

One aspect of the evolution of saline lakes in the Dry 

Valleys area of South Victoria Land, Antarctica. 

Rapid concentration of saline water in Don Juan 

Pond.

Hydrogeology and geochemistry of Don Juan Pond. 

A reconnaissance seismic survey of McMurdo Sound 
and Terra Nova Bay, Ross Sea 

Interpretation of seismic profiling surveys in McMurdo 
Sound and Terra Nova Bay, Antarctica, 1975

LIMNOLOGY II 

Interpretation of salt deposition in wright Valley, 

Antarctica: Chemical analysis of DVDP core. 

Interpretation of salt deposition in Wright Valley, 

Antarctica: Granulometric analysis of DVDP  ;14 core. 

Origin of water in lakes and ponds of the Dry Valley 

region, Antarctica. 

Stable isotope studies: The evidence of relative sea-

level fluctuation and the environmental changes in 

Wright and Taylor Valleys. 

Permafrost oxygen isotope ratios of antarctic DVDP 

cores.

Organic constituents of antarctic lake waters and 

sediments of the McMurdo Sound region. 

Maceral and total organic carbon analysis of DVDP 

drill core number 11. 

Some characteristics of mineral obtained in the Dry 

Valleys. 

Distribution and origin of evaporite minerals from 

Dry Valleys, Victoria Land, Antarctica.

 GEOLO  ,GY AND PETROLOGY 

DVDP 1, Hut Point Peninsula, Ross Island, 

Antarctica.

Hyaloclastite of DVDP 3, Hut Point Peninsula, Ross 

Island, Antarctica.



P. R. Kyle, J. Sutter & 

S. B. Treves

P. R. Kyle 

P. R. Kyle

S. S. Goldich, J. S. Stuckless, 

J. B. Bodkin & R. C. Wamser

J. S. Stuckless, A. T. Miesch, 
S. S. Goldich & P. W. Weiblen 

P. W. Weiblen, J. S. Stuckless, 
W. C. Hunter, K. J. Schulz & 
M. G. Mudrey 

H. Kurasawa

P.

P.

H.

H.

H.

M.

D. 

S.

B.

C.

R.

S.

Webb

N. Webb

Y. Ling

T. Brady

T. Brady

Chapman-Smith

P. Elston, M. E. Purucker, 

L. Bressler & H. Spall

C. McKelvey

H. Hendy

D. Powell

K/Ar age determinations on DVDP 1 and 2 core 
samples.

The geological history of Hut Point Peninsula as 

inferred from DVDP 1, 2 and 3. 

Petrogenesis of the basanite to phonolite sequence at 

DVDP 2 and 3 and Observation Hill. 

Trace elements in volcanic rocks of Ross Island and 

vicinity, Antarctica, and implications for the origin of 

alkali-basalt magma. 

A petrochemical model for the genesis of the volcanic 

rocks from Ross Island and vicinity, Antarctica. 

Correlation of clinopyroxene composition with environ-

ment of formation based on data from Ross Island 

volcanic rocks. 

Geochemisry of Ferrar dolerite, dikes and Cenozoic 

volcanics of the Dry Valley region.

CENOZOIC HISTORY 

 Miocene sediments and micropaleontology in gravity 

 cores from RISP/J9 and comparisons with DVDP and 
 DSDP drilling successions. 

 Paleogeographic evolution of the Ross Sea and adjacent 
 montane areas during the Cenozoic. 

 Radiolarians and silicoflagellates from Dry Valley 
 Drilling Project cores. 

 The dating and interpretation of diatom zones in 
 DVDP 10 and 11. 

 A diatom report on DVDP cores (e, 4A, 12, 14, 15) 
 and other related surface sections. 

 The Taylor formation (Holocene) and its macrofaunas, 
 Taylor Dry Valley, Antarctica. 

 Polarity zonations, magnetic intensities and the cor-
 relation of Miocene and Pliocene DVDP cores, Taylor 

 Valley, Antarctica. 

 The Miocene - Pleistocene stratigraphy of eastern 
 Taylor Valley - an interpretation. 

 The chronology  of glacial sediments in the Taylor 
 Valley.

CENOZOIC

C. Porter & J. E. Beget

HISTORY AND SEDIMENTS 

Sedimentation conditions in Taylor Valley, Antarctica, 

from DVDP cores.

Provenance and depositional environments of late 

Cenozoic sediments in permafost cores from Lower
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F.　 C.　 Ugolini　 &　 W.　 Deutsch

K.　 Horiuchi,　 T.　 Tor三i&

Y.　 Murakami

A.　 Koga　 &　 T.　 Torii

S.　 Horie,　 N.　 Kawai　 &　 N.　 Nakai

C.旺Hendy

K.　 Watanukl,　 T.　 Torii,

S.　 Nakaya　 &　 H.　 Murayama

N.　 Nakai,　 Y.　 Mjzutani　 &

N.　 Wada

S.　 S.Goldich,　 J.　S.Stuckless,

J.　B.　 Bodkin　 &　 R.　 C.　 Wamser

P.　 J.　Barrett　 &

S.　 B.　 Treves

Y.　 Yoshida　 &　 K.　 Moriwaki

Taylor　 Valley,　 Antarctica.

Chemistry　 and　 clay　 mineralogy　 of　 cores　 8 ,　9　and　 10,

New　 Harbor,　 Antarctica.

Studies　 of　 the　 radium,　 uranium　 and　 thorium　 con.

centrations　 in　 DVDP　 cores　 of　 Wright　 Valley.

Is　 there　 no　 geothermal　 activity　 around　 Lake　 Vanda,

the　 Dry　 Valleys,　 Antarctica.

Special　 Lecture;　 Paleolimnology　 of　 Lake　 Biwa.

OTHER　 TOPICS

Isotopic　 history　 of　 Pleistocene　 lakes　 and　 glaciers　 in

the　 McMurdo　 Oasis.

A　 note　 on　 analytical　 procedures　 for　 saline　 lake　 waters.

Stable　 isotope　 studies:　 Past　 volcanic　 events　 deduced

from　 H,　 0,　 S　 and　 C　 isotopjc　 composltions　 of　 ice　and

salts　 from　 DVDP　 3.

Trace　 elements　 in　 volcanic　 rocks　 of　 Ross　 Island　 and

viclnity,　 Antarctica　 and　 implications　 of　 the　 origin　 of

alkali_basalt　 magma.

Sedimentology　 and　 petrology　 of　 DVDP　 15,　 Western

McMurdo　 Sound,　 Antarctica.

Some　 characteristics　 of　 antarctic　 coastal　 features.

GENERAI.　 DISCUSSION　 AND　 RECOMMENDATION　 FOR　 FUTURE　 PLAN

　 　 R.　 H.　 Clark:　 New　 Zealand　 approach　 to　 coring　 in　 McMurdo　 Sound

　 　 　``Friends　 of　 DVDP　 8-12",　 future　 scientific　 plan

名 称 海 洋 生 物 シ ンポ ジ ウ ム

開 催 日 昭 和53年9月18日(月)～19日(火)

場 所 国 立 極 地 研 究 所 講 義 室

概 要

南極海洋生物資源が世界的 に注 目をあ び,そ の保存のための条約の草案作 りが,南 極 条約協議 国に よって急 がれ

ている.一 方,資 源管理のための基礎的 な資料 を 得 るための研究計画,　Biological　 Investigations　 of　Marine

Antarctic　Systems　 and　Stocks　(BIOMASS計 画)が 開始 されてい る.日 本 もこの計画に参加す るが,参 加 に当

って,こ れ までに,我 が 国の南極海 にお ける生物研究の成果を考察 し,将 来 計画の作成 に資す るため,こ のシンポ

ジ ウムが計画 された.

参 会老 は延べ80名 に及 び,成 果の検討,国 際環境の解説をふ まえ,今 後 の研究 のあ り方 につ いての活発 な論義が

展 開された.

プログラム

1.ふ じ船上にお ける定常観測に よる生物研究

福地 光男(極 地研)

2.基 地観測に よる沿岸海域の研究
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星合 孝 男(極 地研)

3.海 鷹丸ll・ 皿世が実施 した南極洋調査航海にっいて

神 田 献二(東 水大)

4.海 鷹丸 に よる南極洋生物調査研究について

村 野 正昭(東 水大)

5.海 洋水産資源 開発 センターの調査活動

奈須 敬二(開 発セ ンター)

6.白 鳳丸KH-68-4航 海にお ける生物研究

河村 章人(北 大 ・水)

7.鯨 類研究所 に よる調査研究

大村 秀雄(鯨 類研)

8.南 極研究科学委員 会の活動

松 田 達郎(極 地研)

9.　 BIOMASS計 画 について

根 本 敬久(海 洋研)

10.南 極海 洋生物 研究 計画 につ いて(討 論)

討論老:小 城春男,角 皆静男,河 村章人(北 大 ・水)高 橋永治(神 戸大 ・理)谷 口 旭,西 沢 敏(東

北大 ・農)

名 称 南極地学総合シンポジウム

開 催 日 昭和53年9月27日(水)～28日(木)

場 所 国立極地研究所講義室

概 要

この シンポ ジウムは,第20次 観測か ら始 まる地学基礎調査第1期3か 年計画を前に,地 学及 び関連分野にお ける

これ までの研究成果を検 討 し,今 後 の研究 課題 とその観測方法 につい て討議 を行 う目的で開催 された・

ここでは まず地学及 び関連各分野の相互 理 解 を 深 め,今 後 の課題 を探 るため"南 極の地学像 とその課題"と し

て,各 分野での成果の と りまとめ と研究 課題 が示 され,つ いで"地 域的課題"と して,主 として昭和基地周辺での

最近の研究結果が発表 された.

総合討論では地球物理学,地 質学,自 然地理学 の各分野か ら,将 来 計画につ いて,具 体的 な調査地域 と観測方法

などについて話題が提供 され,観 測計画作成 の上での問題点や組織方法 につ いて討議 が行われた.

プ ログ ラム

1南 極の地学像 とそ の課題

1.南 極 の地形学的課題 と リュツォ ・ホル ム湾周辺の調査

吉 田 栄夫(極 地研)

2.東 南極 の雪氷学的課題

前 晋爾(極 地研)

3.南 極大陸 の地球物理像

神 沼 克伊(極 地研)

4.南 極地磁気 図について

田島 稔(国 土地理院)

5.東 南 極大陸基盤 の地 質構造
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6

7

8

9

10.

11.

12.

13.

14.

木崎 甲子郎(琉 球大 ・教養)

アフ リカ大陸の先 カンプ リア時代

諏 訪 兼位(名 大 ・理)

南極 の鉱物資源の可能性

兼平慶一郎(千 葉大 ・工)

南極 の地球化学の課題

鳥居 鉄也(千 葉工大)

南極 にお ける鉱物の地球化学的研究

綿祓邦彦(東 大 ・教養),鳥 居鉄也(千 葉工大),西 山 孝(京 大 ・工),森 川 日出貴(東 工大 ・工)

海上重力計の現状及 び南極海の重力異常

瀬川 爾朗(東 大 ・海洋研)

日本周辺海域の ジオイ ドと南極の重力測定計画について

山崎 昭,小 野房吉,柳 武,徳 弘 敦,我 如古康 弘(海 上保 安庁)

南極大陸の隆起

佐藤良輔,鈴 木保典,松 浦充宏(東 大 ・理)神 沼克伊(極 地研)

南極阻石

矢 内 桂三(極 地研)

ボー リングコアの層位解析か ら決めたみずほ基地の年間堆雪量

加藤喜久雄,渡 辺興亜(名 大 ・水圏研)佐 藤和秀(長 岡工 高専)奥 平文雄(岐 阜 県公害研)

ll　地域的課題

15・ リュツォ ・ホル ム湾周辺地域のテ ク トニクス と変成 作用

吉 田 勝(大 阪市大 ・工)

16.ラ ングホブデ及びス カル ブスネスの地質

松本 径夫(長 崎大 ・教養)

17.竜 宮岬 ・奥岩 ・テ ーレンの地質概 要

仲井 豊(愛 知教大)加 納 隆(山 口大 ・理)吉 倉紳 一(高 知大 ・理)

18・ オ メガ岬の変成岩 ・深成岩類

鈴木 盛久(広 島大 ・理)

19.や まと山脈北部の地質 と岩石

白石 和行(極 地研)

20・ オ メガ岬及 び東オ ングル島の1ime-silicate　greiss

鈴木 盛久(広 島大 ・理)

21.昭 和基地周辺の変成 岩の岩 石化学的研究

蟹沢聡史(東 北大 ・教養)矢 内桂 三(極 地研)

22.竜 宮岬産,単 斜輝 石一 ザ クロ石岩 の形成 条件

吉倉 紳一一(高 知大 ・理)

23.南 極の古地磁気 研究 一 その1一

船木 実(極 地研)

24・ リュツォ ・ホルム湾 東部の海底地形

森脇 喜一(極 地研)

25.リ ュツォ ・ホルム湾 の海底 堆積物 中の有孔虫群 集

加藤道雄,多 井義 郎(広 島大 ・教養)

26.リ ュツォ ・ホルム湾沿岸 の海成礫 及びモレーン堆積物 の形態的特徴

林 正久(島 根大 ・教育)
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皿 総合討 論:ま とめ と将来の地学観測計画へ向 けて

話題提供:神 沼克伊(極 地研)木 崎 甲子郎(琉 球大 ・教養)吉 田栄夫(極 地 研)ほ か

名 称

開 催 日

場

概

所

要

南極気水圏シンポジウム

昭和53年12月5日(火)～6日(水)

国立極地研究所講義室

このシンポジ ウムは,第20次 観測 隊か ら3か 年 の予定 で極域観測計画(POLEX)　 がス ター トす るのを機会に,

気 象学,雪 氷学及 び関連 分野におけるこれ までの研究成果を発表 し,今 後の研究課題 などを検討す る目的で開かれ

た ものである.

POLEXは,地 球大気開発計画(GARP)の 副計画 の一つで,極 地方にお ける熱エネルギ ー収支 と,そ れが全地球

的な大気 の循環 や気 候にお よぼして いる役割 を明らかにす ることを 目指 した研究計画で,南 極域の計画(POLEX-

SOUTH)で は,放 射収支,大 気 ・雪 氷 ・海 洋の相互 作用,極 域大気循環 とい う3つ の研究課題が設定 されてい る.

シンポジ ウムは,雪 氷(座 長:若 浜 教授一北大),境 界層(座 長:石 田教授一北大),大 気循環(座 長:川 口助教

授),エ ー ロゾル ・放 射(座 長:田 中教授一東 北大)の4つ のセ ッシ ョンか らな り,こ れ までの研究成果が発表 さ

れ活発 な質応 答がな され た.総 合討 論では,ま ず 山本義一博士が 「気候変動 と南極」 と題 した話題提供を され,気

候変動の研究 では数値実験 のみならず極域 での観測 が特 に重要に なって きてい る旨指適 された,こ のあ と,POL

EXを 含 め今後 の研究 計画 として,　MAP　 (中層大気研究計画),WCP(世 界気候計画),　IAGP(国 際南極雪

氷研究 計画)に 関 してそれ ぞれ 田中教授(東 北大),小 野教授(名 古屋大),川 口助教授(極 地研),東 教授(北 大)

か ら話題提 供 され将来 計画につ いて活発 な議 論が なされた.

プログラム

1雪 氷

1・ み ずほ高原 における雪 氷学的研究成果 の概要

石田 完(北 大 ・低温研)

2・ みずほ コアの単結 晶粒 の成長 と雪 の堆積過程

成 田英器,前 野紀一(北 大 ・低温研)

3・ みずほ基地 の雪 の圧密 と気候 との関係

成 田英器,前 野紀一(北 大 ・低温研)

4・ みずほボー リング コアの層位解析 と気候変化

渡辺興亜,加 藤 喜久雄(名 大 ・水圏研)

5.み ずほ基地 における氷床表面 の昇 華 ・凝結

藤 井 理 行(極 地研)

ll　境 界層

6.カ タバテ ィック ・ウイン ドの同時二点観測

佐々木 浩(気 象協 会)藤 沢 格,福 谷 博,白 土武久(気 象庁)

7.接 地気 層中の微細気 象特性

真木 太一(農 技研)

8.斜 面下降風 の鉛直 分布

安達 隆 史(気 象協 会)

9.　 KatabaticWindsの 乱流構造

小 林俊一,石 田 完(北 大 ・低温研)

皿 大気循環
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10.昭 和基地におけ るオ ゾン全量の変動

酒井 重典(気 象庁 ・高層気 象台)

11.極 域大気循 環

中島暢太郎,井 上 治郎(京 大 ・防災研)

12.南 半球の気温 変動

川 口貞男(極 地研)福 谷 博,安 富裕二(気 象庁)

13.昭 和 基地におけ る降雪 の酸素 同位体組成 と水蒸気 輸送過程

加 藤喜久雄,樋 口敬 二(名 大 ・水圏研)

14.み ずほ高原におけ る飛雪 の酸素 同位体組成 と降雪 の生成過程

加藤 喜久雄(名 大 ・水 圏研)

Nエ ー ロゾル ・放射

15・ 東 京か ら南極地域 までの海 洋上 でのエ一一ロゾル連続観測 につい て

岩 井邦 中(信 州大 ・教育)伊 藤朋之(気 象研)小 野 晃(名 大 ・水 圏研)

16.対 流圏エー ロゾルの地球 的規模 での挙動 に関す る研究

小 野 晃(名 大 ・水 圏研)伊 藤朋之(気 象研)岩 井邦中(信 州大 ・教育)

17・ 昭和 基地 におけるエー ロゾル通年観測 につ いて 一序 報一

岩 井 邦 中(信 州大 ・教育)

18.南 極大気 の放 射冷却(序)

川 口 貞男(極 地研)

19.昭 和基地 にお ける短波長放射特性

後藤 良三,村 井潔三(気 象研)

20.南 極大気 の放射伝達

田中 正之(東 北大 ・理)

V総 合討 論

話題提供:山 本義一,小 野 晃,田 中正之,関 口理郎,東 晃 ほか

名 称 第2回 極 域 にお け る電 離 圏 磁 気 圏 総 合 観 測 シ ンポ ジ ウム

開 催 日 昭 和54年2月14日(水)～16日(金)

場 所 国 立 極 地 研 究 所 講 義 室

概 要

このシンポジウムの主眼点は,昭 和51年 か ら3か 年計画で実施 されて きた国際磁気圏観測計画(IMS)の 南極

昭和基地 を中心 とした超高層物理現象総合観測の成果を発表,検 討 し,か つ将来の南極におけ る超 高層観測 のあ り

方を討議す ることを 目的 として開催 された.

今回 は,昨 年 同様 ロケ ット,大 気球,人 工衛星,地 上多点,共 役点観測等,南 極におけるIMS観 測に より得 ら

れた成果について論文が発表 されたの と同時に,新 たにIMS期 間中に昭和基地において打 ち上げられた ロケッ ト

実験 による成果を,有 機的かつ総合的に理解す るために,代 表的な4機 の ロケッ トを選び出 し,搭 載 されたプラズ

マ粒子,プ ラズマ波動,地 磁気等すべての機器についての結 果を発表す ることに よ り,地 上のデータの比較 ・搭載

計器相互間の比較や討論を行 うイベ ン トセ ッシ ョンが行われた.ま た,将 来計画のセ ッシ ョンでは,昭 和57年 か ら

行われ るMAP　 (中層大気国際協同観測)計 画期間中の南極昭和基地におけ る観測の あ り方,国 際協 同観測 の提

案,デ ータ収録 ・処理 システ ム等についての討論が行われた.

プログラム

1入 射粒子 とオー ロラ
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1.　 Field-aligned　 加 速 の観 測 と理 論(Review)

三 浦 彰(東 大 ・理)

2.　 GMSに よる　Energetic　 particleの 観 測

長 井 嗣 信(地 磁 気 観)河 野 毅(気 象 研)桑 島 正幸,河 村 譜(地 磁 気 観)

3.>40Kev電 子 フ ラ ッ クス とオ ー ロ ラactivity

小 玉 正 弘(理 化 研)ほ か理 研 グ ル ー プ

4・>40Kev電 子 の ピ ッチ角 分 布 とオ ー ロ ラのactjvity

奥 谷 晶 子(理 化研)ほ か 理 研 グ ル ー プ

5.地 磁 気 あ ら し と太 陽 面 現 象

丸 橋 克英,石 井 隆 広 雄(電 波 研)

皿 電 波 と電 流 系

6・ 電 離 層 電 流 か らみ た 磁 気 圏 対 流 電 場(Review)

前 沢 洌(東 大 ・宇 宙 研)

　 7・　 Electric　 Field　Coupling　 in　the　Ionosphere-magnetosphere　 System

前 田 坦(京 大 ・理)

8.　 Fjeld-alignedcurrentの 季節 変 化

藤 井 良 一(極 地 研),飯 島 健(東 大 ・理)

9.　 AuroralElectrojet　 と降 下粒 子 分 布 の 関 係 に つ い て の コ メン ト

上 出 洋 介(京 都産 大)

10・ 惑 星 間 磁 場 のsudden　 southward-turningに よ る地 上 磁 場 変 動

笹 村 義 孝(京 都産 大)

11.静 穏 時 の 極域 電 場 －S-210-29とB-5-20に よ る観 測 結 果 一

小 川 俊雄(京 大 ・理),岩 上 直 幹(東 大 ・理),鮎 川 勝(極 地 研)

12.ロ ケ ッ トに よる磁 場 観 測

遠 山 文 雄,青 山 厳,小 松誠 一(東 海 大 ・工)

13.南 極 ロケ ッ トの 飛 翔 姿 勢

青 山 厳,遠 山 文 雄(東 海 大 ・工)

14.地 球 磁 気 圏 の 電 磁 気 的 モデ ル

井 上 雄 二(京 都 産 大)

皿 磁 気 圏 内 の 波 動 粒 子 相 互 作 用

15.　 EXOS-B波 動 粒 子 観 測(Review)

大 家 寛(東 北 大 ・理)

16.　 EXOS-A衛 星 で観 測 され たVLFエ ミ ッシ ョ ン

柴 田 喬,芳 野越 夫(電 通 大)中 村 良 治,伊 藤 富 造(東 大 ・宇 宙 研)

17.南 極 圏 に お け る超 高層 人 工 衛 星 観 測

芳 野越 夫(電 通 大)福 西 浩,佐 藤 夏 雄(極 地 研)尾 崎 孝 之,岩 瀬 政 之(電 通 大)

18.ロ ケ ッ ト搭 載 大 出 力電 子銃 装 置 を用 い たactive　 experiment

佐 々木 進,金 子 修,矢 守 章,八 木 康 之(東 大 ・宇 宙 研)河 島 信 樹,大 林 辰 蔵(東 大 ・宇 宙 研)

19.昭 和,み ず ほ基 地 にお け る ヒ ス ・ス ペ ク トラ ムの 比 較

巻 田 和 男(東 大 ・理)

20.　 ELF-VLF放 射 の共 役 性

佐 藤 夏 雄,鮎 川 勝,福 西 浩(極 地 研)

21.南 極 にお け るD層 電 子 密 度 及 び 衝 突 周 波 数 の測 定

長 野 勇,満 保 正 喜(金 沢 大 ・工)木 村 碧 眼(京 大 ・工)
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】V磁 気 圏 内のULF波 動

22.磁 気 圏 内 のULF波 動(Review)

林 幹 治(東 大 ・理)

23.17次 観 測 隊 の昭 和,み ず ほ基 地 のPc1観 測

野崎 憲 朗(電 波 研)

24.　 Comparative　 study　 of　magnetic　 Pc-type　 pulsations　 at　low-and　 high-latitudes　 (　1　)　-Pc　 l　pulsations－

桑 島 正幸,戸 谷 健,河 村 言當(地 磁 気 観)

25.　 Comparative　 study　 of　magnetic　 Pc-type　 pulsations　 at　low-and　 high-latitudes　 (　II　)　-Pc　 3　pulsations－

河 村 言當,佐 野 幸 三,桑 島 正 幸(地 磁 気 観)

　26.　 A　model　 of　magnetic　 Pi　2　pulsations　 based　 on　a　ULF　 observation　 from　 high　 and　 middle　 latitudes

桑 島 正 幸(地 磁 気 観)

27.昭 和 基 地 に お け るPc　 5の 周 期 変 化 に つ い て

斉 藤 尚生,湯 元 清 文,田 村 忠 義(東 北 大 ・理)

28.昭 和 基 地 一 ア イ ス ラ ン ドで の 地 磁 気 脈 動 の 共 役 性

福 西 浩,岩 渕 美代 子,佐 藤 夏 雄(極 地 研)

29.低 緯 度 地 磁 気 脈 動 と電 離 層

坂 翁 介,飯 島哲 二,糸 長 雅 弘,石 津 美津 雄,北 村 泰 一(九 大 ・理)

Vイ ベ ン トセ ッシ ョ ン

aS-210-20 ,21号 機 実 験

30.概 括

福 西 浩(極 地 研)

31.VLF自 然電 波 測定 器(PWL)

松 尾 敏 郎,木 村 盤 根(京 大 ・工),鎌 田哲 夫(名 大 ・空 電 研)

32.HF帯 プ ラズ マ 波測 定 器(PWH)

大 家 寛,宮 岡 宏(東 北 大 ・理),宮 武 貞 夫(電 通 大)

33.電 子 密度 温度 測定 器(NEL-tTEL)

宮 崎 茂,森 弘 隆,小 川 忠 彦(電 波 研)

34・ 粒 子 測 定 器(ESH)

和 田雅 美,今 井 喬,小 玉 正 弘(理 化 研)

35.地 磁 気 姿 勢 計(GA)

青 山 厳,遠 山文 雄(東 海 大 ・工)

36.ま とめ

福 西 浩(極 地 研)

bS-310-1,2号 機 実 験

37.概 括

木 村 盤 根(京 大 ・工)

38.VLF自 然 電 波 測 定 器(PWL,　 PWL-一 一・PFX)

松 尾 敏 郎,木 村 盤 根(京 大 ・工),鎌 田 哲夫(名 大 ・空 電 研),鶴 田浩 一 郎(東 大 ・宇 宙 研),林 幹 治

(東 大 ・理)

39.HF帯 プ ラズ マ 波 測定 器(PWH)

大 家 寛,宮 岡 宏(東 北 大 ・理),宮 武 貞夫(電 通 大)

40.電 子 密 度 温 度 測定 器(NEL--TEL)

宮 崎 茂,森 弘 隆,小 川 忠 彦(電 波 研)

41.電 子 温 度 測 定 器(TEL)
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小 山孝一郎(東 大 ・宇宙研),木 村雲 根(京 大 ・工)

42・ 粒 子測定器(ESH)

竹 内 一,小 玉正 弘(理 化研)

43.粒 子測定器(ESL)

久 保治也,伊 藤富造(東 大 ・宇宙研)

44.粒 子測定器(ESM)

松本 治弥,賀 谷信幸(神 大 ・工)

45.地 磁気姿勢 計(GA)

青 山 厳,遠 山文雄(東 海大 ・工)

46.ま とめ

木村 磐根(京 大 ・工)

VI　極域電離層

47.極 域電離層の問題点(Review)

高橋 忠利(東 北大 ・理)

48.極 域 オゾンのロケ ット観測結果

渡辺 隆(筑 波大 ・物),岩 上直幹,小 川利紘(東 大 ・理),中 村正年(筑 波大 ・物)

49.極 域電離圏,窒 素族微量成分の観測 一降下粒子の影響一

岩上直幹,小 川利紘(東 大 ・理),近 藤豊(名 大 ・空電研)

50.S-210--29他 による電離層 プラズマの観測結果

宮崎 茂,森 弘隆,小 川忠彦(電 波研)

51.南 極 ロケ ットに よる極域電離層電子密 度の計測

高橋忠利,大 家 寛(東 北大 ・理)

52.太 陽硬X線 の地球大気に よる拡散

小倉紘一(日 大 ・生産),小 玉正弘(理 化研)

53.大 規模TIDの 水平伝播速度の拡散について

前 田佐知 子(京 大 ・理),半 田 駿(京 大 ・教養)

W将 来計画

a　 MAP(中 層大気国際協同観測)関 係

54.極 域中層大気力学の問題点 と観測への要請

広 田 勇(京 大 ・理)

55.南 極におけ る中層大気の観測計画

福西 浩(極 地研)

56.南 極 にお けるライ ダー観測の計画

藤原玄夫,北 村泰一(九 大 ・理)

57.極 域大気組成の分光観測

小川 利紘(東 大 ・理)

58.昭 和基地におけ るTIROS-N受 信計画

田中 信也(電 通大)

b磁 気圏関係

59.極 域におけ る磁気圏観測への要請

西 田 篤弘(東 大 ・宇宙研)

60.　 Shaped　 charge　に よる発光雲の観測

中村 純二(東 大 ・教養)

61.　 ASE　 (Artificially　Stimulated　Emission)実 験の現状 と展望
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鶴 田浩一郎(東 大 ・宇宙研)

62.北 極圏にお ける日 ・ス国際協同バル ーン ・ロケッ ト観測計画

鎌 田哲夫,石 川晴治(名 大 ・空電研),小 玉正弘(理 化研),伊 藤富造(東 大 ・宇宙研),福 西 浩(極 地

研)

cそ の他

63.昭 和基地設置電算機 によるデータ処理 システ ム

藤井 良一(極 地研)

64.衛 星 を利用 した極域でのデ ータ収録

芳野 越夫(電 通大)

65.南 極 にお ける環境放射線の観測計画

小玉 正弘(理 化研)

名 称 第4回 南極陽石シンポジウム

開 催 日 昭和54年2月21日(木)～22日(金)

場 所 国立極地研究所講義室

概 要

今 回 の シ ンポ ジ ウムか ら,外 国人 研 究 者 に も参 加 を 呼 びか け る こ とに な り,2名 の研 究 者 が ア メ リカか ら参 加 し

た.更 に 日米 阻石 探 査 の ア メ リカ側 責 任 者 のCassidy博 士(ピ ッツバ ー グ大 学)の 論 文 も紹 介 され た.

シ ン ポ ジ ウ ムは,日 米 阻 石 探 査 の 第3年 目の 成 果 の 報 告 か ら始 ま り,ア メ リ カか ら参加 し たGibson博 士(NA

SA)が,こ の 共 同 探 査 で 得 られ た 資 料 の　Johnson　 Space　 Center　 で の処 理 作業 を報 告 し た.岩 石 学 ・鉱 物 学 的 問

題 を 中心 に 阻 石 の 分 類,作 成 され つ つ あ るカ タ ログ の 内容 や,そ れ に 伴 う必 要 な検 討 な どの報 告 と 討 議 が な され

た.

同位 体 化学,岩 石 物 性 な どの立 場 か らの報 告 もな され た後,総 合 討 論 で は,今 後 の研 究 の進 め方,主 な研 究 課 題

と南 極 限 石 が 有す る学 問的 役 割 な どにつ き,意 見 が交 換 され た.

プ ログ ラ ム

1.1978-79年 度 西南 極 限石 探 査 報 告

西尾 文 彦,船 木 実,白 石 和 行(極 地 研)

　 2.　 Antarctic　 meteorite　 processing　 and　 curation　 at　Johnson　 Space　 Center,　 Houston,　 Texas

　　 　　 　E.　K.　Gibson,　 Jr,　D.　D.　Bogard,　 J.　Annested　 (NASA)

3.カ タ ログ作 成 の た め のや ま と一74,-75阻 石 の再 検 討

武 田 弘(東 大 ・理),矢 内 桂 三(極 地 研),池 田 幸 雄(茨 城 大 ・理),　 M・　B・　Duke　 (NASA),　 宮 本 正

道(神 戸 大 ・理)

4.南 極 産 や ま と限 石 の 分類(1)

松 枝大 治,加 納 博(秋 田大 ・鉱),矢 内桂 三(極 地 研)

5.2,3の や ま と限 石(コ ン ドラ イ ト)の 分類 と記 載 岩 石 岩

木 村 真(北 大 ・理),八 木 健 三(北 星 大),大 沼 晃 助(北 大 ・理)

6.南 極産 の ユ ニ ー ク な エ コン ドラ イ トにつ い て

武 田 弘(東 大 ・理),石 井 輝 秋(東 大 ・海 洋 研),矢 内桂 三(極 地 研)

7."平 衡"コ ン ドライ ト,Yamato74190,74354,74362,74115,74646の 岩 石 学 的 研 究

永 原 裕 子(東 大 ・理)

8."平 衡"コ ン ドラ イ トの岩 石学 的研 究 一 そ の 非平 衡 現 象 につ い て一

永 原 裕 子(東 大 ・理)

116



9.や ま と74442陽 石 の 岩 石 学 的 研 究

池 田幸 雄(茨 城 大 ・理),武 田 弘(東 大 ・理)

10.や ま と一75小 唄 石 及 びや ま と一74小 コ ン ドライ トの 鉱 物学

宮 本 正 道(神 戸 大 ・理),武 田弘(東 大 ・理),矢 内 桂 三(極 地 研),松 本 征 夫(長 崎 大 ・教 養)

11.や ま と阻 石(Yamato7308)の 斜 長 石

諏 訪 兼 位(名 大 ・理),八 木 健 三(北 星 大)

12.や ま と コ ン ドライ ト(74354)の 融 解 実 験

久 城 育 夫,永 原 裕 子(東 大 ・理),B・0・Mysen(カ ー ネ ギ研)

13.や ま と順 石 中 の 希 土 類 元 素

増 田彰 正,中 村 昇,清 水 洋,和 気坂 健(神 戸 大 ・理)

14.　 A　survey　 of　total　carbon　 and　 sulfur　abundances　 in　Antarctic　 Meteorites

K.　Gibson,　 Jr　(NASA),　 矢 内 桂 三(極 地 研)

15.コ ン ドル ー ル とマ トリ ッ クス の化 学 組 成

小 沼 直樹,西 田憲 正,大 塚 芳 郎(筑 波 大)

16.南 極 隠 石 の 希 ガ ス 同 位 体 研究

高 岡 宣雄,長 尾 敬 介(阪 大 ・理)

17.　 Yamato阻 石 及 びAllende阻 石 中 のMg同 位体 比測 定

西 村 宏,岡 野 純(阪 大 ・教 養)

18.　 Sm-Nd　 and　 Rb-Sr　 isotopic　 systematics　 of　Yamato　 meteorites

中 村 昇,増 田彰 正(神 戸 大 ・理),立 本 光 信(米 国地 質 調 査 所)

19,南 極 阻 石 中 の 宇 宙 線 生 成 放 射性 核 種 とRadiation　 History

今 村 峯雄(東 大 ・核 研),本 田雅 健(東 大,物 性 研),西 泉邦 彦,　J.　R.　Arnold(カ リフォ ル ニ ア大)

20.　 Metallographic　 properties　 of　Antarctic　 Iron　 meteorites

R.　M.　 Fisher　 (U.　S.ス チ ー ル 研),永 田 武(極 地 研)

21.　 Yamato明 石 の熱 的 性 質

松 井 孝 典,大 迫 正 弘(東 大 ・理)

22.南 極 産Achondrjteの 磁 気 的 性 質

船 木 実,永 田 武(極 地 研)

23.石 質 阻 石 のFusion　 Crust残 留磁 気

永 田 武(極 地 研)

24.石 質 限石 の磁 気 的 分 類(N)

永 田 武(極 地 研)

25.阻 石残 留磁 気 と原 始太 陽 系 磁 場

永 田 武(極 地 研)

7.研 究所以外 での講演 ・講義等

官 職
氏 名 題 目 嘩鷺[主

53.

5.7

権 者1受 講 者 陣 鶴 所

教授
星合 孝男

助教授
内藤 靖彦

教授
吉田 栄夫

南極あれ これ

海産哺乳動物概論

南極の地学観測

5

5

埼玉県富士見青年の家

東邦大理学部

駒沢大学

一般

学生

学生

同青年の家

同大学

同大学
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教授
吉田 栄夫 南極の自然地理学 5.13 お茶の水大学 教 官,一 般 同大学

助手
福地 光男

南極観測 隊に よるプラン ク
トン調査

5.27 関東 プランク トン談話 会 教官,学 生 日大農獣医

次長
村山 雅美 南極あれこれ 6.29 横浜市立小学校校長会 横浜市

小学校長
横浜市教育会
館

所長
永田 武 南極の自然 7.18 国立磐梯青年の家 一般 同青年の家

次長
村山 雅美 極地と生活 8.4 大蔵省 一般 税関研修所

教授
楠 宏 南極観測の意義 8.28 国立科学博物館 一般 朝日講堂

次長
村山 雅美 特別講義 9.30 文部省 看護教員 東京大学

教授
楠 宏 南極観測の歩み 9.30 山梨県高根中学校 PTA,　 一 般 同中学校

次長村
山 雅美 南極あれこれ 10.20 茨域県石下町教育委員会 一般 町民体育館

教授松
田 達郎 南極の自然と生活 10.28 国際電信電話株式会社 一般 KDD

大 手町 ビル

次長
村山 雅美

南極観測20年
一 その平和 利用一 11.1 三重県高田学苑 学生

三重県文化会
館

教授松
田 達郎 南極の自然と生活 11.10 日本電信話公社 一般 同公社

助教授 外房近海の金目ダイの生態
内藤 靖彦 と資源について

11.18 千葉県漁業研修所 一般 同研修所

助教授
神沼 克伊 南極大陸の地球物理的な姿 12.2 東京学芸大学 学生,教 員 同大学

助教授
神沼 克伊

白旗中尉 と南極観測にっい54.
て1.28

金浦町教育委員会 一般 同公民館

教授
松田 達郎 南極研究 と くらし 2.22 日本科学映画協会 一般 国立教育会館

所長
永田 武 南極観測と極限への挑戦 3.6 板橋警察署 職員 同講堂

助教授
神沼 克伊 南極の自然 3.8 藤沢市立本町小学校 児童 同小学校

〃 南極観測と子供達 3.8 〃 PTA 〃

〃 極地1吉報の管理と応用 3.22 HITACユ ーザ研究 会 会員 板橋産業会館
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皿 資 料 系 の 活 動

1.極 地 に関す る資料 の収集 ・保管 ・利用

資料系 の非生物系資料部門及 び生物系資料部門は,各 々の資料室 の管理,運 営 にあた り,資 料の収集,保 管,共

同利用 に関す る業務 を行 ってい る.

(1)資 料系非生物部門

ア 陽 石

日本南 極観測 隊は現在までに昭和基地近 くのや ま と山脈周辺か ら991個,マ クマー ドサ ウン ド近 くのアーラン丘

とその周辺か ら632個 の限石を採 集 した.や ま と阻石についてはす べて当研究所 が所有 し,ま た,日 米共 同で採集

したア_ラ ン阻石な どは,日 米で折半 され,日 本分は当研究所 が所有 保管 している・これ らの 限石 は・南極順石研

究委員会で討議 された後,国 内外 の研究 者に研究 資料 として提 供 され ている.ま た,宇 宙博覧 会に4点 の阻石 の貸

出 しもあ った.

阻石はすべて乾燥剤の入 ったデシ ケ一夕ーあ るいはスチ ロール ビンに入れ保管 されている・個 々の阻石 に関す る

デ ータはデータバ ンクとして コンピューターに蓄 積 されている・

現在 までに資料室に保管 されてい る阻石は次の とお りである.

極 地 研 究 所 所 有 阻 石

蹴 Iron PaUasite
Mesosi.

derite

Carbo.
naceOUS
cho.

Dioge-

nite
Urel]ite Eucrite

Howar.
dite

aubrlte
Chon.

drite
Tota1

1 ll 「 「 「1 1

Yamato

1969
1 1 7 9

1

、轟31 1 } 1・}
11 12

1品4・322!3!3 1 631 663

、岳52113171}51
290 307

Mt.　 Baldr

1976

2 2

Allan　 Hllls

1977
1 1 41 43

、品816}1}22
・1・IIl299 311

1| 上 i
Victoria
Valley

1978

Allan　 hills

and　 Dar.

w三ngl

1979

1

11 1 2

1

1 4 1 290 310

Tota1 1 1 11 32 141512 …57・1・ ・658
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イ 岩石資料

岩 石資料 は第1次 か ら第19次 隊 までに集められた約4,500点 あ り,そ の うち約3,000点 が当研究所 に現在 ある.

ほ とん どの岩 石資料 は,昭 和基地 とその周辺 で採 集 され る片麻岩類 であるが,中 には南極横 断山脈 に分布す る ビー

コン累層群 ・フ ェラー ドレライ ト・玄武岩 や,南 極半島 の岩石 な どもあ る.そ の他,種 々の鉱物 ・石炭 ・植物化石

・貝化石 ・砂 ・擦痕礫 な どもあ り,研 究 に展示 に利用 され てい る.

下記 の資料は当研究所 に保管 され,現 在 カタログ作成中であ る.

第9・15次 矢 内 桂三(極 地研)

第13次 石川 輝海(三 井金属)

第14次 白石 和行(極 地研)

第19次 仲井 豊(愛 知教育大)他

また,下 記の資料は研究終了後当研究所に収 納予定 であ る.

第1・4次

第7次

第4次

第10次

第16次

第18次

ウ

立見 辰雄(東 大)

前小屋 端(京 都産業大)

木崎甲子郎(琉 球大)

吉田 勝(大 阪市大)

松本 征夫(山 口大)

鈴木 盛久(広 島大)

糸勺1,100,点

600点

400点

150点

約200点

200点

300点

300点

400点

300点

超 高 層 ・地 球 物 理 資 料

昭和基地で得 られたオー ロラに関す るフ ィルム,磁 気 テープ,チ ャー トな どは整理 され,毎 年度毎 に資料室に保

管 され広 く共同利用 され ている.ま た,地 震 ・地磁気 ・気 象な どのフィルム,チ ャー ト,磁 気 テープも研究終了 し

た ものか ら順 に整理 し保管 されてい る.

エ 一 般 資料

白旗隊 の遺 品は 日本 の南極観測 の歴 史に とって貴重 な資料であ るが,当 研究所には 白旗隊の使用 した 日章旗,ハ

ンマーな どの他 に多 数の写真 が保管 され てい る.ま た,南 極観測 の初期に使用 した犬櫨や,宗 谷のス ク リューな ど

も保存 され てい る.南 極 に関す る写真パネルは約600枚 保管 され,日 本南極観測隊や国外の観測隊の製作 した16m

m映 画 フィルムや,NHKが 取材 した南極 のテレビ用 ビデオテ ープな どもあ り,一 般に広 く利用 されてい る.

(2)生 物資料室

南極の各地で採集 した生物標本は研究が済み次第,当 研究所 資料室 に収納 され ている.

ア 植 物

顕花植物は,サ ウス ・ジ ョージア島,キ ング ・ジ ョージ島,南 極 半島のアル ミランチ ・ブラウン基地 よ り得 られ

た膳葉標本約100点 が保管 され ている.

隠花植物 はつ ぎの表 に分類 別,地 域 別に示 した.

その他,オ ース トラリア,チ リ,モ ー リシ ャス,シ ンガポール,イ ギ リス,フ ランス,日 本な どの温帯地域か ら

も比較研究 のために採 集 され てお り,蘇 苔類 ・地衣類 を主 に約2万 点収納 されてい る.

現 在,蘇 苔 類に関 しては,採 集老 別,分 類別 に配列 され て標本 ケースに格納 されてお り,そ れ らのデータは コン

ピュータに よるデータバ ンク として蓄積(約3,000点)さ れてい る.内 外 の 利 用者のために,種 類 別(綱,科,

属,種)・ 地域別(植 物 区系,大 地名)検 索に よる標本 リス トや ラベルの打 出 し,さ らに分布図の作成 な ど広範 囲

な利用 システムがで きてい る.
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生物資料室に収納されている植物

西
南
極

東
南
極

北

極

域

キングジ ョージ島

デセプシ ョン島

南 極半島

昭和基地 周辺

マラジ ヨージナや基地

マ クマー ド基地

ア ラス カ

ア リ ュー シ ャン 列 島

ア イ ス ラ ン ド

フ ィ ン ラ ン ド

計

顕花植物

50

40

10

100

隠 花 植 物

半歯類1鶴 頚1地 衣類陣 類膝 微生物

5

10

15

300

100

50

30

50

500

100

2,000

100

100

100

100

30

100

3,660

200

10

50

100

50

50

460

50

30

50

50

30

210

50

200

250

イ 動 物

大部分 が研究中であ るが,現 在 までにユス リカや トビムシな どの昆虫類や,ダ ニ類,原 生動物 な どの微小陸上動

物150点,海 洋生物 の液浸標本 として,魚 類,棘 皮動物,ヒ モ形動物,原 索動物,節 足動物,軟 体動物 な ど約50

点,ア ザ ラシ,ペ ンギ ン,海 鳥な どの剥製標本約50点,珪 化木や貝類の化石約50点 が収 納 され てい.

2.共 同利用 の施設設備

(1)電 子計算機室

中型電 子計算機HITAC-M16011,ミ ニコンピュー タHITAC-1011が 設置 されて いる・

M16011で は,南 極観測データ,科 学 衛星の受信 データの 処理,各 種科学計算が行われてい る.デ ータ解 析部 門

に より開発 された,会 話 型時系列処理 プ ログラムは,地 磁気脈動 を始め とす る各種波動現象の解 析に用 い られ,所

外研究者 に も利用 され ている.デ ータベースシステム として,南 極に関す る文献の検索,当 研究所 に保 管 されてい

る各研究 分野の標本,観 測 データの分類,検 索,各 種名簿の登録が行われてい る.ま た,M16011と デー タ交換 制

御装 置を介 して結 ばれる画像処理 システムがあ り,TVカ メラで とり込んだ画像デ ータを,各 種画像処理 プログラ

ムに より多様 な画像表現,計 算 が行われ,オ ー ロラ形態,土 地区分の認識等に利用 されてい る.

HITAC-10　 Hは,D/A変 換,A/D変 換,カ ーブ トレースなどに利用 されてい る.

共同利用 として所外 研究者 の利用 も増加 しつつ あ り,現 在登録 されてい る共同利用者は20名 であ る.

図1に,M160∬ システムの月別使用等間 を,図2に,利 用者別計算機使用比率を示す.
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年/月

M-16011シ ス テ ムの 月別 使 用 時 間 一－ee

比

率

%

年/月
1:所 内研究者ジョブ

エ1:所 内メンテナンスジョブ

皿:共 同利用研究者ジョブ

利用者別計算機使用比率

(2)低 温 室

低温資料部門が管理 し,-60°Cま で冷却で きる超 低温実 験室,-20°Cの 低温実験室,低 温資料庫か らなって い

る.実 験室は所内,外 の研究者 の低温下 の実 験に利用 されている.低 温資料庫 には南極か ら持 ち帰 った雪氷の コァ
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サ ンプル,陸 上生物 の生試料 が保存 され ている.

(3)そ の 他

X線 マイ クロア ナライザー,走 査電子顕微鏡,マ イ クロフ ィッシ ュ撮影装置 などが,そ の他の設備 としてあ り,

主 として所内研究者が利用 してい る.

3.南 極地域観測資料整理費

南 極における観 測,調 査で得 られ たデータ,標 本 などの資料は隊員が帰国 した後,南 極観測事業費の一部である

資料 整理費 の配分を受 けて翌年 の3月 まで に整理 を行 うことにな ってい る.

資 料整理費の配分の決定 は南 極本部(文 部 省国際学術課)で 行 うが,そ の原案は隊員の申請に基 き・資料系が中

心 とな って隊長,研 究 系,事 業部 と協議 しつつ作成す る.

資料整理の結果については隊員帰 国後,約1年 を経 過 したのち,資 料整理報告書の提 出を義務づ けて資料整理の

概 要,成 果の把握につ とめ る.

昭和53年 度の資料整理費は次の項 目にわたって配分,使 用 され た.

(1)第18次南極地域観測隊(越 冬隊)

(2)第19次南極地域観測隊(夏 隊)

(3)特別資料整理費

(力国際共 同観測

① マクマー ド地域

② ドライ・ミレー地域

(イ)地質図作製(Antarctic　 Geological　Map　 Series)

4.昭 和53年 度南極地域観測資料整理報告一覧

(1)第18次 南極地域観測隊(越 冬隊)

研 究 課 題
資 料整理担当者

の氏名 ・所

属 ・職名

実 施 の 概 要 ・成 果

<研 究観測>

1.極 域超高層大気中の窒素族
微量成分

岩上 直幹
(東大 ・理 ・院
生)

1.ロ ケッ トに よる一酸化窒素の密度観測 につい ては極域

中間圏,下 部熱 圏における密度分布 を得た.

2.5200A放 射の地 上観測 に関 しては,極 域夜間 にお ける

その特性 についてい くつか の知 見を得 た.

3.南 極 資料No.66へ 投稿中及 びJ・　Atomos・ 　Terr・
Phys.　 に投稿予定.

2.(1)テ レメ トリーに よる人工 鮎川 勝

衛星観測(極 地研 ・助手)

(2)極域擾乱 と磁気圏構造の船 外谷 催

合観測(気 象庁 ・技官)

(3)観測点群 による超高層観測 坂本 純一'(電波研
・技官)

1.ISIS-1,2衛 星 デ ー タ

(1)コ ピ ーテ ー プの 作 成.

(2)全 軌 道 に つ い て 周 波 数 一 時 間(f-t)ス ペ ク トル

の 解 析,作 図,マ イ ク ロ フ ィル ム 化.

(3)上 記 のf-tス ペ ク トル 図 を0-2.5KHzと0-25
KHzの2種 類 を 作 成.

2.昭 和,み ず ほ基 地 地 上 観 測 デ ー タ
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(1)脈 動 テ ー プ の作 成,f-tス ペ ク トル図 の マ イ ク ロ
フ ィル ム化

(2)共 役 点 観 測 期 間 のVLFデ ー タ のス ペ ク トル 図

(3)共 役 点 観 測 期 間 の脈 動 につ い て,昭 和,み ず ほ,ア

イ ス ラ ン ドで の デ ー タを デ ィ ジ タル 化 し,時 間 軸 を そ

ろ え て編 集 した.

3.A,無 人 観 測 点 デ ー タ

(1)記 録 紙 の マ イ ク ロ フ ィル ム 化

4.南 極 資 料,　1・　Geophy.　 Res.,デ ー タ レ ポ ー トに 投稿 予

定.

3.南 極地域にお けるエ ーロゾ

ルの研究
岩井 邦中

(信州大 ・教育
・助手)

1・1年 間(1977年2月 ～1978年1月)の 粒 子濃度 の変化

を調べ るため,エ ー トケン粒 子濃度 の記録紙(1年 間 分
35冊)に より,全 個数濃 度 と0.02μmよ り大 きい粒 子の

濃度 値の読 み とりを行 った.

2.0.5μm以 上の大粒子か ら巨大粒子にか け て の粒子の

湿度特性 を分析 した.

3.X－ 線 回折 でエーロゾルの物質 同定 を行 った.

4・ 南極資料No.67,気 象集註に投稿予定

4.エ ンダー ビーラン ド地域 の

雪氷学的研究
藤 井 理行1.1977年1月 か ら1978年2月 までのみず ほ基地通年滞在

(極地研 ・助手)期 間中に観測 を実施 した雪氷,気 象に関す るデー ターは

すべ て読取 りを行いデ ーターカー ド化 した.

2.写 真関係の資料は一部を観測協力室に移管 した他は,

整理 した形で保管 され適宜利用 に供 され る.

　 　 　　 　　 　 　 3・　 JARE　 DATA　 REPORT,　 No.　47　(Meteorology),N
o・　48　(Glasiology)に 既刊,及 び南極資料No.67に

投 稿予定.

5.大 陸氷縁部の氷河地形学的
研究

森脇 喜一1.リ ュツォ ・ホルム湾 及びオ ングル諸 島周辺 で得 られ た(
極地研 ・助手) 音響測 深記録 を読取 り,1/25万 地 図及 び1/1万 地 図上 に

水深を記 入 し,海 底地形 を表現 した.こ れ に よって リュ
ツォ ・ホルム湾 中央部～東 部及 びオ ングル諸島周辺 の海

底 地形を陸上 の地質 と比較 した.

2・ オ メガ岬地形 調査の一部 を 地 質 図 「オメガ岬」 に発

表,及 びMemoirsへ 投稿 中.

6.(1)極 地 にお けるヒ ト血小板 小川 克 弘

機能 に関す る研究(弘 前大 ・医 ・

(2)南極 にお けるヒ トの環境汚 講師)
染

1.血 小板凝 集能 にっ いては現在 データーの分析中

2.精 神科的心理 テス トは分析終了.現 在その意義につい

て検討中.

3.土 壌の細 菌学的検索は現在分析中

4.寄 生虫学的検索は終了.

5.日 本心身医学会に成果を発表.

〈定常観測〉 国立極地研究所 1.第18次 南極地域観測 隊が観測 した極光 のスチール写真

1.極 光のスチール写真観測 と
と全 天 カ メ ラフ ィル ム を 整理 した.

全天カ メラ観 測 2.写 真観 測 は,カ ラー ス ラ イ ド192枚 に撮 影 デ ー タ を記

入 した.

3.全 天 カ メ ラ に よる観 測 は1977年2月23日 か ら10月20日

ま で行 わ れ,400feet巻35mmフ ィ ル ム37巻 の デ ー タ を

得 た.

4.こ の フ ィ ル ム の整 理 の ため に,各 ロ ー ル ご とに 撮 影 時

間 とコ マ数 を記 した デ ー タ シ ー ト,観 測 者 名,フ ィル ム

を記 した ロ ッグ シ ー トを 作 成 し フ ィル ムに 挿 入,さ らに
W・D・C・ の デ ー タ規 格 に基 き,100feetロ ール190巻 に 再

編集 した.

5.　 JARE　 Data　 Report　 No・　50　(Aurora)へ 投 稿 予 定.

2.直 視磁力計 による地磁気観 国立極地研究所

測
1.第18次 南 極 地 域 観 測 隊 が 収 録 した1977年2月1日 か ら

1978年1月31日 まで の 地 磁 気 チ ャ ー トに タイ ムを 記 入 し

た.
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2.上 記期間中の基線決定 のための絶対測定 値 と大 指数を

編集 し,チ ャー トと共にマイ クロフィル ム(100feet)化
した.

3.作 製 された3本 のマイ クロフィル ムは,極 地研,学 術

会議,W.D.C.に 配布 され,高 層物 理学 の基礎 資料 と
しての利用に供 した.

4.デ ー タ レポ ー ト,南 極資 料,　Memoirsへ の投 稿 予定.

3.短 周期地震計と長周期地震
計による自然地震の観測

国立極地研究所 1.昭 和基地におけ る1977年1月1日 か ら同年12月31日 ま

での地震気象デ ータに関 して,波 の 到達 時間(1/10sec
まで),種 類,振 幅,波 長,方 向な どを読取 った.

2.　 JARE　 Data　 Report　 No.　 49　(Seismology　 12)へ 報

告 した.

4.基 準点測量及び航空写 真, 大滝 茂 1.リ ュツォ ・ホルム湾沿岸 永河の空中写真撮影.写 真 フ

磁気測量 (国土地理院 ・ イルムは極地研に保管
技官) 2.オ メガ岬 の基準点測量

3.東 オングル島の重力測定

4.オ メガ岬 ・弁天 島の地磁気観測

5.デ ーターは 「南極地域基準点 ・空中写真及 び地図成果

等 集録」 にま とめた.「 南極資料」に投稿中.

5・ 電離層 の定時観測,オ 一回 西山 昇 リオ メ ー タの 資 料 はJARE　 Data　 Reports　 No.　46セこ発

ラ レ ー ダ ー観 測,リ オ メ ー タ (電波研 ・技官) 表 した.電 離 層 の 資料 は　 Ionospheric　 Date　 at　Syowa
－及び電界強度測定による電 Station　 (antarctica)　 ION,　 ANT,　 28,　 29に 公 刊 し た.

離層吸収の測定

a地 上気象観測,高 層気象観 藤沢 格 Antarctic　 Meteorological　 Data.　 No.　 18と し て 公 刊 し

測,天 気解析 山川 康男 た.南 極資料に投稿予定.
阿部 豊雄
福沢志津夫

(気象庁 ・技官)

(2)第19次 南極地域観測隊(夏 隊)

研 究 課 題
資料整理担当者
の氏名 ・所

属 ・職名
実 施 の 概 要 ・成 果

〈研究観測〉 仲井 豊 1.竜 宮 岬 ・奥岩 及びテー レン地域か ら採 集した岩石 ・鉱

1.竜 宮 岬 ・奥岩 ・テ ー レ ンの

地 質

(愛知教育大 ・教育
・教授)

物 資料 の リス トの作成.

2.上 記岩 石の薄片 作製 と顕微鏡観察 の実施.

3.上 記3地 域 の地質図原図 の作成.

4.南 極 地学 総 合 シ ン ポ ジ ウ ム で成 果 の一 部 を発 表.南 極

資 料No.62,66に 発 表.及 びMemoirsのSpecia1
Issueに2篇 投 稿 中.ヒ ュ ッカ と テ ー レ ン の地 質 図 幅 及

び同説明書の刊行.さ らに竜宮岬と奥岩の地質図幅及び
同説 明書の刊行予定.

2.リ ュツ ォ ・オルム湾及 び周 加納 隆

辺地域 の地 質学的研究(山 口大 ・理 ・
講師)

1.各 調査地 ご との標準岩石の整理を行い,主 要な ものに
つ いては切断 し,薄 片を作製 した.

2.岩 石 ・鉱物の一部はX線 回析,磁 性測定,研 磨 片用 の

試料 とした.

3.南 極地学総合シ ンポ ジウムで成果の一部を発表.南 極

資料No.62,66に 発表.ヒ ュ ッカ,テ ー レン,竜 宮岬,奥岩
地質図を投稿中.

3.リ ュツ ォ ・ホルム湾周辺の 吉倉 紳一

地質学的研究(高 知大 ・理 ・
助手)

1.竜 宮岬,奥 岩,テ ーレンの3地 域で採集 された岩 石試

料 を整理 し,顕 微鏡観察に供す るため,約150枚 の岩 石

薄片を作 った.

2.竜 宮岬,テ ーレンの岩石試料の一部の鉱物 の化学 分析
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を分析中.

3.南 極 地 学 総 合 シ ン ポ ジ ウ ム に成 果 の一 部 を発 表.南 極

資 料No.62,66に 発 表.ヒ ュ ッカ,テ ー レン及 び竜 宮 岬,

奥岩 の地質図を投稿 中.

4.地 学 調査 神沼 克伊 1.重 力観測 のデータ 整 理 及び スライ ド,写 真 を整理 し

(極地研 ・助教 た.

授) 2.重 力は これ までの観測結 果 と今回の結 果では,国 際基

準が変 ったので,両 方のデー タのみなお しをした.

3.デ ー タ整理は読取 り値 か ら重力値 を計算 し,緯 度 ・高

度 の 補 正 を し,フ リー エ ア,ブ ー ゲ,レ ー ギ ュス トア ノ
マ リー を 計 算 し,カ ー ドに パ ンチ した.

4.地 震学会で一部を発表.南 極資料No.62に 発表.南 極

資 料,デ ー タ レ ポ ー トに 投 稿 中.

〈定常観測〉 神田 啓史 1.海 洋生物観測

1.海 洋生物定常観測 (極地研 ・助手) (1)船 上 にて1日2～3回 表面海水を採水 し,植 物 プラ
ンク トン色素量 を測定,同 時 に植物 プラン ク ト ン 同

定,細 胞数 計測用の試水 を500ccホ ルマ リン固定 し持
ち帰 っ た.

(2)大 陸氷縁近 くで はノルパ ックネ ットに よる垂直曳 を
11回,ORエ ネ ッ トに よる斜 行 曳 を2回,MTDネ ッ

トに よる水平曳 を1回 行 い,主 として動物 プランク ト
ンの湿重量 の測定,個 体 数計数,種 類 同定 を行 った.

2.露 岩域 の植物 の生態及 び分布域の調査.プ リンス ・オ
ラ フ海 岸 の竜 宮 岬,リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム湾 の ス カ ル ブ ス ネ

ス,ス カ ー レン,オ ン グ ル島 で群 類,地 衣 類,淡 水 藻

類,湖 水プ ラン ク トン,土 壌 サンプルを採 集し持 ち帰 え
った.各 々,標 本 を作製 し,同 定研究 中である.

3,日 本植物学 会で一部 を発表.南 極資料No.62,66に

発 表.

2.海 洋物理観測 ・海洋化学観 小田 勝之 資料整理を終了.南 極資料に投稿中.
測 信国 正勝

(海上保安庁水
路部 ・技官)

3.基 準点測量 ・重力測定 ・地 国見 利夫 1.竜 宮岬,奥 岩地区の基準点測量

磁気観測 (国土地理院 ・
技官)

2.東 オ ングル島三角網の改測

3.竜 宮岬の重力測定

4.奥 岩,西 オ ングル地区の地磁気観測

5.南 極資料No.62及 び 「南極地域基準点 ・空中写真及び

地 図成果等 集録」 に報告.南 極資料に投稿中.

(3)特 別資料整理

研 究 課 題
資料整理担当
者の氏名 ・所 実 施 の 概 要 ・成 果
属 ・職名

1.マ クマ ー ド国 際 共 同観 測 矢内 桂三 1.第2回 日米共同陽石探 査に より採 集 され た陽石 につ い

(a)ド ライバ レー地域の資料
作成

(極地研 ・助教
授)

て次の作業を行 った.

(1)戸 籍 の作製(採 集試料 の登録作 業)

(2)写 真整理(全 ての明石の野外産状写真の台帳を作製
した).

(3)阻 石試料は米国航空 宇宙局にて初期 処理 を実 施 し,
順 次,極 地研に送 られて くる.

2.ド ライバ レー地域 の地質調 査で得 られた岩 石標 本の整
理を行い,代 表的な標本について 顕 微 鏡 薄 片 を作製 し
た.
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(b)マ クマー ド地域の古地磁

気学的研究

2.地 質 図 作 製(Antarctic

Geological　 Map　 Ser三es)

船木 実
(極地研 ・助手)

矢内 桂 三
(極地研 ・助 教
授)

3.　 Proc.　 Lunar.　 Planct.　 Sci.　 Conf.gth　 に 発 表,及 びl

Memoirsに 投 稿 中.1

1.マ クマ ー ド地域か ら採集 した300個 の古地磁気用岩石

試料 に基 き,磁 気測定のための前処理作業を作 った.試
料 を石膏 で固定す る作業はすべて終了 し,現 在 までに,
ロス島,テ ーラー谷に分布す る玄武岩類は古地磁気測定

も終了 した.

2.電 磁気学会第65回 大会で一部を発表 した.
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Iy　極 地 観 測 事 業

1.第19次 南極地域観測隊

第19次 南極地域観測隊 は,昭 和50年 度か ら3か 年計画で行われてい る国際磁気圏観測計画(IMS)の 最終年度

を実施す るた め,超 高層物理学部門を中心に編成 された.

同隊の行動期間は,昭 和52年11月25日 東京港 出港,越 冬隊は昭和54年3月20日 成 田空港着(夏 隊は昭和53年4月

20日 東京港帰港)の 計483日 間 の行動であ った.フ リーマ ン トル港を52年12月16日 に 出港 した 「ふ じ」は,同 月22日

に南緯55° 通過,翌53年1月4日 に昭和基地へ第1便 を飛ば した.1月17日 には8年 振 りで,昭 和基地への接岸 に

成功 し,物 資輸送は,従 来にない速 さで1月24日 に全物資(487ト ン)の 輸送を完了 した.昭 和 基地では地学棟,

水素発生室の建設等設営作業 が行われ たほか,夏 期間の ロケ ット実験や昭和基地周辺の野外 調査等の夏期オペ レー

シ ョンを行 った.

越冬期間中は,ロ ケ ットに よるオー ロラ観測,人 工衛星テ レメ トリー観測,昭 和基地 ・みずほ基 地 ・無人観測点

(A・)で の3点 観測等超高層物理観測を最重点項 目として行 ったほか,定 常観測,気 象,雪 氷,生 物,医 学 な ど

の研究観測を行 った.

みずほ基地への旅行は,物 資補給 ・人員交代 及び無人観測点(A、)の 保 守 ・点検 のため前後5回 にわた り実施

された.

なお,交 換科学者 としチ リか らアルベル ト ・ホセ ・ホ ピァー ノ教授(コ ンセプシ ョン大学 ・地球電磁気学),報 道

記者 として 日本放送協会か ら丸 林宏 ・水洗節哉 ・倉見芳和 の3氏 が(東 京～ポー トルイス間)夏 隊に同行 した.

第19次 南極地域観測隊編成表

人員40名(越 冬隊30名,夏 隊10名)

1.越 冬 隊

区分[部 州 民 名 年齢 所 属

隊 長

象

層

地 球 物 理

1平 沢 威 剴42陣 立極地研究所研究系

弘

司

司

進

良

春

目

籠

崇

菩

提

田

藤

本

戸

嵐

池

子

安

佐

松

金

五

小

〃

〃

〃

雄

気

電

常定 33

31

30

26

27

32

気象庁観測部

〃

〃

〃

電波研究所電波部

気象庁地磁気観測所

研 究 超 高 層 西 野 正 徳 35 名古屋大学空電研究所
〃 金 光 将 介 33 国立極地研究所事業部 (日本 電気㈱)

〃 鈴 木 喜一郎 31 〃 (国際電信電話㈱)
〃 中 山 卓 29 〃 (日産 自動 車㈱)

〃 山 岸 久 雄 27 〃 (京都大学大学院)
〃 渡 辺 修 25 〃 (明星電気㈱)
〃 石 沢 賢 二 24 〃 (秋田大学大学院)

〃 黒葛原 栄 彦 24 電波研究所電波部

気 象 伊 藤 朋 之 34 気象庁気象研究所
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物

学

生

医

設 纈 機

運

械

調 理

〃

医 療

大 山 佳 邦

箕 岡 三 穂

男

良

造

直

夫

志

夫

男

夫

亮

之

夫

貞

三

啓

正

道

禎

房

勝

和

博

達

内

木

木

沢

山

田

藤

池

谷

橋

保

老

久

竹

鈴

牛

海

秋

奥

斉

小

池

南

三

大

二言口

〃

〃

〃

〃

〃

般一営設

〃

38

39

42

28

26

24

29

32

29

32

29

39

34

29

国立極地研究所研究系

浜松医科大学

国立極地研究所事業部

〃(い すず自動車㈱)

〃(㈱ 大原鉄工所)

〃(㈱ 日立製作所)

〃(日 本電信電話公社)

海上保安庁警備救難部

国立極地研究所事業部(日 本電信電話公社)

〃(国 際食品開発㈱)

〃(㈱ 東条会館)

京都大学医学部

国立極地研究所事業部(日 本大学理工学部)

福井大学事務局

2.夏 隊

区分1部
|

弓F 氏 名 年齢i 所 属

副 隊 長 1 大 瀬 正 美52 電波研究所電波部

定 常

研究 地

〃

〃

〃

学

勝

之

史

夫

正

勝

啓

利

国

田

田

見

信

小

神

国

理

学

物

地

物

化

生

洋

洋

洋

海

海

海

測

仲 井 豊

神 沼 克 伊

加 納 隆

吉 倉 紳 一

30

34

30

30

44

40

30

27

海上保安庁水路部

〃

国立極地研究所資料系

国土地理院測地部

愛知教育大学教育学部

国立極地研究所研究系

山口大学文理学部

高知大学文理学部

設酬 設 営 一 纈 鈴 木 由喜剴33 国立極地研究所事業部

3.交 換 科 学 者

ア ルベ ル ト ・ホセ ・ホ ピ ア ー ノ チ リ国

4.同 行 記 者

(1)丸 林 宏 日本放送協会製作技 術局

(2)水 洗 節 哉 〃 技 術本部

(3)倉 見 芳 和 〃 報 道局
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1.第19次 南極地域観測項 目一覧

1.船 上及び接岸中における観測

定 常 観 測

部 門 名1観 測 題 目 担 当 隊 員i担 当 機 関

電 離 璋 ・中波酬 鍍 測定 五+嵐 喜 良}融 研究所

海 洋
〃

〃

○海洋物理観測

○海洋化学観測

○海洋生物観測

信 国 正 勝

小 田 勝 之

神 田 啓 史

海上保安庁
〃

国立極地研究所

測 地1・ 基輔 測1国 見 利 夫 舳 土地理院

研 究 観 測

部 門 名 観 測 題 目 担 当 隊 員 研 究 代 表 者

地 質 ○ リュツ ォ ・ホルム湾沿岸及 び
周辺地域 の地質学的研究

豊
伊
隆

一

克

紳

井
沼
納
倉

仲
神
加
吉

諏訪兼位

2.昭 和基地及びその周辺における越冬観測

定 常 観 測

部 門 名 観 測 題 目 担 当 隊 員 担 当 機 関

極 光 ・夜 光 ○全天 カメラによる観測 小 池 捷 春 国立極地研究所

○写真観測

地 磁 気 ○地磁気三成分連続観測及び同 小 池 捷 春 国立極地研究所
上基線決定のための絶対測定

電 離 層 ○電離層の定時観測 五十嵐 喜 良 電波研究所

○ オ ー ロ ラ レー ダ ー観 測

○ リオ メー ター及び電界強度測
定による電離層吸収の測定

気 象 ○地上気象観測 安 田 昌 弘 気象庁

○高層気象観測 佐 藤 龍 司
松 本 崇 司

○天気解析 金 戸 進

潮 刎 ・潮汐観測1小 池 捷 春 悔 上保貯

地 震 ・自然地震翻1小 池 捷 春 陣 立極地研究所

研 究 観 測

部 門 名1 観 測 項 目 担 当 隊 員 研 究 代 表 者

超 高 層 ○ ロケ ッ トに よる超高層観測

○ テレメ トリーに よる超高層観測

○極域擾乱 と磁気 圏構造 の総合観測

徳

介

郎一

正

将

喜

野

光

木

西

金

鈴

永 田 武
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○大気球による超高層観測 中山 卓

○観測点群による超高層観測 山 岸 久 雄
渡 辺 修
石 沢 賢 二
黒葛原 栄 彦

気 象 ○南極にお けるエ ーロゾル及 び 伊 藤 朋 之 小 野 晃
微量気体成分の研究

生 物 ○人為汚染のバ ックグラン ドと 大 山 佳 邦 鈴 木 兵 二
しての露岩地域の生態系の研
究及び昭和基地付近の水質汚
濁の生物学的研究

地 球 化 学 ○地球汚染物質の地球化学的研 伊 藤 朋 之 朝比奈 一 男
究

医 学 ○南極 における 「ヒ ト」 の環境 箕 岡 三 穂 鳥 居 鉄 也
汚染の研究

○南極における人体生理学的研
究

3.外 国基地におけ る観測

区 分 観 測 題 目 派 遣 者1担 当 機 関

外国共同観測 マ クマー ドサ ウン ド地域 の地 球

科学的研究

西 尾 文 彦
白 石 和 行
船 木 実

国立極地研究所

交 換 科 学 者 キングジョージ島におけ る辞
書,地 衣類の生態調査及びチリ
南極観測事業の視察

神 田 啓 史 国立極地研究所

第19次南極地域観測隊行動概要

昭和52年

11月25日:東 京港出港

12月11日 ～16日:プ リマ ン トル港寄港,交 換科学 者アルベル ト・ホセ ・ポピアーノ教授乗船(帰 路 ポー トルイス

港で下船)22日:南 緯55度 通過,初 氷山発見30日:竜 宮 岬調査隊出発(1月14日 収容)

昭和53年

1月4日:昭 和基地へ第1便 飛ぶ9日:本 格空輸開始(24日 完了)16日:み ずほ基地 夏旅 行隊S16地 点出発

(2月9日 収容)17日:「 ふ じ」8年 振 りに昭和基地接岸に成功す る.24日:奥 岩,ス カルブスネス調 査

隊 出発(26日 スカル ブスネス調査隊収容,31日 奥岩調査隊収 容)26日:ス カーレン調査隊出発(31日 収容)

28日:ロ ケ ット(S-210JA)実 験31日:テ ーレン調査隊出発(2月3日 収容)

2月6日:ロ ケ ッ ト(S-210JA)実 験10日:昭 和基地への最終便.「 ふ じ」反転北上を開始す る17日:発

電機(110KVA)運 転 開始す る20日:第19次 越冬隊成立

3月2日:「 ふ じ」南緯55度 通過3月10日 ～16日:「 ふ じ」 ポー トルイス寄港22日:み ずほ観測拠点が正式

にみずほ基地 と命 名され る27日:ロ ケ ット(S-310JA)実 験

4月1日 ～8日:「 ふ じ」 シ ンガポール寄港20日:第19次 夏隊東京港 に帰港22日 ～23日:S16地 点沿岸調査

5月1日:み ずほ基地秋旅 行隊出発(27日 昭和基地着)18日 ～19日:ラ ングホブデ沿岸調査21日 ～23日:ミ

ッ ドウィン歩一

6月11日:ロ ケッ ト(S-310JA)実 験

8月18日:ロ ケッ ト(S-310JA)実 験28日:ロ ケッ ト(S-310JA)実 験

9月2日:み ずほ基地冬期明 け旅行(16日 昭和基地着)26日 ～27日:ル ンバ,ラ ングボブデ沿 岸調査
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10月4日:み ずほ基地 でポーレ ックス棟穴掘 り開始6日 ～7日:ス カル ブネ ス沿岸調査16日 みずほ基地春

旅行(25日 昭和基地着)

11月19日 ～21日:オ ングル カルベ ン沿岸調査29日 ～12月1日:オ ングル カルベ ン沿 岸調査

12月7日:昭 和基地の新ヘ リポー ト造成作業開始31日:第1便 昭和基地に到着

昭和54年

1月8日:み ずほ基地夏旅行S16地 点を出発

2月20日:第20次 越冬隊 と交代

3月20日:第19次 越冬隊員新東京国際空港着

夏 隊 に よ る 観 測

夏隊は,出 港 と同時に船 上で定常観測 を開始した.電 離層部 門は中波電 界強度測定 の観測,海 洋物理 ・化学部門

は,表 面観測,BT観 測,XBT観 測,GEK観 測,STD観 測,各 層観測等 であ り,海 洋生物部門では,表 面海

水中のプラン ク トン定性定量 的調 査及 び採 集であった.測 地部 門は,竜 宮岬,奥 岩地 区基準点測量,東 オ ングル島

基準点改測,奥 岩,西 オングル島地 区地磁気観測 を行 った.研 究観測の地学部門では,「 リュッツォ ・ホルム湾沿

岸及 び周辺地域 の地質学的研究」 の一環 として,竜 宮岬,奥 岩及 びテーレンの3地 域について地質調査を重点的に

行 った.そ の他,露 岩地域 の地球化学的調査 のため,ス カルブスネ ス ・ス カーレンでの調査,竜 宮岬,ス カルブス

ネ ス,ス カーレン,東 西オングル島での生物調査,重 力,地 磁気の測定,微 小地震の観測を実施 した.

また,往 路 のみ,気 象の エーnゾ ルの測定 も行 った.な お,第19次 南極行動で始めてふ じ船上でマ リサ ッ ト用船

舶地球局 を設 置して近い将来の南極観測隊の通信方法の改善のためのテス トを行 った.

越 冬 隊 に よ る 観 測

第19次 隊の観測の重点項 目は,昭 和50度 か ら3か 年計画で行われている国際的プ ロジ ェク トの一つ である国際磁

気圏観測計画(IMS)に 呼応 した超高層観測であ り,そ の最終年度 である.第18次 隊に引 き続 き,昭 和基地 ・みず

ほ基地及 び無人観測点の地上観測の強化 とロケッ ト実 験(6機)の 実 施等 に より超 高層物理 のデータ取得 であった.

1.超 高層観測部門

(1)人 工 衛星テ レメ トリー受 信装 置に よる超 高層観測 は,オ ーロラ観測衛星EXOS-A,　 電離層観測衛星IS

IS-1号 及び2号 か ら貴 重なデータを取得 した.そ の他,大 気球 に よる超高層観測,無 人観測点に よる超高層観

測 に より種 々の貴重 なデータを取得 した.

(2)ロ ケッ ト実験班は,1月28日,2月6日 に ロケ ッ トS-210,30,31号 機の打ち上 げに成功 し,当 初の 目的 ど

お り極域 における大気組成調査 のための貴重 なデータを取得 した.

3月27日 最大級 のオーロラ ・ブレークア ップ時 にロケ ットS-310-7号 機を打ち上げ 非常に強いアー クに命中 し

た.

6月11日 天頂付近に コロナ状オ ーーロラが現れたので,Pケ ッ トS-310-5号 機を打 ち上 げ コロナ状 オー ロラに命

中 した.

8月18日 磁南方向にオーーロラが出現 したので ロケッ トS-310-4号 機 を打 ち上 げ成功 した.

8月28日 ロケ ットS-310-5号 機 と同様,天 頂付近の コロナ状 オー ロラに ロケッ トS-310-6号 機 が命中 した.こ

の よ うに第18次 隊の ロケッ ト観測の重点であ る電離層エァ ロノミー解 明を 目的 とした観測 を ロケ ッ トS-2102機

で継続 し,第19次 隊 ロケッ ト観測の重点であ るオー ロラ出現時における波動 ・粒 子 ・電場 を総合的 に観測す るため

に ロケッ トS-3104機 を打 ち上 げて成功 し,貴 重なデータを取得 した.

2.み ずほ 基地 の観測

み ずほ基地 は,昭 和53年3月22日 に正式 に 「みず ほ観測拠点」か ら 「みずほ基地」 と命名 された.昭 和53年2月

1日 に第18次 隊 より施設 の保守 と観測 を引 き継 ぎ常時4名 の隊員が滞在 し,昭 和54年1月16日 に第20次 隊に引 き継

いだ.気 象部 門は,気 象庁地上気象観測法 に準 じて観測を行い,超 高層物理部門は,第18次 隊に引 き続 き,地 磁気

3成 分,ULF-VLF自 然電波,電 離層吸収(CNA)な どの観測を通年実施 し,冬 期には天頂ホ トメ一 夕に よ
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る極光観測 を行 った.雪 氷部門で は,氷 霧の観測,ボ ー リング孔のP-S検 層,表 面層のP波 伝播速度 の測定 を実

施 した.

みずほ基 地では常 時4名 の隊 員が滞在 し,通 年観測 のため,前 後5回 にわた り物資 の補給 ・人 員の交替のため内

陸 旅行 が行われ,そ の内1名 の隊 員は通年越冬 した.

3.そ の他 の観測部門

定常 観測 部門は前年 に引 き続 き実施 した.研 究観測部門極光 ・夜光では,Hβ 及び5577A強 度掃天観測,極 光

輝度 変動観測,暗 視 カメラ観測,地 磁気ではULF観 測,VLF自 然電波観測,相 関記録,地 磁気共役点観測,L

F帯 オー ロラ ヒス観測,ELF帯 自然電波観測,人 工衛星 テレメ トリーでは,テ レメ トリーによる人工衛星観測,

気 象では南 極大気 エー ロゾル及 び微量気体成 分の研究,生 物 では,土 壌節足動物の生態学的調査,標 識ペ ンギ ンの

追跡調 査,ペ ンギン音声 のスペ ク トル解析,医 学で は,孤 絶環境 にお ける人間の生態学的観察,低 温 ・低圧環境 下

における人体生理学的研究,特 異環境 にお ける抗体産生機構の研究,南 極におけ る 「ヒ ト」の環境汚染,リ ュッォ

・ホルム湾沿岸 の土壌細菌の調査,ウ ェ ッデルアザ ラシの形態学的研究,地 球化学では,地 球汚染物質の地球化学

的研究 を行 った.

4.設 営部門の活動

第19次 隊は8年 振 りに昭和基地 に接岸 したため に輸送は順調であ った・機械部門では,第19隊 で初めて従 来の45

KVA・65KVA発 電 機運 転に代 り110KVA発 電機 の一基運転 を行 った.燃 料部門は,昭 和基地接岸に伴い防衛

庁 より180Klの 軽油 の管理換 を受 けて,燃 料の備蓄を行 った.通 信部門では,　5KWSSB送 信機を搬入 し,順 調

に経過 した.調 理 ・医療 ・装備 は特 に問題 はなか った.建 築 ・土木部門では,地 学棟 ・水素発生器室の建 設,基 地

建物 に2か 所 の防火 ・防煙扉 の設置,新 ヘ リポー トの整備 を行 った.第19次 隊が搬入 した設営部門の主な物品は次

の ような ものであった.

雪上車(SM50型)1台,雪 上車(KC40型)2台,ラ ン ドクル ーザ ーピ ックア ップ1台,フ ォー クリフ ト(E

DT25)1台,発 電機(110KVA)1台,不 整地 走行軍1台,木 製権(2t積)8台,木 製居住 ヵブース1台,

組立式 ヵブース1台.

2.昭 和 基地等 の概要

(1)昭 和基地の施設等

位 置

昭和基地 は リュッォ ・ホルム湾東岸の大陸氷縁か ら西に約4km離 れた東オ ングル島の上 にあ り,天 測点 は69°00'

22"S,39°35'24"E標 高29.18mで ある.

建設物

建物 の総面積は約3,491㎡ で,発 電棟2,居 住棟4,観 測 ・研究棟11,ロ ケッ ト関係棟4,倉 庫2等 が東オング

ル島の岩盤の上 に建 てられ てい る.他 に見晴 らし岩西 側に燃料貯蔵 タンク,観 測棟東側 と電離棟 周辺 には各種観測

用 アンテナ群及 びセンサ ー類があ り,基 地北方の アンテ ナ島に送信棟及び送信ア ンテナ群があ る.

電 力

昭和基地用電源 としては110KVA(88KW)発 電機2台 と45KVA(36KW)発 電機2基 が配置 されてい る.

110KVAは 負荷 変動 の多い一般電力 とロケ ット関係電力用に,45KVAは 一定負荷の観測電力用に1基 づっ使用

されてお り,110KVA,45KVA1基 はそれぞれの予備機 としてい る.

車輌 ・航空機

夏期 の建設 作業 には,ク レーン車,ダ ンプ トラ ック等の装輪車があ り,冬 期作業用 としてブル ドーザー,小 型雪

上車,内 陸 など野外調査用 として中型雪上車,小 型雪上車,浮 上型雪上車,ス ノーモー ビル等が配置 されている.

また,小 型飛行機(セ スナ185)を 運用す る年 もあ る.
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通 信

対 内地 との連 絡は銚 子無線電報局 との無線連絡 が休祭 日を除き,毎 日行われ,公 用電報は文部省南極本部 と当研

究所 のテ レックスに打 ち込 まれ る.

他 に公用 の通信網 としてはKDDを 中継 しての無線 に よる電話連 絡(南 極本部第1,第3水 曜 日),写 真電送発

信(南 極本部 第2,第4金 曜 日),フ ァクシ ミリ発受信(当 研究所 金曜 日)が ある・

私 用電報 は内地電報 と同様 に利用 で きるが,内 地 か らの発信 は通信業務 にあたる隊員 が少 ないため,隊 員の指名

す る者(職 場 の上 司,家 族等)に 限られ ている.外 国の南極基地 との連絡は適宜行われ,気 象デ ータなどの定常的

な ものは,逐 次 マザ ーステーシ ョンに送 られ ている.

医 療

毎年1名 の医療 隊員が派遣 されてお り,医 療器 具 も大 型 レン トゲ ン装 置か ら歯 科治療台 まで一応の ものは備 え付

け られている.

昭和基地建物

区分 建 物 名
建設年(酬 構 造

床面積 ㎡ 現 在 の 用 途

1 娯 楽 棟
1957(1)木 製 パ ネ ル

40.3撞 球,一 く・一

2 旧 気 象 棟
1957(1)

40.3

木製パ ネル

3 旧 地 学 棟
1957(1)木 製パ ネル

40.3地 震計記録部

4 内 陸 棟
1960(4)木 製 パ ネル

23.0医 務 室

5 通 信 棟
1966(7)

46.1
木製パ ネル

通信室,電 話交換室

1 1

6 旧 電 離 棟
1966(7)

40.3

木製パ ネル

7 地 磁 気
変 化 計 室

1966(7)木 製パ ネル,特 殊 コネ クター使用

11.5地 磁気絶対測定

8 第7発 電 棟
1966(7)軽 量 鉄 骨,ア ル ミパ ネル

67.045KVA発 電 機2基,風 呂

9 予 熱 室
1966(7)軽 量 鉄 骨,木 製 パ ネ ル

13.0燃 料 予 熱(1kl),便 所2

10飯 場 棟
1966(7)軽 量 鉄 骨,木 製 パ ネ ル

77.8夏 期 飯 場 棟,冬 期 非 常 用,36ベ ッ ト

11 旧 送 信 棟
1966(7)軽 量 鉄 骨,木 製 パ ネ ル,14.5㎡ を12次 で増 設

29.2通 信 倉 庫,非 常 用 送 信 機

12観 測 棟
1967(8)高 床,木 製 パ ネ ル

138.9'超 高 層 物 理 観 測,個 室2

13食 堂 棟
1967(8)木 製 パ ネ ル

96.0食 堂,厨 房,サ ロ ン
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14作 業 棟

1967(8)
1969(10)

180.0

軽量鉄骨,木 製パ ネル,カ マ ボコ型,80㎡ を10次 で増 設

車輌 整備,車 庫

15 放 球 棟
1967(8)

24.0

高床,木 製パ ネル

水素充填,気 象ゾンデ放球

16 旧 地 震 感 震 室
1967(8)

5.8

木 製 パ ネ ル,特 製 コネ ク タ ー,床 な し

17 管 制 棟
1967(8)

28.1

高床,ア ル ミパネル

夏期航空 機管制

18 第9発 電 棟
1968(9)

270.0

軽 量 鉄 骨,折 板

110KVA2基,食 糧 庫,暗 室,レ ン トゲ ン室

19 第9居 住 棟
1968(9)

100.0

高 床,木 製 パ ネ ル

個 室10,ラ ウ ン ジ

20 第10居 住 棟
1969(10)

100.0

高 床,木 製 パ ネ ル

個 室10,ラ ウ ン ジ

21
レ ー ダー テ レ メー ター

室

1969(10)

86.4

高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル

ロ ケ ッ トレ ー ダ ー,テ レ メ ー タ ーセ ン タ ー

22 コ ン ト ロ ー ル セ ン タ ー

1969(10)

21.6

高床,鉄 骨,木 製 パネル,12次 で現地点 に移設

ロケッ ト要 員控室

23 組 立 調 整 室
1969(10)

86.4

高床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル

ロ ケ ッ ト組 立調 整,ク レー ン,ラ ン チ ャー

24 発 射 台
1970(11)

135.0

鉄 骨,コ ン ク リー ト床,タ ー テ ー ブ ル,上 屋 な し

ロ ケ ッ ト発 射

25 観 測 倉 庫
1970(11)

81.2

高床,軽 量鉄骨,折 板

電離層,気 象を除 く観測部門倉庫

26 第11倉 庫
1970(11)

205.4

軽量鉄骨,鉄 製パネル
ー般設営倉庫

27 地 震 感 震 室
1970(11)

27.0
軽量鉄骨,折 板,半 地下

長周期,短 周期地震計感震部

28 第13居 住 棟
1972(13)

100.0

高床,木 製 パネル

個室10,隊 長室

29 椎 葉 庫
1972(13)

67.0

高床,鉄 骨,木 製 パネル

ロケッ ト格納 庫

30 気 象 棟
1973(14)

100.8

高床,木 製パネル

気象(定 常,研 究),屋 上にパ ラボ ラア ンテナ

31 気 象 棟 前 室
1973(14)

26.4

高床,軽 量鉄骨,木 製パネル

気 象用 倉庫

32 工 作 室
1973(14)

52.0

軽量鉄骨,木 製 パネ ル

機械工 作
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33 環 境 科 学 棟
1974(15)

100.8

高床,木 製 パネ ル

生物,医 学,地 球化学

34 送 信 棟
1975(16)

72.0

木製パネル

送信機室

35 ロ ケ ッ ト暖 房 機 室
1976(17)

4.8

高床,木 製パネル

ロケ ット保温槽用暖房機

36
作 業 棟
防 雪 屋 根

1976(17)

23.0

H綱,折 板

ド リフ トよけ,シ ャ ッ ター保 護

37 電 離 層 棟
1977(18)

100.8

高床,木 製パネル

電離層観測,暗 室

38 地 学 棟
1978(19)

100.8
高床,木 製 パネル

地学雪氷,地 震観測室

39 第5冷 凍 庫
1961(5)

5.4

木製パネル

現在使用せず

40 第7冷 凍 庫
1966(7)

13.0

ステンレスパ ネル

食糧保存

41 第8冷 凍 庫
1967(8)

7.4

コンテナ改造

夏期,飯 場食糧 用

42 第14冷 凍 庫
1973(14)

15.4

アル ミパネル

食糧保存

43 夏期隊員宿舎(予 定)
1979.80

(20・21)

302.4

高 床,木 製 パ ネ ル,2階 建

48ベ ッ ト,60名 食堂,風 呂

一

昭和基地施設図
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(2)ロ ケ ッ ト実 験 施 設

ロケ ット実験施設は主基地か ら南西約500mの 地域 にある.こ こにはレーダーテレメーター室,組 立調整室,発

射台及 び椎葉庫の4つ の建物 と,レ ーダー及びテ レメーターアンテナの2つ のレ ドームなどが建設 してあ る.

レーダーテ レメー ター室は大 きさが14.4×6mで 室 内には ロケ ッ ト追尾装置,テ レメーター受信装置,発 射 ・タ

イマ ー管制盤及び各種の試験装置 ・ロケッ ト搭載計器 調整用測定器類 などが設備 されてい る.

組立調整室(12×7.6m)は,ラ ンチ ャー運搬用 レールで発射台 と接続 され てお り,そ こには ロケッ ト主体の組

立てあ るいは調整に必 要な円型 クレーン2基 をは じめ とした作業 機器類が設備 されてい る.ま た,電 灯及びその配

線な どには,防 爆型を使 用 し,保 安面 での配慮 がなされ た内装 を施 してあ る.発 射台 には方位角を与え る為の直 径

8mの ター ンテ ーブル及びその駆 動制御盤 な どが 備えつ けられてい る.

椎葉庫(10.4×6m)は,昭 和基地に搬 入した ロケッ ト本体 ほか,点 火薬類を格納 してお くことを 目的 とした建

物 で,格 納能 力は,S-310型 ロケッ トが二 段重ね て約14機,S-210型 ロケ ットが三段重ねて約20機 であ る.室 内

は火気厳禁は もちろんの こと,電 気 の漏洩 な どに よる事故 を未然 に防止す るために,電 灯な どの設置,電 気配線は

必 要最小 限に とどめか つ床面 等に金属部 の露 出が一切 ない よ うな構造 と な ってい る(落 下物 に よる火花防止).昭

和45年 から昭和54年3月 までに,こ れ らの実験施設を使用 してS-160型4機,S-210型30機,S-310型8機,

合 計42機 の ロケ ッ トを打 ち上 げた.

ロ ケ ッ ト諸 元

区 分 S-160JA型 S-210JA型 S-310JA型

全 長 3890mm 5270mm 7077mm

外 径 160mm 210mm 310mm

全 重 量 約113㎏ 約260㎏ 約720㎏

推 進 薬 重 量 約64㎏ 約154㎏ 約470kg

搭 載 計 器 重 量 約5㎏ 約20㎏ 約40kg

頭 胴 部 全 重 量1約20㎏
1

約40㎏ 約50kg

(3)み ず ほ 基 地

昭和基地 よ り約300k皿 の内陸にあ るこの基地は,第11次(昭 和45年)に コルゲー ト棟 を設置 したのを初 め として

年 々拡充 され現在 に至 ってい る.

主 な施設は2基 の発電機(12,16KVA)観 測居住 に用い る2棟 の プレハブ棟 等であ り,第19次 では ここで超 高

層,雪 氷関係の越冬観測を行 った.

みずほ基地へのルー トと位 置

(70°41'53"S,44°19'54"E,高 度約2,200m)

昭和基地より約300km

みずほ基地
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3.南 極 マ ク マ ー ド ・サ ウ ン ド地 域 共 同観 測 概 要

1

9
一

3.

4.

5

期 間 昭和53年10月23日 ～昭和54年1月27日

日 程

昭53,10.23東 京発

24ク ライス トチャーチ着

27マ クマー ド基地着

昭54.1.19マ クマー ド基地発

20ク ライス トチャーチ着

27東 京帰着

参加者 西 尾 文 彦(国 立極地研究所 雪氷物理学)

白 石 和 行(〃 地 質 学)

船 木 実(〃 古地磁気学)

目 的1.日 米共同に よる阻石探 査及び氷河流動 に よる限石 集積機構 を解 明す るため の氷河調査

2.ド ライバ レー地域 を中心 とした地 質調 査及 び古地磁気学的研究のため の岩石資料採取

成 果等

(1)明 石探査

(2)氷 河調査

(3)地 質調査

(4)古 地磁気

アラーンヒルズにおいて266個,ダ ーウィ ン氷河周辺で44個,計310個 を発 見

アラーンヒルズの阻石が多量に発見 されてい る裸氷域で約20㎞ に及ぶ三角鎖 を設定,測 量 を

実施,ま た,氷 の年代決定のた めの氷資料約250kgを 採取,今 後,三 角鎖 の再測 を行 い,氷

河流動 の結 果を得 る必要 がある.

ドライバ レーにおいて,約20日 間の地質調査を実施,岩 石鉱物学 的研究 のための岩石資料約

300㎏ 採取

ドライバ レー,ア ラーンヒルズ,ロ ス島において古地磁気研究 のための岩石資料約420個 採

取

6.そ の他

ヘ リコプターの支援を予想以上に得 られた こと,ス ノーモ ビルの使用 が可能になった ことに より,広 範 囲の

調査が実施で きた.

4.交 換科学者

交換科学者 の制度 は,南 極地域 を科学的調査その他の平和的 目的のための利用 のみ限定す る こと,科 学的調査 に

っいて の国際協力を促進す ること等を基本的 目的 として制定 された南 極条約に規定 され た制度 である.

同条約の第3条 第1項(b)に 「南極地域において探険隊及 び基地の間で科学 要員を交換す る こと。」 が規定 され て

い る.こ の規定 に基づ き,各 国は外国の観測隊(基 地)に 自国の科学者 を派遣 している.

昭和53年 度 には次の科学者の派遣 ・受け入れが行われた.

〔派遣〕

期 間:昭 和54年1月17日 ～2月17日

派遣者:神 田啓史(国 立極地研究所助手)

派遣先:チ リ基地(西 南極サ ウス シェ トラン ド諸島,キ ングジ ョージ島)

目 的:キ ングジ ョージ島 にお ける蘇苔 ・地衣類 の生態調査及 びチ リ南極観測事業の視 察.

〔昭和基地での受入〕 なし.
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V図 書 ・刊 行 物

1.図 書

(1)図 書室の概要

当 図 書 室 は,昭 和48年9月 に,国 立 科 学 博 物 館 か ら独 立 して,国 立 極地 研究 所 とし て 新 た に発 足 して 以 来,従 来

の蔵 書 の うえ に,さ らに 南 極 ・北 極 に関 す る文 献 の ほ か,極 地 観 測 に 関 連す る,超 高 層物 理,地 球 物 理,固 態 地 球

物 理,雪 氷,地 学,海 洋,生 理 生 態,寒 冷 生 物,医 学,設 営工 学,デ ー タ解 析 な どの 部 門 の単 行 本,雑 誌,レ ポ ー

ト類 の収 集,整 備,充 実 に努 め て い る.

極 地 関 係 の文 献 の なか に は,　Antarctic　 Bibliography,　 Current　 Antarctic　 Literature,　 Arctic　 Bibliography,

Library　 Catalogue　 of　Scott　 Polar　 Research　 Institute,　 Dictionary　 Catalog　 of　the　 Stefansson　 Collection　 on

the　Polar　 Regions,　 Catalogue　 of　the　Library　 of　the　Arctic　 Institute　 of　North　 America,　 Bibliography　 on

Cold　 Regions　 Science　 and　 Techno|ogyな どの 書 誌 類 の ほか,山 岳 ・極 地 研 究 家 の 吉 沢 一 郎 氏 旧所 蔵 の 吉沢 文 庫

(63冊),松 方 三 郎 氏 を通 じて こ寄 贈 い た だ い た松 尾 氏 旧所 蔵 の 松 尾 文 庫(14冊),及 び 立 見 辰 雄 氏 旧所 蔵 の 立 見文

庫(当 図 書 室26冊,昭 和 基 地25冊)な どの貴 重 な南 極 ・北 極 探 検 記 録 が あ る.

また,将 来 の 大学 院 生 受 入 れ に そ な え て,昭 和50年 度 よ り,数 学,物 理,化 学,地 学,工 学 な どの 基 本 図 書 の 充

実 を 図 るた め,年 間 約50万 円 の 予算 を これ に 当 て て い る.

外 国 雑 誌 に つ い て は,新 刊 雑 誌 は もち ろ ん,バ ッ クナ ンバ ー の 整備 に も努 め,各 研 究 者 の 利 用 に資 して い る・ 昭

和53年 度 は,約890万 円 の 予 算 を これ に あ て,次 の15種 類 の バ ック ナ ン バ ーを 購 入 した.

　　 Biultyn　 Peryglacialny,　 Vol.　1-23　 (1954-73)

　　 Canadian　 Journal　 of　Earth　 Sciences,　 Vol.　1-2　(1964-65)

Contr三butions　 to　Mineralogy　 and　 Petrology,　 Vol.　1-64　 (1947-77)

Cryobiology,Vol.1-10(1964-73)andSupPI.1(1964)

　 　 Geo　 Abstract,　 Section　 A,　B　and　 E,　1972-76

　 　 Geografiska　 Annaler,　 Ser.　A,　Vol.　47-56　 (1965-74)

　 　 Journal　 of　Atmospheric　 and　Terrestrial　 Physics,　 Vol.　1-37　 (1950-75)

　　 Journal　 of　Geology,　 Vol.　1-84　 (1893-1976)

　 　 Limnology　 and　 Oceanography,　 VoL　 1-11　 (1956-66)

MarineBiology,Vo1.1-38(1967-76)

Nature,Vo1.1-228(1869/70-1970)

　　 Planetary　 and　 Space　 Scierlce,　Vol.　1-13　 (1958-65)

　 　 Quarterly　 Journal　 of　the　Royal　 Meteorological　 Society,　 Vol・　96-99　 (1970-73)

Science,Vo1.1-154(1895-1956)

　　 Space　 Science　 Reviews,　 Vol.　1-15　 (1962-73)

単 行 本 及 び別 刷 は,イ ギ リス の ス コ ッ ト極 地 研 究所 が,国 際十 進 分類 法(UDC)を 極地 関 係図 書館 用 に再 編 成

し た,　Universal　 Decimal　 Classification　 for　Use　 in　Polar　 Libraries　 を 主 に,国 際 十 進 分類 法 中 間 版 分 類 表(日

本 ドク メ ン テ ー シ ョン協 会)を 併 用 して,分 類 ・配 列 して い る.雑 誌 につ い て は,極 地 関 係 の もの を最 も使 い や す

い場 所 に ま とめ,そ の他 の もの は,誌 名 の アル フ ァベ ッ ト順 に 配 列 して い る.

受 入雑 誌 の うち,購 入 の124種 を の ぞ く911種 は,国 内 及 び諸 外 国 の 大 学,研 究 機 関 との 交 換 ・寄 贈 に よる もの

で あ る.
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当 研 究 所 の 出 版 物 の うち,南 極 資料(年3回),　 Memoirs　 of　Nat三〇nal　Institute　 of　Polar　 Research,　 Series　 A,

B,　 C,　D,　 E,　F,　 Special　 Issue(不 定 期),　 JARE　 Data　 Reports　 (不 定 期),　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series

(年2回)の 編 集 ・出 版 業 務 を 図 書室 で行 っ て い る.昭 和53年 度 は南 極 資 料4冊,　 Memoirs　 of　National　 Institute

of　Polar　 Research　 5冊,　 JARE　 Data　 Reports　 5冊,　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series　 2シ ー ト,計17冊(総

真 数2,087)を 出版 した(1.4及 び2参 照).な お,こ れ らの 出版 物 は寄 贈 及 び交 換 誌 とし て,大 学,研 究 機 関 等,

国 内 は延3,629か 所,国 外 は延3,003か 所 に送 っ てい る.

現 在 の と ころ,図 書室 を利 用 で き る の は,当 研 究 所 教職 員,客 員 教 官,関 係 委 員,共 同研 究 員 及 び 観 測 隊 員 に 限

られ て い る が,外 部 の極 地 研 究 者 な ども図 書室 長 の許 可 が あ れ ば 利 用 す る こ とが で き る.

図 書室 とし て発 足 し てか ら ま だ歴 史 も浅 く,図 書 資 料 も十 分 に整 って い る とは い え な い が,今 後 も南 極 ・北 極 探

検 記 録 の バ ック ナ ンバ ーや 古 書 を は じめ,各 国 観 測 隊 の レ ポ ー ト,そ の 他 関 連 分 野 の 単 行 本,雑 誌 の 収 集,充 実 に

努 め て い き た い.当 図書 室 蔵 書 の うち単 行 本 の 約15%,雑 誌 の 約88%は 寄 贈 ・交 換 に よ る もの で あ る.寄 贈 して下

さっ た方 々 に感 謝 す る と と もに,今 後 も当 図書 室 の図 書 資 料 の 充 実 の た め に,変 らぬ ご協 力 を お 願 い した い.

(2)年 度別蔵書数及び増加冊数 ()内 は年間増加冊数

区 分 昭和49年 度 昭和50年 度 昭和51年 度 昭和52年 度 昭和53年 度

単 行 本

書目奉

書洋

867
(199)

2,156
(542)

1,334
(467)

2,707
(551)

1,536
(202)

3,278
(571)

1,947
(411)

3,734
(456)

2,287
(340)

4,364
(630)

計
3,023
(741)

4,041
(1,018)

4,814
(773)

5,681
(867)

6,651
(970)

製 本 雑 誌

和 雑 誌

洋 雑 誌

43
(43)

217
(217)

105
(62)

705
(488)

155
(50)

1,170
(465)

256
(101)

1,561
(391)

299
(43)

2,515
(954)

計
260

(260)
810

(550)
1,325
(515)

1,817
(492)

2,814
(997)

(3)年 度別雑誌受入 タイ トル数

区 分

和

洋

雑

雑

誌

誌

計

昭和49年 度

87

513

600

昭和50年 度

103

517

620

昭和51年 度

110

677

'787

昭和52年 度

126

749

875

昭和53年 度

143

892

1,035
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(4)年 度別出版冊数及び真数

区 分

南 極 資 料

Memoirs　 NIPR

JARE　 Data　 Reports

Antarctic　 Geologica]

　 Map　 Serjes

昭和49年 度

冊数 頁 数

昭和50年 度

冊数
i

399{

255i

頁 数

436

356

484

30

昭和51年 度

4

2

計 12

冊数 真 数

418

6

1,078 17

606

321

406

16

1,306 14 1,349

昭和52年 度

冊数 頁 数

486

584

445

20

昭和53年 度

冊数

4

5

5

2

3

つ
0

6

ワ
臼

3

5

4

つ
】

3

5

7

2

つ
d

つO

14 1,535! 16

頁 数

836

814

424

13

2,087

2.刊 行 物

南 極

〃

〃

〃

〃

資 料62号

63号

64号

65号

総 目次61-{55号

1978年9月

1979年1月

1979年2月

1979年3月

1979年3月

Memoirs　 of　 National　 Institute　 of　 Polar　 Research

　 Series　 A　 (Aeronomy),　 No.　 15:　 Wave　 characteristics　 of　 magnetic　 Pi2　 pulsations　 in　 the

　 　 auroral　 region　 -　 Spectral　 and　 polarization　 studies,　 by　 M.　 Kuwashima.　 November　 1978.

　 Special　 Issue,　 No.　 g:　 Proceedings　 of　 the　 Second　 Symposium　 on　 Rocket　 Experiments　 in

　 　 Antarctica,　 ed.　 by　 T.　 Nagata.　 October　 1978.

　 Special　 Issue,　 No.　 10:　 Ice-coring　 Project　 at　 Mizuho　 Station,　 East　 Antarctica,　 1970-1975,

　 　 ed.　 by　 K.　 Kusunoki　 and　 Y.　 Suzuki.　 December　 1978.

　 Speical　 Issue,　 No.　 11:　 Proceedings　 of　 the　 Symposium　 on　 Terrestrial　 Ecosystem　 in　 the

　 　 Syowa　 Station　 Area,　 ed.　 by　 T.　 Matsuda　 and　 T.　 Hoshiai.　 February　 1979.

　 Special　 Issue,　 No.　 12:　 Proceedings　 of　 the　 Third　 Symposiuln　 on　 Antarctic　 Meteorites,　 ed.

　 　 by　 T.　 Nagata.　 March　 1979.

JARE　 Data　 Reports

　 No.　 45　 (Aurora　 5):　 Records　 of　all-sky　 camera　 photographs　 at　 Syowa　 Station,　 Antarctica

　 　 in　1976,　 by　 National　 Institute　 of　Polar　 Research.　 July　 1978.

　 No.　 46　 (Ionosphere　 19):　 Riometer　 records　 of　30　 MHz　 cosmic　 noise　 at　 Syowa　 Station,

　 　 Antarctica　 in　1977,　 by　 M.　 Ose　 et　al.　November　 1978.

　 No.　 47　 (Meteorology　 5):　 Meteorological　 data　 at　Mizuho　 Station,　 Antarctica　 in　 1977-1978,

　 　 by　Y.　 Fujii　 and　 S.　Kawaguchi.　 November　 1978.

　 No.　 48　 (Glaciology　 6):　 Glaciological　 research　 at　Mizuho　 Station,　 Antarctica　 in　1977,by　 Y.

　 　 Fujii.　March　 1979.
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 No. 49 (Seismology  12): Seismological bulletin of Syowa Station, Antarctica, 1977, by K. 

   Kaminuma. March 1979. 

Antarctic Geological Map Series 

 Sheet 8: Kjuka and Telen, 1/25000. March 1979. 

 Sheet 21: Cape Omega, 1/25000. March 1979.
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Wそ の 他

1.諸 会 議

(1)評 議員 会議

研究所の事業計画その他の管理運営に関する重要事項にっいて,所 長に助言する

澄

陸奥雄

克 躬

誠 司

大 助

善三郎

一 雄

哲 夫

東京工業高等専門学校長

大学入試センター所長

順天堂大学長

東京大学名誉教授

北海道大学低温科学研究所長

東京大学東京天文台長

大阪大学名誉教授

東京水産大学名誉教授

博

繁

隆

一

郎

一

男

吉

憲

大

義

武

口

田

井

田

本

辺

浜

福

藤

前

森

山

渡

野

藤

田

岩

元

沢

山

岡

加

懸

茅

黒

末

寺

富

日本分析センター理事長

国立科学博物館長

科学技術会議議員

京都産業大学理学部教授

東京大学宇宙航空研究所長

東北大学名誉教授

東京大学名誉教授

(任 期52.9.29～54.9.28)

第7回 評議 員 会議 昭 和53年6月20日

議 題

1・ 昭和54年 度 概 算 要求 の基 本 方 針(案)に つ い て

2.そ の他

(2)運 営協議 員会 議

極地観測の実施その他の研究所の運営に関する重要事項で所長が必要と認めるものについて,所 長の諮問に応じ

る.

浅 田 敏

朝比奈 一 男

粟 野 誠 一

小 口 高

大 林 辰 蔵

河 原 猛 夫

木 村 磐 根

小 泉 光 恵

佐 藤 稔 雄

鈴 木 慎次郎

東 晃

東京大学理学部教授

中京大学体育学部教授

日本大学理工学部教授

東京大学理学部教授

東京大学宇宙航空研究所教授

日本短波放送開発事業センター
顧問

京都大学工学部教授

大阪大学産業科学研究所教授

日本大学理工学部教授

国立栄養研究所健康増進部長

北海道大学工学部教授

口

田

原

本

茂

山

樋

藤

藤

松

丸

村

楠

松 田

吉 野

武 田

敬 二

譲

健 蔵

径 夫

隆

雅 美

宏

達 郎

彦

典 明

名古屋大学水圏科学研究所教授

東京大学工学部教授

広島大学文学部教授

長崎大学教養部教授

東京大学海洋研究所長

国立極地研究所次長

国立極地研究所研究主幹

国立極地研究所資料主幹

国立極地研究所管理部長

国立地研究所事業部長

(任 期52.9.29～54.9.28)
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第15回 運営協議 員会議 昭和53年5月12日

議 題

1.教 官人事について

2.昭 和54年 度南極地域観測事業費編成大綱 について

3.第20次 南極地域観測隊の編成について

4.昭 和53年 度共同研究 員について

第16回 運営協議員会議 昭和53年11月2日

議 題

1.第21次 南極地域観測隊隊長 ・副隊長について

2,第20次 南極地域観測隊行動計画について

第17回 運営協議員会議 昭和53年3月2日

議 題

1.教 官人事について

2.第21次 南極地域観測隊の実施計画について

(3)専 門委 員会

所長の諮問に応じ,運営協議員会議から求められた極地観測事業の実施に関する専門事項について,調 査審議を

行う.
一 宙空専門委員会

二 気水圏専門委員会

三 地学専門委員会

四 生物 ・医学専門委員会

五 定常観測専門委員会

六 国際共同観測専門委員会

七 設営専門委員会

(4)南 極 地名委 員会

研究所が作成する南極の地名について,所 長に助言する.

(5)編 集委 員会

所長の諮問に応じ,極地観測の成果その他の研究成果等の編集について,調 査審議を行う.

(6)極 地 観測隊 員健 康判 定委 員会

所長の諮問に応じ,極地において極地観測及びこれに付随する業務に従事する者及びその候補者等の健康に関す

る事項について,調 査審議を行う.

(7)極 地 観測 記録 映画作 成委 員会

所長の求めに応じ,極 地観測に関する記録映画の作成について助言を行う.

(8)共 同 研究委 員会

所長の諮問に応じ,共 同研究計画書の審査その他共同研究員制度の運営に関する事項について調査審議を行う.
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(9)南 極海 洋生物 資源 特別委 員 会

所長の諮問に応じ,南極地域の海洋生物資源に関する諸問題を調査審議する.

(10)南 極鉱物 資源 特別 委員 会

所長の諮問に応じ,南 極地域の鉱物資源に関する諸問題を調査審議する.

2.職 員の海外出張

助 教授 矢 内 桂 三

53.4.6～53.5.13ア メ リカ合 衆 国

日米 合 同 阻 石探 査 計 画 に よっ て発 見 され た 南 極 除石 の分 割,研 究

次 長 村 山 雅 美

53.4.10～53.6.9カ ナ ダ

極 地 観 測 事 業 に関 す る情 報 ・資 料 収 集 ほ か

教 授 楠 宏

〃 松 田 達 郎

53.5.13～53.5.29フ ラ ン ス

第15回 南 極 研 究 科 学 委 員 会 総 会 出 席

所 長 永 田 武

53.5.19～53.5.29フ ラ ンス

第15回 南 極 研 究 科 学 委 員 会 総 会 出席

助 手 藤 井 理 行

53.7.6～53.7.24カ ナ ダ

第13回 国 際 永 久凍 土 会 議 出席

教 授 星 合 孝 男

53.7.15～53.7.31ア ル ゼ ンチ ン

第2回 南 極 条 約特 別 協 議 会 議 出席t

助 教 授 福 西 浩

助 手 藤 井 良 一

53.8.10～53.10.7ア イ ス ラン ド

共 役 点 観 測 に よ るオ ー ロ ラ及 び磁 気 圏 内 の プ ラ ズ マ活 動 の

発 生 機 構 の 研 究

助 教授 前 晋 爾

53.8.13～53.8.31カ ナ ダ

巨大 質 量 水 の 動 力学 に関 す る シ ン ポ ジ ウ ム 出席

所 長 永 田 武

53.8.18～53.9.22ア メ リカ 合衆 国,ソ 連

月 科学 の 研究 ほか

助 教授 矢 内 桂 三

53.8.10～53.8.25カ ナ ダ,ア メ リカ合 衆 国

第41回 明 石学 会 出席

教 授 星 合 孝 男

(研究所)

(日本大学)

(国際研究集会 ・研究所)

(日本学術会議)

(研修)

(文部 省)

(在外研究 員 ・研究所)

(国際研究 集会ほか)

(研究所 ほか)

(研修)
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53.9.20～53.9.27ポ ー ラン ド

国際極地問題高度専門家会議 出席

助 手 西 尾 文 彦

船 木 実

白 石 和 行

53.10.23～54.1.26南 極地域

南極マ クマ ー ド ・サ ウン ド地域におけ る観測調 査

所 長 永 田 武

53.11.6～53.11.21ア メリカ合衆 国

惑星磁 気の起源シ ンポジ ウム

次 長 村 山 雅 美

53.11.18～53.12.6ネ.R-一 ル

ネパ ール ・ヒマ ラヤの氷河情報 資料収 集ほか

助 手 福 地 光 男

事務官 長 坂 悦 朗

53.11.25～54.4.20南 極地域

第20次 南極地域観測隊夏隊

助教授 前 晋 爾

助 手 和 田 誠

助教授 矢 内 桂 三

技 官 吉 田 治 郎

53.11.25～55.3.20南 極地域

第20次 南極地域観測隊越冬隊

助 手 神 田 啓 史

53.12.14～54.2.20南 極地域

チ リ国南極基地におけ る生物学調査ほか

教 授 星 合 孝 男

54.1.22～54.1.31ド イ ツ連邦

南大 洋生 物資源専門家 グルー プ漁類作業部会出席

所 長 永 田 武

54.3.18～54.4.10ア メ リカ合衆国

第10同 月惑星科学会議出席

3.職 員

所 長 地球物理学 理博

次 長(企 画調整官,教 授)設 営工学

【研 究 系】

研究主幹(教 授,併)理 博

(地球物理研究部門)

助教授 気 象 学

助 手 磁気圏物理学

〃 磁気圏物理学
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(ポ ー ラ ン ド科 学 ア カ デ ミー ほ か)

武

美雅

田

山

永

村

宏楠

男

勝

雄

真

夏

口

川

藤

川

鮎

佐

(南極本部)

(国際研究 集会ほか)

(日本雪 氷学 会)

(南極本部)

(南極本部)

(南極本部)

(文部省)

(国際研究集会ほか)



(超高層物理学研究部門)

教 授 極光物理学

〃(併)超 高層物理学

助教授 磁気圏物理学

〃(併)超 高層物理学

助 手 超高層物理学

(雪氷学研究部門)

教 授 海氷物理学

助教授 雪氷物理学

助 手 雪氷物理学

〃 氷河気候学

〃 雪氷物理学

(極地気象学研究部門)

教 授(併)気 象 学

(地学研究部門)

教 授 自然地理学

助教授 地 震 学

助 手 自然地理学

〃 地 質 学

(極地鉱物 ・鉱床学研究部門)

教 授(併)鉱 床 学

(生理生態学研究部門)

教 授 海洋生態学

助教授 低温生理学

助 手 海洋生態学

(寒冷生物学第一研究部門)

助教授 海洋生態学

助 手 海洋生態学

(寒冷生物学第二研究部門)

助教授(併)浮 遊生物学

(寒地工学研究部門)

助教授(併)船 舶工 学

助 手 設営 工学

【資 料 系】

資料主幹(教 授)陸 上生態学

(生物系資料部門)

助 手 植物分類学

(非生物系資料部門)

助 手 地 質 学

〃 岩石磁気学

(データ解析資料部門)

助 手 電離層物理学

【図 書 室】

図書室長(教 授,併)

男

夫

浩

征

一

威

赴

良

沢

野

西

分

芳

平

芳

福

国

藤

宏

爾

彦

行

誠

晋

文

理

尾

井

田

楠

前

西

藤

和

博

博

博

博

博

理

理

理

理

理

之正中田博理

夫

伊

一
行

栄

克

喜

和

田

沼

腸

石

吉

神

森

自

縛理

郎一慶平兼博理

男

邦

男

孝

佳

光

合

山

地

星

大

福

尊

重
・

重
・

よト

ナ

セ

理

理

産水

彦

篤

靖藤

村

内

谷

博農

久敬本根

郎

啓

一宏田

井

古

寺

博

博

農

工

郎達田松

史啓田神

三

実

柱内

木

矢

船

博

博

博

理

理

理

子代美淵岩

郎達門松博理

147



【事 務 系】

管理部長

庶務課長

会計課長

享業部長

事業課長

観測協力室長

【附属観測施設】

昭和基地長(教 授 ・併)

吉 野 諸 彦

今 田 収

大 森 清 二

武 田 典 明

山 木 俊 助

村 越 望

理博 平 沢 威 男

4.庁 舎

所 在 東 京都板 橋区加 賀1丁 目9番10号

敷 地5,947㎡

建 物 研究棟 鉄筋 コンク リー ト造地下1階 地上4階 建(延)5,796㎡

5.経 費

国立学校特別会計

(項)研 究 所 人 件

運 営

設 備

合
一般会計

(項)南 極地域観測事業費

6.所 務 日

53.4.20

5.4

5.9

〃

5,11

〃

5.12

5.23

6.1

6.20

6.21

6.29

諸
口心

贅

費

費

計

319,120千 円

304,899千 円

134,072千 円

758,091千 円

867,294千 円

第19次南極地域観測隊夏隊帰国

共同研究委員会

地学専門委員会

気水圏専門委員会

生物 ・医学専門委員会

宙空専門委員会

第15回運営協議員会議

定常観測専門委員会

第29回文部省所轄並びに国立大学附置研究所事務長会議総会(学 士会館)

第7回 評議員会議

極地観測記録映画作成委員会

編集委員会
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7.5～9第20次 南極地域 観測 隊夏期総合訓練

8.14極 地 観測 記録映 画作成委 員会

8.20～9.3南 極大陸 展(国 立科学博物館)

9.4極 地観測記録映画作成委 員会

9.18～19海 洋生物 シンポジ ウム

9.27～28南 極地学総 合シンポジウム

9.29創 立記念 日

10.26～27第29回 文部省所 轄機関等 事務協議 会(室 戸少年 自然 の家)

11.1編 集委員会

11.2第16回 運 営協議 員会議

11.6職 員定期 健康 診断

12・5～6第1回 気水圏シンポジ ウム

54.2.13南 極海洋生物資 源特 別委 員会

〃 生物 ・医学専 門委員会

2.14～16第2回 極域 におけ る電離 圏磁気 圏総合観測 シンポジウム

2・19気 水圏専 門委員会

2.20地 学 専門委員会

〃 南極地名委員会

2.21～22南 極限石 シンポジ ウム

2.23皆 空 専門委員会

3.2第17回 運営協議 員会議

3.6～10第21次 南極地域観測隊隊員候補者冬期訓練

3.20第19次 南極地域観測隊越冬隊帰国
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